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アイ アン マー チ の アン ソロ ジー 
ファ シズ ム は 、 上 真理 を 無 私 に 遵守 し よう と する 他 に 類 を 見 な い 世 界 観 で あり 、 一 歩 で も 
逸脱 する こと は 失敗 を 意味 し ます 。 し た が っ て 、 そ れ は 
特に この 時 代 に お いて は 、 歩 く の が 最も 困難 な 道 で す 。 
私 た ち は 、 情 報 の 絶え 間 な い ホ ワイ トノ イズ に 直面 し 、 情 報 を 覆い 隠し ます 。 
真実 。 
私 た ちの コミ ュ ニ ティ に は 4 年 か か り ま し た (ITPF と し て 誕生 し た 際 に 学ん だ 
教訓 を 考慮 する と 、 さ ら に 長く か か り ま し た ) 
に つい て の より 明確 か つ 包 括 的 な 理解 を 形成 する た め 、 
ファ シス ト の 世界 観 と アイ アン マー チイ ヤー だ っ た この 1 年 
世界 観 教 育 の 一 環 と し て 、 私 た ち は こ の 分 野 で 大 き な 進歩 を 遂げ まし た 。 
私 た ち は 、 一 般 的 な 誤解 を すべ て 取り 除き 、 人 物 の 立場 を 完全 に 一 致 さ せ 、 さ ら に 詳細 
に 説明 する 資料 を すべ て の 人 の 注意 を 引く た め に 意図 的 に 設定 し た こと を 考慮 し て く 
だ さい 。 
私 た ち は 常 に 高く 評価 し て いま し た 。 
私 た ちの 仕事 の 成果 は この アン ソロ ジー 本 に まとめ られ 、 


ファ シス ト の 道 へ の 旅 を 始め る の で す 。 

何 年 も か か っ た こと を 一 読 で 達成 で きま す 。 た だ し 、 あ な た が 

ここ で 読む 内 容 は 全体 像 か ら は ほど 遠い で す が 、 次 の 点 に は 十分 で す 。 

あな た は 、 あ な た が そう だ と いう 確信 を 持っ て 私 た ちの 共通 の 闘い に 参加 し て くだ さい 。 
右 に あり ます 。 そ の 後に 何 が 起こ る か は 完全 に あな た 次 第 で す - あな た が そう する か どう か は 
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この 本 を 読ん だ 後 、 フ ァ ン スト の 世界 観 を さら に 研究 する か どう か を 選択 し て も 、 あ な た は 
すでに 真実 と 嘘 を 見 分 ける の に 十分 な 知識 を 持っ て いる の で 、 こ の 道 に 確実 に 足 を 踏み 入 
れる こと が で きる で し ょ よう 。 


そこ で 本 当 に 重要 な の は 、 あ な た が これ に どの よう に 参加 する か で す 
自分 の 確信 を どう や っ て 行動 に 変え る か 、 准 闘 する 。 


プロ セス 


この アン ソロ ジー を 作る に あたっ て 最初 に 取り 組ん だ の は 、 収 録 す る 素材 の 選定 で し 

た 。 IronMarch の コン テン ツ の うち 記事 の 形式 に な っ て いる の は ほん の 一 部 で 、 残 り は 
短い 投稿 の や り と り で す 。 デ ィ ス カッ ショ ン は この 本 の 形式 に は あま り 適 し て いな いた め 、 
いく つか の 記事 タイ プ の 投稿 に 焦点 を 当て まし た 。 こ こ で は 過度 に 厳選 する の で は な く 、 
幅広 い 網 を 張り ます が 、 そ れ で も いく つか の 選択 基準 が あり ます 。 


1. 期 間 : この アン ソロ ジー の 目的 は 、2014 年 か ら 2015 年 の 間 に 行わ れ た 進化 の 飛 
躍 を 説明 し 、 具 体 化す る こと で ある た め 、 記 事 は この 期間 の も の で ある 必要 が あ 
り ま す 。 


2. 主 題 : 記事 は 、 ニ ュー ス 出 来 事 、 特 定 の 運動 、 ま た は 歴史 分 析 に 関す る も の で は な 
く 、 一 般 的 な 方 法 で 世界 観 ま た は 理論 に 関連 し て いる 必要 が あり ます 。 


これ に より 、 数 十 の 記事 に まで 削減 され まし た 。 し か し 、 や る べき こと は まだ あり まし 
た 。 記 事 は テー マ を 中 心 に 一 貫 し た 構造 に 再 配 置 さ れ 、 可 能 な 限り 相互 に 構築 され る よう 
に 順序 付け され まし た 。 


最後 の タス ク は 、 す べ て の 資料 を 編集 し て 「 本 」 の 形式 に 適合 させ る こと で し た 。 こ れ 
は 、 誤 植 を 修正 し 、 あ いま いな 文法 を 一 掃 す る こと を 意味 し まし た が 、 記 事 が も と も と フォ 
ー ラ ム の 投稿 で あっ た と いう 事実 へ の 言及 も 削除 し まし た 。 そ の た め 、 各 記事 は いわ ば 「 脱 
フォ ー ラ ム 」 さ れ ま し た 。 最 後に 、 主 題 が 類似 し すぎ る 場合 に は いく つか の マテ リア ル が 
統合 され 、 時 の 試練 に 耐え られ る よう に 改良 され まし た 。 
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それ だ け で は あり ませ ん 
あな た の ディ プシ ッ ト 
哲学 
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私 た ち が 克 服 し た 誤解 や 間違い に 対処 する こと か ら 始 め ま し ょ う 。 こ れ 
ら の エラ ー の 一 部 は 単に 限ら れ た 環境 か ら 生 じ た も の で す 
ファ ンズ ム に 関す る 知識 と 理解 新た な 洞察 
一 掃 。 他 の も の は 弱 さ 、 つ まり 道徳 心 の 欠如 の 結果 で す 

「 穏 健 な 運動 や 思想 家 を 特徴 づけ る 勇気 。 
ファ シズ ム の 本 質 に 触れ よう と する 私 た ちの 努力 に お いて 、 私 た ち は 削 り 取 ら な けれ ば な り ま せん 
虚偽 で ある か 、 真 実 を 曖昧 に する すべ て の も の 
その 結果 が 社会 全体 に と っ て どれ ほど 不 人 気 で ある か 、 あ る い は 「 政 治 的 に 間違っ て いる 」 と 思 
われ る か 。 

これ ら の 「 赤 ちゃ ん の 最初 の ファ シン ズム 」 の ポイ ント の いく つか か ら 始 め ま し ょ う 

さら に 議論 の 余地 の ある テー マ に 進み ます 。 


3 位 


この 無駄 で 無 意 味 な ラベ ル を 捨て る 時 が 来 ま し た 、 そ れ は 文字 通り 「 赤 ちゃ ん の も の 」 で す 

第 一 の ファ シズ ム の 間違い は 、 そ れ が 利権 で あり 存在 する と いう 意味 で ある 。 

この ラベ ル が 貼ら れ た イデ オロ ギー を 前 提 と し て 

共産 主義 や 資本 主義 と は 対照 的 な 「 第 三 の 道 」 で す 。 

まず 第 一 に 、 フ ァ シ ズム は これ ら 2 つの 考え を 合わ せ た も の より も 広い も の で す 。 
な ぜ な ら 、 前 者 の 場合 は それ が イデ オロ ギー で あり 、 後 者 の 場合 は 単 な 
る 経済 シス テム だ か ら で す (余談 で す が 、 私 は また 、 
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ファ シス ト が 本 質 的 に 資本 主義 で ある と いう 誤解 を 未だ に 持ち 続け て いる ファ シス ト が 
いる と すれ ば 、 こ の 主張 は 共産 主義 者 に よっ て な され 、 リ ベラ ル 派 に よっ て 繰り 返さ れ て 
いる の で 、 一 部 の 人 た ち に は よく 定着 し て いる か も し れ な い 。 
想定 され た 事実 と し て の 自称 ファ ンス ト ) 。 さ ら に 重要 な こと に は 、 
共産 主義 も 資本 主義 も 同じ 世界 に 属し て お り 、 
現代 世界 と は 対照 的 に 、 フ ァ ン ズム は 本 質 的 に 異な る 世界 、 伝 統 的 世界 を 表現 し 
た も の で す 。 
私 た ちの 世界 観 で は 、 最 初 の 精神 的 な 道 は 2 つ し か あり ませ ん 。 

太陽 の 伝統 と 月 の 伝統 な ど 、 他 の すべ て は 派生 し て いま す 。 

( 反 ) 伝 統 。 フ ァ シ ズム は 太陽 で ある が 、 共 産 主義 と 資本 主義 は どちら も 月 の 「 乗 
っ 取り 」 の 産物 で ある 。 つ まり 、 ど ちら か と いえ ば 、 私 た ち は 

「 最 初 」 ま た は 「 オ リ ジ ナ ル 」 の 位置 。 こ れ に つい て は 後 で 詳し く 説明 し ます 。 


右 と 左 


前 回 の フォ ロー アッ プ ポ イント 。 も う 捨 て る べき 時 が 来 た 
窓 、 こ の 右 と 左 の 認識 は 何 も 生 み 出さ な い の で 
ファ シズ ム と は 何 か に つい て の 混乱 以上 の も の で あり 、 フ ァ シ ズム が 共産 主義 と 
資本 主義 に 対抗 する 「 第 三 の 立場 」 で ある と いう 主張 に も 部 分 的 に 責任 が ある 。 
より 具体 的 に 主張 する と 、 
ファ シズ ム に は 「 右 派 と 左派 の 両方 」 の 要素 が ある が 、 
ファ シズ ム に 反対 する 人 々 は 喜ん で 反対 側 の 陣営 に ファ ンズ ム を 押し 込む 
彼ら 自身 の : 共 産 主 義 者 は それ を 右 細 と 主張 する が 、 ア メリ カ 人 は 
保守 主義 者 は それ を 左 細 と みな す だ ろ う 。 右 派 の 問題 
左 の シス テム は 相対 的 な も の で あり 、 異 な る シス テム を 使用 で きる と いう こと で す 。 
アイ デア を どこ に 設定 する か に 応じ て 、 右 また は 左 の いずれ か と し て 見 られ ます 
調査 され て いる (と は いえ 、 ア メリ カ 人 は 右派 と 左派 の 分 像 に つい て 特に 遅れ た 
見 方 を 何と か 思い つき 、 共 産 主義 者 を ファ シス ト と 一 緒 に 、 両 者 の 対立 を 理由 に 
押し 込ん だ が ) 
共産 主義 は 明らか に 存在 に 反対 し て いる に も か か わら ず 、 全 体 主義 的 で す 
国家 の 一 つ で あり 、 フ ァ シ ズム は 有機 的 国家 の た め の も の で ある - これ に つい て は 後 で 詳し く 説 明 す る )。 

右派 と 左派 と いう 政治 的 分 像 が 確立 され た の は 、 
私 た ち は フ ァ シ ズム を 現代 世界 の 勢力 で ある と 主張 し て いま す が 、 
伝統 的 な 世界 、 つ まり 現代 の 視点 は 狭く 、 フ ァ ン ズム を その 基準 で 分 類する に は 
不 十分 で ある こと を 意味 し ます 。 
それ は また 、 フ ァ シ スト 世界 観 の 認識 に お ける これ ら の 道 は 両方 と も 月 の ( 反 ) 伝 統 に 属 
し て いる こと を 意味 し て お り 、 単 に 次 の よう に 主張 する こと が で きま す 。 
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乗っ 取り (この プロ セス は 後ほど 説明 し ます が 、 こ れ は 「 イ ン ボ リュ ーション 」 と 呼ば れ ま 
す ) の さま ざま な 段階 で あり 右派 は 初期 段階 左派 後期 お よび 最終 段階 で す 。 


私 た ち が 右 細 で ある と 主張 する こと も で きま す が 、 そ れ は 単に 、 そ れ が 進化 の 初期 
段階 で まだ 維持 され て いる 概念 を 表し て お り 、 し た が っ て 私 た ち が 評 価 し 保護 し て いる 
理想 の 起源 に 近い か ら で す 。 フ ァ シ ズム が 実際 に 何 な の か を 説明 する に は 不 十分 な 用 語 
で す 。 


「 フ ァ ン ズム と ナチ ズム は 違う 」 


これ は 、 誰 か (個人 ) を 私 た ちの 大 義 に 押し 込む た め の 優れ た ツー ル で あり 、 人 々 が 考え 
て いる こと を 最初 に 解体 し 、 後 で 別 の 方 法 で 再 構築 する と いう 古く か ら あ る 方 法 に 基づい 
て いま す 。 私 た ちの 場合 、 フ ァ ン ズム は ナチ ズム と は 違う も の で ある と 言う の は 、 普 通 の 

人 々 が 気づい て いな い 考 え を 紹介 し 、 す べ て を 「 邪 悪 な ナチ ズム 」 と し て 単に 却下 する た 
め の 対 話 を 開く 素晴らし い 方 法 で す 。 ど うし て ? "私 た ちの 多く は 自ら この 方 法 で ファ ンズ 
ム に た どり 着き まし た が 、 危 険 な の は 、 フ ァ シ ズム と ナチ ズム が 同じ で ある か 、 同 じ 世 界 観 
に 属し て いる こと が 明らか な 新しい ビジ ョ ン が 構築 され る 前 に 、 こ の 考え が 定着 し て し ま 
ら こ と で すら 


「 い や 、 ほ ら 、 我 々 は ファ シス ト で あっ て ナチ ス で は な い ! 」 と いう 段階 に は まっ て し まう フ 
アシ スト た ち 結局 、 攻 撃 を 開始 する の で は な く 、 ほ と ん どの 場合 防御 に 就く こと に な り ま す 。 そ れ 
は 真実 で は な い イ メー ジ を 維持 する た め の 絶 え 間 な い 戦い で あり 、 群 衆 は それ が 真実 で は な く 、 
廃止 され る こと を 知っ て いる の で 、 リ ベラ ル 派 は 、 
彼ら は 穏健 な 国家 主義 者 と 同じ よう に あな た を 食い 荒らし ます (質問 タイ ム で ニッ ク < グ 
リフ ィ ン が 激しく 非難 し て いる の を 見 て くだ さい ) 。 

「 フ ァ ン ズム は 人 種差 別 主義 で も 反 ユ ダ ヤ 主 義 で も な い 」 

も ちろ ん 、 こ れ は 前 の 点 の 続き で あり 、 フ ァ ン ズム と ナチ ズム が どの よう に 同じ で ある か 
に つい て の 確立 され た リベラ ル な 見 解 を 解体 する た め に よく 行わ れる 議論 で す (それ ら 
は 同じ で す が 、 リ ベラ ル が 想定 し て いる 方 法 で は あり ませ ん ) 。 こ の 考え を 押し 通す の に 
十分 な 実際 の 資料 が ある この 点 と 前 の 点 の 両方 が 、 ナ チ ス ドイ ツ と ファ シス ト の 政策 の 
例 に よっ て は っ きり と 理解 され る 
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イタ リア だ が 、 こ れ ら も や は り 政 治 イ デオ ロ ギ ー と し て の ファ シズ ム の 現れ で 
ある 。 政 策 は 異な る 場合 が あり ます が 、 世 界 観 の 文脈 に お いて 根本 的 に 異な 
る も の で は あり ませ ん 。 

ムッ ソリ ー ニ が どの よう に し て 州 内 で ユダ ヤ 人 を 人 迫害 し な か っ た か を 

昌 摘 で きま す 。 党 に は 重要 な ユダ ヤ 人 メン バー が いた 。 ム ッ ソ リー ニニ は イ 

タリ ア で ファ シス ト と ユダ ヤ 人 の 会 議 が 開催 され る こと さえ 許可 し 、 実 際 
に 存在 し た いく つか の ファ シス ト と ユダ ヤ 人 の 組織 、 例 えば リー ヒ に 好意 
的 な 目 を 向け た 。 同 時 に 、 イ タリ ア は ナチ ス の 人 種 主義 を 共有 し て いま せ 
ん で し た 。 実 際 、 ナ チ ス 風 の 人 種 主義 宣言 も ユダ ヤ 人 迫害 も 、 ヒ トラ ー の ド 
イツ が イタ リア に 同調 する よう 圧力 を か け 、 サ ロ 共 和 国 が 崩壊 し た と き に 
自ら それ ら の 政策 を 直接 実施 し た た め に の み 生 じ た も の で し た 。 設 立 。 


し か し 、 同 様 に ヘッ ソリ ー ニ が イタ リア の ファ シス ト 人 種 主 義 を 望み 、 そ の 脅 
威 を 認識 し て いた こと を 証明 する 情報 源 を 指摘 する こと も で きる 。 
ユダ ヤ 人 た ち は ポ ー ズ を と っ た 。 し か し 、 そ の 情報 を 提示 する 前 に 、 古 い リ ベ 
ラル 主導 の 認識 を 解体 する 必要 が あり ます 。 

繰り 返し に な り ま す が 、 重 要 な の は 、 解 体 と 再 構築 を 通じ て 誰か に 赤 
ん 坊 を 与え る た め に は これ で すべ て が 良い こと で す が 、 前 者 の 教訓 に 依 
存 し 、 後 者 に 到達 し な い 場 合 . あ な た は 社会 か ら 孤 立 し て し まう と いう こ 
と で す 。 フ ァ シ ズム の 現実 。 


保守 単 命 


この 学派 も ファ ンス ト で あり 、 単 に ファ シン ズム の 異な る 領域 を 探求 し 、 
世界 観 と し て の ファ ンズ ム の 探求 に 近づい た だ け で す が 、 繰 り 返 し に 
な り ま す が 、 こ れ は 別個 の 現象 で は な く 、 同 じ 問 題 に 対す る 異な る 視点 
に すぎ ませ ん 。 星 の 正確 な 位置 を 知る た め に は 、 少 な く と も 2 つの 異な 
る 場所 か ら 星 を 見 な けれ ば な り ま せん 。 フ ァ シ スト の 理想 を 推進 し た ヨ 
ー ロ ッ パ の 政治 運動 は ある 立場 を と り ま す が 、 保 守 潮 命 学 派 は それ を 
別 の 立場 か ら 探求 し まし た (エル ンス ト 。 ユ ン ガ ー の 「 英 雄 的 リア リ 
ズム 」 の 世界 は 、 フ ァ シ スト の 世界 観 、 太 陽 の 伝統 に ほか な り ま せん ) 。 
これ が まっ た く 別 の も の で ある と 自分 自身 を 欺く こと は で きま せん が 、 
最初 に それ が 別 の も の で ある と 主張 する 場合 これ は 誰か を ファ ンズ 
ム に 紹介 する 実行 可能 な 方 法 で も あり ます 。 
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も う 一 度 言 いま す が 、 物 事 を 視点 か ら 見 る と 、 そ れ は 別 の も の に な り ま す 。 
最も 原始 的 な レベ ル で あり 、 そ こ か ら 解 体 が 始ま り ます 。 
リベラ ル な 概念 で す が 、 認 識 の 再 構築 が 始ま る と 、 
それ ら が 同じ 世界 観 に 属し て いる こと を 明確 に する 必要 が あり ます 。 


コー ポラ ティ ズム 


この 重大 な 間違い は お そら く あ る 程度 犯さ れ た も の で ある 
ファ シス ト 指 導 者 に よっ て さえ (私 た ち は 知ら な い の で 確か な こと は わか り ま せん ) 
彼ら の コー ポラ ティ ズム の ビジ ョ ン は 、 そ の 時 点 か ら ど の よう に 発展 し て いた だ ろう か 
概念 の ) そ し て それ は リベラ ル 派 か ら の お 気に入り の 批判 ポイ ント で す 
そし て 共産 主義 者 た ち 。 そ れ は 純粋 に 物質 的 か つ 経 済 的 な 結果 で す 
私 た ち は コ ー ポ ラテ ィ ズ ム を 現代 の 企業 の 観点 か ら 考 える と 考え て いま す 。 本 来 
コー ポラ ティ ズム は 、 そ の よう な 経済 形成 や 関係 が 確立 され る 前 か ら 存 在 し て 
いま し た 。 独 自 の コー ポラ ティ ズム 
ギル ド フ ッ ド と も 言い 換え る こと が で きま す 。 こ れ は ギル ド の 概念 で す 。 
職業 ご と に 分 か れ て いま す 。 誤 解 し な いで くだ さい - 仕事 や 職業 で は あり ませ ん 
(仕事 、 労 働 、 仕 事 な ど の 言葉 の 起源 は 、 
GA 6 ー リ ア 語 で は 、 苦 痛 、 苦 難 、 奴 隷 制 訳 され ます 。 
シア 語 の 「 労 働 」、「 労 働 者 」、「 奴 隷 」、「 奴 隷 制 」 と いう 言葉 の 核心 は 全く 
避 じ で あり 、 「 労 働 」 と 「 困 難 」 と いう 言葉 の 核心 は 同じ で ある 
同様 に 、 ヨ ー ロ ッ パ の 言語 と は 対照 的 に 、 よ り 自明 の こと で す ) が 、 天 職 で す 。 そ れ は 
階層 原理 に と っ て 極め て 重要 で あり 、 
人 々 が 自分 の 適切 な 立場 、 自 分 が 何 を し て いる の か を 見 つけ て いる 有機 的 な 状態 
彼ら は 、 い わ ば 「 生 まれ な が ら に 得意 な こと を 持っ て いま す 。 
純粋 に 生き て いく た め の 手段 と し て 、 物 質 的 に 満足 する た め の 手 段 と し て 働く 。 
生理 的 欲求 は 常に 奴隷 の 分 担 で あっ た 。 
彼ら は 自分 た ちの ニー ズ に 奴隷 化 さ れ て お り 、 現 代 の 社会 社会 経済 学 で も 同様 
で す 。 人 々 は 自分 の 仕事 に 奴隷 化 さ れ て いま す 。 
生き 残る た め に 憎しみ を 抱く 。 変 化し た の は 、 さ ら な る 物質 主義 的 な 認識 と 、 そ の 
後 の 消費 者 主義 的 な 考え 方 で す 。 
必要 の な いも の を 買う の が 嫌い な 仕事 。」 
伝統 的 な 企業 は 、 今 日 の 企業 と は 大 きく 異な り 、 職 業 崇拝 で し た 。 共 通 の 活 
動 は 、 
絆 と 秩序 は 、 血 と 儀式 と 同じ よう に 、 
その よう な 活動 に 参加 し な か っ た 上 位 カ ー ス ト の 場合 。 そ れ は 人 々 で す 
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弱点 を 一 掃 する 


ある 使命 を 持っ て 、「 悪 魔 」( 精 神 的 な 力 と いう 意味 で ) を 崇拝 する ほとん ど 宗 教 的 
な 組織 に 集まっ た 人 々 。 

悪魔 に 対す る キリ スト 教 の 認識 で は な く 、 彼 ら の 召 命 に つい て 

そし て 死者 の 崇拝 、 つ まり その 職業 を 代表 する 英雄 た ちの 崇拝 。 

与え られ た 職業 (カル ト の カル ト ) の メン バー 間 の 理想 的 な 経 

各 職 業 の 神 / 伝 説 の 守護 者 )。 彼 ら の 構造 は 、 

戦闘 的 で 、 彼 ら の 関係 は 軍隊 の よう な も の で し た が 、 彼 ら の 焦点 は 


し た が っ て 、 あ る 意味 、 実 際 の 軍隊 は カル ト の カル ト で す 。 
戦士 と いう 天職 。 


彼ら の メン バー は 、 経 済 的 利益 に 基づい て で は な く 、 よ り 一 般 的 な 儀 :* で 
ぁ 式 に より 「 生 涯 」 団 結 し まし た 


そし て 単なる 生産 的 な 目標 。 
_ 現代 世界 に 対す る 反乱 


ファ シス ト 指 導 者 た ち が 何 を 推進 し て いる の か を 言う の が 難し い 理 由 

「 企 業 国家 」 が 実際 に 念頭 に 置い て いた の は 政治 的 理由 に よる も の で あり 、 彼 ら は そ 
れ ぞ れ の 国 の 現実 の 政治 に 対処 し な けれ ば な ら な か っ た 
苦境 : ムッ ソリ ー ニ は 資本 家 の 利 益 を 満足 させ な けれ ば な ら な か っ た 
共産 主義 に よる 乗っ 取り に 反対 する た め に 彼 を 支持 し た 一 方 、 サ ー 
オズ ワル ド ・ モ ズレ ー は 、 何 世紀 に も わた る 民主 主義 の 実践 に 直面 し て いた 。 
し た が っ て 、 彼 ら が 推進 し た も の は お そら くそ れ ぞ れ の 政治 的 現実 に よっ て 決定 づ 
けら れ た も の で あり 、 彼 ら 自 身 の 政策 の 結果 で ある と 言え る で し ょ う 。 
世界 観 と し て の ファ シズ ム の 近視 眼 的 な 理解 ( 
ユリ ウス ・ エ ヴォ ラ と ムッ ソリ ー ニ の 個人 的 な 会 談 で 彼ら が 構想 を 語っ た 記述 か ら 判 
断 す る と 、 そ の 可能 性 は 低い よう に 思わ れる 。 
純粋 に 物質 主義 的 な も の に 反対 する ファ シス ト の 人 種 教義 。 
ある い は 、 お そら く 彼 ら が 推進 し た も の は 、 伝 統 的 な 企業 主義 が 確立 され る 前 の 中 間 
段階 と し て 機能 する と 想定 され て いた (それ は 非常 に 可能 性 が 高く 、 相 互 に そう で 
は あり ませ ん ) 
最初 の ポイ ント の み に 限 定 さ れ ま す 。 Evola は この 問題 を 多く の 人 々 の 間 で 詳し く 分 析 し て いま す 
その 他 、 イ タリ ア で 実践 され て いる 政治 教義 と し て の ファ シズ ム の 観点 か ら 
彼 の 作品 で は 、 革 規 尼 惑 冶 ナ 中 騰 肥 階 を 支持 する 決定 的 な 評価 を 行っ て いま す 。 


口論 ) 。 
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いずれ に せよ 、 そ の よう な ファ シス ト の 現代 の 信奉 者 は 、 
この 問題 に 関す る 自分 た ちの 政策 を 額面 どおり に 受け 取り 、 
知覚 に 対す る 物質 的 な 社会 経済 的 影響 を 受け る 
絶え ず 繰 り の 返さ れる 反 フ ァ シ スト と 結び つい た 現代 世界 の 
ファ シス ト の コー ポラ ティ ズム と は 何かと いう 信条 は 、 し ば し ば 崩れ る 可能 性 が ある 
コー ポラ ティ ズム に 対す る 純粋 に 社会 経済 的 か つ 物 質 的 な 間違っ た 理解 の 餌食 に 
な っ て お り 、 こ れ を 克服 し な けれ ば な り ま せん 。 


全体 主義 


全体 主義 は 本 質 的 に ファ ンス ト の 理想 で は な く 、 む し ろ 有 機 国家 へ の 布石 で ある 。 実 際 、 
エヴォ ラ 自 身 が この 点 を ほぼ 述べ て お り 、 彼 か ら の 適切 な 引用 だ と 思い ます 。 


この 件 に 関し て 必要 な こと は すべ て 言う で し ょ う : 


伝統 的 な 国家 は 有機 的 で あり 、 全 体 主 義 的 で は あり ませ ん 。 それ は 
上 に 構築 され た 階層 的 基盤 を 確立 し 、 存 在 を 許可 し ます 
部 分 的 な 自治 権 。 コー ディ ネー ト し て まとめ ます 
同時 に それ が も た ら す 統一 権力 の 最高 の 形態 

由 が あり ます 。 感 謝 は その 力 を 認識 し て いま す 
機械 的 集中 化 の 必要 性 は 、 形 の な い 分 化し た 個体 群 を 鎮圧 する た め に の み 生 
じ ま し か し 、 こ れ は 混乱 を 助け る も の で は あり ます が 、 完 全 に 排除 する も の 
は あり ませ ん 。 に 一 時 的 に 管理 する だ け 


- 右 か ら 見 た ファ シズ ム 


これ と 同じ 意味 で 、 機 械 的 集中 化 は 次 の よう な 場合 に も 使用 で きま す 。 
反対 方 向 、 維 持 す る た めで は な く 構 築 する 、 創 造 する 
有機 国家 の 存在 の た め の 物 質 的 な 枠組 み 。 NV と し て 
ウス トリ ヤ ロ フ は か つて こう 言っ た 、「 暴 力 は 死に つつ ある アイ デア を 助け る こと は で き な い が 、 そ れ は 
新た な アイ デア に 計り 知れ な い 助 け を 与え る こと が で きま す 。」 


一 党 制 


も う 一 つの 誤解 は 、 フ ァ シ ズム は 絶対 に そう し な けれ ば な ら な いと 考え る こと で す 。 
実際 に は ファ シズ ム が 全体 に 敵対 し て いる の に 、 一 党 独 裁 国家 。 
つま り 、 政 党 の 要求 に 先立っ て 行わ れる 民主 的 な プロ セス 
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それ は 一 般 的 に フォ ー メ ーション と し て の 政党 に 反対 で す (それ は 言う まで も あり ませ ん ) 
定義 上 、 政 党 は 「 一 部 」、「 セ グ メ ント 」 を 意味 し 、 そ の よう な も の の 多数 を 意味 する た め 、 一 党 制 
は 本 質 的 に 矛盾 し て いま す 
そもそも パー ティ ー の 数 ) 。 パ ー テ ィ ー は 彼ら に と っ て 便利 な ツー ル だ っ た 
現代 世界 に お ける ファ シス ト の 政治 教義 の 伝達 だ が 、 
ファ シズ ム が まだ 新しく 、 政 治 的 現実 が 異な っ て いた 頃 、 情 報 提供 は も ちろ ん の こと 、 短 期間 だ け だ 
っ た 。 
テク ノロ ジー は それ ほど 発展 し ませ ん で し た が (これ は 誰 に と っ て も 常に 両刃 の 剣 で し た ) 、 当 然 
の こと な が ら 、 そ れ は 第 二 の 合 です 
ファ シズ ム を 将来 の 再 台 に 向け て 困難 な 状況 に 残し た 世界 大 戦 。 
今日 、 リ ベラ ル な シス テム は 、 私 た ち が 党 の ルー ト を 通っ て 参入 する こと に 対し て 自ら を 強化 
し て いる た め 、 私 た ちの リベラ ル な シス テム を 前 進 さ せる こと は 不可 能 で す 。 
一 部 の 国 に お ける まれ な 例外 を 除い て 、 理 想 は その 通り に あり ます が 、 
すなわち 、 黄 金 の 夜明け 運動 が 信じ られ な い ほ ど 活 発 だ っ た ギリ シャ で す 。 
成功 。 た だ し 、 こ れ は 主 に 次 の こと に も 起因 する は ず で す 。 
彼ら の 直接 的 で 悪びれ る こと の な い レ トリ ッ ク は 依然 と し て リベラ ル 派 の 武装 を 解除 し て お り 、 
穏健 な 国家 主義 者 が リベラ ル な 感情 に 訴え て 体制 に 参入 し 、 自 ら を 白 塗 り し よう と する と き と は 異 
な る 。 
リベラ ル 派 に よっ て 標的 に され る 可能 性 の ある すべ て の 「 望 まし く な い , 側 面 の うち 、 
それ は ば か げ て いる 、 な ぜ な ら リ ベラ ル 派 は まだ あな た が その 一 員 で は な いと いう 匂い を 嘆 ぐ だ ろう か ら 
そし て 常に 防御 的 に 行動 する こと を 強い られ ます 。 も う 一 度 指摘 し ます 
ニッ ク : グ リフ ィ ン と BNP へ 。 こ の シス テム は 私 た ち に 対し て 不正 に 操作 され て お り 、 
そこ に 入ろう と し た り 、 訴 えよ うと し た りす る ケー ス の 明らか に 大 多数 は 、 
災難 の み 。 リ ベラ ル 派 の 人 々 に アピ ー ル し よう と する と 、 
私 た ちの 明らか に ファ シス ト 的 な 見 解 を 呼び 掛け た 。 


- で は 、 あ な た 方 は 人 種差 別 主 義 者 な の で すね ! 


- い いえ ! い いえ ! ほ ら 、 私 た ち は 白人 に も 同じ 権利 が ある と 思っ て いる だ け で す 。 
私 た ち は 権 利 の 擁護 者 で す ! 


これ は 、 実 際 の アコ ライ ト に ふさ わし い 、 悪 びれ ず 反 抗 的 な 態度 と は 対照 的 に 、 常 に 悲し く < 喜 
れ に 見 えま す 。 


最高 の 理想 : 


- で は 、 あ な た 方 は 人 種差 別 主 義 者 な の で すね ! 
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- ま っ た く 正 直 に 言う と 、 私 た ち は そ うだ し 、 あ な た 方 の 多く も そう すべ きだ に 時 る され て くだ さい ! 
- ど うし て そん な ひど い 誌 が で きる の で すか ! 

- な ぜ な ら 私 た ち は 深 淵 の 端 に 立っ て いる か ら で す 。 

私 た ち が 愛 する も の を 守り ます 私 た ち は 路 踏 せ ず に 排除 し ま 黄 

任 者 の 方 へ ! 


この シス テム は 、 長 い 間 すでに 確立 され た 方 法 を 使用 し て いま す 。 
白人 が 白人 で ある こと を 恥じ る 。 本 当 に で きる と 思い ます か 
リベラ ル の ふり を する の は や め て 、 恥 を か か な いよ うに する 
隠れ た ファ シス ト の 理想 を 持っ て いる の か ? そ れ を 許し た 場合 私 た ち は 恥 を か くだ け で す 
彼ら の 質問 や スポ ッ ト ラ イト か ら 離 れ て 、 岩 の 下 に 隠れ る こと に よっ て 、 
彼ら の 真実 を 確認 する な ら 。 マ ント を 守ら れ て も 恥じ る こと は な い 
高く 、 誰 の 目 に も 明らか で 、 誇 り 高く 、 反 抗 的 で す 。 

現在 で は 、 ほ と ん どの 場合 、 
パー ティ ー 方 式 は も は や 通用 し な い 、 コ ルネ リュ ー・ ゼ レア の 言葉 
コ ド レ アヌ は 今日 、 彼 の 時 より も さら に 誠実 に 鳴ら し て いる 
時 間 : 


世代 を 繋ぐ 若者 と sa 彼 の 政党 の 裏切り 者 で す 


ー ス に 明 あ る 。 


ファ シズ ム が 実際 に 依存 し て いる の は 秩序 の 創設 で ある 。 
政治 運動 と し て 、 あ る い は 政党 と し て 存在 する こと も で きる この 思想 、 
し か し 後者 は シス テム に 入る 単なる 形式 的 な も の で あり 、 ツ ー ル で あっ て 、 
エッ セン ス 。 フ ァ ン シス ト 運 動 と は 常に 内 部 に 戦闘 的 な 階層 と 規律 を 備え た 戦士 の 組織 で 
あっ た 。 理 想 の ビジ ョ ン 
ファ シス ト 運 動 の 本 質 は 、 そ れ を 体現 する 霊 的 軍隊 の それ で ある 。 
太陽 の 伝統 の 性 質 と 「 聖 杯 を 求め る 」、 つ まり 、 
失わ れ た 伝統 の 回 復 、 そ し て 再び 見 つけ 出さ な けれ ば な り ま せん 。 
これ ほど 多く の ファ ンス ト が 歴史 の 遺産 に 惹か れる の も 不思議 で は な い 。 
テン プル 騎士 団 は この スピ リ チ ュ アル に 最も 近い も の で し た 
ファ シズ ム の 出現 まで の 人 類 史 に お ける 聖杯 の 軍隊 
維新 の 新た な 勢力 と し て 。 
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弱点 を 一 掃 する 


反動 的 か 革命 的 か ? 


これ まで に 述べ られ た こと を すべ て 読ん だ 結果 、 私 は こう 思い ます 

あな た 自身 も 、 こ れ ら の 用 語 が まっ た く 当 て は ま ら な いこ と を すでに 感じ て いる は ず で す 

少な く と も 従来 の 意味 で は ファ ンズ ム に 当て は ま ら な い 。 反 動 的 と は 、 保 守 主義 
と 同様 に 定義 され る 誌 斉 で す 。 

それ は 人 が 何 に 反応 し て いる の か 、 あ る い は 何 を 守 ろ うと し て いる の か に よっ て 
決ま る が 、 今 日 の 人 々 は これ ら の 概念 を 非常 に 特殊 な 解釈 で 固め よう と し て いる 。 
私 た ち フ ァ シ スト は ある 意味 で 反動 的 で ある と 言え る 。 

私 た ち は 退 化 と 衰退 の プロ セス に 反応 し て いる と いう こと 、 そ し て 

し か し 、 私 た ち は 「 方 向 転換 」 を 要求 する と いう 意味 で 革命 的 で す 。 

この 現在 か ら (文字 通り 革命 を 意味 する ) 

太陰 の ( 反 ) 伝 統 に よっ て 規定 され た 現状 を 維持 し 、 元 の 状態 に 戻る 

ソー ラー トラ ディ ショ ン の 初期 状態 。 

命 が 出 来 事 と し て 起こ り 得る こと に 疑問 を 抱 く 人 は ほとん どい な い 
前 後 の 効 果 、 つ まり 独裁 政権 の 代わ り に 民主 主義 を 創設 し た り 、 そ の 逆 に 民主 
主義 の 代わ り に 独裁 政権 を 創設 し た りす る が 、 

人 々 は 何 が 革命 な の か に つい て 議論 する の が 好き だ 
そし て ここ で リベラ ル 派 、 左 派 、 つ まり 革命 の 産物 は 、 
彼ら は 自分 自身 の 権利 を 主張 する こと を 好み ます 。 つ まり 、 
先 に 述べ た よう に 、 フ ァ シ スト は 「 方 向 転換 」 を 求め て いる に も か か わら ず 、 彼 ら 
だ けが 革命 的 で あり 、 他 の すべ て は 反動 的 で ある 。 
太陽 の 伝統 に 戻る こと は 革命 的 で ある で し ょ う 
確立 され た 自由 主義 体制 へ 。 
この 問題 全体 に 関し て は 、 明 確 な ファ シス ト の 見 方 も ある 。 

この 言葉 の 起源 を 思い 出さ せま す 。 こ れ に よれ ば 
それ は 反動 派 か 革命 派 の 問題 で は な いと 認識 され て いま す が 、 
むし ろ 革 命 的 と 革新 的 で あり 、 フ ァ シ スト は 前 者 で あり 、 誰 が 後者 で ある か は す 
で に 知っ て いま す が 、 フ ァ ン スト は 前 者 で す 。 

「 反 動 的 」 と いう 用 語 は 、 ど ちら の 側 の 支持 者 に も 適用 で きま す 。 
革命 に よる 復興 に 反対 する 戦い は それ 自体 の 反応 で ある が 、 
腐敗 と 戦う ファ シズ ム (革命 ) は その 反動 で ある か ら で あ る 。 こ の 中 で 
意味 、 革 命 と は 回 復 の プロ セス を 助け る も の で す 
伝統 の 原点 に 立ち 返る こと 。 の こと を 考え る 
それ を 糸 車 の 観点 か ら 見 る と 、 そ の 周り を より 速く 回 転 す る こと が で きま す 。 
中 心 に ある ほど 安定 し ます 。 フ ァ シ ズム の 伝統 回 復 が 早けれ ば 早い ほど 
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そし て 、 単 命 を 止め る と 、 太 陽 の 伝統 の 社会 は より 安定 し ます 。 こ こ で 、 よ 
り 詳細 な ポイ ント の 1 つ に つい て 触れ ます 。 
それ は 後に 来る だ ろう 、 す な わ ち ファ シズ ム が 支持 する 歴史 の 循環 的 ビジ ョ ン 
で ある 。 
さら に 、 保 守 主義 と 

その 意味 。 繰 の 友 し ます が 、 保 守 主 義 は 本 質 的 に ファ シス ト で は あり ませ ん 。 
それ は 相対 的 な も の で す 。 保 守 主 義 は 、 保 守 派 が 何 を 守 ろ うと し て いる か 
に よっ て 国 ご と に 異な り ま ます 。 
米国 の 保守 主義 は 、 国 家 の 本 来 の 原則 を 維持 する こと で ある 。 
小さ な 政府 を 含む 建国 の 父 た ち は 英国 に いる 間 、 
ある 時 点 ま で 、 保 守 派 は 君主 制 を 維持 し よう と し て いた 、 そ し て ソ連 に も 、 
それ を 試み る 独自 の 保守 派 が いた 
ゴル バチ ョ フ を 権力 の 座 か ら 引 きず り 下 ろ す た め に 一 反 を 起こ す 
彼 は ソ連 の 改革 と 自由 化 を 始め た 。 フ ァ シ スト の 文脈 で 保守 主義 に つい 
て 語る こと は 、 保 守 主義 が 一 種 の 非 効 率 的 な も の と し て 機能 する 革命 過 
程 の 観点 か ら の み 可 能 で ある 。 
ハン ドブ レー キ : 社会 は ある レベ ル か ら よ り 低い レベ ル に 落ち ます 。 
革命 の プロ セス と 保守 派 は 社会 を その レベ ル で 維持 し よう と し ます 。 し 
か し 、 ひ と た び 社 会 が 別 の レベ ル に 落ち て し まう と 、 
保守 派 は 社会 を この まま に し て お く こ と に 関心 が ある 
新しい レベ ル 。 こ の 意味 で 、 彼 ら は 非常 に 受動 的 な 勢力 で あり 、 
決し て 反撃 に 出 ず に 「 戦 線 を 維持 」 す る 。 フ ァ シ ズム 
し た が っ て 、 こ れ は 伝統 的 な 世界 の 反撃 で す 。 許 可 し ます 
ジョ ー ジ ・ リ ンカ ー ン ・ ロ ッ ク ウ ェ ル は 、 こ の 問題 に 関す る ファ シス ト の 見 解 を 次 の よう に 要約 し て いま す 。 

「 保 守 派 は 女々 し い 」。 


知性 主義 


この 点 を 残忍 な 力 で 鎮圧 し まし ょ う 。 ク ソン 知性 主義 - 

知性 主義 は いか な る 場合 に お いて も ファ シズ ム の 近く に 立つ べき で は な い 

形 と か 形 と か 。 こ こ で 知性 主義 と いう 言葉 が 意味 する も の は 、 物 事 を 尊大 に 過 
剰 に 知性 化し て 分 析 す る と いう 、 輪 を 揺るが す 習 慣 の こと で す 。 

素晴らし くも あり 、 常 軌 を 逸し た も の で も あり 、 そ れ は 終わ り の な いも の 以外 の 何 物 で も な い 
アク ショ ン に 変換 され な い ド リブ ル 。 フ ァ シ ズム は 英雄 の 道 で ある 
熟考 を 否定 し な い 行動 、 実 際 に は 熟考 

それ は 男性 の 固有 の 英雄 主義 の 形態 の 1 つ で す 。 し か し 、 そ れ は か な り 遠 いで す 

と 直接 結び つい て いる 知性 主義 の 現象 か ら 。 
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弱点 を 一 掃 する 


イン ボリ ュー ショ ン の プロ セス 。 リ ベラ ル 派 や 文化 派 が そう する の も 不思議 で は あり ませ ん が 、 
マル クス 主義 者 は それ を 愛し て いま す (本 質 的 に は 、 私 た ち が 付 けた 別 の 名 前 で す ) 
後 で 表示 され る の と 同じ 敵 で す ) 。 知 性 主義 の 主 な 目的 は 、 「 社 会 の 構造 その も の 
を 引っ 張り 出す 」 と いう 脱 構築 的 な 思考 で す 。 
糸 以 外 何 も 残 ら な く な る まで 人 生 、 彼 ら は 何 も 望 ん で いな い 
虚無 終わ り の な い 虚 無 』。 

知性 主義 に 支配 され た ファ シン ズム は 、 社 会 に お ける 小さ な 会 合 で ある 。 
パブ に 行っ た り 、 少 数 の 人 々 に 記事 を 読ん だ りす る こと 。 
抽象 的 な 質問 と いう 「 頭 の 体操 』 の た め だ け に そこ に ある 
それ は 実際 の 生活 に は 決し て 適用 され ませ ん 。 そ れ は それ 自身 の 真空 の 中 に 存在 し ます 
そし て 別 の 点 で は 、 そ れ は 聖歌 隊 に 説教 する こと に な り 、 無 意味 で す 。 フ ァ シ ズム は 
破壊 力 と 創造 力 の 両方 と し て 存在 する が 、 そ れ は 問題 で は な い 
抽象 的 で 目的 の な い 思 考 。 み た いな 人 が 多 す ぎる 
これ は 実際 の と ころ 、 私 が 「 世 界 観 」 の 記事 で 明らか に する テー マ に 対し て 彼ら が 
嫌悪 感 を 与え て いる と いう こと を 私 が 指摘 し た こと で し た 。 
それ ら を 抽象 的 な せせらぎ の 主題 に 変え て 見 せま す 。 
そう で な いと き は 知 的 で あり 、 正 当 な ファ シス ト を 追い 払い 、 孤 立 さ せる 
彼ら は ファ シズ ム を 単なる 政治 的 イデ オロ ギー/ 教 義 と し て 見 な し て いま す 。 
それ が は る か に 多い と き 。 こ の 閣 は 伝統 の 教え と 、 知 性 的 で は な く 観想 的 だ っ た 保 
守 革命 家 た ちの ファ シズ ム に 対す る オル タナ ティ ブ な 見 方 の 両方 に 影響 を 与え た 。 
この 病気 が 早く 克服 され る ほど 、 私 た ち は 早 く 元 に 戻れ る で し ょ う 


に この 問題 で す 。 
これ は 私 が 人 と の 会 話 を 通じ て 発見 し た こと で す 
これ ら の テー マ に つい て の 私 の 同志 た ち - これ ら の 精神 的 な ルー ツ に は 気づい て 
いま せん が 、 ほ と ん どの 場合 、 矛 盾 が ある と は 感じ て いま せん 
彼ら が 信じ て いる こと は 何で も 、 む し ろ 、 い くつ か の 例外 を 除い て 、 彼 ら の 信念 を 新 
た に 発見 し て 強化 する も の で す 。 
デリ ケー ト な 主題 。 こ れ が 示し て いる の は 、 た と え 
ファ シス ト の 世界 観 の 完全 な 文脈 、 ほ と ん どの ファ シス ト 、 お そら く よ し 真実 
ファ シス ト は 自然 に これ ら の 理想 と 価値 観 に 惹か れ ま す 。 
最初 に 勉強 し な けれ ば な ら な い 単 な る で っ ち 上 げ の イデ オロ ギー で は あり ませ ん 
支え る た め に 、 で も 人 の 奥底 に ある も の を 、 
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太陽 の 伝統 が 私 た ちの 本 質 に 固有 の も の で ある こと を 見 れ ば 、 そ れ も 不 思 議 
で は あり ませ ん 。 


Machine Translated by Google 


ファ ンス ト 諸 君 、 お 帰り な さい 
帰っ て お いで 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


ファ シズ ム と は 何で すか ? 残 念 な が ら 、 こ れ ら の 問い に は 、 た と えば 「 マ ルク ス 主 義 と は 何で 
すか ?」 と いう 答え ほ と 正 確 な 答え は まだ あり ませ ん 。 直 接 的 な 答え が な いわ け で は な く 、 誰 も 
答え を 与え な か っ た と いう だ け で す 。 


これ まで の と ころ 、 す べ て の 答え は 、 多 く の 場 合 フ ァ シ ズム の 特定 の 側面 の み を 明らか 
に する だ け で ある と いう 意味 で 不 十分 で あり 、 最 悪 の 場合 、 そ の 答え は 、 私 た ちの より 深い ルー 
ツ に つい て 何 の 手 が か り も 持た ず 、 彼 ら が 気 に す る だ け の 反 フ ァ シ スト に よっ て 書き 上 げ ら れ 
る こと に な り ま す 。 フ ァ シ ズム が 彼ら の 支持 する も の と どの よう に 対立 する か に つい て 。 マ ルク 
ス 主 義 者 、 資 本 家 、 リ ベラ ル 派 に よっ て 生み 出さ れ た ファ シズ ム の 定義 は 、 フ ァ シ ズム が 反対 す 


が それ を 超え て 何で ある か に 実際 に は 重要 で は な く 、 フ ァ シ ズム は すでに 敵 と し て の 資格 が 
あり 、 阻 止 さ れ な けれ ば な り ま せん 。 


し か し .、 直 接 的 な 答え は な く 、 フ ァ シ ズム と は 何 か 、 そ し て それ が 何 を 意味 する の か に つ 
いて の 単純 で 主観 的 な 擬似 定義 が 大 量 に 存在 する た め 、 多 く の 自称 ファ シン スト は 英 が 作成 し 
た これ ら の 定義 か ら フ ァ シ スト に つい て の 理解 を 構築 し て いま す 。 。 は い 、 著 名 な ファ シス ト 
の 著作 を 実際 に 読ん で いる 人 も いま す 。 
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し か し ここ で は 、 フ ァ シ ズム を 政治 活動 と いう 特別 な 観点 か ら の み 視 覚 化す る と いう 問題 に 
直面 し ます 。 こ れ だ と 言う わけ で は あり ませ ん が 、 
少し で も 悪い で す が 、 そ れ だ け で は 十分 で は あり ませ ん 。 そ れ は 単に そう で は あり ませ ん 
完全 な 話 。 
治 的 イデ オロ ギー の 文脈 に お ける ファ シズ ム は 、 そ の 一 側面 に すぎ ませ ん 。 

世界 観 と し て の ファ シズ ム の よし 広い 文脈 と 読書 
著名 な ファ シス ト 政 治 家 や 運動 指導 者 ら は 、 
後者 より も 前 者 を 理解 する こと が 大 切 で す 。 何 
彼ら の 文章 に 視点 を 与え る る の は 、 次 の よう な 人 々 の 作品 を 読む こと で す 。 
彼 は ファ シズ ム を 世界 観 と し て 探求 し て いま し た 。 

ここ で 別 の 問題 が 発生 し ます 。 
その よう な 人 々 (有名 な 名 前 は ジュ リア スエ ヴォ ラ ) の 作品 は 、 
彼ら は 通常 知識 人 志望 者 や 自称 哲学 者 で あり 、 実 際 の ファ シス ト 活 動 に は ほとん ど 参 加 し 
ませ ん で し た 。 こ れ ら 
豚 は な ん と か この 分 野 に 対す る 一 般 的 な 嫌悪 感 を 生み 出し まし た 
これ まで 世界 的 に 孤立 し て いた ファ シス ト た ちの 間 の 知識 
政治 的 イデ オロ ギー の 文脈 さら に 悪い こと に 、 こ れ ら の 「 知 識 人 」 は 、 
彼ら が 絶対 に 理解 し て いる 主題 さえ 完全 に 理解 し て いな い 
自分 の ちょ っ と し た 学問 の 中 で まっ た く ナ ン セ ンス な こと を 支持 する の が 大 好き 
サー クル ジャ ー ク 、 そ こ で は 彼ら は 自分 の エゴ を 撫で て お 互い を ジャ ッ ク し ます 
オフ 、「 知 的 」 で ある と 自分 を 褒め ます 。 こ れ ら は 、 
多幸 感 に 満ち た 中 折れ 帽 を か ぶっ た ファ シス ト 世 界 の 愚か 者 た ち 。 
正当 に エボ ラフ ァ グ の 称号 を 獲得 し まし た が 、 本 来 は そう すべ き で は あり ませ ん 
ジュ リア ス ・ エ ヴォ ラ を 軽 蔵 し て いる と 受け 取ら れる だ ろう 、 誰 が これ ら を 捨て た で あろ う 
害虫 その も の 。 実 際 、 彼 は そう し まし た 。 号 と 梶 棒 : 


この 種 の 「 知 性 主義 」 の 代表 者 は 、 
素晴らし い フ レー ズ と 、 真 実は る か に 超え た 論争 と 弁証法 を 効果 的 に 行使 し 
ます 。 彼 ら は 、 自 分 が 輝く た め の ア イデ ア を 使用 し ます 。 こ れ は 、 言 い 訳 と し て 。 
特に 貞 家 に の 子 更 林 <[ 好 更 信 @ 柳 人 的 と いう 印象 を 与え る 

zs な 利益 を 促進 する 目的 に 使用 し ます 。 iL 


それ [ 聞 ド 当 の 「 虚 栄 の 市 場 」 で す 。 
悪 の 種類 の 主観 主義 ルー ル で あり 、 多 く の 場 合 、 
正直 な ナル シシ ズム が ます ます 明らか に な り 、 
これ ら の 知識 人 集団 が 世俗 的 な 光沢 を 獲得 する と き (の た め に 
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あら ゆる 種類 の イン スタ ンス 文学 「 ク ラブ 」 お よび 文化 グル ー プ ) 。 
間違い な くそ め 志 葉 奈 技 頃 本 沙 あ の 中 で 、 誰 が そ 

う 言 っ た か の 基準 

最も 忌 まわ し い 愚 か さ は 知識 人 の 愚か さ で ある o 


エヴォ ラ は また 、 哲 学者 全般 に 対す る 嫌悪 感 を 表明 し た 。 
た だ 月 的 も な く 物 思 い に ふ ける の が 好き な 人 。 世 界 観 と し て の ファ ンズ ム を 理解 する 分 野 
は その よう な オカ マ に よっ て 占め られ て いる た め 、 通 常 の ファ シン スト は これ ら の テキ スト を 
神秘 的 な た わ ご と と し て 避け ます 。 
それ が エボ ラフ ァ グ が これ ら の 概念 に 与え た 印象 で す 。 
問題 の 現実 は 、 こ れ ら の 文書 の 中 に ファ シン ズム の 精神 的 な ルー ツ を 見 つけ る こと が で き 、 
それ が ファ シズ ム に 関す る 新た な 視点 を 開く と いう こと で す 。 
私 た ち が 取 り 組ん で いる 闘い は 、 現 状 の ベー ル を 脱ぐ だ け で は あり ませ ん 
ファ シズ ム だ け で な く 、 私 た ち が 反 対す る 勢力 に つい て も 新た な 洞察 を 与え て くれ ます 。 

私 は 、 こ れ ら の 教え が ファ シズ ム の 精神 的 な ルー ツ を 持っ て いる と 言い ます 。 
な ぜ な ら 、 そ れ ら は 何と 衝突 する こと が ほとん ど な い か ら で す 。 
ファ シス ト は 政治 的 イデ オロ ギー の 文脈 で 考え る が 、 む し ろ 視 野 を 広げ て 、 す で に うま くい 
っ て いる も の に 新しい 文脈 を 与え る 
設立 。 一 部 を 除い て 和解 の 問題 は な い 
結局 の と ころ 、 政 治 的 と し て の ファ シス ト の 考え と は 依然 と し て 矛盾 し て いな い 
活動 家 た ち は す で に これ を 遵守 し て いる 。 

た と えば 、 そ の よう な 鞍 細 な 点 の 1 つ は 、 次 の よう に 最も よく 説明 で きま す 。 
エヴォ ラ の ファ シズ ム 批 判 を 「 右 派 か ら 」 見 て いる と 、 
イデ オロ ギー に 動か され た 政治 的 な ファ シン ズム に 対す る 批判 と みな され る 
ファ シズ ム を 宗教 と し て の 観点 か ら (特に イタ リア で 実践 する 。 
世界 観 。- エ ヴォ ラ の 主張 の 一 つ は 、 イ タリ ア の ファ シズ ム が 唯物 論 的 な 他 の イデ オロ ギー 
や 政治 的 実践 の 道 を た どっ て いる 、 つ まり 彼 は イタ リア ファ シズ ム に 対し て 声 を 上 げ て い 
る 、 と 要約 で きる 。 
全体 主義 の 構造 を 有機 体 国家 の 機 械 的 な 反 ビ ジョ ン で ある と みな し て 、 彼 は 全体 主義 が 
その 核心 で は リベラ ル な 現象 で ある こと まで た どり ます 。 そ れ を より 原始 的 に 説明 する と 
次 の よう に な り ま す 。 
人 々 は 強制 的 に 従う べき で は な く 、 逸 脱が な いか 監視 され る べき で は あり ませ ん 。 ビ ジョ 
ン を 進ん で 遵守 し な けれ ば な り ま せん 。 
その 中 で 自分 の 居場所 を 見 つけ た 。 同 じ 意 味 で 、 ヒ トラ ー を 次 の よう に 批判 する こと も で きる 。 
妥協 ゼロ を 基本 と し た 共産 主義 の 戦術 を 利用 し 、 
ヒト ラー が 「 火 と 火 で 戦う 」 と 正当 化し た 暴力 の 使用 。 
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し か し 、 す べ て の ファ シス ト 指 導 者 に よっ て 確立 され た 実践 は 間違っ て いる 
わけ で は な く 、 エ ヴォ ラ が 「 虎 に 乗る 」 と 説明 し た も の の より 広範 な 実践 で ある と 
理解 すれ ば 、 世 界 観 と し て の ファ シン ズム の よし 広範 な 理解 と 調和 させ る こと が で き 
ます 。 「 虎 に 乗る 」 と は 本 質 的 に は 相手 の 力 を 自分 に 対し て 利用 する と いう 概念 
だ が 、 エ ヴォ ラ は それ を 現代 の 衰退 の 渦 の 中 で 伝統 を 守る 孤独 な 人 間 が 生き 残る 
た め の 個 人 的 な 実践 と し て 続け て いる 。 


し か し 、 こ の 実践 を 個人 で は な く グ ルー プ に 適用 する と 、 フ ァ ン スト 行動 を 中 心 と 
し た 政治 イデ オロ ギー と し て ファ シズ ム が 確立 され ます 。 私 た ち は 現 代 の ルー ル に 
従っ て 行動 し ます が 、 そ れ は 私 た ち が 引 き 継ぎ 、 徐 々 に これ ら の ルー ル が 適用 され 
な い 状態 に 移行 する た めで す 。 


し た が っ て 、 フ ァ シ ズム が 全体 主義 を 使用 する 必要 が ある の は 、 そ れ が 不 必 
要 に な る 時 点 ま で 、 つ まり 新しい 世代 が 私 た ちの 社会 を 定義 する 価値 観 を 信じ 、 そ 
れ を デフ ォ ル ト で 進ん で 実践 する よう に 育て られ る まで の 間 だ け で ある 。 そ うす れ 
ば 、 全 体 主義 シス テム は も は や 必要 な く な り 、 有 機 国 家 の 実 現に 一 歩 近づく こと に 
Re も まう 。 


この 実践 に お ける 唯一 の 危険 は 、 敵 の 物質 主義 的 思考 の 餌食 に な ら な いこ 
と 、 つ まり 近代 の 渦 に 飲み 込ま れ な いこ と だ 。 ニ ッ ク < グ リフ ィ ン と BNP、 あ る い は 穏 
健 な 国家 主義 者 を 見 て ほし い 。 例 。 


私 た ち は 現代 世界 に 住ん を で いま す が . 状 況 に どう 対処 する か と いう 2 選択 肢 は 
か な り 限 られ て いま す 。 エ ヴォ ラ は 初期 の 作品 の 中 で 3 つの 具体 的 な 道筋 を 挙げ 
CA まま っ 異教 の 帝国 主義 : 


1. 現代 世界 を 生き 延び る た め に 、 現 代 世 界 か ら 精 神 的 に 孤立 また は 分 離す る 
個人 の 道 は 、 川 の 中 の 石 の よう に 、 そ れ に 動か され る こと は あり ませ ん 。 こ 
れ は 魂 の 貴族 ( 例 : ア ルミ ン ・ モ ー ラ ー が 「 フ ァ シ スト ・ ス タイ ル 」 の 代表 
者 と 評 し た 「 フ ァ シ ズム の ゴッド ファ ー ザ ー」 エ ルン スト < ユン ガー) の 生 
き 残り で ある 。 


2. 現代 世界 の 退化 を 意図 的 に 加速 させ て 現代 世界 の 滅亡 を 早め 、 そ れ に よ 
っ て 新しい 伝統 的 な 世界 に 道 を 譲る と いう 道 (未来 主義 は 、 こ の 道 の 組 
織 化 され た 運動 の 好例 と な る だ ろう ) 
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彼ら は 、 「 進 歩 的 ] で モダ ニズム 的 な 側面 の 多く を 推進 し 、 ア クシ ョ ン に 
対す る 独特 の 好み を 持っ て いま し た 。 
私 た ち が 知っ て いる 文明 の 石版 を 一 掃 し 、 こ うし て 
新しい 伝統 へ の 道 ) 。 

3. 最後 に 、 現 代 社会 を 克服 する た め の 、 無 慈悲 な 破壊 的 か つ 創 造 的 な 力 に 
よる 、 意 識 的 な 抗議 の 道 。 
私 た ちの 時 代 に 世界 と 伝統 を 復元 し ます 。 


政治 イデ オロ ギー と し て の ファ シズ ム は 最後 の 道 つ まり 道 に 陥る 
現代 世界 に 武力 で 反逆 し 、 
聖杯 (修復 、 根 源 へ の 回 帰 ) 、 ア ルミ ン ・ モ ー ラ ー と は 
「 ナ チ ス の 情熱 」 と 形容 され る 。 こ れ は すべ て の 組織 化 さ れ た ファ シス ト / ナ チ ス 
運動 の 道 で す 。 
この 記事 の 前 半 で 述べ た よう に 、 ほ と ん どの 場合 、 現 代 で は 
ファ シス ト 活 動 家 は すでに 物事 を 正しく < 行っ て いる が 、 実 際 に それ を 行っ て いる 
彼ら の 行動 の より 広範 で 深い 文脈 が な けれ ば 、 
私 た ち が 現 時 点 で 何 の た め に 戦っ て いる の か だ け で な く 、 理 解 し て も ら う 
し か し 、 私 た ちの 勝利 の 後に 何 が 起こ る の か に つい て も 、 そ れ は 私 た ちの 中 に あり ます 。 
この 文脈 が 簡潔 か つ 包 括 的 な 方 法 で 伝え られ る か どう か に 興味 が あり ます 。 す 
べ て の ファ シス ト が すべ て を 読む こと を 期待 する こと は で きま せん 
これ ら の 本 を 読み 、 フ ァ シ スト の 世界 観 に つい て の 洞察 を 得る た め に 、 私 が 取り 
組ん で いる の と 基本 的 に 同じ 研究 を 行っ て いま す 。 
単 一 の 本 が 必要 な の で 、 そ れ を 作成 する 予定 で す 。 た くさ ん の 
この 記事 で 私 が 述べ た 点 は 本 の 中 で 繰り 返し ます が 、 
当然 、 よ り 洞 察 力 が 高まり ます 。 
今 の と ころ 、 こ の 記事 は 私 が 取り 組ん で いる こと を 垣間見 る も の で あり 、 さ ら に ファ シス ト 
た ち に 「 帰 国 」 す る よう 求め る 初期 の 呼び か け で ある と 考え て くだ さい 。 
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ツァ イガ ー 著 


以前 、 フ ァ ン ズム の 適切 な 定義 は 現時 点 で は 存在 し な いと 言わ れ ま し た 。 な ぜ な ら 、 す べ て の 定 
義 は 私 た ちの 敵 (私 た ちの 本 当 の 考え より も 私 た ちと の 意見 の 相違 を 心配 し て いる ) に よっ て 作 
られ た も の で ある か 、 特 定 の 運動 や 時 代 に 結び つい て いる か ら で す 。 


私 は 、 歴 史 的 な 重荷 や 否定 的 な 特徴 付け を 取り 除い た ファ シズ ム の 全体 像 を 描く こと で 、 こ 
の 問題 を 改善 し た いと 考え て いま す (「 フ ァ シ ズム x また は y」) 。 


イデ オロ ギー VS 世界 観 


まず 第 一 に 、 私 た ち は フ ァ シ ズム は イデ オロ ギー で は な く 、 世 界 観 で ある と よく 言い ます 。 違 い は 
な ん で すか ? 

人 が 旅 に 出る と き 、 良 い 旅 を する た め に は いく つか の こと が 必要 で す 。 ま ず 第 一 に 、 彼 は どこ 
に 行き た い の か を 知る 必要 が あり ます 。 た と え そ れ が 単なる 感覚 (暖か いと ころ に 行く ) また は 漢 
然 と し た 方 向 ( 東 ) で あっ て も 、 目 的 地 を ある 程度 把握 する 必要 が あり ます 。 ま た 、 目 的 地 に 行く た 
め の 知識 が 含ま れ た 地図 も 必要 で す 。 人 生 に お いて 、 人 の 目的 地 は 自分 の 価値 観 に よっ て 決ま り 、 
現実 へ の 「 地 図 」 の よう な 知識 や アイ デア に 従っ て 日 々 の 戦術 的 な 決定 を 下 し ます 。 同 様 に 、 同 
じ 方 向 を ん 向い て いる 人 々 の グル ー プ は 、 共 通 の 世界 観 を 共有 し 、 イ デオ ロ ギ ー に 基づい て 政策 を 
立て ます 。 で 
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言い 換え れ ば 、 グ ルー プ の 世界 観 は ト | グループ が 他 の すべ て を 判断 し 、 共 通 の 目標 が 
何 か を 決定 する た め の 価値 体系 で あり 、 イ デオ ロ ギ ー は 、 グ ルー プ が それ ら の 目標 を 
達成 する た め に 開発 する 理論 と モデ ル で す 。 


目的 地 三 価値 観 (個人 ) 三 世界 観 (集団 ) 
マッ プ = アイ デア (個人 ) = イデ オロ ギー (グル ー プ ) 
モダ ニズム VS. 伝 統 主義 


し た が っ て 、 私 た ち は フ ァ シ ズム が 世界 観 、 つ まり 世界 を 判断 し 理解 する た め に 使用 
され る 価値 体系 で ある こと を 知っ て いま す 。 さ て 、 そ れ が どの よう な 世界 観 で ある か 
を 判断 する 必要 が あり ます 。 

基本 的 に 潜在 的 な イデ オロ ギー や 世界 観 は 無数 に あり ます が 、 そ れ ら は すべ 
て 、 正 反対 で 完全 に 相容れない 2 つの カテ ゴリ の いずれ か に 属し ます 。 こ れ ら 2 つの 
カテ ゴリ ー は 、 モ ダニ ズム (し ば し ば 唯物 主義 と 呼ば れ ま す ) と 伝統 主義 (し ば し ば 
理想 主義 と 呼ば れ ま す ) で す 。 モ ダニ ズム で は 、 痛 みや 危険 を 避け な が ら 、 快 適 で 安 
全 で ある こと が 最高 の 善 で す 。 す べ て は その 基準 に 従っ て 良く も 悪く も な り ま す 。 伝 
統 主 義 で は 、 最 高 の 善 は 真実 と 虚偽 の 拒絶 で す 。 そ の 基準 に 従っ て 、 す べ て が 良く も 
悪く も な り ま す 。 


モダ ニス ト に と っ て 、 ア イデ ア .、 価 値 観 、 理 論 は 物質 的 な 目的 を 達成 する た め に 
使用 され る ツー ル で ある こと に 注意 する こと が 非常 に 重要 で す 。 そ れ ら の も の 自体 に 
は 本 質 的 な 価値 は あり ませ ん 。 真 実 が 気分 を 良く する の に 邪魔 で ある な ら 、 真 実は 去 
ら な けれ ば な り ま せん 。 逆 に 、 伝 統 主義 に と っ て 、 道 具 と みな され る の は 物質 的 な 条 
件 と 所 有 物 で あり 、 上 真実 を 達成 し 維持 する 目的 で 使用 され ます 。 快 適さ と 安全 が 真実 
の 邪魔 を する の で あれ ば 、 そ れ ら は 犠牲 に され な けれ ば な り ま せん 。 


ファ シズ ム と は 何で すか ? 


ファ シズ ム は 伝統 的 な 世界 観 を 現代 世界 に 具現 化し た も の で す 。 こ れ は 、 フ ァ シ ズ 
ム が 主 に 真実 つま り 客 観 的 な 現実 に 関心 が ある こと を 意味 し ます 。 ま た 、 フ ァ ン シズ 
ム は イデ オロ ギー で は あり ませ ん が 、 フ ァ シ スト は 必要 に 応じ て 特定 の 状況 に 対処 す 
る た め に イデ オロ ギー を 使用 で きる こと も 意味 し ます 。 
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ファ シズ ム を 資本 主義 や 資本 主義 の よう な イデ オロ ギー と 比較 する こと は で きま せん 。 
共産 主義 な ぜ な ら そ れ ら は 単に 目標 に 到達 する た め の 代替 手段 だ か ら で す 。 
同じ 目標 (つま り 、 最 大 の 快適 性 と 安全 性 を 最大 の ユー ザー に 提供 する ) 
一 方 ファシズム は まっ た く 異 な る 目標 を 掲げ て いま す 。 
人 間 社 会 は 宇宙 の 永遠 の 真理 を 体現 し て いま す 。 

も ちろ ん 世界 は 複雑 怪奇 な 場所 な の で 、 
ファ シス ト の 暗黙 の 了解 を 完全 に 理解 し て いる と は 誰 も 主張 で き な い 
世界 観 と は 、 達 成す る た め に 探究 し 実験 する 必要 が ある こと で す 
真実 に つい て の 知識 が さら に 深まり 、 そ れ が 私 た ちの 行動 に 反映 され る で し ょ う 。 
法律 と 制度 。 逆 に 、 現 代 の 世界 観 に お ける 科学 の 目的 は 、 私 た ちの 喜び と 利便 性 の た め の 
道具 を 作り 出す こと で あり 一 方 、 不 快 な 発見 は 敷物 の 下 に 隠さ れ て 、 リ ベラ ル な 通説 が 
異議 を 唱え られ な いよ うに し て いる の で す 。 


ファ シズ ム の 教義 


リバ タリ アニ ズム の よう な イデ オロ ギー は 、 教 義 つ まり 定義 する 考え 方 に 満ち て いま す 。 
彼ら 。 た と えば 、 リ バタ リア ン は 、 誰 も が 利己 的 で ある た め 、 
誰か に 独占 権 を 与え る と 腐敗 が 起こ り ま す 。 そ れ は その うち の 1 つ で す 
彼ら の 教義 。 こ れ ら の 原則 の 簡単 な リス ト を 作成 する こと で 、 次 の こと が 可能 に な り ま す 。 
イデ オロ ギー が 何で ある か を 素早 く 簡 単に 説明 し ます 。 こ れ で は あり ませ ん 
ファ シズ ム に は 教義 が な い の で 、 フ ァ シ ズム で は それ が 可能 で す 。 実 際 、 フ ァ ン スト は 「 人 種差 
別 主義 者 」、「 社 会 主義 者 」、「 反 ユダ ヤ 主 義 者 」、 そ の 他 多 く の 傾向 が ある 。 
し か し 、 そ れ ら は ファ ンズ ム の 固有 の 要素 や ファ シス ト の 固有 の 性 格 特性 で は あり ませ 
ん 。 結 局 の と ころ 、 私 た ち は そ れ を 覚え て お か な けれ ば な り ま せん 
歴史 の ある 時 点 で は 、 リ ベラ ル 派 も 「 人 種差 別 主 義 者 」 で あり 、 共 産 主義 者 も また 「 人 種差 別 主義 者 」 だ っ た 
彼ら は 社会 主義 政策 を 信じ て お り 、 保 守 派 も 反 ユ ダ ヤ 主 義 的 で し た 。 そ の よう な 詳細 は 私 
た ちの 世界 観 の 本 質 を 定義 むせ する こと は で きま せん 。 

ファ シス ト は 単に 証拠 を 見 て 、 そ の 現実 を 判断 する 
人 種差 別 主義 者 で あり 、 人 間 の 本 性 は 社会 的 な 動物 で あり 、 ユ ダ ヤ 人 は 
歴史 的 に は 、 ホ スト を 主催 する すべ て の 社会 に 悪影響 を た 及ぼ し て きま し た 。 
彼ら 。 逆 に 証明 され た ら 、 フ ァ シ スト は 採用 する だ ろう 
反対 の 概念 。 

その た め 、 フ ァ ン ズム に は 厳格 な 教義 は あり ませ ん が 、 フ ァ シ スト に は 
現代 の 唯物 主義 社会 に に と っ て 「 政 治 的 に 正しく な い 」 大 量 の 科学 的 > 学術 的 証拠 を 蓄積 し 
て いる 。 個 人 と し て 
ファ シズ ム の 道 を 成長 し 進歩 する 、 彼 ら は 徐々 に 進む だ ろう 
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この 一 連 の 証拠 を 知り 、 真 実に 近づき まし ょ う 。 


また 、 基 本 的 な 常識 と 自然 を ざっ と 観察 すれ ば 、 世 界 を 支配 する 特 

定 の 原理 を 誰 で も 理解 で きる よう に な り ま す 。 

「 強 い 者 は 生き 残り 、 弱 い 者 は 滅び る 」。 ほ と ん ど 言 う 必 要 の な いよ うな あ 
りき た りな 概念 で す が 、 モ ダニ スト に と っ て は 育 定 すべ き 革 命 的 な こと で す 。 
これ ら の 単純 な 原則 は すべ て 、 何 千年 も 前 に 書か れ 、 子 供 た ち に 常識 を 教え 
る こと を 目的 と し て 書か れ た 短編 小説 で ある イソ ッ プ 物語 を 読む (また は 思 
い 出 すこ と で ) 学 ぶ こ と が で きま す が 、 現 在 で は ひど く 「 政 治 的 に 間違っ て い 
ます 」。 


真実 の 道 を 歩く 


ファ シス ト で ある と いう こと は 、 真 実 の 道 を 歩む こと を 意味 し ます 。 そ し て その 
た め に は 、 私 た ちの 生活 か ら す べ て の 虚偽 を 取り 除く こと が 必要 で す 。 こ れ は 自 
己 か ら 始 まり ます 。( 人 間 性 を 拒否 し 、 性 別 を 拒否 し 、 人 種 、 国 家 、 歴 史 な ど を 拒 
否 す る 退廃 者 と は 異な り ) 私 た ち が 何 者 で 何で ある か を 完全 に 受け 入れ る 必 
要 が あり ます 。 ロ ッ ク ウ ェ ル が 言っ た よう に 、 科 学 的 手法 を 信じ て それ を 自分 自 
身 に 適用 する か 、 た だ 冗談 を 言っ て いる か の どちら か で す 。 


真実 の 道 を 歩む と いう こと は 、 世 界 に お ける 私 た ちの 立場 を 学び 、 そ の 
立場 を 果たす こと を 意味 し ます 。 そ れ は 、 個 人 か ら 国 家 、 人 種 、 種 に 至る まで 、 
あら ゆる も の は 宇宙 の 階層 の 中 で それ ぞ れ の 位置 を 持っ て いる こと を 理解 
する こと を 意味 し ます 。 こ れ は 、 自 分 が その 階層 の 頂点 に いな いと いう 不快 
な 概念 に 直面 し た 場合 に も 当て は まり ます 。 


社会 牧 序 が 自然 秩序 を 反映 し て いる と き 、 つ まり 社会 の すべ て の 成 


上 只 が その 性 質 に 最も ふさ わし い 役 割 を 果たし て いる と き 、 そ の 社会 は フ 
ァ シ スト の 理想 を 実現 し て いる こと に な り ま す 。 
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ファ ンス トコ ア 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


真実 を 尊重 せよ - ファ シス ト の 世界 観 


・ 真 実は 人 生 の すべ て を 支配 する も の で す 。 1 つ し か 存在 し な い 可 能 性 が あり ます 
真実 。 


・ 意 見 、 妄 想 、 嘘 は 虚偽 で あり 原則 か ら の 逸 有 記 です 。 
真実 。 


・ す べ て の 虚偽 は 人 間 の 心から 生ま れ ま す 。 
・ フ ァ シ ズム は 真実 の 世界 観 で す 。 
・ 人 間 が 作っ た イデ オロ ギー は すべ て 虚偽 で す 。・ 真 実は 人 


それ ぞ れ に 異な る 影響 を 与え ます 。 平 等 と ヒュ ー マ ニ ズム 
嘘 で す 。 


・ 人 類 の 歴史 は 真実 か ら ま すま す 逸 脱し つつ あり ます 。 
進歩 な ん て 嘘 だ 


よ 。・ 真 実は 非 個人 的 な も の で あり 、 誰 の 利益 に も な り ま せん 。 
戦争 を 起こ せ - ファ シス ト の 間 争 


・ 正 義 と は 真実 の 回 復 で す 。・ 現 代 世 界 は 利権 
と 人 為 的 な 考え に 基づい て 構築 され て お り 、 嘘 の 上 に 構築 され て いま す 。 
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・ 現 代 の 法律 は 嘘 を 保護 し ます 。 私 た ちの 英 は 合法 で す 。 正 義 は 不法 で ある 


ギャ ル 。 

・ 虚 偽 は 多数 存在 し 互いに 衝 突 し ます が 、 そ れ ら は すべ て 
真理 に 反対 し ます 。 

・ 少 な く と も 真実 が 嘘 に よっ て 覆い 隠さ れる こと を 許す 限り 、 妥 協 は で きま せん 。・ 私 た ち は 真 
実 を 擁護 し ます 。 攻 撃 す 


る 者 は 誰 で も 敵 で す 。・ 事 態 が 悪化 すれ ば する ほど 、 私 た ち は よ り 自 由 に 正義 を 貫く こと が で 
きま す 。 2 建物 


や 施設 に は 真実 も 嘘 も 存在 し ます 。 復 元 する 


真実 を 明らか に する か 、 焼 き 払 うか 。 


楽し ん で くだ さい - ファ シス ト の ライ フス タイ ル 
・ フ ァ シ スト に な る た め に 運動 は 必要 あり ませ ん 。 
・ あ な た は 真実 を 擁護 し ます 。 す べ て の 行動 で それ を 誇示 し て くだ さい 。・ 自 分 の 天職 、 


何 が 自分 に 喜び を 与え て くれ る の か を 見 つけ て 、 そ れ に 打ち 勝っ て くだ さい 世界 に 注目 し て も 
らい まし ょ う 。 


・ あ な た の キャ ラク ター が 人 々 を あな た に 従わ せる よう に し まし ょ う 。・ 他 

の 人 と 一 緒 に 楽し む ア クティ ビ テ ィ に 参加 し た り 、 他 の 人 が 参加 で きる も の を 作成 し た り で きま 
す 。 還 身体 的 、 精 神 的 、 精 

神 的 に 自分 の 可能 性 を 最大 限 に 発揮 する よう 努め て くだ さい 。 
まさ に 。 


・ 自 立 し 、 現 代 世界 や 他人 の 快適 さ へ の 依存 か ら 逃 れ ま す 。 ・ 記 憶 に 残る 人 生 を 送り まし ょ 
う 。 私 た ち に と っ て 事故 と は ベッ ド で 死ぬ こと で す 。 
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アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


IronMarch は 、 私 た ちの 世界 観 と 私 た ち が 直 面 し て いる 闘争 を 理解 する と いう 点 で 、2011 年 か ら 
2014 年 に か け て 大 き な 飛 躍 を 遂げ まし た が 、 そ れ だ けが すべ て で は あり ませ ん 。 
まだ そこ まで 。 私 た ち が 今 い る 場所 は 良い 場所 で あり 、 堅 固 な 場所 で す 
その 上 に さら に 拡大 する た め の 基 盤 が ある の で 、 私 は 退行 の 可能 性 を わずか で も 与え る も の に は 
非常 に 敵対 的 で し た 、 そ し て 私 は そう する つも り で す 
未来 。 現 時 点 で の 私 た ちの 立場 に 間違い は な い の で 、 「 修 正 」 す る 必要 は あり ませ ん 。 変 更 する 必要 
は あり ませ ん 。 
方 向 を 変え た り 、 別 の 方 向 に 能 を 切っ た り し ます 。 た だ 必要 な の は 
さら に フォ ロー し て いき ます 。 
実際 私 た ちの 最初 の 飛躍 は 、 次 の よう な 間違い の お か げ で 可能 に な り ま し た 。 
私 た ち は 今 の こと を 笑い ます 。 例 : フ ァ ン ズム と ナチ ズム を 言う と き 
リベラ ル 派 と 同じ 意味 で 言っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 
それ を 意味 し ます 。 リ ベラ ル な 物語 を 破壊 する こと に よっ て 、 
ファ シン ズム と ナチ ズム は 同じ も の で あり 、 私 た ち は 白 板 を きれ い に し て 取り 除き まし た 
リベラ ル な 物語 。 私 た ち は 彼 ら の 違い に つい て 独自 の 物語 を 構築 し て きま し た 。 私 た ち は フ ァ シ ズ 
ム と ナチ ズム は 違う と 言い ます が 、 フ ァ シ ズム は 違い ます 
人 種差 別 主義 者 や 反 ユ ダ ヤ 主 義 者 な ど 。 後 か ら 考 える と 面白 いけ ど 、 そ うだ っ た ん だ な 
そう する こと で の み 、 そ れ ら が 実際 に どの よう に 一 つ で ある か を 確認 する こと が で きま し た 。 
そし て 、 説 明 に リベラ ル な 物語 の 汚点 が な けれ ば 同じ こと で す 。 そ し て これ ら す べ て は 有機 的 に 起 
こり まし た 。 
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次 の 飛躍 へ 


これ は 、 何 か 新しい も の を 再 構 築 し た り 構 築 し た りす る た め に 破壊 する 典型 的 
な 方 法 で あり 、 私 が 以前 に 指摘 し た よう に 、 誰 か に 私 た ちの 意見 を 紹介 する 有効 な 方 
法 で も あり ます 。 

また 、 こ の プロ セス を 経た お か げ で 、 私 た ち は 今 、 私 た ちの 大 義 の た め に 私 た ち 
と 一 緒 に 行進 し て いる と 主張 する 他 の 人 々 の 欠点 が 簡単 に わか る よう に な り ま し 
た 。 3 位 と いう 無益 で 盲目 的 な 称号 を 求め て 結集 する 者 た ち 。 何 ら か の 理由 で その 
名 前 を 取 り 上 げた だ け で 、 そ の 背後 に リベラ ル な 物語 が ある 人 々 。 自 分 の ナン セン ス 

思い つく だ け の 人 。 


私 が さま ざま な 誤解 を し て いた 頃 の 古い 画像 が 出回っ て いる の を 見 る と 、 個 人 
的 に 非常 に 面白 いで す 。 な ぜ な ら 、 何 より も 私 個人 に と っ て 、 そ れ は 私 が どこ まで 進 
ん で きた か を 示す も の で あり 、 ま た 、 私 の 画像 を 使用 する 人 々 が どこ に いる の か を 示 
す も の だ か ら で す 。 古 い イ メー ジ が 固執 し て いま す (その た め 未開 発 の 世界 観 や イ 
デオ ロ ギ ー に 基づい た 無 意 味 な プロ ジェ クト の コラ ボレー ショ ン に つい て の オフ ァ 
ー や 提案 を カモ が 私 に 持ち か け て くる と 、 さ ら に 面白 い 出会い に な り ま す ) 。 


これ は 私 が 研究 で か な り の 時 間 を 費やし て 取り 組ん で きた も の で あり 、 最 終 的 
に は それ を すべ て 詳細 に 説明 する こと が 私 の 本 の 目的 で ある た め 、 す べ て を 1 つの ト 
ピッ ク で 扱う こと は で き な い と 感じ まし た 以前 に 予備 的 な 努力 は し まし た が 。 


し た が っ て 、 こ れ に アプ ロー チ す る た め の よ り 徹 妙 な 方 法 が 必要 で ある と 感じ た の 
で す が 、 繰 り 返 し に な り ま す が 、 そ れ は も は や 選択 肢 で は あり ませ ん 。 た だ し 、 少 な く 
と も 次 の 飛躍 の 基礎 を 単 一 の トピ ッ ク に 簡潔 に 詰め 込む こと が で きる と 今 は 感じ て 
いま す が 、 そ れ は 精神 的 また は 形 面 上 学 的 な 背景 の 複雑 に 詳細 な 側面 が まっ た く な 
いこ と (この 状況 で これ を 機能 させ る 唯一 の 方 法 で す ) 。 


それ で は 、 試 し て み ま し ょ う 。 
最初 の ポイ ント 


私 は 皆さん に 、 私 た ちの 見 解 を イデ オロ ギー と し て 説明 する の を や め て ほし いと 思 
いま す 。 イ デオ ロ ギ ー と は 定義 上 、 人 間 の 考え や さら に 悪い こと に 意見 に 基づい て 、 人 
間 の 心から 生 まれ た も の で す 。 私 た ち が 従 う の は 世界 観 、 あ る い は も っ と 良い の は た 
だ の 真実 で す 。 そ れ は 時 代 を 超え た も の で あり 、 本 質 的 に は 名 前 の な いも の で あり 、 
人 類 よ り も 古い も の で ある た めで す 。 
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この よう な 名 前 自体 が 、 す べ て を 包括 する 形 で 本 当 に 適合 する も の は あり ませ 
ん 。 真 実は 、 私 た ち が そ れ を 説明 する の に 最も 近い も の で す 。 そ の 意味 で は 、 私 
た ち が 持 つ フ ァ シ ズム 、 ナ チズ ム な どの 名 前 さえ 、 ふ さわ し く な く 、 せ い ぜ い 一 
時 的 な も の で す 。 し か し 心配 する 必要 は あり ませ ん 。 人 類 の 歴史 を 通し て 私 
た ちの 世界 観 の た め に 戦っ た 人 々 に は 多く の 名 前 が あり 、 彼 ら の 追求 私 た ち 
の 追求 に も 、 私 た ちの 闇 争 が 耐え た 時 代 と 場所 を 反映 する 多く の 名 前 が あり ま 
し た 。 そ れ は 古代 神話 の 象徴 的 な メッ セー ジ で あり 、 聖 杯 と 賢者 の 石 の 探索 
で あり 、 鉛 か ら 金 へ の 錬金術 的 変換 で あり 、 オ シリ ス を 槽 か ら 解放 し 、 ヘ ル メ 
ス 主義 の 大 いな る 仕事 を 行い 、 そ こ か ら 種子 を 取り 出す こと で ある 。 鉱 山 を 掘 
っ て それ を 地球 に 植え て 花 を 咲か せ 、 真 の 土星 に 到達 し ハイ パー ボ レ ア 、 ト ゥ 
ー レ 、 若 返り の 泉 を 見 つけ 、 超 越 と 覚醒 を 達成 する - これ ら の さま ざま な 名 前 、 
概念 、 テ ー マ は すべ て 、 そ れ ら の 間 で 等 価 で す (た だ し 、 そ れ ら は 等 価 で は あ 
り ま せん ) そ れ ら すべ て が 同じ レベ ル で 機能 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 な 
ぜ な ら 、 そ れ ら の 一 部 は 個人 的 な レベ ル に の み 関 心 を 持ち 、 他 の も の は より 広 
範 な も の で す が 、 そ れ ら は すべ て 同じ スレ ッ ド の 一 部 で す ) お よび ファ シス ト 
闘争 に 関係 し て いま す 。 


これ ら は すべ て 、 同 じ 目 に 見 えな い バ ナー の 下 に 統合 され て いま す 。 イ ブ - 
それ を 誤解 する 人 々 に よっ て 時 間 の 経過 と と も に 腐敗 する 前 に 、 こ れ ら を 本 当 
の 意味 と 意味 で 追求 し た こと の ある リョ ー ネ は 皆 、 同 じ 目 に 見 えな い 軍 隊 の 一 
部 で す 。 こ の 旗 と この 軍隊 は 、 時 間 、 空 間 、 そ し て この 人 生 に 存在 する その 他 の 
障壁 を 超越 する た め 、 目 に 見 えま せん 。 こ れ に より 、 私 た ちの 闘 争 が 実際 に 何で 
ある か 、 そ の 人 性質 、 そ の 広 さ と 深 さ が より よく わか る は ず で す 。 


この 闘争 は 時 代 を 超え て いる た め 、 常 に 名 前 は 脇 に 追い や られ て いま す が 、 闘 
争 自体 は 続い て お り 、 個 人 、 国 家 、 文 明 、 宇 宙 な ど さ ま ざま な レベ ル で 続い て 
いま す 。 

それ に 比べ て 、 イ デオ ロ ギ ー の 闘争 は その 時 代 を 反映 し て いる だ け で あ 
り 、 し た が っ て 名 ば か り で は な く 脇 に 追い や られ ます 。 し か し 、 こ れ は 、 イ デオ 
ロ ギ ー が 完全 に 分 離さ れ 、 私 た ちの 闘争 の 支持 者 だ けが 一 種 の 目 に 見 えな い 
軍隊 を 構成 する こと を 意味 する も の で は あり ませ ん 戦争 中 の 両 軍 の 違い は 、 
こち ら 側 で は すべ て の 戦闘 貞 が この 唯一 の 真実 に 従わ な けれ ば な ら な い の 
に 対し 、 敵 側 は 真実 に 従わ な い 人 間 の 心 が 生 み 出 し た 虚偽 の 集合 体 で ある と 
いう こと で す 。 こ れ ら の 虚偽 が 含ま れ て いま す 
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いく つか の 点 で 異な り ま す が 、 そ れ ら が どの よう に つなが る か と いう 点 で は 相互 に 関連 し て いま す 

この 人 生 に お ける 人 間 の すべ て は 、 退 化 と いう 下向き の スパ イラ ル の 中 に あり ます 。 

リベラ ル ・ ア カ デ ミ ア の 歴史 認識 に は 限界 が ある が 、 

し た が っ て 真実 に 対し て 盲目 で ある が 、 こ の 本 は 虚偽 の 歴史 、 あ る アイ デア が どの よう に 
別 の アイ デア を 養い 、 そ れ が 新しい アイ デア に 道 を 譲る 状況 に つなが っ た の か な ど を う 
まく 文書 化し て いる が 、 そ の た びに 私 た ち を さら に 追い 込ん で し まう 下 。 


私 た ちの 側 は 常に 、 単 一 で 普遍 的 で 時 代 を 超越 し た 不変 の 真実 に 固執 し ます が 、 英 
は さま ざま な 形態 を と っ て いま す 。 
口論 し て 自分 自身 と 戦っ て も 、 結 局 は 同じ 結末 に 至る 
退化 と 退化 へ の 道 、 永 続 的 な 変化 は 最終 的 に は 死に つなが り ま す 。 滑 りや すい 坂道 は 本 
物 で あり 、 そ れ が 自然 で す 
敵 の 。 も ちろ ん 、 そ の 傾き は 次 の よう に な る と 信じ た い の で す が 、 
誤っ た 考え - 「 親 愛 な る 兄弟 た ちよ 、 啓 壮 の 進歩 が 誇示 され て いる の を 聞い た と き . 悪 
魔 の 最大 の 策略 は 、 悪 魔 は 存在 し な いと あな た に 説得 する こと だ と いう こと を 決し て 忘 
れ な いで くだ さい 。」 お そら く 私 た ちの 代理 人 か も し れ ま せん が 、 
敵 、 必 要 と され る 物事 の 理解 を 欠い て いる 
私 た ちの 大 義 の た め に 戦っ つて いる 人 は 、 彼 ら の よう に それ が 間違い で ある と 本 当 に 信じ て いま す 
将来 的 に は て の 結果 と な る アイ デア を 認識 する こと を 拒否 する 
彼ら は 独自 の 考え を 持っ て いま す が 、 私 が 言っ た よう に 、 彼 ら の 内 紛 は 彼ら の 性 質 の 一 部 で す 。 
私 た ち が 敵 対す る 勢力 の 強 さ は 、 彼 ら の 一 員 と な る こと で す 。 
エー ジェ ント た ち は 真 実 を 知ら な けれ ば いい だ け で す が 、 私 た ちの 強み は 
最高 の 者 だ けが 真実 を 十分 に 垣間見 る こと が で きる と いう こと 
私 た ちの 道 に 足 を 踏み 入れ る た め に 。 彼 ら の 弱点 は 肉体 的 な も の で ある こと が 多く 、 
それ が 彼ら が 活動 する 唯一 の 領域 で ある に も か か わら ず 、 私 た ちの 
弱点 は 、 非 常に 簡単 に 狭い 道 か ら 外 れ て し まう こと で す 。 
真実 は 誤解 の 餌食 に な る か 、 騙 され る か 、 
道 に 迷っ て し まう 。 
敵 は 陣営 、 旗 、 名 前 、 ス ロー ガン を 切り 替え る こと が で きま す 。 
好き な だ け 何 度 で も 同じ 力 を 掌握 し て いる 
私 た ち は 反 対し ます - 一 歩 で も 間違い が あれ ば 、 そ こ か ら 逸 脱 す る こと は で きま せん 
私 た ちの 道 を 進み 、 敵 の 仲間 入り を し ます 。 
この 瑞 、 つ まり 退化 を も た ら す 多数 の 虚偽 は 、 私 た ちの 真実 が 非 物質 的 な も の で あ 
る の と 同じ よう に 、 非 物質 的 な 力 で す 。 
力 。 真 実は 人 類 以前 か ら 存 在 し て いる た め 、 人 が いな く て も 存在 し ます が 、 
人 々 は 真実 を 支援 する た め の 戦 闘 部 隊 と し て 組織 され る こと が で きる 
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虚偽 と の 闘い 、 同 様 に さら に 注目 を 集め る 
推進 する た め に 戦闘 部 隊 と し て 組織 され た 人 々 が いる 場合 
どれ か ー つ で も 虚偽 。 


この 変換 は 、 一 般 的 で 理想 主義 的 な 世界 確定 的 、 緊 密 に 組 
精神 と 意志 の ** 織 化 され た 、 政 治 的 戦闘 的 

両方 を 続 合 する 信仰 の 兄弟 関係 を 受け 大 れ は 私 た ち が 

期待 で きる 最も 重要 な 成果 で す 。 どれ で も 
アイ デア の 勝算 は 完全 に これ に か か っ て いま す 

アイ デア を 形 に 変え る こと に 成功 し た 実践 的 な 計画 。 


別 の 引用 : 


その 結果 、 国 際 マ ルク ス 主 義 自体 は 、 カ ー ル ・ マ ルク ス に よっ '@ 良 年 存在 し て いた 世 
ダ ヤ 人 に 明確 な 政治 的 信仰 告白 を 形成 し た も の に 過ぎ な い 。 と - 

その よう な 息子 の = 

広範 な 既存 の 基盤 を 打ち 破る と いう 概念 、 こ の 教義 の 驚く べき 政治 的 成功 は ポ ィ > 


決し て 不可 能 で は あり ませ ん で し た 。 何 百 万 も の 人 々 の 中 で 、 カ ー ル は 

マル クス は 、 確 か な 目 を も っ て 、 

預言 者 は 、 す で に 格付 けさ れ た 沼地 に 不可 欠 な 毒 を 認識 し 、 は 彼 の 計画 だ っ た 
それ ら の 毒 が アー ド の よう な も の で ゆっ くり と 朽ち て いく < 世界 。 人 彼 は 別れ た - 
あり 、 こ の 地球 上 の 自由 国家 を 破壊 する も の で ある と 特 5 彼 は スピ ー ド を 使っ て 黒 
定 し ” に する 魔術 の ウィ ズ を 濃縮 し た ソリ ュー ショ ン を 使用 で きま し 』 こ 
まし た 。 


最初 の 引用 に 関し て は 、 も う 一 度 忘 れ て いた だ きた い の で す が 、 
アイ デア と いう 概念 を 持ち 、 真 実 の 信奉 者 で ある こと に 固執 し 、 こ れ ま で と 同じ よう に 
前 に 取り 上 げた 、 そ の 名 を 守り 続け た 目 に 見 えな い 軍 隊 
世界 は 歴史 を 通じ て 、 さ ま ざ ま な 名 前 、 旗 、 シ ン ボ ル を 使用 し て きま し た 。 
彼ら は 当時 の 状況 に 対処 し て いた か ら で す 。 
同様 に ヒト ラー は 多く の こと を 紹介 し た 人 物 と し て 私 た ちの と ころ に 来 ま す 。 
それ は 20 世紀 の 舞台 で の 私 た ちの 闘い の 重要 な 方 向 作 で あり 、 そ れ は 21 世紀 初頭 の 現在 
で も 当て は まり ます 。 こ れ は 
な ぜ 私 た ち は フ ァ シ ズム と ナチ ズム の 名 前 を 私 た ちの も の と し て 維持 する の か 
それ は 、 そ の 目 に 見 えな い 軍 隊 が 戦っ て いる こと の 最新 の 現れ で す 。 
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真実 。 こ れ ら の 名 前 と 方 法 は 、 今 日 私 た ち が 使用 し て いる 新しい 状況 と テク ノ 
ロジ ー を 考慮 し た も の で あり 、 そ の 一 時 的 な 旗 を 掲げ て お り 、 真 実 を 求め る 闘 
争 に お ける 目 に 見 えな い 旗 の 最新 の 現れ で す 。 こ れ が 、 私 た ち が そ れ ら を 放棄 
し な い 理 由 で す 。 な ぜ な ら 、 そ れ ら は 、 本 質 的 に 時 代 を 超越 し た も の を 求め て 、 
この 日 と 時 代 に お ける 私 た ちの 闘争 に お ける 実際 的 な 計画 の 名 前 で あり 、 象 
徴 だ か ら で す 。 


2 番目 の 引用 に 関し て 、 私 た ちの 敵 も 時 代 を 超越 し た も の で ある こと を 思 

い 出 し て いた だ きた いと 思い ます 。 マ ルク ス が 20 世紀 に 敵 を 戦闘 部 隊 と し て 
組織 する こと に 道 を 譲り 、 そ れ が 21 世紀 に その 新た な 現れ の 根拠 と な っ た の 
は 歴史 的 事実 で ある が 、 マ ルク ス が 意識 的 で ある と は 実際 に は 想像 で き な 

い 。 英 の 代理 人 。 実 際 に は 、 共 産 主 義 は 他 の 誰か に よっ て 別 の 形 で 考え 出さ れ 
た 可能 性 が あり 、 必 ず し も ユダ ヤ 人 で ある 必要 は あり ませ ん 。 劣 化 と 平均 的 な 
人 の 視野 の 絶え 間 な い 制 限 に より 、 そ の 限ら れ た 歴史 認識 の 中 で 、 最 終 的 に 
は 共産 主義 が 論理 的 な 次 の ステ ッ プ と し て 現れ た で し ょ う 。 そ の 限ら れ た 男 
囲 内 で は 、 以 前 に 定着 し た 虚偽 に 基づい て 、 そ れ は 理 に か な っ て お り 、 次 の 論 
埋 的 な ステ ッ プ 、 次 に ドミ ノ 倒 し 、 そ し て 滑り や すい 坂 の 次 の 瞬間 で す 。 真 理 を 
認識 し 、 そ の た め に 蒼 闘 し 、 物 事 の 全体 像 を 自由 に 使え る 人 だ けが 、 そ の 新た 
な 一 歩 を 退化 、 退 化 、 死 に さ ら に 導 くも の と し て 見 る こ ( と が で きる の で す 。 この 
意味 で 、 マ ルク ス は 人 々 に 戦闘 力 を 与え た 、 我 々 の 散 の 無自覚 な 代理 人 に 過ぎ 
な い 。 


も ちろ ん 、 こ れ は 私 た ち が 彼 と 彼 の 仕事 、 そ し て その た め に 説教 し 戦う 人 
た ち を 敵 と みな すべ き で は な いと いう 意味 で は な く 、 目 の 前 に ある 闘争 に つい 
て 私 た ち が よ り よ く 理 解 で きる よう に する だ け で す 。 マ ルク ス を 非難 し 、 マ ルク 
ス な し で は 共産 主義 は 決し て 存在 し な か っ た と 言え る の は 、 こ れ ら の 思想 の 


分 離さ れ た 性 質 を 信じ る 人 だ け で す 。 
実際 に は 、 お そら く 別 の 名 前 で 、 他 の 誰か か ら の も の だ っ た で し ょ う 。 


2 番目 の ポイ ント 


も ちろ ん .、 真 実に 対す る 特定 の 傾向 を 持つ グル ー プ と 、 よ しり 広範 な 虚偽 の バリ 
エー ショ ン が いく つか あり ます 。 し た が っ て 、 い くつ か の 
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ーー よび 精神 的 な 人 種 、 い ずれ か の チャ ン ピ オ ン と 呼ぶ こと が で き 


ー リ ア 人 は 真実 を 擁護 し た 生物 学 的 種族 で し た が 、 人 種 混合 に よ 
っ て 光 し た た め 、 そ の 灯火 は 彼ら が 混血 し て いた 種族 に 受け 継が れ 、 純 
粋 な 生物 学 的 アー リア 人 種族 が 消滅 する 一 方 で 、 英 雄 的 で 精神 的 な 種族 
が 輝い た の で す 。 彼 ら の 中 で 生き 続け て いる 。 


虚偽 を 擁護 する 霊 的 種族 に は 生物 学 的 宿主 もち も いま す が 、 常 に 厳密 に 
生物 学 的 な カテ ゴリ ー で 定義 され て いる わけ で は あり ませ ん 。 た と えば 、 生 
物 学 的 カテ ゴリ ー に 関係 な く 、 大 多数 の 宗教 信者 に 存在 する 月 の 霊 的 種族 
の 場合 で す 。 

人 種 。 

ディ オニ ュ ソ ス の 精神 的 人 種 の 場合 、 そ れ は 快楽 主義 的 に 今 を 生き る 
こと を 望む 人 々 に 見 られ ます 。 つ まり 、 ど の 生物 学 的 人 種 に も 見 られ ます 
が 、 他 の 人 種 よ り も その 傾向 が 強い 人 も いま す (アー リア 人 の 子孫 と は 対 
照 的 に 黒人 ) ) 。 

タイ タニ ッ ク 号 、 フ ァ ウ スト の よう な 霊 的 種族 は 、 退 化 と 虚偽 の 道 を 歩 
ん だ アー リア 人 の 子孫 に 最も 多く 見 られ 、 彼 ら の 生物 学 的 性 質 は 英雄 的 圭 
的 種族 の 双子 の 兄弟 で ある た め 、 し ば し ば この 精神 に より 適し て いる 。 


最後 に 、 純 粋 に 物質 的 な 人 生 の ビジ ョ ン に 満足 し て いる テル ル 系 の 霊 
的 種族 が あり 、 こ れ は ユダ ヤ 人 の 虚偽 を 擁護 する 種族 で ある が 、 も ちろ ん 、 
それ は 退化 の 過程 で 他 の 種族 を 苦し め て いる こと が 判明 する 。 こ こ で 、 ユ 
ダ ヤ 人 と の 私 た ちの 闘い が 非常 に 大 きく 影響 し ます が 、 私 た ち が 反 対し て 
いる も の の 非常 に 具体 的 な 表現 は 、 彼 ら の 生物 学 的 性 質 と 行動 を 通じ て 現 
れ ま す が 、 彼 ら は その 非 物質 的 な 敵 の 無意識 の 手先 で ある こと を 再度 理 
解す る 必要 が あり ます 。 


ここ で の 重要 な 点 は 、 我 々 が 敵対 する 敵 は その 範囲 内 の ユダ ヤ 人 だ け 
を 超え て お り 、 我 々 の 敵 が 依然 と し て 存在 し て 革命 と 退化 を 引き 起こ す た 
め に は 、 意 識 的 な 世界 規模 の ユダ ヤ 人 の 陰謀 が 存在 する 必要 は な いと いう 
こと で ある 。 ユ ダ ヤ 人 の 利益 の み に 基づい た 世界 的 な 陰謀 が 存在 する 、 ま 
た は 存在 し な いと いう こと で は あり ませ ん が 、 重 要 な の は 、 真 実に 対し て 同 
じ 損 害 が 与え られ る た め に 陰謀 が 存在 する 必要 は な いと いう こと で す 。 陰 
斉 の 有無 は 、 陰 謀 の 有無 を 示す だ け で す 。 
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虚偽 に 対す る 組織 化 さ れ た も う 一 つの 戦闘 部 隊 。 永 遠 の ユ ダ ヤ 人 は 敵 の 一 面 に 
すぎ ず 、 お そら く 歴 史上 最も 鮮やか で 最も 成功 し た 人 物 で ある が 、 そ れ に も か か 
わら ず 、 ユ ダ ヤ 人 だ けが すべ て の 苦悩 の 根源 で ある と 主張 する な ら 、 リ バタ リア 
ン の 第 三 位 の シル ス は 正しい こと に な る だ ろう 。 自 由 市 場 に ユダ ヤ 人 が いな け 
れ ば すべ て が 解決 する と いう 彼ら の 主張 は 、 そ の 考え が いか に 滑稽 で ある か を 
私 た ち 皆 が 知っ て いま す 。 


私 た ち が 戦 う も の は 、 名 前 も 無く 、 究 極 的 に は 顔 も 無く 、 決 し て 真 に 消え る こ 
と の な い 永 遠 に 存在 する 非 物質 的 な 力 で ある と いう 点 で 、 私 た ち が 戦 う も の と 
似 て いま す 。 し か し 、 真 実 の た め に 戦う 者 と し て 、 私 た ちの 閣 い は 虚偽 と 戦う こと 
で す 。 そ の 統治 は 短く て も よい し 、 そ の 再発 が あま り 強 く な ら な いよ うに 警戒 し て 
くだ さい 。 そ れ は 私 た ちの 真実 の 一 部 で も ある 歴史 の 循環 的 な が ビジョン で す 。 


第 三 の ポ イン ト 


私 た ち は 、 個 人 的 、 家 族 的 階級 的 、 国 家 的 、 さ ら に は 人 種 的 で あっ て も 、 い か な る 
種類 の 利益 の た め に も 戦い ませ ん 。 私 た ち は 、 自 分 た ちの 種族 が より 強く な り た い 
か ら 、 あ る い は より 多く の も の を 持っ て も らい た いか ら と いっ て 、 戦 う の で は あり 
ませ ん 。 私 た ち は 真 実 、 す べ て の 生命 の 中 に 存在 する 特定 の 自然 秩序 、 人 類 に も 
現れ て いる 宇宙 秩序 を 求め て 戦い 人 種 問 の 自然 秩序 、 階 層 構 造 を 作り 出し ます 。 
私 た ちの 人 種 は その ヒエ ラル キー の 頂点 に 位置 し て いる た め 、 私 た ち は 人 種 の 
優位 人 林 に つい て の 考え に 簡単 に 流さ れ ま す 。 こ れ は 、 私 た ち が 他 の 人 種 を 見 下 し 
た り 、 彼 ら を 根絶 し た いと いう こと を 意味 する も の で は あり ませ ん 。 他 の 人 種 な し 
で は その 階層 を 維持 する こと は で き な い た め 、 そ れ は 真実 に 反する こと に な り ま 
す 。 私 た ち が 戦っ て いる の は 真実 で あり 、 現 代 世 界 で は 根絶 され た 物事 の 自然 な 
秩序 で あり 、 言 うま で も な く 、 す べ て の 人 種 が 虚偽 の み を 餌 と する 精神 的 な 人 種 
に よっ て 苦し むように な り 、 す べ て の 人 種 が 革命 の 影響 に 苦し ん で いる こと は 
言う まで も あり ませ ん 。 


私 た ちの 目標 は 決し て 優位 性 で は な く 、 も う 一 度 、 私 た ちの 個人 的 な 真実 の 
一 部 で ある 人 種 的 真実 を 含む 真実 に 従う っ こと で し た 。 し た が っ て 、 自 分 の 本 性 に 
忠実 な 人 は 、 真 理 に 従う で ある た め 、 自 分 に 劣る 者 が 自分 自身 を より 良く な ろ 
うと 想像 する の は 愚か で す が 、 よ り 多 く の 人 が 自分 自身 を より 少な く 考え る こと は 
同様 に 患 か で す 。 で は 、 退 化 で は どう な る の か 
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次 の 飛躍 へ 


優越 性 へ の 不満 の よう に 見 えま す が 、 本 来 は 物事 の 自然 な 秩序 を 復元 する こと に 
他 な り ま せん 。 

この こと を 念頭 に 置く と 、 い か に 矛盾 し て いる か が 簡単 に わか り ま す 。 
一 般 に 信じ られ て いる よう に 、 人 種 的 真実 と いう 観点 か ら 人 種差 別 的 な 見 方 を する こと で 、 私 た ち は 次 の こと が で きま す 。 
他 の 種族 の 戦友 が いる 。 最 小 限 の 人 生 の 目標 は 、 
誰 も が 真実 に 従っ て 自分 の 性 質 を 理解 し 、 そ れ が 何で あれ 、 そ れ に 従う べき で す - 
話す こと の 利益 は な く 、 代 わり に 
個人 的 な 利益 の 代わ り に 個人 の 真実 家族 の 利益 の 代わ り に 家族 の 真実 、 階 級 の 
利益 の 代わ り に 職業 上 の 真実 
人 種 は 人 種 の 真実 に 興味 を 持っ て いま す -。 利 益 を 促進 する 人 は 誰 で も 私 た ちの も の で す 
敵 で す 、 真 実 を 固守 し 、 真 実 の た め に 戦う こと を 望む 者 は 誰 で も 私 た ちの も の で す 
同志 。 私 た ち が こ の 考え か ら 人 逸れ る 瞬間 は 、 ヒ エラ ルキ ー の 中 で の 自分 の 立場 を 間 
違え て 優位 性 を 獲得 し た と き で す 。 
他 の 人 種 は 、 自 分 た ちの 現状 に 不満 が ある 場合 に 、 こ の 考え か ら 逸 れ ま す 。 
階層 内 で の 位置 を 変更 し 、 代 わり に 位置 に 基づい て 位置 を 変更 し よう と し ます 
興味 に つい て 。 ご 想像 の と お り 、 作 る 人 は た くさ ん いま す 
生物 学 的 人 種 が どの よう に 異な る 行動 を と りや すい か は 言う まで も な く 双方 の 
それ ぞ れ の 間違い が それ を 引き 起こ す 。 
さま ざま な 方 法 で これ ら の 間違い の 餌食 に な り に くく な り ま すし 、 陥 りや すく な り ま す 。 
また 、 霊 的 な 種族 が 同様 の 性 質 の 中 で どの よう に 役割 を 果たし て いる か に つい て も 説明 し ます 。 

今 の 状況 で は 当然 の こと で す が 、 
他 の 種族 は 偽り の 道 を ずっ と 進ん で きた の で 、 
彼ら は 、 は る か に 広い 前 線 で 私 た ち に 敵 を 突き つけ て いま す 。 
私 た ち は 、 避 けら れ な い 人 種 戦争 に つい て 正当 に 語る こと が で きま す 。 そ れ は 、 論 理 的 
な 結論 に 至る まで 虚偽 に 次 ぐ 虚偽 を た どる 他 の 種族 に よっ て 開始 され る 可能 性 が あり 
ます (論理 的 で ある と いう こと は 、 こ れ を どの よう に 説明 する か に よっ て 、 真 実 で も あ 
り 、 真 実 で は あり ませ ん ) ) 平等 は 優れ た 人 種 を 排除 する こと に よっ て の み 可 能 で あ 
る と いう こと 。 ま た は 開始 する こと も で きま す 
子孫 の 上 位 種族 に よる 人 種 レ コン キス タ / 十 字 軍 と し て 
秩序 を 回 復 す る た め に 、 ア ー リ ア 人 種 か ら 解 放さ れ ま し た 。 し か し 、 皮 肉 に も 
十分 に 、 他 の すべ て の 人 種 を 絶滅 さす た いと 考え て いる と し て 私 た ち を 非難 し て い 
る 人 々 こそ が 、 
優位 な 人 種 を 根絶 する こと が 私 た ちの 目標 で す が 、 
人 種 戦 争 は 、 絶 滅 に よっ て 定義 され な い 点 まで の み 
1 つ 以 上 の レー ス 。 そ し て レー ス 戦 争 に 続く 闘争 
他 の 種族 を 設定 する 必要 が ある た め 、 さ ら に 難し いか も し れ ま せん 
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私 た ち 自 身 が 真理 を 継承 する た め に 当面 必要 な も の を 確保 し た 後 、 真 理 を 固守 する と いう この 
道 を 歩む の で す 。 

ここ で 私 が 思い 出し た い の は 、 す で に 確立 され た コン セン サス の お か げ で 、IM の 誰 も 他 の 
人 種 を 便宜 的 な 反応 と し て 実際 に 嫌っ て いる 人 は いな いと いう こと で す 。 過 去 に 一 部 の ユー ザー 
が 、 目 の 前 の 個々 の 事件 を どの よう に 判断 する か に つい て 指摘 し まし た が 、 人 種 問題 を 含め 進行 
中 の 退化 の 物質 的 な 側面 を 知っ て いる 私 た ち は 、 依 然 と し て 人 種 的 な こと を 考え て いま す 。 し た 
が っ て 、 私 た ち は 一 般 諭 と し て 話す こと が で きま す が 、 そ の 評価 の ケー ス が 現れ た 場合 に は 個別 
に 判断 し ます 。 他 の 人 種 の 誰か が 同盟 者 に な り 得 る か どう か と いう こと に な る と きだ け (人 種 階 
層 は 真実 の 一 部 と し て まだ 存在 し ます ) 、 私 た ち が 一 般 的 な 言葉 で 話す こと が で きる と き で す 。 


4 番目 の ポイ ント 


私 た ちの 究極 の 忠誠 は 真実 に 対す る も の で す が 、 そ れ は 、 比 較 し て 「 よ り 低 い 」 忠 誠 と みな され る 
も の が 二の次 で あっ た り 、 放 棄 さ れる べき で ある と いう 意味 で は あり ませ ん 。 人 種 的 真実 へ の 固 
着 は 、 前 に 説明 し た よう に 、 究 極 の 真実 へ の 固着 その も の で す 。 同 様 に 、 国 家 的 お よび 文化 的 忠誠 
も 重要 で す 。 ロ シア の 思想 を 考察 する 際 に は 、 ロ シア に 奉仕 する こと で 神 や 真理 に 奉仕 する と い 
う 一 般 的 な 概念 が あり ます 。 同 じ こ と が どの 国 に つい て も 言え ます 。 人 が 自国 と 自然 秩序 に お け 
る その 位置 に 奉仕 する と き 、 人 は 究極 の 真理 を 遵守 し 、 奉 仕 し ます 。 


レー ス 。 

考え られ る あら ゆる レベ ル で 私 た ちの 性 質 を 理解 し 、 個 人 的 な 真実 に 従っ て 行動 する こと 
に よっ て 、 私 た ち は よ り 大 き な 真 実に 仕え る こと が で きま す 。 敵 は 人 類 を 一 つの 大 き な 不 定形 の 
塊 、 癌 性 の 体 に 一 般 化 し よう と し ます が 、 私 た ちの 世界 観 で は 、 よ り 広範 な 人 種 レ ベル か ら よ り 小 
さ な 国 家 レ ベル に 至る まで 、 時 代 を 超越 し た も の か ら 一 時 的 な も の に 至る まで 、 私 た ち が 何者 で 
ある か を 理解 する た め に は 、 あ ら ゆ る 階 調 が 重要 で す 。 そ れ は また 、 歴 史 を 通じ て 共通 の 私 た ちの 
兄弟 が 、 元 の (退化 前 の ) 仏 教徒 で あれ 、 テ ンプ ル 騎 士 団 で あれ 、 錬 金 術 師 で あれ 、 そ の 他 の 何で 
あれ 、 さ ま ざ ま な 形 で 現れ た 理由 で も あり ます 。 文 化 レ ベル で 行動 し た 人 も いれ ば 、 文 明 レ ベル で 
行動 し た 人 も いま す が 、 最 終 的 に は あら ゆる レベ ル で 闘争 が 続き ます 。 
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し た が っ て 、 真 実に 対す る 私 た ちの 忠誠 は 、 あ ら ゆ る レベ ル で 私 た ちの 個 
人 的 な 真実 を 固守 し 、 私 た ちの アイ デン ティ ティ を 切り 開き 、 あ ら ゆ る 面 で の 
闘争 に 現れ ます 。 同 様 に 、 私 た ちの 敵 の 目標 は 、 あ ら ゆ る 面 で 真実 を 否定 する こ 
と で あり 、 そ の た め 、 人 々 は 性 別 な どの あか ら さ まな 真実 さえ も 拒否 する こと に 
な り 、 ニ ュー ハー フ や その 他 あ ら ゆ る 種類 の オカ マ が 生ま れる こと に な り ま す 。 
フェ ミニ ズム は 女性 で ある こと に つい て の 真実 を 拒否 する た め の 組 織 的 な 勢 
力 で あり 平等 は 自然 の 秩序 に お ける 一 人 一 人 の 適切 な 立場 に つい て の 真実 
を 拒否 する た め の 偽り で す 。 


5 番目 の ポイ ント 


これ ら す べ て を 念頭 に 置き な が ら 、 私 た ちの 方 法 、 戦 術 は 今 で も 有効 で あり 、 適 
用 され ます 。 真 実 へ の 奉仕 に お いて 暴力 は 依然 と し て 正当 で あり 、 ヒ トラ ー や ロ 
ッ ク ウ ェ ル な どの 人 物 か ら 学 ば な けれ ば な ら な いこ と は すべ て 依然 と し て 有効 
で あり 、 こ れ ら の 、 時 に は 古い 方 法 を 新しい テク ノロ ジー の 発達 し た 世界 に 適 
応 さ せる こと は 、 依 然 と し て 進む べき 道 で あり 、 実 際 に 行わ れ て いま す 。 そ れ は 
私 た ちの 闘い 、 特 に 組織 化 さ れ た 戦闘 部 隊 と し て 継続 する レベ ル で の 導い と ま 
っ た く 矛 盾 し ませ ん 。 

実際 、 こ れ は 超越 へ の 道 に お いて この 閣 争 を 個人 レベ ル で 実施 で きる 方 法 
の 1 つ を 完全 に コピ ー し た も の で あり 根底 に ある 性 質 と その リス ク は ど 
ちら の レベ ル で も 同じ で す 。 戦 闘 カ ー ス ト の 王子 に よっ て 設立 され 、 戦 士 の 
精神 が 注入 され て いる た め 、 ま っ た く 平 和 主 義 で も 人 道 主義 で も な い 本 来 
の 仏教 で さえ 、 正 義 の 戦争 に お ける 暴力 を 推奨 し て いま す 。 し た が っ て 私 
た ち は 非 常に 正しい 道 を 進ん で お り 、 私 た ちの 方 法 と 選択 し た 武器 を 放 径 
する 必要 は あり ませ ん 。 そ れ ら は 真実 で あり 、 こ の 永遠 の 闘争 、 こ の 正義 の 
戦争 の 過程 で 私 た ち が 置 か れ て いる 状況 を 反映 し て いま す 。 


そし て それ が 私 た ちの 戦争 、 正 義 の 戦争 、 大 聖戦 、 そ し て 歴史 を 通じ て さま ざま な 文化 で 
存在 し た 他 の すべ て の 名 前 で す - 真実 の た め の 戦 争 、 虚 偽 に 対す る 戦争 。 


結論 


これ ら は すべ て 私 が 取り 上 げた か っ た 核心 的 な ポイ ント で す が 、 コ ミュ ニテ ィ か ら の フィ ー ド 
バッ ク を 受け て 、 理 解 の ギャ ッ プ を 埋め る た め に どの よう な 追加 が 必要 か を 判断 し て 、 
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次 の 飛躍 へ 


ポイ ント が 完全 に 沈み 込み ます 。 最 初 に 述べ た よう に 、 物 事 の 本 質 的 な 形 面 上 学 
的 / ス ピリ チュ アル な 背景 を 意図 的 に 省略 し まし た 。 そ うな る と 、 こ の トピ ッ ク で は 
十分 に 検討 で さき な く な る か ら で す 。 完 全 な 説明 は 私 の 本 に 記載 され て いま す が 、 
必要 に 応じ て 、 可 能 な フォ ロー アッ プ ポ イン ト に つい て さら に 詳し く 明 か す 可 能 
性 が あり ます 。 

11-14 年 の アイ アン マー チ リー プ が 、 よ り 物 質 的 か つ 時 間 的 な 面 で 私 た ちの 
世界 観 を 理解 する た め の 基 礎 を 与え て くれ る も の だ っ た と し た ら 、 私 た ちの 次 の 
飛躍 の 目標 は 、 そ れ に さら な る 基礎 を 与え る だ け で な く 、 私 た ちの 世界 観 が どの よ 
うに それ を 超え て いく の か を 示す こと で も あり ます 。 だ か ら こ そ 、 私 は 真実 自然 、 宇 
宙 の 秩序 な どの 言葉 を 強調 し 、 そ れ が いか に 名 前 の な い 、 時 代 を 超越 し た も の で 
ある と 同時 に 、 想 像 で きる あら ゆる 方 法 で 私 た ちの 生活 に 影響 を 与え て いる か 、 つ 
まり 私 た ちの 閣 争 が 単なる 政治 を 超え た 何 か 大 き な も の で ある こと を 意味 し ま 
す 。 私 た ち が 戦 う ア リー ナ の 一 つ 。 私 が この テー マ を 通じ て 促進 し て いる この より 
良い 理解 に よっ て 、 私 た ち は 次 の 飛躍 を 始め る こと が で きま す 。 そ れ は 私 た ちの 賠 
い を 精神 的 に 完全 に 理解 する こと で 終わ り ま す 。 し た が っ て 、 行 動 方 針 を 変更 する 
の で は な く 、 そ の 結果 を 確認 する こと に よっ て 現在 の 合意 に 存在 する 荒削り な 韻 
分 は 残し て お きま し ょ う 。 以 前 より も さら に 広がり ます 。 


記事 の 締め くく り に 、 ナ ラテ ィ ブ が 重要 で ある と いう 点 を も う 一 度 強 調 し た い 
思い ます 。 偽 り の 物語 は 、 出 発 点 と し て 真実 の 特定 の 要素 を 使用 し た と し て も 、 
真実 か ら 速 ざか り ま す が 、 そ れ で も 最終 的 に は 虚偽 に つなが り ま す 。 黒 人 が 独自 
の NS 州 を 持つ べき だ と いう こと は 、 た と えど ちら の 物語 も 「 そ れ ぞ れ が 独自 の 」 
と いう 真実 に 基づい て 構築 され て いる と し て も 、 黒 人 は 人 種 階層 に お ける 自分 た 
ちの 立場 を 堅持 し な けれ ば な ら な いと 言う の と 同じ で は あり ませ ん 。 
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宇宙 の 棒 序 
あな た も 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


和 


宇宙 の 秩序 は 存在 する すべ て の も の を 定義 し て お り 、 そ れ は 単に すべ て が どの 
よう に 存在 する か に つい て の 規則 で す 。 し た が っ て 、 そ れ は 物質 世界 と 非 物質 世 
界 ( 工 ヴォ ラ で は 世界 と 超 世 界 と も 呼ば れ 、 現 実 を 構成 する 二 つ の 半分 で あり 、 
物質 世界 は 形 面 上 学 的 世界 の 投影 で ある ) の 両方 の すべ て を 包含 し ます 。 


し た が っ て 、 宇 宙 の 秩序 は 、 自 然 法則 、 霊 的 次 元 の 法則 、 お よび その 内 部 に ある す 
べ て の も の を 定義 し ます 。 し た が っ て 、 私 た ち が 自 然 の 法則 に つい て 話す と き 私 
た ち は 依 然 と し て 宇宙 の 秩序 に よっ て 定義 され た も の を 指し ます 。 


次 に 、 宇 宙 秩 序 の 法則 また は 真実 つま り 物 質 世界 と 非 物質 世界 の 真実 に も 
従う 人 類 が いま す 。 こ れ は 、 人 類 に つい て は 、 自 然 法則 と 関連 する 物質 的 / 生 物 学 
的 真実 が 存在 する こと を 意味 し ます 。 人 間 性 に つい て の 精神 的 / 形 面 上 学 的 な 真 
実 も あり ます 。 そ れ ら は 共に 、 人 間 の 状態 を (超越 を 達成 で きる 唯一 の 実体 と し 
て 定義 し ます 。 こ の 真実 は 明らか に すべ て の 人 間 に 影 響 を 与え ます 。 


さら に 下 へ 進み ます 。 人 類 は 普遍 的 に 男 価 と 女性 に 分 か れ て お り 、 そ れ ぞ 
れ が 独自 の 性 別 を 持っ て いま す 。 
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男 作 と 女性 の 性 質 を 決定 する 真理 を 、 人 間 の 状態 の 真理 、 物 質 的 世界 と 非 物質 的 世界 、 
そし て 宇宙 秩序 の 真理 に も 準拠 し て いま す 。 


次 に 、 人 類 は 多く の 種族 に 分 か れ て お り 、 こ こ で 各種 族 に は 3 つの 真実 が ある こと 
が わか り ま す 。 そ の 完全 な ビジ ョ ン で は 、 す べ て の 種族 は 肉体 の 種族 、 魂 (精神 ) の 種族 、 
お よび 魂 (精神 ) の 種族 で 構成 さて て いま す 。 ス ピリ ッ ト の 種族 。 し た が っ て 、 特 定 の 人 
種 に 属す る と いう こと は 、 自 分 の 性 別に 関す る 真実 に 加え て 、 人 類 、 物 質 的 / 非 物質 的 な 
世界 の 真実 、 そ し て 全体 と し て の 宇宙 秩序 に 属す る と いう 、 そ れ ら の 真実 に よっ て 定義 さ 
れる こと を 意味 し ます 。 


次 に 、 民 族 と それ に 付随 する 可能 性 の ある 真実 が 続き ます 。 こ れ は 以前 に 部 分 的 
に 議論 し た こと 、 つ まり 、 帝 国 を 構築 する 民族 と その 周辺 に 存在 する 民族 が 存在 し 得る 
こと 、 ま た は 国家 と その 周辺 に 存在 する 民族 が どの よう に 存在 し 得る か と いう こと で す 。 
そう で は あり ませ ん 重要 な の は 、 こ こ で は 、 人 種 の 真実 性 別 の 真実 人 間 の 状態 の 真実 
現実 の 物質 的 / 非 物質 的 な 複合 体 、 ひ いて は 宇宙 の 秩序 に 属す る も の と と も に 、 あ な た を 
定義 する 民族 的 真実 を 見 つけ る と いう こと で す 。 


最後 に あな た の 肉親 、 つ まり 今 こ こ で の 特定 の 個人 と し て の あな た が どの よう な 
系 統 か ら 来 た の か に つい て 話す こと が で きま す 。 
ある 種 の 「 家 族 の 真実 」 は 存在 する か も し れ な い が 、 そ れ は 時 間 の 経過 と と も に 非常 に 
侵食 され て いる た め 、 ど の 家族 の 出身 で ある か は 、 一 時 的 な 観点 で は あな た に と っ て 何 
ら か の 重要 性 を 持っ て いる か も し れ な い が 、 精 神 的 な 観点 で は それ ほど 影響 力 が な い 、 
と 主張 する 人 も いる か も し れ ま せん 。 と に か く 、 そ れ が ほん の ささ いな フロ イト 効果 で あ 
り 、 そ れ 以 上 壮大 な も の で は な いと し て も 、 そ れ は あな た を 形作る の に も 役立ち ます 。 そ 
れ で も 、 自 分 の 家系 を 遡る こと が で きれ ば 、 よ り 深 い 意味 が 復元 され 、 よ り 親 近 感 の ある 

「 家 族 の 真実 」 が 得 ら れる 可能 性 が あり ます 。 


そし て 、 そ こ に あな た と いう 個人 が いま す 。 あ な た は それ ら す べ て の 融合 体 で あり 


な が ら 、 あ な た に 関係 の な いす べ て の も の を 排除 し た も の で も あり ます が 、 そ れ で も や は 
りあ な た は 宇宙 の 秩序 の 現れ で す - 「 上 に ある も の 、 下 に ある も の 」。 
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宇宙 の 秩序 と あな た 
UNIVERSAL TRUTH, COSMIC ORDER 
MATERIAL AND IMMATERIAL WORLDS 
LAWS (TRUTHS) OF NATURE AND METAPHYSICS 
HUMANITY 
TRUTHS OF THE HUMAN CONDITION 
MALE AND FEMALE 


RACE 


OF BODY, SOUL, SPIRIT 
AND THEIR TRUTHS 


YOUR PERSONAL TRUTH THAT 
UNRAVELS YOUR NATURE IN 
ACCORDANCE TO ALL OTHER 
動 TRUTHS THAT AFFECT YOU IN 
7AS ABOVE, SO BELOW.” THE COSMIC ORDER, DEFINING 
YOUR POTENTIAL(I.E. DESTINY). 
YOU MAY STRIVE TO REACH 
YOUR FULL POTENTIAL OR FALL 

YOUR YOUR LOWEST POINT. 


INDIVIDUAL 


これ ら す べ て の こと を 念頭 に 置い て 、 正 確 な 関係 を 追跡 する こと が で きま す 
宇宙 の 秩序 と 究極 の 真実 へ の 貢献 
上 記 の 真実 の 非常 に 特別 な 現れ で す 。 と 同じ よう に 、 
彫像 は 硬い 石 の 塊 か ら 彫 られ て お り 、 個 人 は 自分 に 当て は ま ら な い 一 般 的 な 
も の を すべ て 削り 取っ た 結果 で す 
そし て あな た の 個人 的 な 真実 あな た は 人 間 な の で 、 一 般 的 な 人 間 の 姿 は 
硬い 石 の 壇 か ら 彫 られ て いま す 。 あ な た は 男性 で す 、 一 般 的 な 男 作 の 特徴 が 
刻ま れ て いま す 。 あ な た は 特定 の 人 種 な の で 、 そ れ ら の 特徴 は 
次 に 彫る 。 特 定 の 民族 性 、 よ り 具 体 的 な 特徴 が 刻ま れ て いま す 。 

し た が っ て 、 あ な た は 特定 の 民族 的 真実 特定 の 人 種 的 真実 、 
男性 また は 女性 の 真実 人 間 の 状態 の 真実 、 そ し て 最終 的 に は 現実 の 真実 と 
普遍 的 な 真実 その も の で す 。 宇 宙 秩 序 の 大 宇宙 は 、 あ な た の 小宇宙 に 反映 さ 
れ て いま す 。 
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この 点 に お いて 、 私 た ち は す べ て の レベ ル の 重要 性 を 認識 し 、 次 の レベ ル に 進む と き に 
単に 1 つの レベ ル を 破棄 する の で は な く 、 あ な た を 宇宙 の 秩序 に 直接 結び 付け る チェ ー ン に 
従い ます 。 人 間 で ある こと は 重要 で す が 、 そ れ 以 上 に 、 あ な た は 特定 の 性 別 で あり 、 さ ら に は 特 
定 の 人 種 で あり 、 さ ら に は 特定 の 民族 で あり 、 そ れ で も 他方 な し で は どちら か 一 方 に な る こと 
は で きま せん 、 あ な た は それ ら の 融合 体 で すそ の ユニ ー ク な 人 物 を 形作る 側面 。 エ ヴォ ラ は 、 あ 
る 人 に と っ て は 、 国 家主 義 が 一 般 化 する 力 と し て 利用 で きる と いう 理由 で 、 国 家主 義 を 疑わ し く 
扱っ た が 、 こ れ は 実際 に は 、 革 命 と 修復 を 反映 し て いる 。 


進化 で は 、 質 か ら 量 へ 、 有 機体 か ら 機 構 へ 、 一 般 化 に 向かっ て 進み ます 。 し た が っ て 、 ナ シ 
ョ ナリ ズム が 一 般 化 する た め の ツ ー ル に な り 、 次 に 人 種 が 一 般 化 する た め の ツ ー ル に な り 、 最 
後に 人 類 が 一 般 化 する た め の ツ ー ル に な り ま す が 、 各 ステ ッ プ で 前 の ステ ッ プ と 同じ に な り ま 
す 。 は 廃棄 され ます 。 


一 方 、 修 復 で は 、「 い いえ 、 私 は 単なる 人 間 で は あり ませ ん 。 そ れ 以 上 の 存在 で す 」 と 言い 
ます 。 私 た ち は 人 間 性 を 否定 し て いる の で は な く 、 そ れ 以 上 の も の が ある と 言う だ け で す 。 私 た 
ち は 「 私 は 特定 の 人 種 に 属し て いる 」 と 言う の で 、 私 た ちの 性 質 は 一 般 化 か ら 遠 ざさ か り ま す 。 
「 い いえ 、 私 は 単なる 人 種 で は あり ませ ん 。 私 は 特定 の 民族 で す 。.」 私 た ち は 自 分 の 性 質 を ま 
すま す 具 体 的 に し な が ら 、 す べ て を 持ち 歩き 、 そ れ に よっ て 私 た ち は 宇 宙 の 秩序 を 反映 する こ 
と に な り ま す 。 


私 た ちの 敵 が 一 般 化 へ の 道 で すべ て を 放棄 する 理由 は 、 彼 ら の 真実 の 概念 が 、 一 度 に す 
べ て に 同じ よう に 影響 を 与え る 単純 な 一 行 の 包括 的 な 用 語 で ある 必要 が ある の に 対し 、 私 た ち 
の 真実 は 彼ら に 責任 を 負わ せる た めで す 。 異 な る 性 質 と は 、 人 種 の 真実 に 従う に は 、 自 分 の 人 
種 の 真実 に 従わ D な けれ ば な ら な いこ と を 意味 し ます 。 な ぜ な ら 、 人 種 に は 独自 の 異な る 性 質 と 
立場 が あめ る か ら で す 。 こ の 点 に お ける 私 た ちの 真実 は パズル の よう な も の で 、 す べ て の ピー ス 
が 適切 な 位置 に あり ます 。 彼 ら の 「 真 実 」 は 、 同 じ 色 の 空白 の 完全 に 正方 形 の タイ ル の 東 で 
す 。 好 き な よ うに 並べ 替え る こと が で きま す が 、 こ の タイ ル を 別 の タイ ル の 隣 に 置く こと は で き 
な い 、 ま た は 特に あの 面 と あの 面 で は それ が で き な い と 言う の は 、 「 差 別 」、「 不 平等 」、「 性 
差別 」 に な り ま す 。 「 人 種差 別 」「 同 性 愛 嫌 悪 」 な ど 。 


この タイ ル は 、 こ ちら 側 に 接し て いる あの タイ ル と 一 緒 に な れ な い 、 と どう し て 言え る で し ょ う 
か ? 偏 屈 者 。 
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私 た ちの 真実 は 普遍 的 で す が 、 特 別 で 差別 化 さ れ て いま す 。 
つま り 、 異 な る グル ー プ に 異な る 責任 を 負わ せる と いう こと で す 。 
独自 の 特定 の 基準 。 宇 宙 の 秩序 は これ ら す べ て に 影響 を 与え ます 
それ が すべ て で ある た め 、 側 面 を 記載 し まし た 。 物 質 世界 と 無形 世界 が あり 、 そ れ は 宇 
宙 の 真実 の 一 部 で す 。 そ れ ぞ れ の 真実 
物質 世界 と 非 物質 世界 の 真実 は 同時 に 存在 する 
宇宙 の 秩序 、 そ れ ら は 普 過 的 な 真実 の 一 部 で す 。 人 類 は 
物質 的 お よび 非 物質 的 な 真実 、 ひ いて は 普遍 的 な 真実 の 影響 を 受け ます 。 
男性 / 女 性 の 性 別 と 人 種 は 人 間 の 真実 と それ を 通じ て 影響 を 受け ます 。 
それ は 物質 的 / 非 物質 的 な 真実 と 普遍 的 な 真実 に よっ て 決ま り ま す 。 民 族 性 も 同様 に 人 
種 的 真実 や それ を 通じ て 影響 を 受け ます 。 
要点 が わか り ま す 。 す べ て の 真実 が 複合 し 、 ひ と つ に まとまる 
も う 一 つ 、 そ れ が 私 た ち が 大 宇宙 を 封じ 込め る 方 法 で す 。 
個人 の 真実 の 縮図 に ある 普遍 的 な 真実 。 
一 方 、 私 た ちの 敵 と 彼ら 5 が どの よう に 反対 し て いる か を 見 て くだ さい 。 
あら ゆる 形 の 真実 彼ら が 私 た ち を 正義 に 向け て 一 般 化 する と し て も 、 
人 間 、 彼 ら は 人 間 の 状態 の すべ て の 真実 を 拒否 し な が ら そ うし ます 、 彼 ら は 人 種 の 存在 
を 拒否 し ます (「 人 種 な ど 存在 し な い 、 私 た ち は 皆 、 
人 間 」) そ し て 男性 と 女性 の 本 質 の 真実 を 侵食 し ます (「 私 は 人 間 で す 」 
女性 は 男性 の 体 の 中 に 閉じ 込め られ て お り 、 性 別役 割 は 社会 構造 で す 。」) そ し て あら 
ゆる こと に お いて 普遍 的 真理 に 反対 する 
その 現れ に つい て 、 彼 ら は 、 
真実 。 こ れ ら の 真実 に 対す る 傷 辱 は 、 次 の よう な 事実 に 対す る 傷 辱 と な り ま す 。 
あな た は 、 そ の 性質 の 一 部 と し て その 真実 に 固執 し て いる お か げ で 、 
あな た の 個人 的 な 真実 の 一 部 と し て 。 「 上 と 同じ 、 下 」 - 彼ら 5 が いる と き 
re ら ゆ る 側面 を 攻撃 する 彼ら は あな た を 情報 伝達 者 と し て 攻撃 する 


> 国籍 は 単なる 市 民権 で す 
に 対す る 傷 等 あな た の 民族 的 真実 、 宇 宙 秩 序 を 傷 辱 し 、 侵 害する た め に - 


に 敬意 を 表し ます 


あな た 。 > そん な こと な いよ 人 種 と し て 


あな た へ の あな た の 人 種 的 真実 、 作 博 に 宇宙 秩序 、 傷 辱 


に 傷 辱 。 
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> 性 別 / セ ックス は それ を 開く こと で す 解釈 ctc 何で も あな た 
を し た い 


自分 の | 抽 誰 の 載 亡 を 弧 騙 も 、 宇 宙 の 秩序 を 作 辱 し 、 
に 


あな た の 個人 的 な 真実 を 定義 むす る の に 役立つ この 側面 の リス ト を た どる と 、 正 確 な も 
の は 残り ませ ん が 、 あ な た の 性 質 に 応じ た 特定 の 男 囲 の 可能 性 が 残り ます 。 


フラ ン シ ス ・P・ ヨ ッ キ ー の 可能 性 と 運命 と と も に 
言葉 の 意味 。 あ な た の 個人 的 な 真実 が あな た の 基準 を どの よう に 定義 むす る か 
どれ だ け 偉 く な る こと も で きる し 、 ど こま で 落ち 込む こと も で きる が 、 何 も で き な い 
自分 の 性 質 を あか ら さ ま に 裏 切っ て 、 真 実に 区 する の と 同じ くら い 低 俗 で ある こと 
自体 。 英 陣営 で は 状況 が 再び まっ た < く 逆 に な り 、 一 般 化 に よっ て 導 か れる こと に 気づく で し 
まあ の 
「 自 分 は な り た いも の に な れる し 、 何 で も 達成 で きる 」 と 信じ る こと 
あな た が 望む の で す 」、 し た が っ て 権利 と 只 落 。 
人 種 の 真実 の 観点 か ら は 、 人 種 の 混合 が どの よう に し て 非難 され る べき も の に な っ て い 
る か も わか り ま す 。 な ぜ な ら 、 人 種 の 混合 に より 、 生 み 出 され た 個人 の 真実 が 不確か に な り 、 自 
然 が 薄め られ 、 そ れ に よっ て 真実 を 知る こと が 難し く な る か ら で す 。 
雑種 の 人 種 的 真実 を 特定 する 必要 が ある た め 、 そ れ を 特定 する 
他 の 、 時 間 的 、 状 況 的 な 要素 で す が 、 世 代 を 超え て 混合 が 起こ る ほど 、 人 種 の 真実 は さら に 
薄 ま っ て いき ます 。 
私 た ちの 目標 は 、 有 機 的 な 状態 つま り 時 間 的 な 現れ で す 。 
宇宙 の 秩序 、 そ れ を 実感 で きる 社会 を 意味 し ます 
彼ら の 個人 的 な 真実 を 理解 し て か ら 、 そ れ ぞ れ の 道 を 追求 て くだ さい 
特別 な 高低 の と き 、 人 は 自分 の 個人 的 な こと を 祝い ます 
真実 、 そ し て 彼 の 運命 を 追求 し ます 。 誰 も が 自分 の 望む こと だ け に 関心 を 持つ 権利 社会 の 代 
わり に 、 私 た ち は 
人 々 が 自分 の あり の まま を 認識 し 、 自 分 に 必要 な も の を 認識 し 、 そ こ に 幸福 を 見 い だ し 、 そ 
れ を 自分 の も の と する 社会 を 求め る 
も 欲し いで す 。 
自分 が 望ん で いる こと だ け に よっ て 行動 する 場合 は 、 利 害 関係 や 虚偽 と いう 観点 か ら 考え 
る こと に な り ま す が 、 関 係 性 の 中 で 自分 が 何で ある か に よっ て 行動 する 場合 は 、 
あな た が 真実 の 観点 か ら 考え る 物事 の より 大 き な 秩 序 に 。 
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あな た は 科学 的 手法 と 真実 を 信じ て いる か 、 

そし て 利己 主義 を 持 迷 ず に 自分 自身 を 適用 し ます 。 

あな た は 科学 的 手法 を 信じ て お ら ず 、 自 分 自身 を か ら か っ て いる の で 
は 


- ジョー ジ ・ リ ンカ ー ン ・ ロ ッ ク ウ ェ ル 
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人 種 の 階層 構造 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


和 


誰 も が 自分 の 役割 を 全う する と いう 人 種 的 ヒエ ラル キー の 考え 方 を 、 あ た か も 自分 の 
人 種 を 双 め た り 傷 辱 し た りす る も の で ある か の よう に 、 自 分 の 人 種 を 劣っ た も の と みな 
す の は 悪い こと で ある か の よう に 、 問 題 視 す る 人 も いる よう で す 。 こ こ に いる 私 た ち 全 
員 が 人 種差 別 主 義 者 で あり 、 グ ルー プ の 固定 観念 と 個人 の メリ ッ ト に つい て 同じ 考え 
を 持っ て いる よう に 見 える こと を 考え る と 、 そ も そ も こ の 問題 が どの よう に 発生 する の 
か わか り ま せん が 、 こ の 点 を も う 一 度 強調 し ます 。 


正義 は 何 を 求め る の か ? 平 等 か 不平 等 か ? 私 た ちの 答え は 圧倒 的 に 後者 で す 。 他 
の 真実 と 同様 に 、 こ の 真実 も 人 生 の あら ゆる 事柄 に 投影 され て いま す 。 特 定 の 種族 に 
劣っ た 者 と 優れ た 者 が 存在 する の と 同様 に 、 種 族 間 に も 同様 に バラ ンス が 存在 し ます 。 
与え られ た 社会 に お ける 私 た ちの 目標 は 有機 的 国家 で あり 、 そ こ で は 誰 も が 自分 の 立 
場 を 見 つけ 、 誰 か が 上 層 部 の 懸念 より 下位 の 職業 に 専念 する こと を 何ら 卑下 する も の 
と は 見 な さ ず 、 彼 ら は 依然 と し て 国家 と 人 種 の 一 員 で ある こと に 変わ り は あり ませ ん 。 
真実 の 全体 的 な 保存 に 貢献 する た め 、 同 様 に 重要 で す が 、 よ り 高度 な 機能 を 果たす こ 
と は で きま せん 。 こ れ に つい て 問題 を 抱え て いる 人 は いな いよ うに 思え ます が 、 同 じ 原 
則 を 人 種 関係 に 投影 する と 、 い くつ か の 不 確 実 性 が 生じ ます 。 


お そら く 問 題 は 「 劣 っ た 」 と いう 言葉 に ある の だ が 、 そ れ が 役立つ な ら 彼 ら を 「 劣 
っ た 」 と 呼ぶ の は 構わ な い が 、 こ の 種 の こと は 政治 的 な 四 い が する 
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し さ 。 劣 っ て いる 、 優 れ て いる と いう 用 語 は 相対 的 な も の で あり 、 質 的 な も の で は あり 
ませ ん が 、 品 質 の 軸 と な る 点 を 扱っ て いま す 。 
彼ら の 関係 。 特 定 の 種族 が 劣っ て いる と いう こと は 、 そ の 種族 が 来 な いこ と を 意味 し ます 
一 度 到達 する と 、 そ の 人 種 が 優れ て いる と 判断 され る 品質 の 基準 まで 。 こ の こと の も う 
ー つ の 結果 は 、 私 た ち が ど の よう に し て 
劣っ た 人 種 ま た は 優れ た 人 種 の いずれ か に 属す る 個人 を 扱い ます 。 
個人 を その 背景 に 置く と いう 観点 か ら 考え て みて くだ さい 。 
人 種 。 ア メリ カ の 黒人 は 全体 的 に クズ だ と いう こと に は 全員 が 同意 する 
私 た ちの 背景 で す が 、 個 人 の 代表 者 と 話 を する と 、 
その 背景 を 考慮 し た と き に 何 が 起こ る か と いう 点 で 、 私 た ち が 彼 に 取り 組む 人 種 。 彼 が 
背景 に 違和感 な く 溶 け 込 め ば 
そし て 、 彼 は その 全体 的 な ステ レオ タイ プ 化 され た / 一 般 化 され た も の の 一 部 に な り ま す 
ビュ ー。 し か し .、 逆 に 彼 が 輝い て 目立つ と し た ら 、 
背景 を 踏ま え 、 私 た ち は 彼 を 輝 か せ る メリ ッ ト に 基づい て 彼 を 扱い ます 
そし て 、 別 の 観点 か ら 見 る 価値 が あり ます 。 
同じ こと が 当て は まり ます が 、 上 位 の 種族 に は 逆 に な り ま す 。 検 討 し ます 
偉大 な 人 種 的 業績 の 背景 を 考慮 し 、 そ の 人 種 の 特定 の 代表 者 を その 背景 に 配置 し ま 
す - 彼 が その イメ ー ジ に 当て は まる 場合 
5 賛 さ れ て お り 、 も し 彼 が 目立つ な ら 、 そ れ は 次 の いずれ か で 可能 だ 。 
な ぜ な ら 、 彼 は 一 般 的 な 期待 を すべ て 上 回 っ て いる か ら で す (私 の 意見 で は 、 世 界 皇 
帝 に の み 起 因 す る も の で す ) 、 ま た は 
彼 は 実際 に は 退化 し て お り 、 そ の 品質 の 点 を 下回っ つて いま す 。 
これ が 人 種 を 優劣 と し て 捉え る メカ ニズム で す 
そし て 、 特 定 の 個人 を 、 功 績 の ある 人 また は 堕落 し た 人 と し て 区 別 し ます 。 私 た ち 全員 
私 た ち は 、 私 た ちの 人 種 の 堕落 者 た ち に 対し て 同情 心 を 抱い て いな いこ と に 同意 し ます 。 同 様 
に 、 私 た ち が 種 族 全体 を 劣っ て いる と みな す の に は 理由 が あり ます 。 フ リッ プ 
側面 と し て は 、 私 た ち は 、 
私 た ち は 自 分 た ちの 種族 の 偉大 さ を 祝い な が ら 、 下 位 の 種族 を 祝う の で す 。 
自然 、 功 績 、 可 能 性 と し て の 運命 な ど 、 す べ て が 考慮 され ます 。 
誰か が 「 サ ー」 の 性 格付 けが 嫌い だ と 言い まし た 。 
私 の 記憶 に よれ ば 、 一 部 の 人 種 に と っ て は 「 距 劣 」 だ っ た 。 ま あ 、 正 確 に 考慮 する 必要 が あり ます 
この タイ トル に 関し て は どの 種族 が 問題 に な る の か 。 考 える 
アフ リカ の 黒人 に つい て 、 私 た ち は 確 か に 十分 な 証拠 を 目 に し て お り 、 
それ を 自分 た ちの 周り に 広め れ ば 、 誰 も が 議論 に 精通 し ます 
彼ら が その 歴史 の 中 で 、 真 に 偉大 な こと を 何一つ 成し遂げ て いな か っ た こと を 。 ア メリ 
カ の 黒人 は 上 位 者 が 作っ た も の か ら 恩 恵 を 受け て いる 


49 


Machine Translated by Google 


次 の 飛躍 へ 


人 種 。 そ し て 、 和 同じ こと を さら に 証 明 す る た め に 、 植 民 地 化 と その 崩壊 に 目 を 向 
け て くだ さい 。 彼 ら は 、 放 っ て お か れ た り 、 上 位 種族 の 暴走 する 退化 の 恩恵 に 
浴 し た り し て 、 私 た ち が 一 般 化 され た 背景 で 説明 する 下位 種族 の デフ ォ ル ト 
状態 に 陥っ て し まい ます 。 

も し 彼ら に 偉大 な 人 材 を 募 出 する 可能 性 が あり 、 そ れ に よっ て 偉大 な こと を 成 
し 遂げ られ る 可能 性 が あっ た な ら 、 植 民 者 や 奴隷 商人 が や っ て 来る ずっ と 前 に 
それ を 行っ て いた だ ろう (そし て 後者 は 自国 民 を 売り 飛ば し た 地元 の 黒人 奴 
隷 商 人 を 相手 に し た ) 。 そ れ で は 、 彼 ら を 孤立 させ て 放っ て お く か 、 そ こ に 入っ 
て 相互 利益 の た め に すべ て を 再 植民 地 化す る 以外 に 何 を する べき が ある で し 
よう か 。 彼 ら 5 は その プロ セス か ら 引 き 上 げ ら れる で し ょ う が 、 彼 ら の 大 多数 は 条 
件 に 卑屈 に な る で し ょ う 。 優 れ た 種族 の 存在 に よっ て も た ら さ れ た 新しい 基 
準 を 彼ら が 享受 し て いる こと を 説明 する 背景 が 念頭 に あり ます 。 依 然 と し て 例 
外 的 な ケー ス は ある だ ろう が 、 そ れ ら も また 、 優 れ た 種族 の 存在 と 、 そ れ が 独自 
の シス テム を 強制 し て いる と いう 理由 だ け で 現れ る だ ろう 。 


同様 の こと は 、 帝 国 建 設 国家 と その 帝国 に 属す る 周辺 国家 が 存在 する と い 
う 意味 で 、 民 族 ・ 国 家 レベ ル で も 存在 する 。 ロ シア 帝国 は 、 帝 国 建 設 者 と し て の 
ロシア 国家 の 見 せ か け か と 実際 に 文化 的 に も 恩恵 を 受け た さま ざま な 民族 で 
構成 され て お り 、 よ り 劣 っ た 場所 か ら の 特定 の 民族 グル ー プ が 独自 の アル ファ 
ベッ ト を 開発 し 、 そ の 後 偉大 な 文学 や 詩 を 発展 させ まし た 。 


で は 、 こ の 人 種 階層 が どの よう に 見 て も 利益 を 意味 する の で あれ ば 、 一 体 
何 が 問題 な の で し ょ うか ? 上 位 カ ー ス ト と 下位 カー スト が 有機 的 に 調和 し て 存 
在 し 、 そ れ ぞ れ の 真実 を 追求 する こと に 充実 感 を 感じ る 社会 か ら 。 共 生 し て 存 
在 し 、 互 い に 利益 を も た ら す 帝国 と 周辺 地域 へ 。 前 の 2 つの 例 と 同じ 原則 を 適 
用 し て 、 特 定 の 人 種 が 他 の 人 種 を 指導 する 人 種 ヒ エラ ルキ ー に 移行 し ます 。 


これ は また 、 確 か に 、 非 アー リア 人 ファ シス ト も 存在 する 可能 性 が ある し 、 黒 人 ファ シス ト 
も 存在 する 可能 性 が ある が 、 そ れ は 、 彼 ら が 単なる 利益 の た め に 寿 走 す る の で は な く 、 真 実 を 実 
現し よう と し て いる か ら に すぎ な い 、 と いう こと も 意味 し ます 。 私 た ち が 同 人 種 の 人 々 より も 良 
い 同志 と し て 扱う 非 ア ー リ ア 人 も いる か も し れ な い 。 
それ は 上 自己 卑下 や 自己 嫌悪 を 意味 する の で は な く 、 ま さ に その 逆 の 意味 で す 。 
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人 種 の 階層 構造 


お そら く こ の 問題 は 、 ど の 人 種 が どこ に 属す る か を 正確 に 示す 、 こ の 階 
層 の 明確 な 図 が 存在 せ ず 、 そ の た め 人 々 が この ビジ ョ ン を 実際 に は 反映 し 
て いな い 可 能 性 の ある 仮定 を 立て 始め て いる こと に 起因 し て いる と 考え ら 
れ ま す 。 こ れ は 検討 し て 取り 組む べき こと で す 。 
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さま ざま な ファ シス ト 情 報 源 に よっ て 説明 され て いる 概念 が あり ます が 、 そ れ は プロ パガン 
ダ に お いて 効果 的 で ある か どう か を 理解 する た め に 重要 で す 。 

活動 主義 に お いて 、 そ し て 最終 的 に は 統治 に お いて 。 そ れ は 基本 的 な 側面 で す 

人 間 の 本 性 、 そ れ は 私 た ちの 社会 が どの よう に 機能 する か に 多大 な 影響 を 与え ます が 、 そ れ 
は 現代 社会 の 外 で は 、 た と え あ っ た と し て も ほとん ど 議 論 さ れ て いま せん 。 

ファ シス ト 。 


2 つの 生存 戦略 2 種類 の 人 間 


な ぜ 人 々 が その よう な 行動 を と る の か を 理解 する に は 、 彼 ら に と っ て 何 が 最も 重要 か を 知る 
こと が 重要 で す 。 確 か に 、 大 部 分 は 
それ は 文化 、 宗 教 、 世 界 観 に あり ます 。 で も 、 そ こ に は 
それ は ある 種 の より 深い 生物 学 的 か つ 本 能 的 な 部 分 で も あり ます 。 
それ は 男 の 生存 戦略 と 言え る で し ょ う 。 
2 つの 異な る 戦略 が あり ます 。 最 初 の 、 最 も 一 般 的 な の は 、 
は る か に 、 本 質 的 に 社交 的 で す 。 人 間 は 動物 と し て 、 単 独 で は 生き て いく こと が で きま せん 。 
本 質 的 に 、 彼 ら 5 は グル ー プ の 一 員 で ある 必要 が あり ます 。 彼 ら か ら 排 除 さ れる 
グル ー プ は 死 を 意味 し ます 。 「 社 会 的 な 」 人 間 に と っ て 、 他 の すべ て の 考慮 事項 に 優先 す 
る 絶対 的 な 最 優先 事項 は 、 自 分 た ちの 生活 を 維持 する こと で す 。 
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レミ ング の 原理 


自分 の 地位 を 守り 、 の け 者 に され る の を 避け る た め に 、 グ ルー プ の 中 に 入れ ます 。 
彼ら を グル ー プ か ら 嫌 われ る 恐れ が ある も の は すべ て 、 
彼ら を 原始 的 な レベ ル で 怖がら せ 、 死 の 恐怖 に 似 た 恐怖 を 与え ます 。 そ れ で 、 
た と えば 、 グ ルー プ が 伝統 的 な 狩猟 技術 を 持っ て いる 場合 、 
それ は 神聖 な も の な の で 、 そ の グル ー プ の 「 社 会 的 」 人 間 は 積極 的 に 拒否 する で し ょ う 。 
いか な る 革新 で あっ て も - 実際 、 彼 ら 5 は あえ て それ を 試み よう と する 者 を 敬遠 する で し ょ う 。 
と 関連 付け られ る こと を 恐れ て 、 別 の 方 法 で 持 り を し て みて くだ さい 。 
彼 と 一 緒 に 逸脱 者 と 追放 者 。 
これ は 計算 され た 、 意 識 的 な も の で は な いこ と に 注意 する こと が 重要 で す 。 
戦略 と し て は 、 そ れ は ほぼ 無意識 の 感情 反応 で す 。 こ れ は 
非常 に 優れ た 生存 戦略 で あり 、 「 社 会 的 」 人 間 性 を 保証 し ます 。 
グル ー プ 内 で 繁栄 し 、 グ ルー プ の 伝統 を 維持 する の に 役立ち ます 。 
社会 。 人 間 の 少な く と も 90%、 少 な く と も 白人 は こう で す 。 
2 番目 の 戦略 は 、 は る か に まれ で す が 、 よ り 原 始 的 で あり 、 グ ルー プ 内 で の 個人 の 地 
位 を 維持 する の に あま り 効 果 的 で は あり ませ ん 。 そ れ は ベー ス で す 
環境 を より 深く 理解 し 、 そ れ に 応じ て 行動 を 適応 させる こと で 、 生 存 上 の 利点 を 追求 し ま 
す 。 「 個 人 主義 ボ の 人 間 は 依然 と し て 集団 の 中 に 残り た いと 思っ て いる が 、 恐 れ を 持っ て 
いな い 
何 か に 脅かさ れ た と き の 反 応 。 こ れ は 彼 に 多く の こと を 与え ます 
「 独 立 し た 思考 」 と イノ ベー ショ ン の 傾向 が 強まっ て いま す が 、 
また 、 そ の た め に グル ー プ か ら 追 放さ れる 可能 性 が は る か に 高く な り ま す 。 
同じ 理由 。 独 立 し た 思想 家 は 単純 に 言う と 、 
普通 の 人 間 が 持つ 社会 的 反射 神経 を 進化 させ る こと が で き な か っ た 。 
独立 し た 思想 家 は 、「 型 破り な 知識 に 遭遇 する と 、 反 対 の 感情 的 反応 を 経験 し ま 
す . 競 争 上 の 優位 性 を 獲得 する 機会 で ある た め 、 興 奮 を 感じ ます 。 


自然 に 対し て も 、 他 の 人 間 に 対 し て も 。 人 間 の 109%% に も 満た な い 


は この よう な も の で す 。 


免責 事項 


まず 、 い くつ か の 誤解 を すぐ に 払拭 する こと が 重要 で す 
この 2 つの グル ー プ に つい て 。 

「 社 会 的 な 人 間 」 は 「 独 立 し た 思想 家 」 よ り も 知性 が 低い わけ で は あり ませ ん 。 た 
だ 、 社 会 的 な タイ プ の 人 は 自分 た ちの 知性 を 使っ て 維持 し て いる だ け で す 。 
オル タナ ティ ブ を 探求 する の で は な く 、 グ ルー プ の 正統 性 を 追求 し ます 。 天 才 レ ベル の 社 
交 家 は 、 年 寄り の 理由 を 正当 化す る 優れ た スキ ル を 持っ て いま す 。 
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そし て 、 反 証 さ れ た アイ デア も 、 人 気 が あ る の で あれ ば 、 良 い ア イデ ア で あり 、 有 効 で す 。 独 立 し 
た 思想 家 は 、 自 分 の 知性 を 駆使 し て 、 最 も 有用 な アイ デア 、 つ まり 最良 の 証拠 を 備え た アイ デア 
を 見 つけ ます 。 

社会 的 な タイ プ は 、 実 際 に は 革命 的 な グル ー プ や 、 非 常に 型破り な アイ 
デア を 持つ グル ー プ の 一 部 で ある 可能 性 が あり ます 。 社 会 的 な 人 間 は 、 自 分 
に 近い 人 々 、 つ まり その 分 野 で 権力 と 権威 を 持っ て いる 人 々 に 適応 し ます 。 私 
た ちの 巨大 な 社会 で は 、 彼 ら は 独自 の 思考 と 行動 基準 を 持つ 小さ な グル ー プ 
や 社会 サー クル を 形成 し ます 。 し た が っ て 、 特 定 の アイ デア を 社会 思想 家 に 
も 独立 思想 家 に も 固定 する こと は で きま せん 。 違 い は 生存 戦略 に あり ます 。 


「 社 会 」 思 想 家 が 自分 が 社会 思想 家 で ある こと を 理解 する こと は 基本 的 
に 不可 能 で す 。 ま た 、 短 い 会 話 だ け で 社交 的 な タイ プ と 独立 し た タイ プ を 見 
分 ける こと も 一 般 的 に は 不可 能 で す 。 彼 ら を 区 別 する 唯一 の 方 法 は 、 型 破り な 
アイ デア に 対す る 彼ら の 感情 的 な 反応 で す 。 一 方 は 、 単 に 暴露 され た だ け で 
短 っ た り 動 揺 し た り し ます が 、 も う 一 方 は 興奮 と 好奇 心 を 示し ます 。 


な ぜ こ れ が 重要 な の か 


この 違い は 、 独 立 し た 思想 家 か ら も 多少 は 隠さ れ て いる た め 、 こ の 違い に 気 
付か ず に 一 生 を 過ごす こと も で きま す 。 し か し .、 政 治 に 与え る 影響 は 非常 に 
大 きい 。 こ れ ら の 影響 の いく つか を 次 に 示し ます 。 平均 的 な 人 は 、 外 部 の 脅 
威 よ り も 、 自 分 の グル ー プ か 

ら 追放 され る こと を は る か に 恐れ て いま す 。 彼 ら は それ を 仕方 が あり ま 
せん 。 明 ら か な 差し 迫っ た 條 威 と 戦う こと が グル ー プ 内 で の 自分 の 立場 や 評 
判 を 危険 に さら すこ と に な る 場合 、 彼 ら は 決し て それ を し ませ ん 実際 、 彼 ら は 
それ を し よう と 考え た こと さえ あり ませ ん 。 


周囲 の 人 々 が その 考え を 軽 開 し て いる と 感じ て いる 場合 、 不 人 気 な 考え 
を 大 勢 の 人 々 に 広め る こと は 不可 能 で す 。 
タブ ー な 考え を 扱う と き の 恐 怖 反応 を 取り 除く こと は で き な い の で 、 議 論 は 無 
意味 で す 。 

逆 に 、 社 交 的 な タイ プ の 人 は 、 周 囲 の 人 た ち も 同 じ 意 見 だ と 信じ て いれ 
ば 、 ど ん な に 不条理 な こと で あっ て も 説得 する こと が で きま す ., 権 威 あ る 立場 
に ある 人 が 反対 の 考え を 強く 反対 する と 、 そ れ が 仲間 は ずれ に な る の で は な 
いか と いう 恐怖 を 引き 起こ す で し ょ う 
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レミ ング の 原理 


そし て 社交 的 な タイ プ の 人 は 、 た め ら うこ と な く 空 は 緑 、 海 は 赤い と 断言 し ます 。 


「 社 会 的 タイ プ 」 で 構成 され た 人 々 の 集団 は 、 干 渉 さ れず に 放っ て お か れ 、 そ 

の 伝統 と 行動 基準 を 非常 に 厳格 に 維持 し ます 。 な ぜ な ら 、 彼 ら は 皆 、 そ の 集団 か ら 

「 違 う 」 と 見 られ る こと を 恐れ て いる か ら で す 。 指 導 者 で すら 抜本 的 な 改革 を 採用 
する こと を 恐れ る の で 、 変 化 は 非常 に 遅い 。 


テレ ビ は 人 人 為 的 に 「 世 論 」 の 概念 を 作り 出す こと が で きる た め 、 テ レビ を コン 
トロ ー ル する 人 々 は 、 「 社 会 的 」 人 間 の 周囲 の 人 々 の 考え や 価値 観 さえ も 無効 に す 
る こと が で きま す 。 

大 衆 を 対象 と し た プロ パガン ダ は 、 大 衆 が あな た に 自分 た ち を 「 追 放 」 す る 社 
会 的 力 が ある と 信じ て いな いり い 場合 、 言 い 換 えれ ば 、 あ な た が 非 主流 派 の 運動 で ある 
と 信じ て いる 場合 、 ま っ た く 効 果 が あり ませ ん 。 
これ は . 最 高 の 品質 の プロ パガン ダ で あっ て も 当て は まり ます 。 

し か し 、 少 数 の 独立 し た 思想 家 は 、 通 常 は 社会 的 圧力 に よっ て 望ま し い 意見 を 
採用 する の を 妨げ られ る と し て も 、 よ く 考 えら れ た プロ パガン ダ に よっ て リー チ す 
る こと が で きま す 。 

し た が っ て 、 人 口 の 大 多数 の 支持 は 成功 の 指標 で あり 成功 の 前 提 条 件 で は あ 
り ま せん 。 大 多数 は 、 あ な た を 支持 する こと が 流行 する 前 で は な く 、 あ な た を 支持 す 
る よう に な けり まず 。 

し た が っ て 、 本 当 の 勝利 は 、 そ の 運動 が 支持 する 人 口 の ほん の 一 部 し か いな い 場 合 
に の み 、 そ の 前 に 確保 され 得る 。 

真 の 政治 力 と は 、 集 団 の 基準 に 従っ て 何 が 善 で あり 何 が 悪 で ある か を 決定 す 
る 力 で ある 。 多 く の 「 社 交 的 」 タ イプ は 、 集 団 内 で の 地位 や 地位 を 脅かす よう な 行動 
を と る より は むし ろ 死 ぬこ と を 選択 し ます 。 こ れ は 、 社 会 正義 の 戦士 の 自殺 願望 の 
背後 に ある メカ ニズム の 1 つ で す 。 


民族 の 「 貴 族 」 は 通常 独立 し た 思想 家 で 構成 され て いま す 。 な ぜ な ら 、 彼 ら 
は グル ー プ の 規範 を 超え て 考え 、 必 要 に 応じ て 型破り な 決定 を 下す こと が で きる 
人 々 だ か ら で す 。 


これ は 科学 か ら 政 府 、 学 術 界 に 至る まで 、 生 活 の あら ゆる 分 野 に 他 に も 多く の 


影響 を 及ぼ し ます が 、 全 体 像 は 理解 で き 、 残 り の 部 分 は 簡単 に 理解 で きる と 思い ま 
す 。 
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次 の 飛躍 へ 


結論 

これ は すべ て の ファ シス ト が 熟知 すべ き 概念 で ある 。 ウ ィ リ アム <・ ピ アー ス 
小動物 に ヒン ト を 得 て 、 こ れ を 「 レ ミン グ 原 理 」 と 呼び まし た 。 
周り の 他 の レミ ング を 追っ て 崖 か ら 逃 げ ま す 。 IronMarch コミ ュ ニ 
ティ の ほとん ど は すでに この こと を 知っ て いた と 思い ます 。 

これ は 、 さ ま ざ まな 情報 源 で すでに 暗示 また は 述べ られ て いる よう に 、 

この 概念 は どこ に も 明確 に 定義 され て いな か っ た の で 、 明 確 に する こと に し まし た 。 


Machine Translated by Google 


の 負担 
り リー ダー シッ ク 


ツァ イガ ー 著 


リー ダー シッ プ の 概念 は ファ シン ズム に と っ て 極め て 重要 で ある 。 な ぜ な ら 、 宇 宙 秩 序 は 階層 構 
造 を 暗示 し て お り 、 こ れ に は 上 位 の 規則 が 必要 だ か ら で あ る 。 

劣っ た も の の 上 に 。 最 大 の 善 、 最 も 完璧 な 調和 は 、 

善良 な 人 間 が リー ダー シッ プ の 重荷 を 引き 受け た 場合 に の み 可 能 に な り ま す 。 

し か し 、 こ れ を 超え て 、 他 者 を 導き 、 意 思 決 定 を 下す こと に は 現実 的 な 困難 が あり ます 。 の 原 
則 に つい て の 私 の 考え は 次 の と お り で す 

ーー 時 的 な リー ダー シッ プ 。 


人 生 は 苦し み で す 


ブッ ダ と し て 知ら れる ゴー タマ < シッ ダー ル タ は こう 言い まし た 。 

それ は 永遠 の 苦し み で す 。」 彼 は 続け て 、 そ れ を 避け る 唯一 の 方 法 は 、 

苦し み と は 「 無 執着 」、 つ まり 気 に に は る の を や め る と いう こと だ 

あな た の 周り の すべ て の こと に つい て 。 あ まり ファ シス ト で は あり ませ ん 。 し か し 、 彼 の 主張 は 、 

それ は 本 質 的 に 正しかっ た で す 。 世 界 に は 一 定 の 量 の 苦し み が 存 在 し ます 。 

私 た ち が 何 を し て も それ を 減ら すこ と は で きま せん 。 私 た ち に で きる こと は 、 苦 し み を 転化 さ 
せ 、 あ る 形 か ら 別 の 形 に 、 あ る 人 か ら 別 の 人 間 に 、 あ る 瞬間 か ら 次 の 瞬間 に 変え る こと だ け で 
す 。 
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・ キ ャ ン デ ィ ー を 食べ る と 、 一 時 的 に 悩み を 忘れ る こと が で きま す が 、 後 で 歯 が 腐 
る と 痛み が 生じ ます 。 

・ 空 腹 を 和らげ る た め に パン を 盗む と 、 被 害 者 が 発生 し ます 。 
代わ り に 苦し み ま す 。 

お 金 を 借り て 車 を 買う と 将来 の 自分 に 負担 が か か る 
圧倒 的 な 経済 的 義務 を 伴う 。 

・ 柔 ら か い ベ ッ ド に 一 日 中 快適 に 横たわっ て いる と 、 筋 肉 や 骨 が 凌 縮 し 、 後 で 大 き 
な 害 を 及ぼ すこ と に な り ま す 。 

・ 体 を 健康 に 整え て 整え る に は 、 苦 し み が 必 要 で す 。 
ジム 。 


し か し 、 私 た ち フ ァ シ スト は 、 こ の すべ て の 痛み を 嘆く の で は な く 、 単 に それ を 人 生 の 一 
部 と し て 受け 入れ 、 そ れ が 前 向き で 前 向き な も の で ある こと を 認め ます 。 
建設 的 な 力 。 痛 み は 、 私 た ち が そ う で ある こと を 自然 が 私 た ち に 伝え る 方 法 で す 。 
何 か が 台無し に な っ て いる の で 、 や り 方 を 変え る 必要 が ある と 。 痛 み 
私 た ち に モチ ベー ショ ン を 与え 、 痛 み は 私 た ち に エネ ルギー を 与え 、 痛 み は 私 た ち を 董 い 立た せま す 。 
私 た ち は 落 ち 込 ん で いて 、 歯 を 食い し ば っ て 続け な けれ ば な り ま せん 。 痛 み の 欠 如 は 
死 ま た は 退化 を 意味 し ます 。 


犠牲 の 裁定 者 と し て の リー ダー 


人 間 の あら ゆる 行為 は 他人 に 苦し み と 破 壊 を も た らし ます 。 私 た ち は 尊 し ます 
生き て いく た め の 動 物 や 植物 。 昆 虫 や 植物 を 粉砕 し ます 。 
私 た ち が 自 然 の 中 で 歩む すべ て の 一 歩 。 呼 吸 す る だ け で 無数 の 微生物 が 死滅 し ます 。 そ れ は 人 
間 だ け で は な く 、 宇 宙 に 存在 する すべ て の 生命 に も 同じ こと が 言え ます 。 そ し て 、 政 治 的 階層 の 
中 で 存在 が 上 昇 す る に つれ て 、 そ れ は さら に 真実 に な り ま す 。 と し て 
誰か が ます ます 多く の 人 々 を 指揮 し 、 彼 ら の あら ゆる 行為 が 
他人 に 大 き な 影響 を 与え る た め 、 痛 み を 引き 起こ す 可 能 性 が さら に 高く な り ま す 。 こ れ 
は 避け られ な いこ と で す 。 
リー ダー の 特別 な 負担 は 、 意 識 的 に 決断 し な けれ ば な ら な いこ と で す 
彼 の 取り 組み に よっ て 誰が 苦し み 、 誰 が 救 わ れる の か 。 あ ら ゆ る 法律 
それ が 採用 され る と 、 特 定 の 人 々 が 利益 の た め に 罰 を 受け る こと に な り ま す 。 
他 の 人 。 
・ 環 境 を 保護 する 法律 は 人 々 を 加 す る こと に な る 
将来 の 世代 の 利益 の た め に 今日 を 。 
・ 公 共 の 場 で の 喫煙 を や め る 法律 は 喫煙 者 を 苦し め る だ ろう 
非 喫煙 者 は 煙 の 類 わ し さか ら 解 放さ れ ま す 。 
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リー ダー シッ プ の 重荷 


戦争 の た め に 男性 を 徴兵 する 法律 は 、 女 性 、 子 供 、 高 齢 者 の 利益 の た め に 若い 
男 件 を 犠牲 に する こと に な る 。 ・ 労 働 法 は 、 従 業 員 の 利益 の た め に 経 
営 者 を 苦し め ま す 。 


すべ て の 人 に 利益 を も た ら す 決定 な ど と いう も の は 明らか に 存在 し ませ ん 。 し 
か し 、 集 団 (ギャ ング 、 国 家人 種 ) の 外 の 人 々 が 苦し み の 矢 面 に 立つ こと は 確実 に 
可能 で す 。 


リー ダー で ある と いう こと は 、 あ な た の 権限 下 に ある 人 々 が 、 あ な た が グル ー プ 
の 苦し み を 軽減 する 決定 を 下す こと を 信頼 し て いる こと 、 つ まり 、 あ な た が グル ー プ 
の 外 に 苦し み を 「 輸 出 」 す る こと を 意味 し ます 。 よ り 大 き な グ ルー プ で は 、 信 頼 性 の 
低い メン バー を 排除 し た り 、 犯 罪 者 を 殺害 し た りす る な ど 、 グ ルー プ 内 の 価値 の 低 
い 要 素 や 望ま し く な い 要 素 を 他 の 人 の た め に 苦し め る と いう こと も 意味 する 場合 が 
あり ます 。 

言い 換え れ ば 、 リ ー ダ ー の 仕事 は 、 誰 が 最も 苦し むか 、 誰 が 救 わ れる べき か を 
決定 する こと で す 。 リ ー ダ ー は 、 特 に 何 も し な いこ と に よっ て 、 人 々 に 苦し み を 引き 起 
こす で し ょ う 。 こ の 恐ろし い 任 務 を 引き 受け 、 こ の 「 痛 み の 分 散 」 を 可能 な 限り 最善 
の 方 法 で 管理 する の が 彼 の 責任 で す 。 


リベラ ル な リー ダー シッ プ の 和 失敗 


痛み の 現実 と 、 時 に は 上 厳し い 決断 を 下さ な けれ ば な ら な いと いう 現実 に 直面 する こ 
と で 、 フ ァ シ スト は 賢明 に 将来 の 計画 を 立て 、 国 民 に と っ て 最悪 の 結果 を 避け る こと 
が で きる 。 し か し 、 リ ベラ ル 派 は 唯物 論者 で ある た め 、 同 じ よ うに 真実 に 直面 する こ 
と が で きま せん 。 こ の 場合 、 彼 ら の 大 き な 理 想 は 痛み や 不快 感 を 避け る こと で ある た 
め 、 苦 し み の 原 動力 を 受け 入れ る こと が で きま せん 。 し た が っ て 、 彼 ら が 持つ こと が 
で きる 政策 は た だ 1 つ だ け で す 。 そ れ は 、 す べ て の 苦し み を た だ ち に 止め る こと で 
す 。 ジ レン マ に 陥り 、 選 択 を 迫 ら れ た と き 、 考 えら れる 選択 肢 は た だ 一 つ 、 社 会 で 最 
も 弱い 立場 に ある 人 々 の 苦し み を 和らげ る こと で す 。 


リベラ ル な 指導 者 が この よう に 制約 され て いる た め 、 長 期 的 に は さら に 大 き な 
苦し み と 混 乱 を 生み 出す こと は 避け られ ませ ん 。 
明らか な 例 は 、 彼 ら が 誰か を 傷つけ る こと に 耐え られ な いた め 、 犯 罪 者 を 殺さ ず に 
甘やかす 方 法 で す 。 こ れ に より 、 犯 罪 者 は 、 そ う で な い 場 合 よ り も は る か に 多く の 人 
を 傷つけ る こと が で きま す 。 
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可能 。 よ り 微妙 な 例 と し て は 、 重 大 な 事件 の 場合 犯罪 者 が 社会 に 大 混乱 を も た ら す 
の を 防ぐ た め に 数 十 年 に わた り 犯 罪 者 を 監禁 し 、 そ の 募 大 な 費用 が 罪 の な い 納 税 者 に 
分 配 され る 方 法 が ある 。 少 数 の 人 に と っ て の 急性 の 苦し み は 、 膨 大 な 数 の 人 々 に と っ 
て より 穏やか な 痛み に 変換 され 、 社 会 に お ける 痛み の 総量 は 増大 し ます 。 


私 た ち は こ れ が 道徳 的 中 劣 で ある こと を 理解 し て いま す 。 私 た ちの アプ ロー チ 
は 、 真 実に 基づい て お り 、 私 た ちの 権力 下 に ある 人 々 は 階層 構造 で 組織 され て お り 、 
生産 性 と 合法 性 を 備え た 人 々 が その 頂点 に お り 、 そ の 下 に 生活 保護 事件 が あり 、 そ の 
下 に 犯罪 者 と 寄生 虫 が いる と いう も の で す 。 優 れ た リー ダー は 、 た と え 少 し で も 社会 
の 最良 の 部 分 が 最悪 の 部 分 の 利益 の た め に 苦し むこ と を 決 し て 許し ませ ん 。 国 民 は 
優先 順位 を 明確 に 保つ リー ダー を 信頼 し 、 賞 賛 す る で し ょ う 。 


リー ダー で ある こと 


私 の ファ シン ズム の 定義 の 中 で 、 世 界 観 と イデ オロ ギー の 違い に つい て 一 方 は 方 向 性 
で あり 、 も う 一 方 は そこ に 到 療 する た め の 方 法 で ある と 説明 し まし た 。 同 様 に 人 々 は 
リー ダー と し て あな た に 2 つの こと を 期待 し て いま す 。 そ れ は 、 あ な た が 明確 な 目標 、 
つま り 誰 も が 夢見 、 イ ンス ピ レ ー シ ョ ン を 得る こと が で きる 理想 に 向かっ て 彼ら を 導い 
て くれ る と いう こと 、 も う 1 つ は 、 そ こ に 向かう 途中 で 彼ら を 管理 する と いう こと で す 。 
平均 的 な 人 間 は 、 今 日 私 た ちの た め に 愚か な 決定 を 下す リベラ ル 派 と 同じ くら い 卑 
で す 。 彼 ら 5 に は 、 た と え 他 人 が 外国 人 、 敵 、 あ る い は 無 価値 な 犯罪 者 で あっ て も 、 自 分 の 
利益 の た め に 他人 を 犠牲 に する 意志 は あり ませ ん 。 


し か し 、 間 違い な く 、 あ な た が 彼ら の た め に し て くれ れ ば 、 彼 ら は あな た を 愛し 、 あ な た に 従う で し ょ う 。 


友人 グル ー プ レベ ル で あっ て も 、 鋭 い リ ー ダ ー シ ッ プ が あれ ば すべ て が スム ー 
ズ に な り ま す 。 た と えば 、5 人 の 男 が ドラ イブ 旅行 を 計画 し て いる と 想像 し て くだ さい 。 
リー ダー シッ プ が な けれ ば 、 ど こ へ 行く の か 、 誰 が 何 の 代金 を 払う の か 、 誰 が どこ に 
座る の か 、 誰 が いつ 運転 する の か な ど 、 際 限 の な い 争 い が 続く こと に な る 。 必 然 的 に 、 
その 結果 は 議論 に な り 、 誰 も が 苦 々 し く 、 ひ そ か に 不満 を 抱く 不安 定 な 妥協 に つなが 
る で し ょ う 。 し か し 、 そ の うち の 一 人 が し っ か り と すべ て を 決め た ら ど うな る で し ょ う 
か ? そ うす れ ば 、 旅 行 の 成功 また は 失敗 に 関す る すべ て の 責任 は リー ダー に ある の で 、 
友人 た ち は 苦 し むこ と は あり ませ ん 。 た と え リ ー ダ ー が 誤っ た 決断 を 下 し た と し て も 、 
他 の 友人 た ち は 依 然 と し て 誰か が その 決断 を し た こと に 安心 する で し ょ う 。 
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リー ダー シッ プ の 重荷 


他 の 人 は 責任 を 取っ た 。 も ちろ ん 、 こ の 決定 に より 一 部 の 人 々 は 他 の 人 々 より も 苦し み ま し 
た が 、 痛 み は パ ッ ケ ー ジ の 必要 な 部 分 と な か っ た た め 、 こ れ は 今 で は 無関係 で す 。 彼 ら は そ 
れ を 受け 入れ る こと も 、 そ れ を 放棄 する こと も で きま し た が 、 自 分 の 思い 通り に する た め 

に 、 議 論 中 に も っ と 頑張 る べき だ っ た と 不平 を 言う こと は で きま せん 。 


リー ダー シッ プ に は 本 質 的 に 価値 が ある も の で す 。 難 し い 決 断 を 下す 責任 を 負う こ 
と は 、 他 の 人 に と っ て 大 き な 安 心 感 を 与え ます 。 適 切な 決定 を 下す こと は さら に 価値 が あ 
り ま す 。 し か し 、 た と え あ な た が 標準 以下 の 決定 を 下 し た と し て も 、 そ れ は リー ダー シッ プ 
が 不在 の 社会 状況 に お ける デフ ォ ル ト で ある 無政府 状態 や 民主 主義 より も は る か に 優 
れ て いま す 。 だ か ら フ ァ シ スト と し て 、 自 分 の 首 を 絞め て 、 立 ち 上 が っ て 人 々 に 何 を すべ き 
か を 伝え な さい 。 彼 ら は あな た に 感謝 する こと は あり ませ ん が 、 そ れ を 愛し て くれ る で し ょ 
う 。 
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カー スト と 
職業 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


に 優秀 な 学者 で あ *s カー スト に 関す る あな た の 記事 の 一 部 
り 戦士 。 の ル 税 伏 世 界 の 短 季 よ 

うに 書い て いま す 。 
より 低い 、 よ り 大 き な も の は そこ か ら 続 行 で き な い た め 、 
lesser.…' この 文脈 で は 、 こ れ は 優れ た 学者 ( 「 よ り 偉大 な 」、 (Fas- 
cist) 人 間 は 生ま れ な が らら E 第 < 位 の を 
で ある 必要 が あり 、 そ の 後 は 戦士 の 居 乾 応寺 ] 能 戦士 で ある に も か か わら ず 、 
性 が あり ます 。 あ る それ は 不可 能 
学者 に よる 戦士 が そ ぅ ゞ 自然 に 同じ 中 で 超越 的 に な る 

し て の 自 る の は 、! カ ー ュ ト 、 衝 続 的 参 朝 味 巡 か ら で す 。 
然 は 、 個 々 の 自然 に ほか な り ま せん 。 
これ に は さま ざま な 特別 な 適性 が 備わっ て いま す 。 
それ と そし て それ が 各 人 に 次 の こと を 達成 する 素 交 と な る の で す 
1 つま た は な た が 言及 し た 別 の 特定 の 関数 へ 

「 誰 も が 適し て いる わけ で は な いし 、 誰 も が そう ある べき で に な れ ウォ リア ー ズ 
も な い 」 と あな た が 言っ た と き 。 
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人 間 は いつ か は そう な る か も 然 に な る 自学 者 よ 、 彼 は 戦士 ば 克 さい 

し れ ま せん が 、 あ な た は 精神 的 な 原則 の た め の 戦 に 大 戦争 、 彼 は 

い に 関 し て 言っ て いま し た 。 ゲ ノン は こう 言い まし た 。 それ 

は な ぜ で すか た ち は 言い ます も う - 度 -- 私 5 本 当 の 理解 は 、 

下 か ら で は な く 上 か ら 。 そ し て これ は 取る べき で す 

で 一 重 の 意味 : 作業 は 、 つ まり 、 さ ま ざ ま な 適用 央 序 か ら 開 始 し 、 そ れ ら ハイ ザ 
在 す の 間 に 存 原則 か ら 徐 々 に 下降 に 

る 階層 的 な 依存 関係 を 常に 上 厳密 に 維持 し な けれ ば な り ま せん 。 そ し て に 


それ は 必然 的 に 真 の エリ ー ト の 仕事 で な けれ ば な り ま せん 
そし て この 言葉 の 最も 完全 な 意味 は 、 も っ ぱら 知 的 エリ ー ト これ が 意味 する の は 
で あり 、 他 の も の で は あり ませ ん 。」 現実 ある か も し れ な い 


- クイ ウッ ト デ ウ ス ? 


いく つか 修正 を 加え な けれ ば な り ま せん 。 

まず 第 一 に 、 あ な た は ファ シス ト は 一 つの カー スト の メン バー に すぎ な いと いう 前 提 
を 提案 し て いま す が 、 そ れ は 間違っ て いま す 。 フ ァ シ スト は 戦う 者 た ち だ 
現世 に お ける 真実 の 回 復 の た め に 現代 世界 に 対抗 する 
それ は 重要 で す が 、 彼 ら は どの 精神 的 カー スト か ら も 来る 可能 性 が あり ます ( ある い は 人 種 さえ も 、 
さら に 言う と 、 彼 ら が 人 種 的 階層 に * 彼ら は 復興 の た め に 戦 つ て いる 真実 
お ける 地位 に 関し て は 、 彼 ら 5 が そう で ある か どう か に 関係 な く 、 ず っ と そう で す 。 
どこ か で それ アッ プ ま た は どこ か で ) . 農 奴 は ファ シス ト に な る 可能 性 が ある の で 、 
彼 が 自分 の 本 性 と 真実 を 守り 、 そ れ を 他人 に 強制 する 限り 、 そ れ は 古代 の カー スト 社会 で 、 
上 位 の 者 が そう する 場合 の よう に 、 
カー スト の 人 々 は 彼 が 敬遠 され る で あろ う 下 位 カ ー ス ト の 仕事 を し よう と し た 
上 位 カ ー ス ト の 人 々 、 つ まり 彼 の 人 々 だ け か ら の け 者 で は な い 
平等 で ある だ け で な く 、 下 位 カ ー ス ト の 人 々 か ら も 、 そ れ を 次 の よう に 見 な され る で し ょ う 。 
誰か が 自分 の 真実 に 関係 な く 、 自 分 の 望む よう に 行動 し よう と し て いる と いう こと は 、 上 真実 
全体 に 対す る 傷 辱 で ある と 同時 に 、 自 分 自身 に 対す る 傷 辱 で も あり ます 。 
それ は 彼 を より 深い 意味 で 嘘つき に する か ら で す 。 フ ァ シ ズム は 私 た ちの 闘争 を 説明 する た 
め に 使用 され る 最新 の 用 語 に すぎ ませ ん 。 
真理 を 買 き た い 人 。 フ ァ シ ズム は 実際 に 
優れ た 人 間 の 創造 、 し か し それ は 執着 か ら 生 まれ る 
すべ て を 作る こと か ら 大 腫 缶 剖 妨 人 導 実 へ () 
男性 を 学者 に 。 
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それ が あな た の 前 提 の 別 の 問題 で す - あな た は 暗示 し て いま す 
ファ シス ト 社 会 に お ける 唯一 の ファ シス ト が 支配 階級 と な る だ ろう と いう こと 
ある い は 、 全 員 が その 集団 に 引き 入れ られ る こと を ほのめかし て いる の で すか ? 
上 位 カ ー ス ト は 、 真 実に 対す る さら な る 傷 辱 と な る だ ろう 
平等 主義 の 一 形態 。 

次 に 、 上 位 カ ー ス ト の 関係 は 非常 に 緊密 で あり 、 戦 士 が 超越 で き な い と いう こと は どこ に 
も 示唆 され て いな い 。 
背後 に 霊 的 な 力 が 吹き 込ま れ て いる 唯一 の カー スト で ある が 、 本 当 の 違い は 、 上 位 カ ー ス ト は す 
で に 超越 性 を 達成 し た 人 々 だ け で 構成 され て いる の に 対し 、 戦 士 カ ー ス ト は 未 実現 の 能力 を 持 
っ た 人 々 で ある と いう こと の よう だ 。 - 異 な る タイ プ が ある こと を 示唆 し て いな い 限 り 、 そ の 可 
能 性 は あり ます 


私 も その 証拠 を 見 た こと が あり ませ ん 。 超 越 性 は 完全 か 不 完全 か の どちら か だ け で 説明 され ま 
す が 、 
違わ な い 。 超 越 へ の 道 は さま ざま で す が 、 
それ 自体 が 象徴 する 2 つの 原型 で 与え られ ます 
2 つの 上 位 カ ー ス ト 。 
この いずれ も 、 上 位 が 下 か ら 続 行 で き な い こと を 否定 する も の で は あり ませ ん 
それ は 確か に 私 た ちの 世界 観 の 中 心 的 な 柱 の 一 つ で す が 、 し か し .、 神 の 王族 と 神 の 完全 な 関係 
で す 。 
戦士 カー スト は それ ほど 無味 乾燥 で は あり ませ ん 。 


czs 学者 と は 、 永 遠 の 精 神 に つい て の 知識 を 持つ 人 々 を 意味 し ます 。 


それ は 真実 0 導 見 れ で あり 、 フ ァ シ スト も そう する だ ろう 
の 意味 で 学者 で ある べき で す 。 


社会 は 第 1 カー スト と 第 2 カー スト だ け で 存在 で きる と 考え た と 3 フ ア シ スト so- 
き 、 私 は 楽観 的 すず まし た 。 当 然 、 誰 も が 同じ 階級 / カ ー ス ト で あれ ば 、 支 配 者 な “< 
し で は 存在 で きま せん 。 支配 : 社会 

また は 似 た よう な ナン 


私 が 言い た か っ た の は 、 さ ま ざ ま な 種類 の 超越 性 が ある と いう こと で は な く 、「 学 
者 」 が 精神 的 な 権威 を 行使 し て いる と いう こと で す 。 

戦士 が 時 間 的 な 力 を 行使 する 一 方 で ( ゲ ノ ン の 力 を 使い ま 馬 伯 

に 従っ て 。 ゲ ノン は 、 時 間 的 権力 は 次 の よう な も の に よっ て 委任 され て いる と 主張 し て いま す 。 
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精神 的 な 権威 、 本 質 的 に 戦士 の カー スト 
( 王 や 貴族 は ) 学 者 が 権力 を 握っ て いる だ け だ 

そし て 彼ら の 霊 的 権威 に より 、 ゲ ノン は に o 

世界 の 循環 理論 に 照ら し て 、 

優れ た 者 に 対す る 最も 劣っ た 者 に よる 現代 の 反乱 

クシ ャ トリ ヤ (戦士 カー スト ) が 反乱 を 起こ し た と き に 始ま っ た 

先史 時 代 の バラ モン (知識 階級 ) 。 闘 争 の 問題 は 常に 生じ ます 。' そ れ は 

同じ よう に 軸 権 を 争う : 最 初 は 霊 "* 
的 権威 に 服従 し て いた 戦士 た ち 、 こ の 世 の 支 配 者 た ち 


権力 、 こ の 権威 に 対し て 反乱 を 起こ し 、 自 ら を 宣言 する 

あら ゆる 下位 ・ 上 位 の 権力 か ら 独立 し て お り 、 た と え そ うし よう と し て いる と し て も 、 

に ネイ ト す る 彼ら 自身 が 持っ て いた 霊 的 権威 を 

最初 に 認識 され た 最終 的 に ** 目 ら の 力 の 源 、 そ し て 

は 精神 的 な 権威 を 求 認 尼 了 吾 分 表 記 へ 。 こ れ だ け で も 十分 に 伝 わ 

り ま す 室 
の よう な こと に 反乱 が ある に 違い な い 通常 の 再 反転 


ゲ ノ ン は 、 ク シャ トリ ヤ が この よう な 関係 を 超越 で きる と は 信じ て いま せん で し た 。 

バラ モン : 「 行 動 す る た め に 作ら れ た 者 は 行動 する た め に 作ら れ て いな い 」 
純粋 な 知識 で 、 真 に 精神 的 な 基盤 に 基づい て 構成 され る 社 
会 で は 、 各 人 が その 役割 を 果たさ な けれ ば な り ま せん 。 

彼 は す 償 SW 混乱 光浦 の 雪 」 く とれ 以 外 の 

場合 は 、 何 も 実行 され ず 、 次 の と お り で ある 必要 が あり ます 。 

さ に 今日 の ケー ス と 同じ だ 。」 

彼 は 、 ク シャ トリ ヤ に は 政府 の 同盟 者 が いる に 一 時 的 に 統治 する (マテ リ 、 よ く 
的 な で が 、 バ ラモン は 世俗 cc それ は 彼ら の 性 質 で す 。 や る 、 

権力 より も 優れ て いる と 信じ て いた 。「…‥ 正 室 [クシ < 霊 的 権威 

リヤ ] の 機能 に は 、 社 会 秩序 を 構成 する も の すべ て が 含ま れる 」 


正しく は 「 政 府 」 と 呼ば れ ま ず こ ・ sc 
聖職 者 [バラ モン | の 本 質 的 な 機能 は 、 伝 統 的 な 教義 の 保存 と 伝達 で す 。 
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すべ て の 通常 の 社会 組織 は その 基本 を 見 つけ ます 
原則 」。 


- クイ ウッ ト デ ウ ス ? 


私 た ちの 議論 の 本 質 は 、 ま さ に ゲ ノ ン 対 エ ヴォ ラ で す 。 
彼ら に は 摩擦 点 が あり ます 。 で も 、 役 割 に 関し て は 同期 し て いま す 
王立 神格 と 戦士 カー スト の 。 

王家 の 神格 の 崩壊 に 関す る ゲ ノ ン の 立場 に つい て 、 私 は 
むし ろ 、 王 立 神 性 カー スト と いう エヴォ ラ の 指摘 に 同意 する 。 
最初 は 退化 し 、 そ れ が 戦士 カー スト の 上 昇 に つなが っ た 
それ は し ば らく する と 同様 に 退化 し て 、 反 乱 に つなが り ま し た 。 
下位 カー スト 。 同 じ プ ロ セ ス で す が 、 反 乱 に よっ て 導入 され た も の で は あり ませ ん 
進化 の 起源 と し て 、 し か し 退化 を 経由 し ます 。 そ し て 戦士 な ら 
英雄 や 英雄 的 な 人 生 の よう な 精神 的 な 次 元 が 彼ら に 割り 当て られ な けれ ば 、 そ れ 
を 超え る こと は で きま せん 。 ポ イン ト は 彼ら が 何 を する か で す 
超越 性 。 

そし て 、 統 一 され た 生活 を 送る 修行 者 の ポイ ント が あり ます 。 
パラ イア と 同様 に カー スト 制度 の 外側 に 存在 し ます が 、 前 者 は 
上 に 存在 し 、 後 者 は その 下 に 存在 し ます 。 「 カ ー ス ト の 上 で は 、 
放棄 する こと に よっ て 形 か ら 自 由 に な る 存在 (修行 者 ) 
人 間 の 個 作 の 幻 想 的 な 中 心 。 彼 は 、 彼 の 忠実 さ に よっ て で は な く 、 あ ら ゆ る 「 形 」 が 
生ま れる 原理 に 目 を 向け ます 。 目 
然 を 所 有 し 、 直 接 行動 に よっ て 階層 構造 に 参加 する こと 。 w 
何 か 、 こ れ は 世界 の 皇 帝 を 指し て いる よう で す 
時 生 ト 。 こ の 問題 に 関す る あな た 自身 の 最近 の 著作 は 、 そ の 考え を 裏付け て いる よ 
う で す 。 

また 、 カ ー ス ト 制 度 と 革新 的 プロ セス に 関す る 私 の 古い グラ フ 。 今 後 も 更新 
し て いき ます が 、 よ ろ し く お 願 いし ます 
ここ も 潜在 的 な 議論 の ポイ ント と し て 挙げ られ ます 。 
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人 種 戦争 の 必然 性 


Ju2rgA 本 SU BOOS XnuenO) 
ま ら | 

き 電 

E \〆 | 当 XenO 
四 回 

き 四 sa[X う ヤ 
Ogg77 /PJ7OG S9SeO ヤ 


s9SSeuJ Mi 】O UOIOUInSu02/9Sn au) 10 JE :S99M)S9V 
auPjJEA SSEI う 3DIA DIJOA MPA 0】 9D0)HV 

3AIOSS| (| 

5UIpIInQ IInD DUB IPUOH4 

*uEtu SSelU JO SaAMM :5UPII0G 21912EPM2/IPJJu2O 
*3IDA SI 0) apnlad 

3M) Se uOHnIOA9d UISSOJ 9M1 :POld9d ie9HO7SIH 
-:SJpee] 


SSeI? SI096Jm0G 
3M) JO UOIYOUMnSU0 う 』0j pa20DOJ Ie2I50IOM う sd “20Ja 
*50SIIP1UeUUHNU9S "IPUONU9AU09 " う I)UBUUO』 :S2I19U1S9V 

ん uu029 )SIOPLUaJOnS @ 】0 S)Sa:93UI DU SUPIO 
94 u0dn 1u95UU0 う SUOHIM IPUOU :JPA 01 9P03HRIV 


MA agS-5 


AISIDSD 9M) SP UONnIOAad MDU3J』 :DOM2d IO01SIH 
5ui 9103』 Said う e6IIO0 SIIB1IO う 
*aln』 10U Sa0D au JnQ Su5la』 5UD】 uiy :SJ9De91 


Jou0M 
SDJ0I P DU JM5lJ 】0 9AUPU 90 UI Da5E :JPAN 01 9PHIV 
19DOuu ulJPiHOMnE :AllUHP ゴ 

SSai0J/9I)Se 9 :BuPIIn 2h!d913JEM/IJU99 
Salueu0W 

ueadom コ Pa6 3 JO a6V :pOlad IO1SIH 
* 加 Mu40j 人 Que 

Ve 人 luO ^juasad |“e)M5H SUIAIDy 0 PaDI SU6IJaAOS 
93mlOSe AIIeORIIOG - AIjU9 う 9 3JOMJ “9200SnI IPJ0dUU31 
)0 DO| *SJapEal ん BNMINAU AISJ9MJ SM2JeUON :SJaPE31 


ju DS “OIIOQMS :S5I9U0S9V 

EAA P9.3BS j0 1032u0 :JBA 0) 9D1HV 

UOIiEDUn0j Da4 う ES P SU :AIIUUP ゴ 

alduus」 au) :5uDlInQ 9Id91 う PEM9/IPJ1U99 

*UOHIDEJ) 】0 UU0j 

15905IM SI JO OMD3 1SP| 9M) SE 3JIdMU ヨ UeMUO AIOH 9M0 19 
19DI auIl9QIM9 "15BO IB う IM)AU )UE1SID :POIJa II4015IH 
"SsJ9A0d IP40duia】 DUE In)HIOS ADOQu9 :SJaDE9T 


で "S9BP 』aU10 UI 5UIAI| UaUU ん q DaAIM2E AIISPa 
10U 93 1E1 SInJJ SAISME ABUUB 5UIDUB1S UIBUl3』 01 95BUEJ DUP 1! UnD 9AI| OMA 
SM) Suoii う na)SaD JeaJ5 』0 35e ue SI (の /40W 072P0W/25V 74g0) En 人 II 5nOMNIV* 


^*PlJOA IP9』 3M1 10U SI MO!MA - DIJOA S27 01 DUUUO9 99U9lJ9dX9 UPUUnM> 
*esasJn2 3M) DUB “SUOI2UIJ0I5 3M】 "SII3M 3M) “SUaABau 3M) 5UIDnI9UI "UE IA 
Su Du Sui5aq 5UI) ん JaA9s "wuOISU3UUID UEUnU 3M) 0) AIUO D3)IUUII UOHB2IIIAIO> 
:PI4OA UEUnM "PJOdUJ9) 3 UO AlUO SI Sn20j IIP DOW UJ3DOWM 3M) 
<"1U3J4n2 AU 3MH JO UMB941S IE53』 DU UIBUU 9M】 UI S9AI3SJaM) DUU IA OMA 3S0M1 】0 
)EM) DU "DI40A UJ9DOMU 3M1 】0 UOINnIOSSID 9M1 UNIA 3ID 卓 W OM 9S0M】 】0 1PM】 :DESME 
SaIUI)S3D 0OA1 PU1 5UlAAOU 3APA 】S9JPgJ5 3U】 3Pj 01 U0IJB20A 2!0J9M B 】0 IE2IdA) SI > 


SSaISOI[ 


“9 川 DUP U0HPZIIIAIS 
}O UUOj 』9M5IM AUE 』O UOISOddnsad au) SEAW (D/JOA4gOS DOP JO/W) 
MaM) U33W39d 191U02 SOI62UjJ3 DUB AN29IO UE 】O 3U3UUMSIIBS9 9M1y 


! 


yg 
HOO Su 


DDAN 


SaJst う IPLJeTIA 


いい ハ ババ ババ ババ ババ ババ 


| 


*POD JO EC 


IIIEHP06 | 


Sajst つ IPmrrd 


IIIPH JST | 


JuatrdojaA3(T 


つつ 4 つ りつ 0) (797 び 7s 9/) 9 バ O つ りつ 0O uiDU9dgp 975O つ /ODU の DO 
と 97 JO 9UO』 の SD 9U7 Or 6u/D/O つ 2D りつ OO UO』 の 5@/ つ 人 つ guf uiZ/e! つ PJOU つ 0OM7/OAO7 N 
/OuOOZWA つ OOCUnU JO # び 8 つ uO つ UO/OA ゴ 9@Uj CuuiO/OxG つ /Oo/p 9Asu9J97OuUO つ 便 


67 


Machine Translated by Google 
人 種 戦 争 の 必然 性 


私 た ちの 中 で 最も 重要 な こと は 伝統 「 に 日 々 は 生き て お り 、 ほ と ん どの こと は 現 
が 決ま る と 、 的 文明 の 回 復 の 日 、 私 た ち が ど の カー スト に 属し て いる か 実 で す - 
私 た ち は 参 加 で きる よう に な り ま す に 。 フ 
アシ ズム を 利用 する 上 で と いう 意味 で せき # 費 統 を ヨー ロッ パ に 復活 さ 
関連 する 唯一 の も の ( 了 は ゲ ノ ン の エ 引 て が 不可 欠 で ある と カー スト の 人 々 に 原理 、 

す 、 そ し て それ 以前 は それ が 均等 で ある と 言い ます 
形成 され 、 そ の 将来 の メン バー が 内 部 で 必要 と る 衝 再 を 従 


事 さ せる 世界 観 の 原則 に 関す る これ 伝 復興 を 主導 する 。 すべ て の 
ら の 記事 は 興味 深い だ け で な く 、 有 益 で あ 編 交 お の ア 

の 準備 を する の に 役立ち ます 。 す る だ ろう みこ 
に 送る 

ズム だ げ け が 好き 人 々 が 日 常 生 活 で どの よう に eso を 適用 し て いる か に つい て は 、 
で す 何 か を ご 覧 < だ さい 。 so 確か に 持っ て いま す 


ほとん ど 何 も な い に オフ ァ ー。 


- パン ツァ ー タ ン ツ 


それ は あな た が 示唆 し て いる こと と は 逆 に 機能 する と 思い ます : 私 た ち は 何 を 認識 し て いま すか 
私 た ちの カー スト は ファ シス ト 闘 争 に 参加 する こと に よっ て 存在 し 、 そ れ に よっ て 私 た ち は 
テス ト に 参加 する と 、 私 た ち が ど こ で 優れ て いる か 、 ど こ で 目的 に 貢献 で きる か が わか り ま す 。 
私 た ち は 駄 目 だ 。 コ ドレ アヌ が 言っ た よう に 、 新 し い エ リー ト は 次 か ら 生 まれ ます 。 
苦労 は し ます が 、 エ リー ト だ けが 生ま れる わけ で は な く 、 誰 も が 自分 の 居場所 を 見 つけ ます 。 
カー スト 。 で すか ら 、 座 っ て 自分 が 何者 な の か を 理解 する の で は な く 、 
その 点 に 関し て は 、 そ の 後に な っ て 初め て ファ シス ト 闘 争 に 参加 する こと に な っ た 
真実 を 回 復 す る た め に 、 私 た ち は た だ 戦い に 参加 する だ け で よく 、 そ うす れ ば 私 た ちの 有用 
性 、 ス キル 、 才 能 が 発揮 され 、 私 た ち は そ の 役割 果たす こと が で きま す 。 
闘争 と カー スト 制度 。 

そし て 、 ゲ ノン は これ を 思い つき ませ ん で し た し 、 エ ヴォ ラ も 思い つき ませ ん で し た 。 彼 
ら は 、 私 た ちの 世界 観 の 中 に 常に 存在 し て いた 何 か を 、 
それ が 重要 な 理由 で す 。 

誰 も が 日 常 生活 に 難解 さ を 適用 で きる わけ で は あり ませ ん 。 
下位 カー スト は 、 最 高位 カー スト の よう に 難解 な 勢力 に 直接 関 与 する こと は で きず 、 カ ー ス ト 
の よう な 勢力 と 何ら か の 関係 を 享受 する こと も で き な い 。 
戦士 カー スト 。 低 位 カ ー ス ト は 、 彼 ら と その 真 の 性 質 を 満た す 日 常 的 な 活動 に よっ て 難解 な カ 
と 関わ り ます 。 
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私 た ちの 理想 的 な 社会 で は 、 す べ て の 人 に と っ て デフ ォ ル ト の 状態 で あり 、 上 位 カ ー ス ト は それ を 楽し むだ け で 一 部 の 人 
は それ を 楽し ん で いま す 。 


他 の 人 が 何 を 書い て いる か 正確 に は わか り ま せん が 、 
と 3w っ て な る ほど < 男 自分 自身 の 内 部 は デフ ォ ル ト で 空 で あり 、 そ れ よ り 上 位 の 
も の な し で は 退化 し ます 。 精 神 的 な 王 た ち 
ソー ス  「 堪 9 な 火 」 は 彼ら の 道徳 の 神聖 な 情報 源 「 太 陽 」 よ り 
ー つ で す 。 最 終 的 に 彼ら は 退化 し て つなが り を 失い 、 

「 太 陽 」 と いう 構造 を 生み 出し ます 。 に 
そし て ウォ リア ー ズ は これ ら の 道徳 を 精神 的 な も の と し て ベー ス 。 ま だ 
引き 継ぎ 、 破 壊 的 で 下層 階級 を プロ に な る よう 鼓舞 する 
は な く 誘 導 的 な も の と な り ま す 。 や が て この 火 は 消え る 
戦士 た ちか ら は 取り 除 か れ 、 死 骸 が 残る (騎士 道 を 参照 ) 。 
太陽 の 光 が 光 線 に 変わ り 、 影 に な り ま す 。 の に 
商人 た ち は こ れ に 触発 され て 法 を 引き 継ぎ 、 統 治し ます 。 

" 影 "。 最 終 的 に は 下層 階級 が 既 如 し 、 彼 ら に 疑問 を 掲 を 最終 的 に は 乗っ 取り 、 さ 
は 
影 が 消え る 。 た わ ご と が ファ ン に 当たり ます 。 
何 。 ちょ っ と 面白 いと 思う の は 、 ほ と ん ど そ こ に ある と いう こと で す 
思わ れる と 「 上 黒い 太陽 」 と 「 
太陽 "。 「 太 陽 」 は 、 雄 々 し く 建 設 的 な も の を 表し ます (つま り 、 

新しい 秩序 )、 ヘ リオ ス 、 黒 い 太 陽 の 問 

ルキ 。 ど カカ らし く て 破壊 的 に 潰す た め に 、 退 化 者 代 設 べら れ た よう に 見 える ) 、 
うい うわ け か 間違っ て い ポ お 想 


- ノイ ド ベル グ 


この 場合 人間 そ の も の が 何 を 意味 する か に よる 
で も 、 あ な た が どこ か ら 来 た の か 、 そ れ は 次 の よう に 表現 され て いる と 思い ます 。 
上 の 図 の 引 用 : 「 目 標 の 確立 と 
それ ら の 間 の 有効 な 接触 (世界 = 物質 的 / 物 理 的 現実 - 超 世界 = 精神 的 / 形 面 上 学 的 現実 ) 
が 前 提 条 件 で し た 。 あ ら ゆる 高度 な 文明 と 生命 の 位置 。」 
そし て 法律 に 従っ て 
小さ な も の か ら 大 き な も の は 生ま れ な い 、 と いう こと は あり ます 。 
偉大 な も の が いか に 小さ な も の に 退化 する だ け で ある か と いう 点 で す 。 
し か し .、 超 越 者 に 関し て は 、 彼 ら は 依存 し ませ ん 。 
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次 の 飛躍 へ 


外部 ソー ス が 内 部 に 組み 込ま れ て いる た めで す 。 そ れ が 一 番 
お そら く こ れ ら の 人 々 の 失 忠 が 腐敗 の 始ま り に つなが る で し ょ う 。 


また 、 騎 士道 に は 、 今 日 の 人 々 が 知ら な い 非 常に 特殊 な 意味 が ある た め 、 
あな た の 指摘 に は 適切 な 例 で は な いか も し れ ま せん 。 
私 自身 も 黒い 太陽 の 正確 な 起源 は 分 か り ま せん 。 
象徴 性 と その 概念 が 黒人 と どの 程度 関連 し て いる か 
太陽 の シン ボル 。 私 が 知っ て いる の は 、 錬 金 術 に お ける 黒い 太陽 は 実際 に は 
黄金 の 太陽 の 物質 的 な 対応 物 。 


少な く と も クシ ャ トリ ヤ の 悟り へ の 道 の 例 は ほとん ど あ り ま 
せん 。 『 バ ガ ヴ ァ ッ ド ・ ギ ー タ ー』 は 、 ク リ シ 最良 の 例 は 

ュ ナ が アル ジュ ナ の た め に 道 を 定め て いる (そし て 他 の 数 人 に つい て も 描 
写し て いる ) 。 戦 士 カ ー ス ト だ っ た 仏陀 も いる 。 


- クル スニ ク 


悟り と いう 言葉 が 超越 性 を 意味 する の で あれ ば 、 道 は 2 つ し か あり ま 
せん 。 そ れ は 、 左 手 と 右手 の 道 で す 。 こ れ ら は 、 異 な る シン ボル と 富 話 を 持つ 
異な る 名 前 で 表示 され ます が 実際 に は 
自然 は それ ら す べ て に と っ て 同じ まま で す 。 そ し て ゴー タマ : シ ッ ダ ー ル タ 
彼 は 確か に 戦士 カー スト の 王子 で あっ た (そし て 当時 、 戦 士 カ ー ス ト は 賢者 
カー スト と 対立 し て いた 。 
すでに 堕落 を 経験 し て いる ) が 、 仏 陀 に な っ た と き 

(目覚 め た 者 ) 彼 は 超越 し て お り 、 彼 の 教え は 本 質 的 に 超越 へ の 右手 の 道 で 
す (た だ し 私 の 詳細 で は 
最近 の 読書 で 、 教 え の 超越 へ の 段階 の 1 つ に は 、 そ の 性 質 上 、 代 替 手段 が あ 
る こと を 発見 し まし た 。 
左手 の 道 を 思い 出さ せま す ) 。 

職業 に 関し て 言え ば 、4 つの カー スト が 私 た ちの 一 般 的 な 精神 的 性 質 を 
分 割 し て いる 一 方 で 、 時 間 的 問題 に お いて は 、 各 カー スト の 人 々 が コー ポラ 
ティ ズム の 構造 の 中 で さま ざま な 職業 を 楽し ん で いた 。 
今日 私 た ち が コ ー ポ ラテ ィ ズ ム と し て 理解 し て いる も の と は ほとん と ど と 関係 が あり ませ ん 。 元 々 
は 、 特 定 の 目的 に 特 化し た さま ざま な ギル ド が 存在 する よう な も の で し た 。 
特異 な 使命 を 持っ て お り 、 そ の よう な ギル ド に は それ ぞ れ 神 の 神殿 が あり まし た 。 
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人 種 戦 争 の 必然 性 


ら の 使命 に あり まし た 。 の 
これ の 退化 版 は 労働 組合 だ ろう 。 


「… 一 般 的 な 活動 は 血 と 儀式 を 提供 * 絆 と 秩序 は 同じ 
それ は 、 召 し 、 よ り 高 い カ ー ス ト に 提供 され ます 
命 の 結合 の よう な も の で す 。 そう いっ た 活動 。 ギ ルド / 法 人 
反対 し た に 職業 、 
の 「 各 詳 」 を 崇拝 する の ** ある 使命 が 一 つ に 集まっ た 


は 、 ほ と ん と 宗 教 的 な 組織 を 持つ 人 々 で す 。 
彼ら の 使命 と その 使命 の 英雄 E 考 の 豪 括 - 半 旨 形 想 的 な 絆 を 象徴 する も の 


与え られ た 使命 ( 神 / 伝 説 の 守護 者 の カル ト ) 
oss に それ ぞ れ の 職業 ) 


別 の 引用 : 
「… 彼 ら の メン バー は 、 よ り 目 的 と 単なる 生産 的 な 目標 の た め に 「 生 涯 に わた “て 


っ て 」 経 済 的 相互 関係 に 基づく も の で は な く 、 共 通 の 儀式 
団結 し て いた 
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旦 帝 


世界 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


私 た ちの 世界 観 と 、 一 時 的 な 世界 に 存在 する すべ て の 虚偽 と の 間 に 非常 に 多く の 違い 
が 生じ て いる 根本 で は な い に し て も 、 そ の 根源 の 1 つ は 、 今 で は 誰 も が 知っ て いる よう 
に 、 平 等 の 問題 で す 。 に 

イワ ン : ア レク サン ドロ ヴィ ッ チ ・ イ リン の 言葉 を 引用 : 


正義 が 求め る も の - 平等 ws 不平 等 ? 


正義 、 つ まり 究極 の 真実 を 支持 する こと は 、 次 の こと を 要求 し ます 。 
その 真実 の 性 質 に よる と 不平 等 で ある の に 対し 、 私 た ちの 散 は 何ら か の 形 で 平等 を 信じ 
て いま す 。 私 た ち は そ れ を 批判 し まし た 
平等 の 問題 は 広範 に 及 ん で いる が 、 そ れ に 関し て 言う べき こと は ほとん ど な い 、 
し か し 、 私 た ち は 、 私 た ち が 行 っ て いる こと の 全 範 囲 を 真 に 検討 し た こと は あり ませ ん 。 
支持 、 つ まり 不平 等 。 

大 き な 皮 肉 な こと に 、 現 代 人 は 自由 を 切望 し て お り 、 
同時 に 絶対 的 な 権力 を 恐れ て いる の で 平等 を 要求 し ます 。 
それ が 自由 へ の 道 で あり 、 フ ァ シ スト を 全体 主義 者 と し て 非難 する な ら 
すべ て の 自由 を 奪う 凶悪 多 。 そ れ は 皮肉 な こと で す 。 
彼ら の 理想 の 世界 は 、 本 当 の 形 で の 自由 を 許さ な い 
私 た ちの 世界 観 が 唯一 の 道 を 支持 する の に 対し 、 自 由 は まっ た く 存 在 し ませ ん 。 
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世界 の 皇帝 


実際 に 存在 する こと が で きる 。 平 等 社会 で は 、 人 の 権利 は どこ で 終わ る の か 
他人 の 始ま り (そし て 今日 は すべ て 自分 の 感情 に つい て で す ) そし て あな た は 
相互 に 共存 する 多数 の 個別 の 原子 的 な 個人 が 存在 する 
監禁 と 拘束 - みん な が 同じ よう に 詰め 込ま れ て いる と き 
イワ シト 、 誰 か に ぶつ か ら ず に 肩 を 曲げ る こと は 誰 も で き な い 
他 の 人 の 肩 を 殴っ た り 、 目 を 突き 刺し た りす る こと さえ あり ます 。 誰 も が 平等 に 
お 互い の 奴隷 で す 。 

私 た ちの 時 間 社 会 の 理想 は 帝国 、 帝 国 で す 。 
言葉 の 本 当 の 意味 で 、 自 由 が 存在 で きる の は 、 
それ は 不平 等 で あり 、 し た が っ て 階層 で す 。 彼 ほど 自由 な 人 は いな い 
絶対 的 な 力 を 持っ て いま す 。 な ぜ な ら 、 真 に 自由 に な れる の は 1 人 だ け で あり 、 し た が っ て 体 を 自由 
に する こと が で きる か ら で す 。 不 平等 の 中 で 、 人 は 自由 その も の と な る 。 こ れ は 
世界 の 皇帝 、 宇 宙 の 支配 者 。 


これ は 普 編 的 な 定規 の イメ ー ジ を 思い 出さ せま す 。 

(チャ クラ ヴァ ル テ ィ ン )、 文 字 通 り 「 動 か な い ス ピン 」 を 意味 する 
ナー 「 草 誰 の 」 と は 、 レ グ ナ ム と 命令 され た 東 輪 を 中 心 に 動 cux 表現 

す 人 物 を 指し ます 。 

宇宙 。 


エヴォ ラ の 本 を 読む こと を 強く お 勧め し ます 異教 の 帝国 主義 章 
理解 し や すい た め 、 こ の 主題 に 特 化 し て いま す 
そし て 、 彼 ら に も っ と 宣伝 的 な フレ ア を 与え ます 。 
他 の Evola テキ スト と は 対照 的 に 、 幅 広い 読者 に と っ て 楽し い 内 容 で す 。 
2 「 権 力 に よる 階層 制 - 世界 の 征服 」 

この よう に 、 帝 国 、 隙 級 制度 、 自 由 は 本 質 的 に すべ て の 中 心 で ある 皇帝 
と 結び つい て いま す 。 こ こ に 持っ て こ な け れ ば な り ま せん 
一 時 的 な 指導 者 と 古代 の 皇帝 の 間 に は 何ら か の 違い が ある 
世界 。 時 代 の 支配 者 は 「 初 代 」 の よう な 称号 し か 望む こと が で き な い 。 
それ ぞ れ の 国 と 帝国 、 そ の 統治 の 息子 」 ま た は 「 最 初 の 使用 人 」 
し か し 世界 の 皇帝 は 、 時 間 的 な 力 と 精神 的 な 力 の 両方 を 持っ て いる た め 、 時 間 的 な 問題 を 
は る か に 超え た 何 か で す 。 こ れ ま で の トピ ッ ク を 念頭 に 置く と 、 次 の よう に な り ま す 。 


世界 の 皇帝 は 絶対 に そう で な けれ ば な ら な いこ と は 自明 の こと で ある 
超越 性 を 達成 し た 人 。 
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彼 は 物理 的 側面 と 形 面 上 学 的 側面 の 両方 を 支配 する 力 を 持っ て いま す 。 
人 生 。 こ れ は 本 質 的 に 地上 の 神 で す 。 以 前 の 記事 で 、 今 日 ある 人 が いか に し て 超越 
を 達成 し た か 、 つ まり 人 間 で ある か に つい て 述べ まし た 。 
時 間 の 上 で は 、 時 間 的 な 事柄 に 関与 する より も 、 そ の 上 を 歩く 可能 性 が 高く 、 私 た ち 
の 世界 観 の 時 間 的 な 現れ が 生じ た 場合 、 そ の よう な 人 々 が 発生 する 可能 性 が 高い 
と も 述べ まし た 。 
一 時 的 な 事柄 に 関与 する こと 。 世 界 の 皇帝 
単に 一 つの 社会 や 国家 を 統治 する の で は な く 、 世 界 全 体 を 統治 する 人 物 で あり 、 
従っ て この 世 の 統 治 者 は すべ て 彼 の 召使 で も ある の で す 。 
世界 の 皇帝 は その 力 に よっ て 識別 され ます 。 
世界 観 は 常に 精神 に 根ざし て いる か 、 絡 み 合っ て いま す 。 こ こ が 
「 力 が 正しい 」 と いう 理解 が 真 の 正当 休 を 獲得 する の で は な く 、 
when might は 物質 的 手段 の み で 解釈 され ます が 、 
まず 精神 と 同一 視 さ れる 。 し か し 、 そ れ 以 外 の 場合 は 同じ 原則 が 適用 され ます 。 パ 
ッ ク さ れ た イワ ン シ の 缶詰 に 肩 を 落と す の は 誰 で し ょ うか ? 
自分 の 意志 と 自由 を 他人 に 押し 付け る 者 は 誰 で も 、 
彼 が 自分 の た め に 肘 の スペ ー ス を どれ だ け 確 保 し た か に よっ て 定義 され ます 。 誰 
か が な ん と か 彼 を 止め て 、 た と え 制 限 さ れ て いて も 自分 の スペ ー ス の た め に 戦っ た 
昌 合 、 二 人 は 対立 点 に 達し 、 ど ちら か が 
行き 詰まっ て お 互い の 奴隷 に な る か 、 ど ちら か が 奴隷 に な る か 
完全 に 支配 し 、 自 分 だ けが 真 に 自由 で ある こと を 証明 する 
実在 物 。 
これ が 実際 に 階層 が 形成 され る 方 法 で あり 、 一 部 の 階層 は 今 で も 存続 し て いま す 。 
肘 に 少し 余裕 が あり 、 他 の 人 は も う 少 し 余裕 が あり ます が 、 歩 ける の は 1 人 だ け で す 
周り に いて 、 他 の 人 を 彼 の 進路 か ら 押し の け て 、 す べ て を 手 に 入れ て くだ さい 。 も ちろ ん これ 
これ は 、 現 代 人 が 階層 を どの よう に 見 る か に 似 て いま す 。 
抑圧 な どの 概念 、 言 い 換え れ ば 、 自 分 の 正当 な 立場 に 不満 を 持っ て いる 人 と し て 。 
現実 に その 存在 は 、 
真 に 自由 な 人 は 社会 に 有機 的 な 秩序 を 与え 、 す べ て の 人 を 助け る 
自分 の 本 当 の 居場所 を 見 つけ 、 幸 福 と 方 向 仁 を 達成 し ます 。 
か つて は 世界 岳 に な る 候補 者 が た くさ ん いた と 思わ れ ま す が 、 世 界 は も っ 
と 広く 、 彼 ら は 
お そら く 彼 ら は 肘 を こす り 合わ せ た こ と は 一 度 も な か っ た で し ょ うし 、 
し た が っ て 、 そ の 役割 は 真 の 範囲 果たさ れる こと は あり ませ ん で し た 。 今 日 、 私 た ちの 世界 
それ は は る か に 小さ いも の で あり 、 今 で は 地球 上 の 神 の よう な も の か も し れ ま せん 
世界 皇帝 の 到来 に よっ て 現実 と な る 、 
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彼 の 優位 性 が 彼 の 権力 の 基礎 で ある が 、 単 な る 一 時 的 な 支配 者 の 性 格 
で ある 彼 の 権力 が 彼 の 優位 性 の 基礎 で は な い 。 私 は 、 時 を 超え た 男 が 
国家 その も の 、 人 種 そ の も の な ど に な る まで 、 あ ら ゆ る も の を 内 面 化す 
る 方 法 に つい て 述べ まし た 。 世 界 の 皇 は それ で ある が .J 形 面 上 学 的 な 
法則 を 時 間 法 に 顕現 する 人 物 で も あり 、 し た が っ て 帝国 その も の 、 国 家 
その も の で あり 、 「 私 は 道 で あり 、 私 は 真理 で あり 、 私 は 生命 で ある 」 
と 言え る 唯一 の 人 で ある 。 言 うま で も な く 、 多 く の 人 が 超越 を 志す こと 
が で きま す が 、 そ の 能力 (フラ ン シ ス ・P・ ヨ ッ キ ー の 言葉 の 意味 で の 運 
命 ) を 本 質 的 に 持っ て いる 人 は ほとん どい ませ ん が 、` 世 界 の 皇 に な る 
こと は 誰 も が 志す こと は で きま せん 。 1 つ 。 


ここ で は 、 私 が Evola か ら 読ん だ 内 容 と と も に 、 私 自身 の 推測 を 
少し 加え て いま す 。 こ れ に つい て は 、 彼 の 本 を 参照 し て くだ さい 。 世 
聖杯 の 謎 界 皇帝 の 到来 は 、 彼 が 眠り か ら 目 覚め る (人 
間 の 形 、 ア バタ ー と いう 新しい 顕現 を 見 つけ る ) か 、 戻 る べき 王国 を 
与え られ る (枯れ た 帝国 の 樹 が 再び 開花 する と き ) と き に の み 起 こ 
り ま す 。 こ の こと は 、 聖 杯 の 神話 が 最も 重要 視 さ れ て お り 、 各 地 の さ 
ま ざ ま な 神話 を 通じ て 言及 され て いる 本 の 中 で 広範 囲 に 取り 上 げ ら 
れ て いま す 。 私 が 考え た の は 摂政 列 の 富 意 で あり 、 世 界 皇 の 不在 
下 で 統治 する 人 物 で あり 、 実 際 に は 一 時 的 な 統治 者 に 過ぎ ず 、 あ る 
い は お そら くそ れ よ り も さら に 劣る 超越 的 な 統治 者 で ある が 、 理 由 に 
より その よう な シナ リオ は 起こ り そ う に な い 。 す で に 過去 に 言及 し ま 
し た 。 宮 話 は 次 の と お り で す 。 


国王 は 去り (眠っ て いる 、 負 傷 し て いる 、 ま た は 失 中 し た ) 、 悪 党 た ち 
が クー デ タ ー を 起こ し て 王国 を 占領 し まし た (内 乱 、 奴 隷 の 反乱 、 平 等 の 確 
立 、 近 代 世 界 の 台頭 ) 、 し か し 忠実 な 者 た ち は ま だ いま す (見 えな い 軍 隊 、 
その 現代 の 代表 は ファ シス ト ) か ら 王 冠 (真実 私 た ちの 世界 観 ) ま で 。 国 王 
に 忠実 な 人 々 を 旗 の 下 に 結集 させ 、 王 の 名 の も と に 王国 を 取り 戻す た め に 
は 、 摂 政 導 (ヒト ラー、 ム ッ ソ リー ニ 、 モ ズリ ー、 コ ドレ アヌ な どの よう な ファ 
シス ト の 指導 者 を 思い 浮か べ て くだ さい 。 時 間 に 抗う 男 の よ うな 指導 者 ) が 
来 な けれ ば な り ま せん 。 彼 ら の 中 に 、 国 家 や 運動 を 率い て いる か どう か に 関 
係 な く 摂政 で ある こと を 見 て くだ さい ) な ぜ な ら 、 国 王 が 戻っ て くる た め に は 、 
彼 が 戻っ て くる 王国 が 必要 だ か ら で す (私 た ちの 世界 観 の 一 時 的 な 明示 を 
先導 する た め の 私 た ちの 闘争 ) 。 彼 が 帰っ て きた ら 
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これ ら の 摂政 は 彼 の 下 の 階層 の 一 部 と な り 、 そ れ ぞ れ の 国家 の 第 一 奉仕 
者 と し て 、 彼 に 代わ っ て この 世 の 指 導 者 と し て 統治 し ます 。 


この 記事 の 目的 は 、 不 平等 が 私 た ち が 支 持 する 根本 概念 の 1 つ で あ 
る 程度 を 示す こと に あり まし た 。 こ れ は 、 ほ と ん どの 人 、 特 に 初心 者 に と っ 
て は 依然 と し て 圧倒 され る 概念 か も し れ ま せん が 、 私 た ち は あ まり 考え 
ず 、 た だ 平等 を 非難 する だ け で す 。 そ れ は 良い こと で す が 、 上 記 は その 側 
面 に 関す る 私 た ちの 世界 観 の 全容 を 示し て いま す 。 論 理 的 な 結論 に た ど 
り 着く こと で 、 私 た ち が 何 の た め に 戦う の か に つい て 、 よ り 包 括 的 な 理解 
を 得る こと が で きま す 。 
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人 種 戦 争 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


より 基本 的 で 親しみ の ある も の に 戻り ます が 、 私 が よく 話す いつ も の テー マ や 
影響 が 含ま れ て いま す 。 人 種 戦争 は 避け られ な い 。 

現代 世界 は 、 私 た ち が 支 持 する 世界 の 有機 的 な 階層 的 ビジ ョ ン に お い 
て 、 自 分 た ちの 正当 な 立場 に 満 定 で きず 、 自 分 より も 優れ た 者 た ち に 慎 悩 し た 
人 々 の 反逆 の 結果 で す 。 面 白い こと に 、 ほ と ん どの 現代 人 は 政治 や 経済 の 利 
益 に つい て 話す の が 好き で 、 そ れ ら が 唯一 の 推進 原理 で ある と 考え て いる の 
に 、 平 等 が 利益 で も あっ た こと に つい て は 盲目 的 に 行動 し 、 今 で は それ を 固有 
の 価値 と し て 売り 込 も うと し て いる だ け で す 。 面 白い けど 予想 通り 。 平 等 は ヒ 
エラ ルキ ー の 下 の 段 階 に 立つ 人 々 の 利益 な の で 、 そ れ は 固有 の 価値 で は あり 
ませ ん が 、 利 益 に 基づい て 機能 する 世界 観 に 完全 に 適合 し ます 。 彼 ら は 、 自 分 
た ち が 構 築 する 虚偽 に 何ら か の 固有 の 正当 仁 を 与え る た め に 、 こ の 利益 に つ 
いて 自分 自身 に 嘘 を つく だ け で す 。 し か し 平等 を 単なる 利益 と し て 提示 する 
と 、 突 然 そ の 価値 が 疑問 視 さ れ ま す 。 


し か し 、 一 時 的 な 事柄 に お ける 階層 構造 が 破壊 され て も 、 奴 隷 は 依然 と 
し て 奴隷 の まま で あり 、 上 司 が 優れ て いる の と 同じ よう に 、 そ れ が 本 質 的 な 性 
質 で ある た め 、 欠 け て いる の は それ を 反映 する 有機 的 な 秩序 だ け で す 。 そ の 結 
果 、 奴 隷 た ち は 本 当 に 幸せ で は な く な り ま す 。 
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少な く と も 今 の と ころ は 、 ま だ 何 か が お か し いと 感じ て いて 、 揺 く こ と も で き な い 
か ゆみ を 感じ て いま す が 、 よ う や く 安 心 感 を 得る た め に 必要 な 再 認識 に どん ど 
な ん 近づい て いま す 。 

フェ ミニ スト や 公民 権 運動 が どれ だ け 努 力 し て も 、 彼 ら が 追求 し た の は 自 
然 に 影響 を 与え な い 一 時 的 な 問題 だ け で し た 。 そ こ で 次 に 来 た の は 、 ア ファ ー マ 
ティ ブ ・ ア クシ ョ ン の よう な え こ ひい き に よっ て 事態 を 平準 化し よう と する 試み だ 
っ た 。 し か し 、 葉 巻 は まだ だ めで す 。 繰 り の 返し に な り ま す が 、 こ れ ら は 政策 で あり 、 
本 質 的 に 劣っ て いる 人 を 本 質 的 に 優れ て いる 人 と 同等 に する わけ で は な いか ら 
で の 。 

そこ で 今日 彼ら は 人 々 に 内 在 す る 何 か が ある こと に よう や く 気づき まし た 
が 、 そ れ で も それ を 社会 的 、 時 間 的 問題 と 結び 付け て いま す 。 そ うし な けれ ば 彼ら 
自身 の 闘争 が 非 合 法 化 さ れ て し まう か ら で す 。 彼 ら は 特権 と いう 概念 を 思い つき 
まし た 。 そ れ が 彼ら の や り 方 な の で す 。 本 質 的 な 違い が 自然 に 根ざし て いる こと 
を 認め ず 、 む し ろ 社 会 的 な 影響 に 根ざし て いる こと を 認め る こと 。 白 人 の 特権 は 、 
人 種 の 違い と 人 種 の 階層 を 認め ます が 、 世 界 に 固有 の 性 質 は 認め ませ ん 。 同 じ 男 
性 原理 や 痩せ 型 / 健 常 者 特権 を 適用 し て も よい が 、 あ ら ゆ る 形態 の オカ マ 特 権 に 
関し て 言え ば 、 そ れ は 退化 を 擁護 し て いる だ け だ 。 


その 結果 、 社 会 的 : 時 間 的 な 変化 が 新た に 起こ り ま す 。 
暴徒 の 世界 に 対す る 要求 (自分 た ちの 本 当 の 立場 に 不満 を 持っ て いる ) と 、 自 分 
た ちよ り 優れ た 者 た ち が 存 在 す る と いう 自然 秩序 が 存在 する と いう 事実 に 対す 
る 彼ら の 感受 性 を 妨げ る も の を すべ て 押し つぶ そう と する た め に 、 彼 ら の 上 位 
者 に 対す る 積極 的 な 恥辱 が 組み 合わ さっ た 。 

し か し 、 私 た ちの 種族 に お ける 変質 者 の 数 が 明らか に 増加 し て お り 、 最 近 出 
回 っ て いる ベー タオ カマ の 量 を 考慮 し て も 、 こ れ さ えも 長く は 続か な いで し ょ 
う 。 重 要 な の は 、 自 然 秩 序 の 類似 点 は まだ 残っ て お り 、 し ば らく は 残る 可能 性 が 
最も 高い が 、 平 等 を 獲得 する 唯一 の 方 法 は 平等 を 獲得 する こと で ある と い 3 う 論理 
的 結論 に 最終 的 に 到達 する まで 、 そ れ が 鳥 合 の 衆 を 際限 な く 昔 立 た せる こと に な 
る と いう こと だ 。 た と え 彼 ら が その よう に 表現 し た り 、 そ れ が すべ て 社会 的 (つま 
り 時間 的 ) に 基づい て いる と いう 彼ら の 信念 と 一 致す る よう に それ を 何ら か の 嘘 
で 正当 化し た りす る こと は 決し て な いと し て も 、 上 位 者 を 完全 に 排除 し 、 奴 隷 だ 
けが 残る こと を 許可 する ) 事 務 。 


し た が っ て 、 レ ー ス 戦争 の 必然 性 、 唯 一 の 問題 は 誰が 最初 に それ を 開始 す 
る か で す 。 彼 ら は 上 記 の 正当 全 を 理由 に そう する だ ろう 
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人 種 戦 争 の 必然 性 


ある い は 私 た ち 、 そ し て 私 た ちの 理由 は 単なる 人 種 戦争 を は る か に 超え て い 
ます が 、 誰 が 始め よう と 、 そ れ が 私 た ち が 巻 き 込 まれ る 紛争 の 中 心 的 な 柱 の 
1 つ に な る で し ょ う 。 

人 種 戦争 は 避け られ な いも の で あり 、 そ れ が 私 た ちの 公 的 な 物語 の 一 
部 で す 。 そ れ が 避け られ な いと 言う こと が 、 法 的 に 人 種 戦争 を 始め た いと 言 
う の と 同じ で は な いか ら と いう だ け で な く 実際 に それ が 私 た ち が 向 か っ て 
いる 場所 だ か ら で す 。 そ し て これ は 、 同 様 に 避け られ な い 人 種 戦争 に つなが 
る 他 の すべ て の 要因 か ら 切 り 離 され た 議論 で す が 、 移 民 や イス ラム 教 の 普 
及 な ど 、 私 た ち も よ く 知っ て いる 他 の 観点 か ら も 切り 離さ れ た 議論 で す 。 ヨ ー 
ロッ パ で は レコ ン キ スタ 十字 軍 、 ア メリ カ で は フリ ー。 フ ォ ー・ オ ー ル の 狂乱 の 
形 で 、 未 来 派 の 未来 主義 者 た ち が 行 く 手 に ある も の すべ て を 平ら に し 、 何 か 
新しい も の が 成長 する 余地 を 作る た め に 非常 に 破壊 的 な 闘争 を 主導 し な け 
れ ば な ら な い だ ろ う 。 そ の 後に 起こ る か も し れ な いこ と は 、 人 種 戦争 と いう よ 
り は むし ろ 、 私 た ちの 世界 観 の 世界 全体 に 対す る 聖戦 と な る で し ょ う 。 


し た が っ て .、 最 後 の 闘争 に つい て の ちょ っ と し た ファ シス ト 神 話 の よう 
な 物語 を 構築 する と し た ら 、 次 の よう に な り ま す 。「 ロ ー プ の 日 」 は 、 必 然 的 に 
レコ ン キ スタ 十字 軍 と 未来 主義 革命 に 成長 する 人 種 戦争 の 始ま り を 示し ま 
す 。 そ れ は その 後 、 見 え ざ る 軍隊 、 ワ イル ド ・ ヒ ア に よる 征服 十字 軍 へ の 道 を 
切り 開き 、 一 時 的 な 全体 主義 秩序 を 確立 する こと に な る が 、 そ の 後 、 新 た な 黄 
金 時 代 の 到来 を 示す 有機 的 秩序 の 回 復 と と も に 道端 に 倒れ る だ ろう 。 。 


も ちろ ん 、 こ の 神話 に は 他 に も 考え られ る 要素 が あり ます が 、 そ れ ら は よ 
り 変 数 と し て 現れ ます が 、 す べ て の 戦い で 勝利 の 旗 を 掲げ て いる 限り 、 上 記 
の シナ リオ は 所 与 の も の で す 。 こ の 闘争 は 避け られ な い 。 な ぜ な ら 、 そ れ は 彼 
ら か 私 た ち が 始 め る こと に な る か ら で あ る 。 重 要 な の は 、 私 た ち が そ れ を 最 
後 ま で 見 届け る 準備 が で き て いる と いう こと だ 。 
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次 の 飛躍 へ 


lay f th Rnpg 


F ョ oit 口 ら volution, tart of the Hac Var, on thi= day 
Fa ョ si revolt= will begin, Confrontin ロ the 選 yterm ョ nd 貴 ac 
TraitOr 品 im ロロ wGT Ou 上 in th ODG ロ , Gi 上 hh DrernDtiv 己 
triK 己 O i ロ Fr 呈 DO ロ 己 tO th inevit 上 aDl ら OPDEn = ョ ult On 
へ ry ョ ロ / ツ hit 呈 口 己 ロ | 己 Dy 〇 上 エロ 己 [ 「C 己 呈 in 〇 ロロ 上 〇 己 モ ョ Dli5h rl 
*G ロ uality* by lirminatin ロ the forrm@r. 


Ra War 


Inevitable confliCt that 訪 bhe logical Conoluion of rmnodern 
politic Of _ rmultiCulturaliFm,。 も Ol ら Eran ロ C 己 コロ ロゴ irmrmi ロ natiO ロ . VVith 
て he detruction Of the ysterm on ロ a ョ y of the HoOpe て th 
COnfiC も 。 wil hift toO ロ gfinitiv 己 口 aC ら Da COnfliC セ 
Wh らら ロロ On に ビ ョ 呈 ij 己 も 呈 will 王 briv 呈 tO hold thein ロ nOund ョ コモ horm 呈 
ロゴ forrm th fnmont in Of も h 己 DPO ョ dr COnfliC. 


Rnnnuista 


ビ ョ ョ ロ i 呈 も bgin takin ロ bacok thin へ ryan ハ WVhit horn ら la ロロ, 
uhin ロ Out by ョ ny ロロ 中 rm 呈 8nS ョ ny raoial ali ら Bn= on thir 
戸 ロ Il. The front line= =5=tablihed durin ロ the Face Var begin 
to shift i ロ girection thas wvil push out | force= of 
〇 ロロ 〇 BSitiOn . 


Tntalitarian/Anarphist nerind 


With th ysterm destroy ら 品 8n ゴ Fasci5t= in Control Of て thin 
hornl ョ nd ヨコ DP[OC ほ = Of OntruotiOn rmay begin. In ビビ unO ロ 
て hi will も < 己 コ TO て コロ i 選 ロ ヨロ ロロ OB ヨロ until nvv ロロ 己 ロ tiO ロ 
i 戸 |B ゴ セロ 上 ご コロ ロ 己 上 uat 己 th ロロ na ョ niC 注 て tat wi 上 hOu 
n ら E Of a Totali 上 in ErnuCtur 己 . In へ thi5 rmay tak 己 ヨロ 
へ ロロ ョ nchi 呈 セ ヨロ ロロ ロ ヨ Ch も ha wvill drmand trib ョ 引 ヨロ ロ PO ョ Ch セロ 
buildin ロ Ormnethin ロ 己 v ョ an ロゴ Orga ョ nic frorm th ョ =h@. 


hnlden Amg 


Wi ロ 己 W ロロ 己 ら tiOn rmnr ロ in ロロ , Eh 直上 ヨロ im エロ CEUF 是 王 
will fl ョ way to give way for the rganic tate, that wvil 
like ら wi ョ ri frorm the ョ 5=he= Of th へ na ョ rohit コロ DrOa ョ Ch. へ 
new 8 ロ 巳 Of Diritual DO ほ DGrity rmn ら Br ロ e. Jew cyole be ロ in. 
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アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


7 


私 た ち を 現代 人 、 リ ベラ ル 派 、 文 化 的 マル クス 主義 者 か ら 隔て る 重要 な 点 の 1 
つ は 、 私 た ちの 価値 観 が 実際 に どの よう に 位置 づけ られ て いる か と いう こと で 
す 。 現 代 世界 で は 、 人 々 は 自分 の 信念 や 価値 観 を 銅 の よう に 外部 の 参照 点 に 依 
存 し て いる が 、 フ ァ シ スト の 信念 や 価値 観 は 理想 的 に は 内 部 に 埋め 込ま れ て 
いる と 考え られ て お り 、 こ れ は 各 フ ァ シ スト が 彼 自 身 の 価値 観 の 発せ られ る 源 
で ある こと を 意味 する 、 と 彼 は 述べ た 。 フ ァ シ ズム は 歩き 、 話 し 、 そ の 内 な る 核 
で 行動 し 、 与 えら れ た 状況 で どの よう に 行動 する か を 自分 で 決定 し ます が . 現 
代 人 は 善悪 を 判断 する た め に 外部 の 情報 源 に 完全 に 依存 し て いま す 。 


私 は 過去 に 、 こ れ が 行動 と 外部 の 価値 観 と の 間 の 衝突 で ある PTSD の 原 
因 で ある 可能 性 が ある こと を 指摘 し まし た 。 外 部 の 何 か に 対し て 受動 的 な 主 
体 で ある こと は 、 ス ピリ チュ アル な 見 解 を 含め 、 現 代 世 界 に 関連 する ほとん ど 
すべ て の も の に 墓 延 し て いま す 。 逆 に 、 フ ァ シ スト は 私 た ちの 信念 の 核心 が 組 
み 込 まれ て いる た め 、 常 に 積極 的 で す 。 


これ が 意味 する の は 、 私 た ちの 価値 観 は より シン プル で 直接 的 で あり 私 
た ち に は 罪 自 体 は あり ませ ん が 、 何 が 真実 で 何 が 偽り で ある か を 理解 し 、 そ の 
区 別に 基づい て 特定 の 状況 を 判断 する と いう こと で す 。 


82 


Machine Translated by Google 


方 法 、 目 標 、 道 徳 化 


そし て 、 虚 偽 で 不当 な も の を 正す た め に 必要 な あら ゆる 措置 を 講じ ます 。 一 方 、 現 
代 人 は 外部 ソー ス に 完全 に 依存 し て いる た め 、 外 部 ソー ス は より 具体 的 で 、 事 前 
に すべ て を 決定 する 必要 が あり 、 し た が っ て 道徳 と 道徳 化 の 問題 に 行き 着き ま 
す 。 


伝統 的 な 教え で は 、 道 徳 は 特定 の 目標 を 達成 する た め の 一 時 的 な ツー ル に 
すぎ な いと 考え られ て いま す 。 現 代 で は 、 道 徳 は ある 程度 、( 少 な く と も ファ シス ト 
の 価値 観 と 比較 し た 場合 に は ) マ イク ロマ ネジ メン ト の 一 形態 で あり 、 人 が 何 も 
決め る 必要 が な く な る ほど で ある 。 殺 人 は 原則 と し て 常に 間違っ て いま す 。 そ れ 
が 現代 の 考え 方 の 仕組 み で あり 、 法 律 と し て 守る べき 道徳 的 な 公式 を 手渡 され て 
いま す (そこ に ヒュ ー マ ニ ズム が 不可 欠 な 添加 物 で ある こと は 、 明 ら か に この 意 
見 を 押し 進め る の に 役立ち ます ) 。 フ ァ シ スト の 考え 方 で は 、 殺 人 は 道徳 的 で も 
非道 徳 的 で も な く 、 間 違い で も 正しい で も な く 、 単 な る 道具 に 過ぎ ませ ん 。 そ の 用 
途 は 私 た ちの 内 な る 核 に よっ て 決定 され 、 そ の 用 途 を 決定 する の は 私 た ち 自 身 に 
任 さ れ て いま す 。 殺 人 が 間違い を 正 し 、 真 実 を も た らし 、 虚 偽 を 破壊 する た め に 
使用 され る の で あれ ば 、 そ れ は 正義 で す 。 人 が 逆 の 結果 を も た ら す 可能 性 が あ 
る な ら 、 そ れ は 不当 で す 。 た だ し 、 そ の 場合 に 限り ます 。 な ぜ な ら 、 尊 人 を 使っ て そ 
の 不正 義 を 書き 換え る こと も で きる か ら で す 。 ヤ ン キ ー た ち は こ れ を 、 銃 の 所 有 に 
関す る 彼ら の 長い 歴史 的 議論 と 「 銃 は 人 を 殺す の で は な い 、 人 が 人 を 殺す 」 と い 
う ス ロー ガン 全体 と 並行 ささ せる こと が で きる が 、 そ れ は 大 ま か な 話 で あり 、 銃 の 所 
有 の 詳細 に は 立ち 入ら な いよ うに し よう 。 こ の 主題 を 取 り 上 げた の は 、 問 題 と な っ 
て いる 基本 原理 を より よく 描写 する た めで す 。 


まさ に これ が 、 現 代 人 が 自分 た ちの 世界 観 全 体 を 左右 する 外部 の 基準 点 と 、 
現実 の 世界 で 起こ り 理 解 に 反する シナ リオ を 調和 させ る こと が で き な い こと か ら 
生じ る 間 題 を 抱え て いる 理由 な の で す 。 兵 士 が 殺害 し 、PTSD を 患う こと は すでに 
例 と し て 挙げ られ まし た 。 も う 一 つの 素晴らし い 例 は 、 ロ ッ ク ウ ェ ル が 、 何 千 、 何 百 
万 人 が 殺さ れる 爆弾 を 見 つけ る た め に テロ リス ト を 捕 間 し な けれ ば な ら な いと い 
う 架 空 の シナ リオ で 、 平 和 主 義 者 の クソ 野郎 を 追い 詰め 、 彼 を 扶 間 する こと は 一 人 
の 男 を 捧 間 する 選択 で ある こと を 雌 犬 に 示し た と きだ ろう 。 彼 を 捧 間 し な いと いう 
こと は 、 そ の 数 千 人 を 負 す と いう 選択 を し て いる こと に な る の で 、 彼 女 は 何ら か の 


形 で 平和 主義 の 道徳 原則 を 破る こと に な る 。 
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問題 と な っ て いる 問題 は 、「 自 分 が し て ほし いよ うに 人 に 接し な さい 」 と いう 卑 
な 「 黄 金 律 」 の 公式 に 部 分 的 に 要約 する こと が で きる 。 そ れ は 下 伝 さ 、 利 己 主義 、 
そし て 自己 保存 に 訴え ます 。 「 私 が 望む よう に 扱わ れ た いで すか ?2 」 そ う で すね 、 
私 は 本 当 に よく 扱わ れ た い の で す 、 な ぜ な ら 私 は 私 の こと が 好き だ か ら で す ! す で 


に あな た の 選択 と 行動 が 示さ れ て お り 実際 の 積極 的 な 選択 は 省略 され て いま す 。 


これ の ファ シス ト 版 は 、 何 か が 違う も の に な る だ ろう 。「 他 人 が あな た を 、 あ な た が そう し て 
きた か 、 あ る い は そう する だ ろう と 同じ よう に 扱う こと を 期待 せよ 」。 こ れ は 2 つの こと を 意味 し ま 
す 。1 つ 目 は 、 他 人 を どの よう に 扱う か を 決定 する 権利 が 与え られ て いる た め 、 当 社 の 中 核 的 価値 
観 に 基づい た 積極 的 な 選択 と 意思 決定 を 維持 で きる こと で す 。 そ し て 、 あ な た の 行動 に 対し て 他 
の 人 が どの よう に 反応 する か を 教え て くれ ます 。 あ な た が 誰か を 殺 そ うと し た 場合 彼ら が あな た 
を 負 そう と する こと を 期待 し て くだ さい 。 あ な た が 誰か を 助け よう と する な ら 、 あ な た は 彼ら か ら あ 
る 程度 の 優し さ を 期待 する こと が で きま す 。 そ れ は 大 し た こと で は な いか も し れ ま せん し 、 あ な 
た が 彼ら に 提供 する 優し さ に 比例 する も の さえ な いか も し れ ま せん が 、 あ な た は その 分 岐 点 で 
彼ら が あな た と どの 位置 に いる か を 知っ て いま す 。 


私 が この よう な こと を 取り 上 げ る 理由 は 、 私 た ち が 常 に この ルー ル に 従っ て 運 
営 し て いる わけ で は な いか ら で す 。 私 た ち は 今 で も 現代 思考 の いく つか の 側面 に 後 
戻り し て いま す 。 な ぜ な ら 、 私 た ち は こ の 世に 生ま れ て き て 、 必 然 的 に これ ら の 事柄 
の 多く が 最も 基本 的 な レベ ル に 固執 し て お り 、 常 に それ を 揺るが すこ と は で きま せ 
ん 。 な ぜ な ら 、 そ れ を 表面 化す る 必要 が ある か ら で す 。 そ うし な いと 、 背 景 に 隠れ て 
し まい 、 そ れ が 私 た ち に どの よう な 影響 を 与え る か わか り ま せん 。 


白人 の 虐殺 に つい て 泣き 言 を 言う 人 は 皆 、 こ の 問題 の 結果 で す 。 


「 ア フリ カ 人 の た め の ア フリ カ だ が 、 白 人 国家 は すべ て の 人 の た め だ 」 と 泣き 言 
を 言う 人 は 皆 、 こ の 問題 の 結果 だ 。 
ドレ ス デ ン 、 ホ ロ ド モ ー ル .、 共 産 主義 者 の 弾圧 に つい て 泣き 言 を 言う 人 は 皆 、 こ 
の 問題 の 結果 で す 。 
ノル ウェ ー 人 の 十 代 の 若者 を 殺害 し 、 国 家主 義 の 目的 に 「 反 する 」 行 為 を し た 
と し て ブレ イ ビ ク を 非難 し 始め た 人 は 皆 、 こ の 問題 の 結果 で ある 。 


まあ 、 こ の 傾向 は 「 穏 健 」 で あろ うと する 罪 を 犯し た 人 に よく 見 られ ます が 、 当 
面 の 問題 は 、 屋 さ ず に 穏健 の ふり を する 人 に も 見 られ ます 。 


な ぜ ? 
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彼ら は 道徳 化 を 始め る か ら で す 。 
胃 9 を 達成 する た め の 手 段 、 手 段 と し て 大 量 虐殺 を 支持 する の で あれ ば 、 た と え そ れ が 自分 に 不利 
な こと で あっ て も 、 他 人 が それ を 使用 する こと に つい て 不平 を 言う こと は で きま せん 。 


強制 労働 収容 所 の 利用 を 支持 する の で あれ ば 、 他 の 人 が 労働 収容 所 を 利用 し て いる こと に 文句 を 
言う こと は で きま せん 。 

手段 と し て の 暴力 を 支持 する の で あれ ば 、 他 人 が 暴力 を 使う こと に つい て 文句 を 言う こと は で きま 
せん 。 

な ぜ な ら 、 そ れ が 持ち 出さ れる た びに 、 そ れ は 現代 人 、 彼 ら の 血 の 姿 む よ う な 心 、 道 徳 、 そ し て 被害 
者 複合 的 な 思考 に 典型 的 な や り 方 で 持ち 出さ れる か ら で す 。 上 原則 的 に 悪い こと で ある か の よう に 言う の で 、 
偽善 者 で ある よう に 見 えま す 。 こ れ は 、 よ り 単純 な 考え を 持っ た 大 衆 向け の プロ パガン ダ ツ ー ル と し て その 
よう な 泣き 言 を 必要 と し て いる と いう こと で 部 分 的 に 説明 で きま す が 、 特 に 彼ら が その よう に 機能 し て い 
る 場合 は そう で す が 、 あ な た 自身 が それ を 信じ て いて 、 そ れ を 誠実 に 議論 と し て 使用 し て いる 場合 あな た 
は 本 当 に 優秀 で す 偽 善 者 。 


私 た ち が 望 む 社会 の 構築 に と っ て 危険 で ある と 考え る 分 子 を 根付 か せる た め に 、 一 時 的 な 抑圧 的 な 
シス テム を 作り 出す こと は で き な い で し ょ うか ? そ うす る こと で 、 私 た ち は 真 実 と 正義 を 前 進 さ せる こと が 
で きる か ら で す 。 私 た ち は 、 虚 偽 と 不正 義 の 統治 を 解体 し よう と する 者 を 寄せ 付け な いよ うに する た め に 創 
設 さ れ た 抑圧 的 な 制度 に 反対 すべ き で し ょ うか ? 私 た ち は そ うす べき で ある だ け で な く 、 そ うし な けれ ば 
な り ま せん 。 し か し 、 私 た ち が 反 対し な い の は その 方 法 で す 。 私 た ち は そ の 目標 に 反対 し ます 。 


反対 の 方 法 は 道徳 化 に 根ざし て お り 、 有 要約 す る と 「 不 公平 だ 、 そ ん な こと は で き な い 、 そ れ が で きる の は 
私 だ け だ !」 と いう こと に な り ま す 。 あ る い は 、 敵 に 期待 すべ きも の に 対し て リベラ ル 的 な 涙 を 流す こと も あ 
る 。 

サミ ー と の 議論 の 中 で 、 私 た ち が こ こま で 至っ た の は 、 私 た ち 二 人 が どの よう に し て リベラ ル な プロ 
パガン ダ を さま ざま な 角度 か ら 疑 問 視 する よう に な っ た の か と いう こと で す 。 私 は 共産 主義 者 と し て 出発 
し 、 弾 圧 に 関す る 反 ス ター リン 主義 の 主張 の 誤り を 暴く こと を 研究 する こと で 、 皮 肉 な こと に 、 私 に 何 を 疑 
間 視 する た め の 窓 を 与え て くれ まし た 。 彼 は ナシ ョ ナリ ズム 、 フ ァ シ ズム 、 ホ ロコ ー ス ト に つい て 語っ た が 、 
彼 は ナシ ョ ナリ ズム 、 フ ァ シ ンズ ム 、 ホ ロコ ー ス ト か ら 出 発し 、 そ れ が スタ ー リ ン 政 権 に つい て 言わ れ て いる 
こと を 疑問 視 す る 機会 を 与え た 。 私 た ち は 、 問 題 と な っ て いる より 大 き な 問 題 の この 特定 の 例 を 、 世 の 中 の 
多く の ナシ ョ ナリ スト / フ ァ シ スト に 対す る 基本 的 な 批判 の 中 で 要約 し まし た 。 
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キク た ち は ヒ トラ ー と ホロ コー スト に つい て 嘘 を つき 、 嘘 を つき 続け ます が 、 ス ター リン に 関す 
る 彼ら の 情報 は 100% 正 確 で す ! 」 

ある い は 、 そ の プロ パガン ダ 版 で ある パブ リク ・ モ ロ ゾ フ の 物語 を 考え て み ま し ょ よう 。 
私 た ち は 、 実 際 に 何 が 起こ っ た の か で は な く 、 大 衆 化し た プロ パガン ダ の 前 提 を 議論 し た い だ け で 
ある た め 、 そ の 信 害 性 や 、 そ の 内 容 が どの 程度 真実 で ある か を 確認 する た め に 行わ れ た 調査 に は 立 
ち 入 り ま せん 。 プ ロ パ ガン ダ の 話 を 要約 する と 、 次 の よう な 基本 的 な メモ に な り ま す 。 献 身 的 な 共産 
主義 者 の 子供 が 、 反 共産 主義 者 で ある と いう 理由 で 親 を 国 に 売り 渡す と いう こと で す 。 


この 話 が 「 共 産 主義 の 悪 」 に 関す る 議論 で 取 り 上 げ ら れる こと は めった に な い が 、 実 際 に この 話 が 
取り 上 げ ら れ 、 一 部 の 国家 主義 者 は 家族 の 価値 観 を 台無し に する も の で あり 、 こ れ が どれ ほど ひど 
いこ と で ある か を 主張 する 。 さ て 、 こ こ で 質問 が あり ます : 私 た ち が 権 力 を 掌握 し 、 フ ァ シ スト 社会 

の 設立 を 妨げ る すべ て の 要素 を 根絶 し よう と し た 後 の 初期 の 数 年 間 、 そ の よう な 要素 を 支援 し た と 
し て 両親 を 報告 し た 子供 を 私 た ち は 敬 遠 し ます か ? 彼 は 私 た ちの 見 解 や 価値 観 に と っ て 英雄 な の 
で し ょ うか 、 そ れ と も 家族 の 価値 観 を 台無し に する ファ シズ ム が 悪 で ある こと を 示す 一 例 な の で し ょ 
うか ? 


ブレ イ ビ ク の 例 は 、 ず っ と 前 に 私 た ち 全 員 が 合意 に 達し て きた も う 一 つの 明確 な 側面 を 示し て 
お り 、 こ れ は 、 前 述 の 現代 思想 に 真っ 向 か ら 対立 する 私 た ちの 核 と な る 見 解 の 1 つと 密接 に 関連 し 
て いま す 。 つ まり 、 私 た ち は 尊 人 が 犯罪 で ある と は 考え て いま せん 。 そ れ は 了 原理 的 に 間違っ て お り 私 
た ち は す べ て の 人 間 の 命 が 神 聖 で ある と は 信じ て いま せん 。 


これ は 私 た ち 自 身 の 人 々 に も 当て は まり ます 。 彼 ら が 血 の つ な が り が ある か ら と いっ て 、 真 実 と 正義 
が 勝利 する た め に は 排除 され な けれ ば な ら な い 国 家 の 癌 に な り 得 な いと いう 意味 で は あり ませ ん 。 
で は 、 ブ レイ ビク は 英雄 だ が 、 堕 落し た 親 を 裏切る よう な 子供 は 英雄 で は な いと いう こと か ? 


これ に は 別 の 側面 が あり ます - 私 た ち は 敵 か ら 私 た ちの 方 法 を 取り 入れ まし た 。 ム ッ ソ リー ニ 
は レー ニン か ら 学 び 、 ヒ トラ ー は 戦っ た 共産 主義 者 か ら 学び 、 火 に は 火 で 戦っ た 。 こ こ で の 問題 は 、 共 
産 主義 は 歴史 と 思想 が どの よう に 発展 し た か の 自然 な 産物 で あり 、 そ れ は 時 代 の 産物 で あり 、 し た 
が っ て 時 間 的 現実 と 最も 調和 し て お り 、 時 間 の 中 の 力 で あっ た と いう こと で す 。 私 た ちの 理想 は 時 
代 を 超え て いま す が 、 私 た ちの 方 法 は 私 た ち が 生 き て いる 時 代 に 応じ て 変わ り ま す 。 な ぜ な ら 、 私 た 
ち は 時 間 に 対 する 力 だ か ら で す 。 常 に 追い つく た め の 最 善 の 方 法 は 、 時 間 に 最も 調和 する 力 の 方 法 を 
分 析 し て 適応 ささ る こと で す 。 時 代 。 方 法 は 道徳 的 で は な いか ら 
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ある い は 、 現 代 の 考え 方 が 考え る よう に 、 原 則 と し て 常に 非道 徳 的 で あり 、 そ れ ら は 単 
に 使用 され る 武器 また は ツー ル に すぎ ませ ん 。 

私 た ち は こ こ で 、 目 標 が 手段 を 正当 化す る と いう マキ ャ ベリ の 議論 全体 に 行き 着 
きま す が 、 あ る 著者 ( 彼 の 名 前 を 思い 出し た い の で す が 、 私 が 書か な けれ ば な ら な か っ 
た 論文 の た め に 彼 の マキ ャ ベリ の 分 析 を 読み まし た ) は 正当 に も 明確 な 点 を 述べ まし 
た : 「 偉 大 な 目標 は 手段 を 正当 化す る 」 手 段 '。 
面白 いこ と に 現代 人 は マキ ャ ベリ を 批判 する の が 好き で す が 、 自 分 自身 は 「 目 標 は 手 
段 を 正当 化す る 」 と いう 公式 を 、 最 も あか ら さ まな 方 法 で は な く 、 他 の 用 語 を 使っ て 使 
っ て いま す . 実 際 、 こ の 原則 は お 人 金 が 目的 の 場合 に 最も よく 機能 し ます 。 目 標 は 、 原 則 で 
は な く 、 そ の 目標 を 達成 する た め の 応 用 に お いて 、 あ る 行動 が 正義 で ある か 不当 で ある 
か を 決定 し ます 。 つ まり 、 大 き な 目 標 は 正義 と し て 行動 を 正当 化し 、 つ ま ら な い 目 標 や 
誤っ た 目標 は 行動 を 不当 な も の に し て し まう の で す 。 


原理 的 に 暴力 を 泣き 叫ぶ の が 現代 の 考え 方 で す 。 そ れ は 、 人 々 が 誰 で ある か に 関 
係 な く 、 人 々 の ひど いや り 方 や 虐待 に つい て 泣き 叫び 、 被 害 者 コン プレ ックス を 高らか 
に 持ち 上 げ 、 自 分 が し て ほし いよ うに 他 の 人 た ち に 接する よう すべ て の 人 に 求め て 自己 
利益 を 訴え よう と し ます 。 面 白い こと に 、 彼 ら は 私 利 私 欲 の た め に も それ を 行っ て いま 
す 。 こ れ は 戦場 を 避け よう と する 卑 信 者 の 考え 方 で す 。 


私 た ちの 考え 方 は 、 こ れ ら に 対し て より 原則 的 で スト イッ ク な 考え 方 で す 。 私 た 
ち は 、 自 分 自身 が その よう な 方 法 を 使用 する の で あれ ば 、 そ の ひど い 方 法 に つい て 泣き 
ませ ん し 、 誰 が どの よう な 治療 を 受け る に 値する か を 差別 し ます 。 英 が 私 た ち を 攻撃 し 
た と き 、 私 た ち は 泣き 言 を 言い ませ ん し 、 そ れ が いか に 非 人 道 的 で ひど いも の だ っ た 
か を 嘆く こと も あり ませ ん 。 必 要 に 応じ て 、 同 等 か それ 以上 の 威力 で 反撃 し ます 。 こ れ 
が 戦場 に お ける 戦士 の 心構え だ 。 


剣 で 撃た れ た か ら と いっ て 、 そ れ を 持っ て いる 男 が 卑劣 だ と いう 議論 の 余地 は な 
いし 、 同 様 に 、 ド レス デン 爆撃 も 同盟 国 が 卑劣 だ と いう 議論 の 余地 は な い 。 現 代 の 考え 
方 を 混乱 させ た り 、 そ の 核心 的 価値 観 と の 矛盾 に 直面 させ た りす る た め に 、 プ ロ パ ガ 
ンダ に 訴え か ける 場合 に は 、 プ ロ パ ガン ダ の 役割 を 果たす こと が で きま す が 、 こ の 場 
合 、 自 分 自身 の プロ パガン ダ を 実際 に 信じ る の は 許し が た いこ と で す 。 問 題 の 核心 に 
対す る 態度 の 違い 。 泣 き 言 を 言っ た り 、 被 害 者 コン プレ ックス に 陥っ た りす る 場所 は あ 
り ま せん 
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モー ド と は 戦場 を 避け て 快適 な 享楽 的 な 生活 を 送り た い 卑 者 の レベ ル ま 
で 身 を か が め る こと を 意味 し ます 。 

誰 々 の リベラ ル な 愚痴 は 、「 だ か ら 何 ? 」 と いう 当然 の 反応 を 得る 。 し か 
し 、 自 分 で その カー ド を 出し 、 別 の 答え が 与え られ る こと を 期待 する 人 も いま 
す 。 間 違っ て いる 。 「 白 い 虐 殺 」 - 「 だ か ら 何 ? 」 英 が あな た を 全滅 させ よ 
うと し て いる こと に 驚い た り 、 泣 き 言 を 言う の は や め て くだ さい 。 あ な た 自身 の 
私 利 私 欲 か ら 彼 の 私 欲 に 訴え な いで 、 す で に 反撃 し て くだ さい 。 私 た ちの 目標 
の た め に 何 か 違 うこ と を し な いな ら 、 ス ター リン を 指し て 泣き 言 を 言う の は や 
め て くだ さい 。 パ ブリ ク が 両親 を 避 倒 し て いる と 叫ぶ 男 に な っ て 、 ブ レイ ビク 
を 「 自 国民 を 殺し た 」 と 非難 する 男 に な っ て は いけ な い 。 な ぜ な ら 、 ど ちら も 同 
じ 考 え か ら 来 て いる か ら だ 。 


内 な る 核 に 頼っ て 、 何 が 真実 か 偽 か を 判断 し 、 目 標 に 到 半 する た め の 方 
法 を 選択 し 、 そ れ を 道徳 的 に し な いで くだ さい 。 ま た 、 そ の 目標 に 向かう 途中 で 
経験 する 抵抗 力 を 道徳 的 に し な いで くだ さい 。 
押す こと が 押し 寄せ て くる の で 、 そ れ を 期待 し て 、 も し 転ん で も 「 彼 が 私 を 押 
し て くれ た ! 」 と 泣く の で は な く 、 立 ち 上 が っ て 押し 続け て くだ さい 。 う わ 一 、 誰 
も 聞い て いな い 、 も ちろ ん 敵 も いな いか ら だ 。 こ れ は 彼ら に 対す る 私 た ちの 優 
位 性 で す 、 私 た ち は そ の よう な こと で は 泣き ませ ん 。 そ れ を 期待 する 。 
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アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


これ は 、 少 し 前 に ベン ジャ ミン と 会 話し た 後 、 少 し 考え た こと で す 。 私 は も と も と 未来 
主義 を アメ リカ ・ フ ァ シ ズム の 唯一 の 有効 な 方 向 條 と し て 提示 し 、 最 近 で は それ を ナ 
チ ス の 情熱 の 特定 の 方 向 作 と し て 話し まし た 。 


米国 の 場合 アメ リカ ン 未 来 派 ワ ー ク ショ ッ プ が すべ て を 物語 っ て いま す 。 取 り 
組む も の 、 頼 る も の は 何 も あ り ま せん 。 そ れ を 引き ずり 下ろ し 、 白 紙 を きれ い に 拭 き 、 
灰 の 中 か ら 有 機 物 を 成長 させ まし ょ う 。 

革命 と 歴史 の 循環 的 ビジ ョ ン の 文脈 で は 、 状 況 が 悪化 すれ ば する ほど 、 そ し て 
失う も の が 増え れ ば 増え る ほど 、 私 た ち は よ り 自 由 に 、 よ り 極 端 な 方 法 で 行動 する よ 
うに な り ま す 。 守 る も の が な いな ら 攻 撃 す る し か な い 。 私 た ち は 、 信 頼 で きる 真 の 国 
家 的 、 文 化 的 、 民 族 的 背景 を 持つ ファ シス ト と し て 、 そ れ ぞ れ の 国 の 文化 と 文明 を 保 
持 し て お り 、 最 終 的 に は それ ら が 次 の サイ クル まで 生き 残る こと を 望ん で いま す 。 
実際 、 そ れ が 私 た ちの 閣 争 の 主要 な 理由 の 1 つ で す -gle は 、 必 然 的 に 絡み 合う 生物 学 
的 お よび 精神 的 な 理由 か ら 人 種 と 人 種 の 純度 を 守る だ け で な く 、 次 の リバ イ バ ル 
の 先導 を 急い で いる 真実 の 擁護 者 で も あり ます 。 で も 、 カ ー テ ン が 閉 ま れ ば 近づく ほ 
ど 、 
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進歩 は ほとん ど な い 、 有 崩壊 が 始ま る に つれ て 必然 的 に さら に 行動 する こと に な る 

まず 文化 と 文明 を 引き 像 き 、 次 に 人 種 、 最 後に 引き 像 く 

それ 自体 が 真実 が どれ だ け 真 実に 許さ れる か に 影響 を 与え る だ ろう 

次 の サイ クル で 輝き ます 。 時 間 が 減れ ば 減る ほど 、 よ り 自 由 に 無謀 に 行動 で きる よう に な り ま す 。 


あら ゆる レベ ル で 真実 を 支持 する こと が いか に 重要 で ある か に つい て 述べ まし た が 、 
個人 か ら 国 家 、 文 明 や 人 種 な ど 。 私 た ちの 国家 と その 真実 に 奉仕 する こと で 、 私 た ち は 究 極 の 真 
実 と 
同じ こと が 人 種 や その 他 の 側面 に も 当て は まり ます 。 私 は また 、 世 界 観 に と っ て 時 間 的 な 政治 と 
歴史 を 混乱 させ る 危険 性 に つい て も 話し まし た 。 
自体 。 こ れ ら すべ て を 念頭 に 置い た 上 で 、 私 た ち は ど の 程度 の 文明 を 本 当 に 保存 すべ き な の か 、 
と 考え な けれ ば な り ま せん 。 私 た ち が 確 立 し た よう に 、 歴 史 や 時 代 的 な 事柄 が 私 た ちの 世界 観 
を 構成 する も の で は あり ませ ん 。 
な ぜ な ら 、 そ れ は 非 物質 的 な も の で あり 、 し た が っ て 時 代 を 超越 し た も の だ か ら で す 。 
世界 は 変化 し 、 衰 退 す る 可能 性 が あり ます 。 し た が っ て 、 こ こ で その 理解 に 従う な ら 、 私 が 言い 
た い の は 、 寺 院 の レン ガ を 引き 継ぐ こと と 、 聖 な る 聖火 を 引き 継ぐ こと を 混同 する こと は で き な 
いと いう こと で す 。 
その 中 で 点灯 し ます 。 国 家 の 真 実 も 同様 に 非 物質 的 で す が 、 国 家 は その 物質 的 な 現れ で す 。 こ 
れ は 私 が 最初 に 読ん だ ウス トリ ヤ ロ フ に 戻り ます 。 
私 が エヴォ ラ を 研究 する より も 前 に 、 彼 は エヴォ ラ の 愛国 者 が どの よう に 行動 し た か に つい て 書い て いま し た 。 
ロシア 帝国 は 、 実 際 に は ロシア 自身 が 救 わ れ て いた に も か か わら ず 、 そ の 特定 の 歴史 的 表明 の 
た め の 戦 い を ロン シア 自 身 を 救う た め の 戦い と 誤解 し た 。 


元気 に 生き て いま す が 、 前 進 し て いま す 。 「 そ し て 宇宙 に 溶け 込ん だ ロシア が 立ち 上 が る 」 
また スペ ー ス か ら 。 新 し い 顔 (愛国 者 、 彼 ら は 彼女 新しい ドレ ス 。 そ し て 悪い の は それ ら で す 

を その 中 に 認識 し ませ ん 。 それ は 、 彼 ら が 口先 だ け で 彼女 を 
讃え 心 で は 讃え な か っ た こと を 意味 し ます 。 それ は 彼ら だ け を 意味 し ます 
彼女 の 本 質 で は な く 、 外 見 を 尊重 し た の で す 。」 の 重要 な メッ セー ジ は 、 


この 紅 は 、 私 の 最近 の トピ ッ ク の 言葉 に 置き 換え る と 、 国 家 の 真実 も 非 物質 的 で あり 、 建 物 や 

美学 、 国 旗 や 記念 碑 と は 結び つい て いな い 、 非 物質 的 で ある た め 、 社 会 の 中 で 生き 続け る 可能 

性 が ある と いう こと で す 。 

異な る 物質 の 現れ : 「 赤 い 旗 は 冒 流 で すか ? 」 

冬 宮殿 、 - 赤い 旗 を 正当 化 た は ま 逆 に 、 冬 宮殿 は 輝い て いま すか ? 

し ます か ? 「 イ ンタ ー ナ ショ ナル 」 は 不浄 な も の で 冒 済 し て いる の か 

スパ スキ ー 門 を 鳴ら し て くだ さい 、 ス パ 玩 時 一 門 は 新しい 意味 を 与え ます か 、 風 の クレ ムリ ン の 息 
吹 を 持つ 「 イ ンタ ー ナ ショ ナル 」 で すか ? す る つも り で す 一 方 、 


引用 は 重要 な 例 の み を 使用 し て いま す が 、 有 要点 を 理解 し て いま す 


90 


Machine Translated by Google 


破壊 、 再 構築 、 再 定義 


精神 が どの よう に 生き 続け る の か 、 炎 が どの よう に 受け 継が れる の か に つい て 。 
ボル ・ シ ェ ヴ ィ ズ ム に 関す る ウス トリ ヤ ロ フ の 見 解 の 特定 の 例 に は 立ち 入ら な いよ うに し まし ょ う 。 こ れ は 私 
が 以前 に 表明 し た も の で あり 、 必 要 に 応じ て その 話題 が 取り 上 げ ら れる か も し れ ま せん 。 


この トピ ッ ク を 人 種 の 問題 に 適用 する と 、 次 の よう に な り ま す 。 
浄化 と 新しい 人 間 の 形成 に 関し て 、 目 標 は 
当初 意図 され て いた イタ リア の ファ シス ト 人 種 主義 。 
私 が 言い た い の は 、 ど うし た ら 壊 れる こと を 恐れ る こと が で き な い か と いう こと で す 
過去 と の つなが り 。 私 た ち が 過 去 と 呼ぶ も の は 、 時 間 の 相対 的 な 認識 に 基づい て いま す 。 私 た ち 
の 人 生 に 比べ れ ば 、 多 く の こ と が 過去 に な っ て いま す が 、 
し か し 、 私 た ち が 歴 史 の 中 で 私 た ち 自 身 の 時 代 に 近づく ほど 、 
私 た ち が 見 る 真実 、 そ し て さら に 重要 な の は 、 ど ん な に 遠く て も 、 
その 過去 の 近く に ある の は 、 物 質 世界 の すべ て で す - 本 当 に 重要 な の は 、 
私 た ちの 世界 観 は 時 代 を 超え て いま す 。 そ れ は 過去 に 隠さ れ て いる わけ で も な く 現在 に 欠け て いる 
わけ で も な く 未来 に 輝い て いる わけ で も な く 、 た だ 「 存 在 す る 」 の で す 。 い つも 。 
本 当 の 問題 は 、 そ れ が どれ だ け 内 容 を 把握 し て いる か と いう こと で す 
し か し 、 そ こ か ら 5 混乱 が 生じ ます 。 重 要 性 の 法則 は 変更 可能 で あり 、 変 更 する 必要 が あり ます が 、 
私 た ち は し ば し ば 本 質 を 誤解 し ます 
時 間 的 、 物 質 的 歴史 的 、 お そら く 常 に 私 た ちの 世界 観 の 唯一 の 現れ で ある は ず の も の で す が 、 そ 
れ ら は あり 得 ま せん 
定義 に より 。 そ し て 、 私 た ち は 歴 史 の 循環 的 ビジ ョ ン に 同意 し ます が 、 
し た が っ て 、 い くつ か の こと が 再発 する と 予想 され ます が 、 そ れ は その 場所 で の み 発 生 し ます 
時 間 も 強 制す る こと は で きま せん 。 何 ら か の 理由 で 君主 制 を 復活 させ た いと 願う 人 々 (君主 制 を 
復活 させ る こと で 歴史 的 な 国家 か ら 理 想 的 な 状態 を 取り 戻す こと が で きる と 考え る 人 々 の 方 が 
さら に 悪い ) 
特定 の 美学 と 風味 を 完璧 に コピ ー し た 過去 ) 
強制 で き な い も の を 強制 し よう と する 。 君 主 制 は 可能 性 が ある 
再び 来 て くだ さい 。 た だ し 、 こ の 世 の 法 則 が それ を 許す 場合 に 限り ます 。 
彼ら は 無関係 で あり 、 そ う で は な い 時 代 に 運命 づけ られ る こと を 余儀 な くさ れ て いま す 
し た が っ て 、 現 在 も 存在 する 君主 制 が 、 一 時 的 な 問題 だ け で な く 、 私 た ちの 世界 観 に と っ て も ま 
っ た く 和 無関係 で ある 理由 が わか り ま す 。 た ぶん 、 
も っ と 昔 に は 、 フ ァ シ スト が 王政 を 擁護 する 理由 は 、 多 く の 人 が そう で あっ た よう に まだ あっ た 
が 、 今 日 で は この 擁護 は 何 の 根拠 も 持た な い 。 
私 た ち に と っ て の 正当 性 。 
ファ シス トイ タリ ア と ナチ ス ド イ ツ は それ ぞ れ 過去 を 振り 返っ た 
そし て 彼ら を 引き 留め る 一 時 的 な 政治 に よっ て 抑圧 され た 
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し か し 、 そ れ に は も っ と 理由 が あり 、 彼 ら は 事実 上 私 た ちの 世界 観 の 古い マニ フェ スト と 世 
界 観 の 間 に 橋 の よう な も の を 構築 し た の で す 。 
新しい 。 今 日 私 た ち に は 過去 を 受け 入れ る 余地 は ほとん ど 残 っ て いな いか も し れ な いし 、 明 日 に は それ は 完全 
に 道端 に 倒れ て し まう か も し れ な い 。 私 は 上 の 男 が どう や っ て 行動 する か を 説明 し まし た 
彼 は 私 た ちの 生き 生き と し た 表現 者 で ある た め 、 時 間 は すでに 勝利 し まし た 。 
世界 観 。 彼 の 中 に は 、 究 極 を 構成 する すべ て の 真実 が 組み 合わ され て いま す 。 
実 の と ころ 、 彼 に は 物質 的 で あれ 、 一 時 的 な も の で あれ 、 彼 を 拘束 する 束縛 は あり ませ ん 。 
また は それ 以外 - 彼 に は 炎 の た め の 物 質 的 な 神殿 は 必要 あり ませ ん 
実 の と ころ 、 彼 は その 神殿 な の で す 。 彼 は 本 当 に 国家 を 必要 と し て いな い 、 彼 は 
国民 。 彼 に は 本 当 に 人 種 は 必要 な い 、 彼 は 人 種 な の だ 。 そ れ ら の も の は 彼 の 中 に 結晶 化し て 
いる の で 、 彼 か ら 取り 除く こと は で きま せん 。 
究極 の 真実 に 触れ た 真 我 。 の 中 に 
神話 の 謎 、 こ れ も 多 く の 描 写 の うち の 1 つ で す 。 
超越 へ の 右手 の 道 、 太 陽 は 究極 で ある 「 ミ トラ ス が 担い 手 と な る 」 
太陽 の 主権 に つい て 」 
真実 。 
ここ で の ポイ ント は 、 本 当 に 本 質 的 な も の を も う 一 度 伝え る こと で す 。 

私 た ちの 見 解 の 核心 は 繰り の 返し に な り ま す が 、 私 た ちの 闘い が そう で は な いと いう こと で は あり ませ ん 
何ら か の 形 で 軽視 され て いる 、 ま た は その 国家 、 文 化 、 文 明 人 種 
問題 で は あり ませ ん 、 問 題 は あり ます が 、 そ れ は それ が 現れ て いる 限り に お いて の み で す 
それ ぞ れ の より 小さ な 真実 の 中 で 真実 を 理解 し ます 。 同 様 に に そう で は あり ませ ん 
つま り 、 私 た ち は 歴史 上 の 偉人 を 称え る こと は で き な い が 、 そ うし な けれ ば な ら な いと いう こと で す 。 
私 た ち が 私 た ち に 批判 的 で ある の と 同じ よう に 、 過 去 の 一 部 の 人 々 に 対し て も より 批判 的 で す 。 
現在 の 民族 。 そ れ が 本 当 に 意味 する の は 、 私 た ち は そ う で あっ て は いけ な いと いう こと で す 
真実 の 一 時 的 、 物 質 的 な 現れ に よっ て 抑制 され た り 東 縛 さ れ た りす る 
それ は も は や その 目的 を 果たし ませ ん 。 ま た 、 そ れ は 私 た ち が 
あの 廃 壇 の 上 に 再建 する こと は で きま せん が 、 も っ と 多く の 選択 肢 が あり ます 。 
私 た ちの 真 の 本 質 を 創造 する 力 と な る こと が で きま す 。 
闘争 - 真実 。 過 去 の 一 部 を 復元 で きる 限り 、 
新しい 命 を 吹き 込む こと も で きま すし 、 壊 し て 新しい も の を 形作る こと も で きま す 
言葉 の 時 間 的 な 意味 で 。 未 来 主義 は 排他 的 な も の で は あり ませ ん 
アメ リカ の オプ ショ ン 、 ア メリ カ は 決し て 適用 し な い の で 、 単 純 に 適用 し や すい で す 。 
その 基盤 に は 何 も あ り ま せん で し た が 、 
真実 の 瞬間 。 

私 た ち は ま すま す 自 由 に 、 よ り 過激 で 過激 な 行動 を と れる よう に な り ま す が 、 
未来 主義 者 は 深淵 に 近づく ほど 守る べき も の が 少な く な る 
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- その よう な 状況 は 単に 私 た ち が 他 に 取り 残さ れ な か っ た 結果 で す 
オプ ショ ン 。 し か し .、 私 た ち は 今 も 、 当 時 と 同じ よう に 過激 に 行動 する こと を 選択 で きま す 。 
その 状況 で は 、 実 際 に 私 た ちよ り も 多く の お 金 を 節約 で きる よう に な る か も し れ ま せん 
過去 の レン ガ を 持ち 歩く こと に よっ て 。 

以下 は ベン ジャ ミン か ら の メッ セー ジ の いく つか で す 。 私 は 彼 に こう 尋ね まし た 。 
少し 前 に 起こ っ た 最初 の 会 話 を 思い 出し て くだ さい 
論点 を 振り 返る こと で 自分 の 主張 を より 明確 に 表現 で きる よう に する た め 
彼 が 作っ た も の な の で 、 こ の トピ ッ ク の 一 部 と し て 彼 の 視点 を 含め ます 。 
主題 に 関す る あな た の 考察 。 


が あり ます 政治 的 側面 - 過去 は 制 薩 の 中 で 生き て いる 

で 作成 され た 去 に 』 そ し て あな た は 彼ら に 利用 され な ぁ soccsmmmswc< だ 
遇 を 入れ て くだ さい 何ら か の 方 法 で 。 そ れ ら を 利用 し 、 け れ ば な り ま せん 、 と い ぅ 立 
彼ら を 攻撃 し 、 そ れ ら を 容認 する - あな た が 取る 25 場 。 


会 、 軍 隊 、 政 府 、 奉 仕 活動 、 そ し て 
ss 愛国 心 (反射 的 忠誠 心 ) の よう な 道徳 的 制度 は それ ら す べ て を 遅らせ て *wea: 
ます - これ ら す べ て は 独立 し た 主体 で す 。 
れ ら は すべ て 現代 社会 に 採用 され て いま す 。 こ れ は 重要 で す 。 な ぜ な ら 、 私 た ち が 過 
去 に つい て 話す と きだ か ら で す 。 
と し て 議論 する あな た は それ を 育て た の で ロー マ 人 、 ヴ ァ イ キ ング 、 ナ ポレ オン 、 
す 。 共 産 主義 者 で さえ そう する だ ろう 近代 以前 の 私 。 履 歴 の み 
今日 存在 す 協 も の を 適用 する の は 、 
ら が 所 属す る 機関 を 探し て 彼ら を 右 に 見 て くだ さい 
設立 され まし た 。 制 度 を 立て 直し た い 人 君 
主 制 の 廃止 を 支持 する の は 、 そ れ が その 過去 を も た ら す と 彼 が 考え て いる か ら で あ る 。 


現在 は それ が 意味 する も の を 非難 し て いる の で は な く 、 む し ろ 制 度 で 時 間 
が 非難 し て いる の で す 。 


ファ シズ ム 、 と し て 運動 の 目的 は 、 に 

これ ら 他 の 主体 と の 関与 - し か し その 前 提 

は 敵 は 別 と し て 。 単 独 で その 代理 店 を 持っ で 信幸 の 界 格 答 基 づい て 世 それ eocus 
界 を 構築 し た り 、 新 し くし た りす る こと が で 居 わ な 球 Q 糧 の 9 壮 稚 ササ - 偽 娘 め る 新 し 
く 始 め る - ほぼ 同じ で す 。 あ な た が どう 思う か に より ます が 、 8 


議論 は : た と えば 、 さ ま ざ ま な メリ ッ ト に つい て 議論 し て いま すか ? 
治 的 に 効果 的 で ある た め の 右 翼 イ デオ ロ ギ ー - また は 
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再起 動 す る と き に トリ ミン グ を 行う か どう か 、 

トリ ミン グ の 一 部 は 再発 明 。 後 者 は 本 当 に で きる 
有機 的 に の み 起 こる - 私 た ち は す べ て を 注意 深く 監視 する 準備 が で きだ いる 必要 
ある 、 な ぜ そ れ を 囲む 必要 が ある の で し ょ うか ? 過 激 ず ぎる 存在 で す も の = 


私 の 謙 肝 で 0 に 称 な ば 絞ら: 衛 草 機関 持つ ポイ ント 
な 意見 に 近づく こと は 絶対 に 可能 で す 。 
キリ スト 教 の よう な も の を 実際 に 関連 性 ム か ォ ー 
が ある 以上 に 攻撃 する の は ほとん ど 意 味 が あり ませ ん が 、 実 際 に は 関連 性 が あり 
ませ ん 。 


が あり ます づ < 権 威 が な 失 多 関 徐 の 一 冊 で 、 彼 は 新党 の 基礎 と その 伝統 に 基 
な の か 、 そ し て どの よう に し て 無関係 な の か を 2 部 で 回 権威 - 説 明 し て くだ さい - 
倒し て いる 。 

革命 は 可能 性 を 広げ まし た 、 窟 


この トピ ッ ク を ウス トリ ヤ ロ フ 風 に 少し ひね っ て 締め くく り ま す 。 ロ シア 語 で は 
Internationale の バー ジョ ン に は 、Eng に 筑 訳 され る 行 が あり ます (私 は た また ま 好 き で す ) 
lish は 、' を 作成 し ます 私 た ち だ け の 新しい 世界 』 

元 の フラ ンス 語 / 英 語 版 の asit より も ロシア 語 で 表現 され る 方 法 で す 。 
「 世 界 は これ か ら 基盤 を 変え る 』 

私 が 伝え た いこ と と は あま し 関係 あり ませ ん ) - 本 当 に いい で すか ? 

これ も 私 た ちの 目標 で は な いと 言い ます か ? そ し て また ロシア 人 が いる 

言い ます : 。 沈 新 負 いも の は すべ て 忘れ 去ら れ た 古い も の で ある 」 

ヒー ロー も 同じ 物質 か ら 形 成 さ れ ま す 。 
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アナ ー キ ー と 
全体 主義 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


和 


これ は 、 要 点 を さら に 推進 する た め に 私 が 考え た 新しい 物語 に すぎ ませ ん 
以前 の 記事 で 紹介 し た いく つか の 側面 に つい て 説明 し ます 。 あ な た が 持っ て いる 場合 
ファ シズ ム と 無政府 主義 お よび 全体 主義 と の 関係 に つい て は すでに 検討 し て き 
た こと に 気づい た が 、 直 接 言 及 す る の は これ が 初め て と な る 。 
ファ シス ト の 主題 に さら に 光 を 当て る た め に それ ら を 並べ て 置く 
真理 の 現世 社会 を 確立 する こと を 意味 し ます 。 

ある 意味 、 こ れ は 違い を 指定 する 決定 的 な 方 法 で す 
私 が ナチ ス へ の 情熱 と 定義 し た も の に 関連 する 2 つの サブ グル ー プ の 間 で 、 こ 
れ は 時 間 に 対す る あか ら さ まな 力 の 闘い で す 。 そ の うち の 1 つ 
サブ グル ー プ に は それ 自体 の 名 前 を 付け ませ ん で し た が 、 も う 1 つ は 未来 派 と 
し て 指定 し まし た 。 今 回 は も っ と 簡単 な 見 方 を 紹介 し ます 
これ ら 2 つの サブ グル ー プ を アナ ー キ ー と 直接 関連 付け る こと に より 、 
全体 主義 。 

無政府 主義 も 全体 主義 も 私 た ちの 最終 目標 で は あり ませ ん が 、 
目的 を 達成 する た め の 手 段 で す 。 未 来 主 義 、 フ ァ シ スト 社会 へ の 道 
アナ ー キ ー を 通じ て 、 既 存 の 時 間 的 存在 の 消滅 を 要求 する 
社会 物 序 と その 制度 を ゼロ か ら 始 め る た め に 
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次 の 飛躍 へ 


より 有機 的 な 再生 は 、 す べ て の 自然 か つ 有 機 的 な プロ セス を 通じ て 直接 起こ る 可 
能 性 が あり ます 。 
全体 主義 を 通じ た ファ シス ト 社 会 へ の も う 一 つの 道 は 、 機 械 的 国家 リヴ ァ イ 

アサ ン を 利用 し て 、 こ れ ま で 機械 的 手段 に よっ て 強制 され て いた も の に 従っ て デ 
フォ ルト で 行動 する 新 世代 が 成長 する と 剥が れ 落 ち て し まう 保護 外 殻 を 作り 出 
すこ と を 意味 する 。 ト ー タ ルコ ント ロー ル の 。 こ の 方 法 は 、 社 会 牧 序 や その 制度 の 
既存 の 側面 を すべ て 破壊 する 必要 性 を 意味 する も の で は な く 、 ま た シス テム に 

「 侵 入 」 し よう と する こと を 要求 する も の で も あり ませ ん 。 そ れ は 単に 、 そ の 概念 
の 一 般 的 な 意味 で の 社会 革命 を 意味 し ます 。 こ れ は イタ リア 、 ド イツ 、 ロ シア で 起 
こっ た こと で す (ここ で 話し て いる の は プロ セス に つい て で あり 、 誰 が 、 ど の よう 
な 目的 で それ を 行っ た か で は あり ませ ん ) 。 


これ ら す べ て は 、 価 値 観 と 規律 の 内 部 お よび 外部 の ソー ス を 持つ と いう 理解 
を 模 條 する も の で も あり ます 。 人 間 の 状態 が どの よう に 真 の 自己 と 肉体 と の 間 の 
闘争 で ある か に つい て 説明 し まし た 。 自 己 規律 つま り 内 側 か ら 来 る より 高度 な 規 
律 は 、 真 の 自己 の 強い 精神 が 肉体 を 征服 し 、 服 従 さ せ た 結果 で す 。 そ れ は 、 身 体 を 
機能 的 な 道具 と し て 維持 する た め に 必要 な も の を 超え た 、 単 な る 物質 的 な 欲求 
や 欲求 を 否定 し ます 。 


も う 1 つの 種類 の 規律 は 、 外 部 か ら 強 制 さ れる 規律 で す 。 真 の 自己 が 十分 に 強く 
な い 場 合 、 外 力 が 入っ て き て 、 自 分 の 手 で は どう し よう も な い 制 限 を 課す 可能 性 
が あり ます 。 キ リス ト 教 、 イ スラ ム 教 、 お よび すべ て の 宗教 (つま り 、 顕 教 的 な 精 
神 的 教え ) は 、 外 部 の 一 連 の 規則 の 例 で あり 、 道 徳 も また 、 そ の よう な 秩序 を 課す 
手段 の 1 つ で す 。 社 会 レベ ル で は 、 こ れ は 全体 主義 構造 で す 。 以 前 に 議論 し た よ 
うに 、 難 解 な スピ リ チ ュ アル な 教え で ある 私 た ちの 世界 観 は 、 価 値 観 を 内 面 化し 、 
積極 的 な 選択 を 可能 に し ます 。 


結果 と し て 、 ア ナー キー を 通じ た ファ シン ズム は 、 さ ら に 高い 基準 を 要求 する 。 
な ぜ な ら 、 自 然 回 復 プ ロ セ ス の 一 部 と な る すべ て の 人 が 自己 規律 を 持ち 、 自 ら の 
秩序 と 制御 が 内 側 か ら 生 まれ る こと を 要求 する か ら で あ る 。 そ う で な けれ ば 、 役 
ら は 無 価値 で あり 、 そ うし な けれ ば な ら な いか ら で あ る 。 常 に ベビ ー シ ッ ター を し 
て くだ さい 。 し た が っ て ファ シズ ム 
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アナ ー キ ー と 全体 主義 


アナ ー キ ー は より 過激 に な る 可能 性 が あり 、 弱 さ を 容 認 し な いた め 、 新 し く 成 長 する 有機 
的 状態 に は 古い も の の 居場所 は あり ませ ん 
弱者 の 世代 。 
し か し 、 全 体 主義 に よる ファ ンズ ム は 、 
ファ シス ト 社 会 の 一 員 で ある に は 弱い 平均 的 な 庶民 だ が 、 彼 は 
常に シス テム に 束縛 さ れ て 、 自 分 が そう な ら な いよ うに し て いる 
いか な る 形 で あれ 、 彼 が 従う 修復 プロ セス に 損傷 を 与え る 
狭い ライ ン が 配置 され ます 。 全 体 主義 的 アプ ロー チ は 、 適 切な 教育 教え 、 理 解 を 与え ら 
れ た 新しい 世代 を 確保 し 、 何 も せ ず に 生き て いく こと を 目的 と し て いま す 。 


全体 主義 的 管理 の 必要 性 と 古い 世代 を 維持 する 必要 性 
この プロ セス を 妨げ な いよ うに し な が ら 、 
シス テム の 一 部 に な る 。 新 し い 世 代 が 育ち 、 古 い 世 代 が 育つ と 、 
世代 が 消滅 すれ ば 全体 主義 体制 は 解体 され る か も し れ な い 。 

この 状況 で は ユン ガー の アナ ー ク が 再び 頭 に 浮か び 、 
の 新しい 解釈 (真実 に 近い も の ? ) アン アナ オーク 
の か アナ ー キ スト に と っ て 何 な モナ ー ク : ザ ・ モ ナー キス ト 」 と は 、 生じ ます : 
君主 は 君主 主義 者 に 課せ られ た 外部 秩序 の 源 で あり 、 彼 は 君主 が 秩序 の 源 で ある こと を 
必要 と し て いる 。 ア ナル キス ト に と っ て (現在 で は 一 般 的 な 概念 か ら 大 きく 逸脱 し て い 
る ) 
アナ ー キ スト と は 何 か ) ア ナー キス ト は 秩序 が 内 面 化 され て お り 秩序 が 欠如 し て いる 。 
外部 の 情報 源 に よる 秩序 の 押し 付け 、 模 信 さ れる べき も の 。 


さて 、 こ れ は も ちろ ん 、 こ れ が すべ て の 人 に 当て は まる と いう 意味 で は あり ませ ん 。 繰 り 
返し に な り ま す が 、 す べ て の 人 が 自己 規律 で きる わけ で は な いか ら で す 。 
これ ら は 上 位 カ ー ス ト を 必要 と する 下位 カー スト の 人 々 で す 
そし て 存在 する 階層 構造 。 私 た ち は 話 し て いる の で は あり ませ ん 
ファ シス ト 社 会 が 完全 に 優れ た 人 々 で 構成 され て いる の で は な く 、 む し ろ 古 い 世 代 が 世 
界 観 に 根ざし て いる と いう こと 。 
虚偽 、 一 方 新しい 世代 は 、 
真実 の 世界 観 。 上 で 述べ た こと は 単なる 説明 に 過ぎ ませ ん 
ファ シス ト は 次 の いずれ か の 方 法 で ファ シス ト 社 会 を 確立 する た め に どの よう に 行動 する か 
その 2 つの 道 の う ち 。 つ まり 、 ア ナー キー を 通じ た ファ シン ズム の 場合 、 
成長 過程 に ある 下位 カー スト の 人 々 が まだ 存在 する 可能 性 が ある 
新しい 社会 だ が 、 彼 ら の 強 さ は その 中 で の 自分 の 立場 を 受け 入れ る こと か ら 生 まれ る 
それ 。 全 体 主義 を 通じ た ファ ンズ ム で は 、 よ り 低 い カ ー ス ト を 持つ こと が で きる 
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人 々 は いま す が 、 全 員 が 真実 を 受け 入れ て いる わけ で は あり ませ ん 。 つ まり 、 古 い 世 代 が 
まだ この シス テム に 存在 し て いま す 。 

し た が っ て 、 私 た ち フ ァ シ スト に と っ て 、 無 政府 主義 と 全体 主義 は 、 マ ルク ス が 共産 
主義 を 達成 する 前 に 社会 主義 の 必要 性 を 信じ て いた の と 同じ よう に 、 目 的 を 達成 する た 
め の 手 段 で あり 、 過 渡 状 態 で す 。 私 た ち フ ァ シ スト は 、 有 機 的 社会 を 成長 させ る 前 に 、 ま 
すず 無政府 主義 また は 全体 主義 を 作り 出す 必要 が あり ます 。 前 者 は より 大 き な 行 動 の 自由 
を 可能 に し 、 後 者 は 私 た ちの 一 時 的 な 過去 の いく つか の 要素 を 保存 する こと に 対し て よ 
慈悲 的 で す 。 
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功利 主義 者 


私 た ち は 以 前 、 フ ァ シ スト が 善 の 目的 に は いか な る 手段 も 正当 化 さ れる と いう 概念 を どの よ 
うに 固守 すべ きか を 議論 し た 。 こ れ が 何 を 意味 する か と いう と 、 
も ちろ ん 、 正 義 と 自然 牧 序 の 回 復 は 定義 上 「 善 」 で あり 、 そ の 方 法 は 「 善 」 か 「 悪 」 で は な く 、 
単に 「 善 」 か 「 悪 」 か と いう こと で す 。 
ツー ル 。 こ れ を さら に 一 歩 進め て 、 倫 理 は 不可 能 で ある こと に 同意 で きま す 。 
単なる ルー ル の 束 、 ま た は 次 の よう な 原則 と さえ 考え られ ます 。 
「 黄 金 律 」。 す べ て の ルー ル や 原則 は 目的 を 達成 する た め の 手 段 に すけ ぎません 。 

そう は 言っ て も 、 よ く あ る 間違い に 言及 し な けれ ば な り ま せん 。 
この 道徳 の 理解 を 「 功 利 主義 的 」 な も の と し て 説明 する た め に 。 フ ァ シ ズム は 決し て 「 功 利 
主義 的 」 で は な く 、 む し ろ そ の 逆 で す 。 

最近 「 哲 学者 」 を 名 乗る 患 か 者 の 中 に は 、 
倫理 に つい て 理論 を 立て る 人 は 最も 妄想 的 で す 。 功 利 主義 は この 群衆 に よっ て 生み 出さ れ た 
理論 で す 。 

彼ら の 「 分 析 」 は 私 た ちと 同じ よう に 、 次 の こと に 気づく こと か ら 始 まり ます 。 
道徳 的 規則 は 目的 を 達成 する た め の 手 段 に すぎ ず 、 し た が っ て 真 の 倫理 と は 
それ ら の 目的 に つい て 。 し か し 、 そ の 後 す ぐに 、 倫 理 と は 痛み を 最小 限 に 抑え 、 喜 び を 最大 限 
に 高め る こと で ある と いう 結論 に 飛び つい て し まい 完全 に 発達 障害 に な っ て し まい ます 。 
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次 の 飛躍 へ 


そし て 彼ら は 、 金 銭 的 価値 や その 他 の 統計 ツー ル に よっ て 測定 され る 喜び 
と 苦痛 を 定量 化す る 経済 分 析 技 術 を 適用 する こと で 、 備 理 的 概念 を 科学 的 お よ 
ひ 数 学 的 に 判断 で きる と 誇らしげ に 発表 し 続け ます 。 こ の 「 分 析 」 と いう の は 、 


0 、 ど の 政策 が 最も 「 道 徳 的 」 で ある か を 説教 する た め に 使用 され まし た 。 

これ は 完全 に 的 を 外し て お り 、 幼 稚 な まで に 。 
彼ら は 最初 か ら 、 人 生 の 目標 は 快楽 を 最大 化し 苦痛 を 回 避 す る こと で あり 、 す 
べ て の 人 間 は 同等 の 価値 と 配慮 を 持っ て お り 、 物 質 的 条件 が 人 生 の 唯一 の 側面 
で ある と 想定 し て いま す 。 
道徳 的 な 意味 を 持つ 人 間 の 経験 。 同 意 し か ね ます 。 

快楽 と 苦痛 は 善悪 の 最終 的 な 裁定 者 な の で し ょ うか ? そ れ は 
外国 人 の 命 は 道徳 的 に 自分 の 命 と 同 じ 価値 が ある 
血 の つなが り ? 盗 賊 も 聖人 も 同じ ? よ り 人 快適 で 快適 な 生活 を 実現 する た め に 、 
精神 的 な 価値 観 は 捨て 去ら れる べき な の で し ょ うか ? 
より 高い 安全 性 ? 

倫理 に 関し て 難し い 問 題 が ある と すれ ば 、 そ れ は 何 を 決め る か と いう こと で す 。 
「 人 生 の 目標 」 と は 、 そ れ を 達成 する 方 法 を 決め る こと で は あり ませ ん 実際 の ルー ル で は 、 
試行 と 組み 合わ せ た 少 し の 反省 に よっ て 開発 され る 
間違い と 常識 。 

功利 主義 的 な 道徳 は 純粋 に 現代 的 な も の で あり 、 し た が っ て 物質 主義 的 で す 。 
ファ シス ト と は 完全 に 反対 の 人 生 観 
世界 観 。 フ ァ シ スト 議員 は 「 効 用 」 を 最大 化し た く な い 
価値 」( 快 適性 と 安全 性 ) を 重視 し て いま す が 、 自 然 ま た は 安全 性 を 実現 する た め に 機能 し ます 。 
社会 に お ける 神聖 な 秩序 。 

ファ シス ト の 倫理 と は 、 こ の 自然 秩序 と それ が 人 間 問 題 に 及ぼ す 影 響 を よ 
り よ く 理 解す る よう 努め る こと 、 そ し て 人 々 を 自然 秩序 に 導く た め の 役立つ 規則 
や 原則 を 開発 する こと に ある 。 こ れ 
統計 や 金融 分 析 な ど で は 達成 で きま せん 。 
それ は 数 学 的 な 工夫 で す が 、 そ れ は 宇宙 の 永遠 の 原理 に つい て の 限 想 と 再 研究 
に よっ て の み 可 能 で す 。 

この こと は 、 鈍 い 魂 で な けれ ば 十分 に 明らか だ ろう 。 
それ ら の 背後 に ある 精神 を まっ た く 理 解せ ず に 、 古 い 本 や 時 代 遅 れ の 伝統 か ら 
道徳 基準 を 導き 出す 
規格 。 「 神 が X の 本 で そう 言っ た か ら 私 は 盗み ませ ん 」 は 有効 で は あり ませ ん 
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偽 理 ・ そ れ は あな た を 罰する 力 を 持つ 者 (この 場合 は 神 ) を 恐れ て いる 
だ け で す 。 


自由 な 人 、 勇 敢 な 人 は 、 加 せら れる こと を 恐れ て 規範 に 従わ な い 。 フ 
アシ スト の 内 な る 殺 針 盤 は 、 永 遠 の 秩 序 に 基づい て お り 、 た と え 公 正 に 
行動 し た 結果 と し て 永遠 の 地獄 の 国 が 訪れ る と し て も 、 彼 の 行動 を 決 
定 す る だ ろう 。 こ れ が 、「 天 国 の 門 を 襲撃 する 」 と いう こと に つい て 話す 
と き の 意 味 で す 。 
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本 神 


Machine Translated by Google 


睦 誕 、 刻 人 z 
そし て オカ ルト 


アレ クサ ンダ ー・。 ス ラブ ロス 著 


和 失っ た 「 悪 魔 自 閉 主 義 者 」 や 自 諸 症 カ ルト 主義 者 と 、 私 た ちの 世界 観 の 中 で 
実際 に 場所 と 価値 を 持っ て いる 、 し た が っ て 時 々 そう で ある も の の 間 の 違い に 
取り 組む た め に 、 こ の 主題 に 取り 組む こと に し まし た 。 
前 者 の 注意 を 私 た ちの 側 に 引き 寄せ ます 。 私 た ち も 経 験 し まし た 
多く の 悪魔 的 な ファ ンズ ム の 議論 と 09A [編集 者 注 : 参照 ] 
ここ は 悪魔 宗 拝 の オカ ルト 組織 「 オ ー ダ ー・ オ ブ ・ ナ イン ・ ア ング ル 」 で す ] 
時 々 出 て くる の で これ も 対処 し た 方 が 良い か も し れ ま せん 
今 。 さ て 、 こ れ は 主題 の 関係 上 、 実 際 に 立ち 入る の が 難し い ト ピッ ク な の で 、 
どの よう に 分 離す べき か に つい て の み 話 し た いと 思い ます 。 
捨て られ な いよ うに 、 実 際 に 価値 の ある も の を で た ら め に する 
赤ちゃん を お 風呂 の 水 と 一 緒 に 。 そ し て 記録 の た め に 、 私 は 努力 し 続け まし た 
この 記事 は 2 日 間 で 4 回 ほど 書い て は 書き 直す の で 、 最 終 的 に は 
製品 は 期待 で きる ほど 良く あり ませ ん 。 

すでに 説明 し た 基本 を 簡単 に 要約 する こと か ら 始 め ま し ょ う 。 私 
た ちの 世界 観 で は 、 現 実 の すべ て が 世界 と 超 世 界 に 分 けら れ 、 前 者 は 
物質 的 、 物 理 的 、 時 間 的 、 そ し て 超 世 界 で す 。 
計時 、 形 血 上 学 的 、 時 代 を 超越 し た も の で あり 、 変 化 可 能 で す 。 

し て 変わ ら な い 。 前 者 は 後者 の 反映 と し て 存在 し ます 。 
問 の 客 谷 的 か つ 効果 9k 接 角 の 確 で 
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それ ら (世界 と 超 世 界 ) は 、 よ り 高 次 の 世界 の 前 提 で し た 。 
文明 と 生命 の 形 』 - つま り .、2 つの 間 の 接触 は 
黄金 時 代 の 特徴 。 イ ン ボ リュ ーション の 過程 で 、 こ の 連絡 先 は 
完全 に な く な る まで ゆっ くり と ある 程度 まで 減少 し ます 。 
世界 、 つ まり 物質 的 な 現実 だ け を 認識 し 、 そ れ が 特徴 で す 
現代 の 。 こ の 接続 が 切断 され る 時 点 で 、 

「 神 の 死 」、「 ラ グ ナ ロ ク 」 、 ま た は その 他 の 概念 と 呼ば れる こと 
人 類 に と っ て 高 次 の 現実 の 「 死 」 を 象徴 する も の 
その 後 、 私 た ち は 物 質 世 界 の み を 生き 、 経 験 し ます 。「 文 明 は 人 間 の 次 元 に の み 限 定 され 
ます 」、「 す べ て が 始ま り 、 そ し て 」 
天国 、 地 獄 、 栄 光 を 含め て 、 人 間 に よ っ て 終わ り ま す 。 
そし て 呪い 」、「 こ の 世界 に 限定 され た 人 間 の 経験 - 
現実 の 世界 で は あり ませ ん 。」 

次 に 明確 に し な けれ ば な ら な い の は 、 こ の 接触 の 性 質 で す 。 

以前 宗教 の トピ ッ ク の 一 つ で や っ た こと が あり まし た 。 こ こ で 、 難 解 な 性 質 が 作用 し ます 。 
宗教 と 最も 現代 的 な スピ リ チ ュ アリ ズム の 核心 は 、 ス ピリ チュ アル な も の に 対す る 人 類 の 
受動 作 で す 。 
すべ て の スピ リ チ ュ アル な 知識 を すぐ に 入手 で きる も の と し て 提示 し な が ら 、 世 界 に 向け て - 
特定 の 宗教 の 教え の 中 で あな た が 見 て いる も の だ けが 、 あ な た が 得る すべ て で あり 、 あ な た その も の で す 
完全 に その 言い な り で 平等 主義 的 で 順応 主義 的 で す 。 こ れ が エク ス オ テ リズ ム で す 。 一 
方 、 難 解 主 義 は 次 の よう に 定義 され ます 。 
人 間 は 霊 的 な 力 と 直接 接触 で きる だ け で な く 、 
し か し 実際 、 彼 は それ ら を 研究 し 、 予 測 し 、 ナ ビ ゲ ー ト し 、 さ ら に は 制御 する こと も で きま す 。 
可能 な 限り 最高 の 状態 と は 、 こ れ ら すべ て の 力 を 超越 する こと を 意味 し ます 。 
し か し 、 そ れ は 誰 に で も で きる わけ で は な く 、 誰 も が それ を 実行 で きる わけ で は な く 希望 する こと さえ で き な い と いう だ け で は あり ませ ん 
そう する こと は で きる が 、 そ の よう な 教え は 公開 され る べき で は な い 
全員 に 知っ て も ら う た め に は 、 選 ば れ た 少数 の 人 に は 秘密 に し て お くべ き で す 
これ ら の 教え を 実際 に 実践 で きる の は 誰 で すか (啓示 ) 
難解 な 知識 と その 後 の そ れ の 実践 が イニ シ エ ー シ ョ ン と な っ た ) 。 そ の 明白 な 理由 の 1 つ 
は 、 こ れ ら を 許可 する と 、 
その よう な 教え を 正しく 読む こと さえ で き な い 人 は 、 そ れ を 誤解 し 、 誤 解す る で し ょ う 。 ま 
さ に それ が 起こ っ た の で す 。 


人 々 は ほとん ど と 知識 が な く 、 多 く を 話し ます 。 し た が っ て 、 間 違い や 誤解 が 生じ る 可能 性 
が 非常 に 高く な り ま す 。 し か し 、 私 た ち は そ うす べき で は あり ませ ん 
て に 何ら か の サポ ー ト を 与え る どこ に いる の か さえ 分 か ら な い 人 
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秘 教 、 魔 術 、 オ カル ト 


本 当 の 原理 は 存在 し て お り 、 彼 ら に と っ て オカ ル テ ィ ズ ム は ゲー ム や マニ ア の 言い 訳 に 過ぎ と - 
ず 、 ゲ ー ム や マニ ア が ゲー ム の 世界 を 転用 する た め の 言い 訳 に すぎ ませ ん 。 
公開 し ます 。 


顕 教 の 違い を 区 別 する 簡単 な 方 法 の 1 つ 
そし て 難解 主義 は 、 前 者 が 完全 に 信念 に 基づい て いる と いう こと で す 。 
スピ リ チ ュ アル に つい て の 実際 の 知識 が 欠如 し て いる と 同時 に 、 
何ら か の 積極 的 か 経験 的 な 方 法 で それ を 知る 可能 性 は ある が 、 
後者 で は 、 知 っ て いる 人 と 知ら な い 人 の 間 に 溝 が で きま す 。 
次 の よう な 公式 を 使っ た すべ て の 顕 教 の 教え に は 反対 し 、 反 対し ます 。 ' そ れ は 
信じ る より も 、 自 分 は 何 も 知 ら な いと 知っ た ほう が いい 

この 形式 の 精神 的 な 知識 は 知恵 と 呼ば れ 、 科 学 の 世俗 的 な 知識 の 精神 的 な 対応 物 で し 
た が 、 
どちら も 、 そ れ ぞ れ の (精神 的 お よび 物質 的 な ) 分 野 に お ける 積極 的 、 直 接 的 、 系 統 的 か つ 
実験 的 な 知識 に 専念 し て いま す 。 
むし ろ 、. 現 代 科学 は 古代 の 知恵 か ら その 姿勢 を 継承 し て いま す 。 物 質 を 研究 する た め に 科学 
で 行わ れる こと は 、 魔 法 と し て の 知恵 に も 類似 点 が あり ます 、 ま た は 少な く と も それ が 私 が 行 


う 区 別 で す 。 
エヴォ ラ の 本 か ら 読 み 取 れる こと と 、 そ の 序 項 訂 主 肉 に つい て 
の 紹介 魔法 

レナ ト ・ デ ル ・ ポ ン テ 氏 は 、UR グル ー プ の 理解 を 次 の よう に 説明 し ます 。 

「 マ ジッ ク 」 と いう 用 語 は 、 そ の 本 来 の 意味 に 反し て 、 異教 徒 
帝国 主義 エヴォ ラ は この 朋 言 の 背後 に ある 性 質 に つい て 具体 的 に 語り ます 
UR グル ー プ の 
言葉 。 


最初 の タス ク は 、 ssss 自分 自身 の た め に 設定 され た グ ) 了 時 - プ は 、 
(古代 へ の 含意 に 反対 * 定 の 、 ア クティ ブ で 機能 的 な 概念 に 

よう に ) 言 葉 の 魔術 は 、 そ れ カ 輪 ! ジ ャ ー・ ベ ー コ ン に よっ て 知識 の きか は 

上 学 に 帰す る 知恵 に 近い も の て 部 基 描 か れ た 概念 、 つ まり 実践 的 な 形 面 に 


記 ま わし い 「 ス ピリ チュ アル 」 な 実践 か ら は 程遠い 
と て も ファ ッ シ ョ ナブ ル だ っ た 時 代 は 、 俗 悪 な 心霊 術 か ら 、 


疑似 人 道 主 義 神智 学 、 お よび 混乱 し た も の 
そし て 下 等 な 形態 の オカ ル テ ィ ズ ム で ある UR グ ルー プ は 、 


105 


Machine Translated by Google 


ある 人 が 最も よく 知っ て いた か も し れ な コ フ ボ レー ショ ン の も う 一 方 、 ま た は 


い 特 定 の 教え は 、 ま さ に その 情報 源 に 関連 する も の で し た 。 偵察 する た め に - 
伝統 的 な 密教 の 教え 、 

その 原則 に 従 苗 クレ メル ツ 、 誰 の た め の 魔法 

は その 中 ある 雑 さ と いう の は 単なる オ 実証 可能 な シリ ー ズ の 


レム と 具体 的 な 効果 を 伴う 経験 。 魔 法 の 
真実 は 、 そ 札 が 抽象 的 で あっ て も 、 明 白 で ある べき で ある 
具体 的 な 「 達 成 」 に お ける 実証 数 学 的 真理 だ けが 機械 的 に 応用 < 抽象 的 な 
で きる 。 クレ 
メル ツ に よ 槻 ば 、 魔 法 、 ま た は 秘術 の 知識 は 、 自 然 な も の と 神聖 な も の の 2 つの 部 
に 分 か れ て いま す 。 前 者 は 、 原 因 と な る すべ て の 現象 を 研究 し ます 。 
オカ ルト の 性 質 
人 間 の 生体 と 、 そ れ ら を 生体 の 関与 する 手段 の 範囲 に アク セス と 再現 
内 に 収め る 方 法 。 後 者 は 、 霊 的 な も の を 可能 に する 準備 に 専念 し ます 。 と し て 
次 の よう な 方 法 で 修練 者 の 宣 匠 
ss 人 間 と 目 に 見 えな い 優れ た 性 質 と の 関係 
下品 な 目 』。 さ ら に 、 次 の こと を 心 に 留め て お く 必要 が あり ます 。 

「 ポ イン ト ジ ン は 非 前 者 が 終わ り 、 後 者 が 先 を 行く 
常に 難し く 、 し た が っ て 非常 に 難 ヒ 状 意 する 
両方 の 魔法 の 方 向 [自然 が 起こ る こと が よく あり ます 。 
そし て 神 は ] 唱 携 し て 前 進 し ます 。 


一 言 で 言え ば 、 知 恵 と 魔法 は 同義 語 で は な く 、 一 方 は 分 野 で す 。 
も う 1 つ は その 分 野 を 研究 する た め に 必要 な 実践 で す 。 
そし て UR グ ルー プ の マジ ッ ク に 対す る 理解 は 完全 に 一 致し て いた 
古代 か ら の 定義 と と も に 。 ロ ジャ ー・ ベ ー コ ン の マジ ッ ク の 定義 
実践 的 な 形 面 上 学 も この 区 別 と 完全 に 一 致し て いる か ら で す 。 
オカ ルト の 知識 は 基本 的 に は 知恵 の 別 の 用 語 で す 
そし て オカ ル テ ィ ズ ム は 、 こ の 文脈 に お ける マジ ッ ク の 別 の 用 語 で す 。 
これ ら の 分 野 が 自 閉 症 の 根拠 と な っ て いる 理由 は 、 
そもそも 彼ら は 顕 教 に よっ て 悪 の 衝 印 を 押さ れ て お り 、 そ れ は 彼ら が 宗教 に 真っ 向 か ら 反対 
し て いる こと か ら 当 然 の こと で ある 。 
お 互い に 、 そ れ は も ちろ ん 彼ら を エッ ジィ に 見 せ 、 
"いい ね '。 特 定 の 教え と 人 々 の 両方 に 影響 を 及ぼ す 巻き 込み 
大 規模 で あり 、 大 衆 (そし て ハリ ウッ ド ) へ の 暴露 と 相まって 
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何 の 役 に も 立た な か っ た ) 、 秘 儀 参入 者 以外 に は 隠さ れ て いた 資料 が 、 愚 か な 文字 通り 
の 翻訳 誤解 、 物 事 の 混合 と 混同 に つなが り 、 そ の 結果 、 ほ と ん どす べ て の 現代 の スピ リ 
チュ アリ ズム と 先 の と が っ た オカ ル テ ィ ズ ム が 生ま れ ま し た 。 


知恵 や 精神 的 な 知識 と し て の オカ ルト の 理解 は 失わ れ 、 そ れ が 邪悪 で 暗い ホー カ 
ス : ポ ー カ ス か 、 女 性 的 な ニュ ー エ イジ の 母 な る 地球 型 の スピ リ チ ュ アリ ズム で ある と い 
う 概念 に 置き 換え られ て いま す 。 悪 魔 主義 が 前 者 に 関与 する の は 、 暗 い 物 語 の 中 で オカ 
ルト を それ 自身 の 否定 的 な 大 き な 那 悪 な 怪物 と 結び つけ る と いう 手段 に よる オカ ルト 知 
識 に 対す る キリ スト 教 の 戦争 の せい で ある 。 魔 法 な ら 魔女 だ か ら 火 災 り に し ろ ! 


仏教 は は いか つて は オカ ルト (密教 ) の 教え で し た が 現在 で は 心地 よい 宗教 で ある と 
考え られ て いま す 。 

錬金術 は 化学 の 誤っ た 原型 で ある と 考え られ て いま す が 、 
その 本 当 の 目的 が 仏教 と 司 じ で あっ た と き 。 

魔法 は 、 精 神 的 な も の を 研究 し 操作 する 方 法 で は な く 、 即 時 の 物質 的 な 満足 の 観点 
か ら 考 えら れ て いま す .。 実 際 、 現 代 の 魔法 に 対す る 態度 は 、 人 々 の テク ノロ ジー に 対す る 
見 方 と 似 て いま す 。 こ こ で 杖 を 振る と そこ で 何 か が 起こ り 、 こ こ で ボタ ン を 押す と そこ で 
何 か が 起こ る の で す 。 現 代 人 は 自分 の お 尻 を 掃除 し て くれ る 機械 が 欲し い だ け で 方 法 
な ど 気 に し ませ ん 。 現 代 の 「 似 非 オ カル ティ スト 」 は 、 た だ 自分 の 尻 を きれ い に し て くれ 
る 魔法 の 呪文 や 悪魔 の 契約 を 望ん で いる だ け で 、 そ の 方 法 に は 特に 関心 が あり ませ ん 。 
も し そう する な ら 、 そ れ は 典型 的 に は 知性 主義 の スタ イル で 行わ れ ま す が 、 応 用 され ます 
オカ ルト 知識 に 影響 を 及ぼ し 、 そ こ に 含ま れる 退廃 的 な 思考 が 再び 明らか に な り ま し た 。 


ボタ ン を 押す と 何 か が な ぜ ど の よう に 起こ る の か を 知っ て いる の は 実際 の 科学 的 
知識 を 持っ て いる 人 だ け で す 。 そ れ は 、 特 定 の 儀式 や 儀式 の 結果 と し て 何 か が どの よう 
に 起こ る か を 知っ て いる の と 同じ よう に 、 ボ タン を 押す と 何 か が どの よう に 起こ る の か を 
知っ て いる の と 同じ で す (その 儀式 の 確立 は 非常 に 素晴らし か っ た で す ) 初 期 の 冒 流 備 
な 科学 の 多く の 分 野 と 同じ よう に 、 多 く の こ と は 試行 錯誤 の 実験 を 通 じ て 行 われ まし た )。 
原因 と 結果 の 法則 は 、 物 質 と 非 物質 の 両方 に 当て は まり ます 。 


一 例 と し て 、 初 期 ロ ー マ は 、 生 命 が ど の よう に 接触 し て いる か を 示す 例 と し て 役立ち ます 。 
形 箇 上 学 的 な 世界 が 組織 され まし た 。 
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ロー マ 人 に よっ て これ ほど 強く 支持 され た 信念 は あり ませ ん 。 

神 の 力 が 創造 に 責任 を 負っ て いる と いう 信念 

ロー マ の 偉大 さ 、 永 表 の た め に 、 そ し -~ 昔 い に 勝 つ 前 に 、 そ 

し た が っ て 、 そ の フィ ー ル ド *s の 戦争 を 支援 し て いた 

は 、 ウ ォ ン また は 1 年 間 で 最も 作動 し ませ ん で し た 。 神秘 的 な 方 法 。 
トラ シメ ヌス 湖 (紀元 前 217 年 7 の 敗北 後 、 フ ァ ビ ウス は 

ッ ト は 兵士 た ち に こう 言っ た 、「 あ な た の 責任 は 無視 し た こと た 」 

犠牲 を 払い 、 国 民 の 宣言 を 無視 し た こと に より 、 


前 兆 は 、 む し ろ 信仰 の 品目 男気 が な か っ た こと に se 能力 "。 で の 
で あり 、 それ は 都市 で し た 
必要 な 第 一 氏神 は それ (2 細 要 牧 ぜ ぜ ます 。 いい え 
戦争 は 犠牲 な し に 始ま っ た 。 の 特別 な 大 学 門 


司 宗 (フェ ティ アレ ス ) は 戦争 に 関す る 儀式 を 任 さ れ ま し た 。 ロ ー マ の 兵法 に 
の 要点 は 、 次 の こと で は な い 。 

神々 が 反対 すれ 化 光 て ( ま 務 C ち れ 示 る を 英雄 た ち は こ れ ら の 行 ~ テ ミス ・ ト ・ 
為 を 行っ た 。 

私 た ち で は あ 繰り 返し ます が 、 す べ て の 本 当 の 焦点 は 仙骨 で し た 。 

超自然 的 硝 条 勤 が t 較 が 宙 納 神 ( 租 利 の 神秘 的 な に 

力 が 吹 革 込ま れ ま し た 。 


別 の 引 用 : 


最も 慈悲 深い 人 は 、 そ こ に 風変わり な 運命 論 を 見 る か も し れ ま せん 。 
し か し 、 そ の どちら で も な い 。 オ ー ガ ラル アー ト の 本 質 

同様 の 規律 と 同様 に 、 ロ ー マ の 貴族 に よっ て 実践 され 、 

より 少な い 同 じ 芝 字 を 使用 する と 、 簡 単に 

る い は 、 よ り 大 き な イ ンド ・ ヨ ー ロ ッ パ 文明 の サイ クル の 中 で 見 出さ れ た の は 、 後 
に 続く 「 運 命 」 の 発見 で は な か っ た の か 。 迷 

信 的 な 受動 性 へ : む し ろ 、 そ れ は 次 の 知識 で し た 。 

目 に 見 えな し 影響 と の 接点 を 、 

それ に よっ て 人 間 の 力 は 発展 し 、 増 大 する こと が で き 、 

に 基づい て 行動 する よう に な り ま し た より 高い 次 元 に 加 えて 、 日 常 の 

ー つ は 、 こ うし て - 調和 が 完璧 だ っ た と き - を も た ら す 

あら ゆる 障害 と あら ゆる 抵抗 を 取り 除く こと 

物質 的 か つ 精 神 的 な イベ ント 複合 体 同 
時 に 。 こ の 知識 の 到 き は 
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ロー マ の 価値 観 、 ロ ー マ の 「 権 力 の 即位 」 に 疑問 を 抱い て いた 。 

彼ら は 必然 的 に 、 彼 ら が 一 時 的 5* 精神 的 で 神聖 な 側面 、 そ し て 

な 偉大 さだ け で な く 、 超 越 的 な 力 と の つなが り て の 絡 先 と し 連 軍事 と 
も 考慮 さて て いま し た 。 と いう 意味 意味 と 


し た が っ て 、 私 た ちの 世界 観 に は マジ ッ ク と オカ ルト が 入り 込む 余地 が あり ます 。 
実際 、 そ れ は それ に と っ て 非常 に 重要 で す が 、 今 日 理解 され て いる よう な 言葉 で は あり ませ ん 。 
実際 今日 の オカ ルト ソー ス の ミッ クス は エッ ジ の 効い た 雰囲気 を 醸し 出し て いま す 。 
一 部 の 愚か 者 が 自分 の 考え を 考え 出 そ う と し て いる の と 同じ で す 。 

「 イ ン デ ィ オ ロジ ー」。 カ バラ 悪魔 主義 | そし て 
国家 アナ キス ト の 旗 を 振っ て 出かけ る 前 の ミト ラ 教 
その 周り 。 ま た 、 特 定 の オカ ルト 要素 の 混合 は 冗長 で す 
彼ら は 同じ こと を 異な る 象徴 的 言語 で 言う こと が 非常 に 多い か ら で す 。 


ツァ イガ ー 氏 は つい 最近 、 別 の 記事 で この 件 に つい て 言及 し た ば か り だ 。 あ な た が 取る な ら 
エッ ジ が 切れ る と 、 よ り 学術 的 な も の が 残さ れ ま す 。 
精神 的 に 反逆 的 な 子供 に は 魅力 的 で は な い :「 く た ば れ 、 ク リス チャ ン の お 父さん 、 私 が や る 」 
悪魔 圭 拝 者 に な れ ! 』 

私 た ちの 闘い と いう 観点 か ら 、 こ れ ら すべ て は 私 た ち に と っ て 何 を 意味 する の で し ょ うか ? 難 し い 
現時 点 で は 、 真 の 意味 で 必要 な 知識 は ほとん ど あ り ま せん 。 
実験 を 超え た あら ゆる 種類 の 実践 に つい て 話す の で 、「 そ の 方 が 良い 」 
自分 が 何 も 知 ら な いこ と を 知る こと 』 だ が 、 そ れ は そう し な けれ ば な ら な いこ と だ 。 
調べ た 。 そ うだ 、 フ ァ シ スト は マジ ッ ク に 興味 が ある 。 ロ ー ブ や 魔法 使い の 帆 子 で は な く 、 ジ 
ャ ッ ク ブ ー ツ や シュ ルー ム が 関係 する 種類 の も の だ 。 
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情 
クノ 11 へ N 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


さて 、 こ れ は 私 が 数 年 前 に 取り 組ん で いた も の で す が 、 
それ 以来 行わ れ た 研究 に よっ て さら に 拡張 され まし た 。 和 驚い た こと に 、Sa-vitri 
Devi も これ に 稲 春 と 丈 糧 し まし た が 、 
も と も と これ は アー ミン ・ モ ー ラ ー の 記事 か ら 始 まり 、 そ こ で パフ ァ シ スト スタ イル 
私 は ある 男 の フ ァ ン ズム と ファ シズ ム の 類似 点 を 発見 し まし た 。 
ファ シン ズム は 「 虎 に 乗っ て 」 と いう コン セプト を 持つ 運動 で あり 、 
その 後 、 ド ライ (右手 ) と ウェ ッ ト と の リン ク を さら に 開発 し まし た 。 
(左手 ) パス 。 こ れ は 私 が 開発 し て きた も の で す 
私 の 本 は 、 私 た ちの 世界 観 と 
宇宙 の 秩序 が 現実 の あら ゆる レベ ル に どの よう に 浸透 し て いる か 。 

すべ て の オリ ジ ナ ル の スピ リ チ ュ アル な 教え の 目標 は 、 次 の 方 法 を 学ぶ こと で し た 。 
宇宙 の 秩序 を 知覚 する こと 、 つ まし 真実 を 経験 する こと だ け で す 。 
超越 性 を 通し て 可能 に な り 、 そ の と き 人 は 両方 を 認識 で きる よう に な り ま す 
人 生 に お いて 物質 的 世界 と 非 物質 的 世界 を 同時 に 認識 し 、 肉 体 の 死後 に 真 
の 不死 性 を 確認 する ( 真 我 を 結晶 化 さ せ 、 自 己 が 自己 の 魂 の エネ ルギー に 散 
逸 す る の で は な く 、 非 物質 的 世界 に 独立 し て 存在 で きる よう に する こと に よっ 
て ) 
そもそも 、 そ れ が 物質 的 な も の に 個別 化 さ れ た と き に 生ま れ ま し た 。 
体 ) 。 
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これ ら の 教え は 、 こ の 目標 を 達成 する た め に 人 が 取る こと が で きる 2 
つの 特定 の 方 向 に つい て の 理解 を 与え まし た 。1 つ は 人 金 術 に お ける 右手 
の 道 、 ま た は ドラ イ パス と し て 一 般 に 知ら れ て お り 、 も う 1 つ は 左手 の 道 、 
また は ウェ ッ ト パス と し て 知ら れ て いま す 。 錬 金 術 の 道 。 実 際 に は 、 最 終結 
果 は 両方 の 道 で 常に 同じ で す - 自己 を 非 物質 的 な 存在 と し て 完全 に 理解 
する た め に 、 自 己 が 置か れ て いた 物質 世界 か ら 自己 を 完全 に 切り 離す こと 、 
つま り 、 自 分 が 物質 世界 の 一 員 で ある と いう 認識 か ら 解 放さ れる こと で す 。 
実際 に は 、 あ な た は それ に (あな た の 体 と 、 そ れ を 通し て 真 我 に 課せ られ 
る 知覚 、 感 情感 情 、 感 覚 に に っ て ) そ れ に 固定 され て いる だ け で す 。 


これ ら 2 つの 道 の 主 な 違い は 、 結 果 に 向かう プロ セス に あり 、 こ れ は 
次 の よう に 説明 で きま す 。 右 手 の 道 で は 、 解 離 を 実現 する た め に 純粋 に 精神 
の 力 に 頼ら な けれ ば な り ま せん が 、 左 手 で は あな た を 物質 世界 に 縛り 付け 
る 力 の 一 部 を 利用 し て 、 同 じ こ と を する 方 法 で す 。 右 手 の 道 は より 困難 で す 
が 、 左 手 の 道 は より 危険 で す 。 つ まり 、 ど ちら も 難し く な く 危 険 で は な いと い 
うこ と で は あり ませ ん が 、 前 者 で は 完全 に あな た 次 第 で ある た め 、 ど ちら に 
も 明確 な エッ ジ が あり ます 一 方 、 後 者 の 場合 は 、 自 分 を 解放 する た め に 自 
分 を 縛 る も の を 利用 し ます が 、 危 険 に より 失敗 し 、 以 前 より も さら に 束縛 さ 
れる こと に な る 可能 性 が あり ます 。 


私 は 、 一 般 に 、 そ の 背後 に ある 教え を 取り 巻く さま ざま な 関連 する シン 
ボル や 概念 と よく 関連 する 2 つの 道 を 理解 する の に 役立つ 次 の こと を 考 
え 出 し まし た (た だ し 、 さ ら に 考慮 し 、 洗 練 す る 必要 が ある か も し れ ま せ 
ん )。 中 心 部 の 場所 で 、 自 分 が その 一 部 で ある と 想像 し て くだ さい 。 あ な た は 
そこ の どこ か に いて 受動 的 で 、 振 り 回 され て いま す 。 


ある ケー ス (右手 の 道 ) で は 、 流 れ を 切り 裂 い て 空 の 中 心 に 直接 到達 し 
よう と し ます 。 こ れ は 、 あ な た 自身 の エネ ルギー を 使用 し 、 邪 魔 に な る 周囲 の 
エネ ルギー に 対す る 抵抗 を 生み 出す こと を 意味 し ます 。 十 分 に 強く な っ て 
中 心 に 到達 する と 、 流 れ に 秩序 を 与え 、 自 分 を 中 心 と し て 流れ に 目的 と 方 向 
性 を 与え る こと が で きま す 。 
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別 の ケー ス (左手 の 道 ) で は 、 
流れ の 勢い を 利用 し て 空い た セン ター を 乗り 切る 
それ に 治っ て 中 心 ま で 進み 、 そ こ で 再び 流れ に 秩序 を 与え る こと が で きま す 。 
し た が っ て 、 目 的 地 に 到達 する に は 、 内 な る 力 を 使う か 、 既 存 の 外 的 な 力 を 利用 する 
か の 単純 な 選択 で す 。 仏 教 が 来る 
私 た ち に と っ て は 、 右 手 の 道 の 代表 的 な 例 で す 。 
錬金術 で は 、 物 質 に 対す る 身体 の アン カー を 扱う 
世界 は 、「 動 物 の 自我 の 自己 保存 の 抗い が た い 野 密 な 本 能 」 で ある レッ ドラ イオ ン の シン 
ボル で 表現 され て いま す 。 
その よう な 試練 を 乗り 越え る た め に は 「 極 度 に 衰弱 する 」 必 要 が ある 
そし て 「 悔 い 改 め 」 と 「 別 離 」 の 最終 プロ セス を 完了 する 。 
これ は 、 ラ イデ ィング の 概念 と 類似 し た シン ボル と し て 私 に 浮か びました 。 
し か し .、 虎 は 仰向け に な っ て 生き 残れ る わけ で は あり ませ ん 。 
こう し て 彼 の 攻撃 を 避け まし た が 、 順 番 に タイ ガー を 疲れ させ る た め に 
彼 を 鎮圧 する た め に は 、 替 え 玉 の 可能 性 が 浮上 する 
』 の 本 に ある 「 ラ イデ ィング ・ ザ < タイ ガー」 の コン セプト を 意味 し ます 。 
同じ 名 前 の エヴォ ラ は 生存 の 観点 か ら 具 体 的 に 説明 し まし た が 、 
彼 の 初期 の 作品 で は 、 彼 は さら に 多く の ご 唐人 斑 罪 は 対す る 反乱 
「 楽 観 的 」 は 、 同 じ シ ン ボ ル を 持ち 、 そ れ が 持つ こと を 意味 し ます 。 
た だ 生き 残る の で は な く 、 反 撃 す る 方 法 と し て の 別 の 意味 : 


し た が っ て 、 特 別 な 内 面 的 態度 と と も に . 絹 問 の 最も 破壊 的 な プロ セス に 取り ** 
むこ と は 好都合 で あろ う 。 

解放 の た め に それ ら を 使用 する た % 守 現代 。 こ れ 

虎 に 変わ る よう な も の だ 」 > 自分 自身 人 計 灯 き Pd 


ある 


隊 
前 述 し た 方 法 に 関し て は 、 そ の よう な 破壊 的 な 大 変動 を 宛 これ は 必要 で ある 
の 砂 須 電 奮 立 4 て くだ さる それ は どの よ うな 点 で すか 。 て か ら 得 られ る 困 能 性 の ある 利益 


内 な る 決意 と 超越 性 へ の 方 向 性 を 高 ぬ る た め 何 点 で すか 、 あ り が と う に 
現代 の 人 間 以 外 の 要素 が 「 現 実 的 」 に な り ま す よ うに 。 


そし て 活動 家 の 世界 で は な く 、( 次 元 が 最近 の * 人 間 以 邊 の 道 
分 の 場合 の よ 天 部 
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フォ ー ム ) 、 ド ー ム の 経験 を 促進 し ます より 高い 生活 と より 高い 無料 - 
か ? 


|. 


この 危険 な 道 が 踏ま れる 可能 性 が あり ます 。 そ れ は 未 容 示す 本 当 の テス ト 。 また は - 
る た め の も の で す 次 の 条件 を 満 
た す 必 要 が あり ます 。 す べ て の 橋 を 切断 する 必要 が あり ます 。 

サポ ー ト が 見 つか ら ず 、 返 品 も で きま せん 。 ま た 、 唯 一 の 

必ず 抜け 出す 方 法 向き に な っ て くだ さい 。 

現代 赤 時 な @ 反 送 、 エ ヴォ ラ へ 

と 、 タ イガ ー に 乗っ て 力 を 利用 する こと に 羽 代 農 し ます 。 

界 を 自分 た ちと 対 財 さ せる と いう こと は 、 左 手 の 道 を 超越 する 個人 の 道 と 何ら 変 
わり は あり ませ ん ご 方 、『 ラ イデ ィング ・ ザ * タ イガ ー』 

で は 、 彼 は 次 の よう な 人 々 に つい て 語っ て いま す 。 

お そら くす で に 超越 し て いて 、 そ の 上 に 存在 する 人 は 、 

彼ら の 時 代 の 時 事 問題 、 そ し て 彼ら の 関心 事 は 生き て いる こと で す 新 し 

い サ イク ル が 始ま る まで は 頑張 っ て くだ さい 。 


これ と 同じ テー マ は 、 サ ビ トリ. デヴィ の 作品 に も 見 られ ます 。 稲妻 
そし て 太陽 そこ で 彼女 は 、People In Time、Above Time、 そ し て 
時 間 に 対し て 。 タ イム ・ イ ン ・ タ イム の 人 々 は 明らか に 現代 の 人 々 で す 
世界 は 一 時 的 な 事柄 に 完全 に 没頭 し て お り 、 物 質 的 な 側面 を 超え て 世界 を 理解 する こと は 
あり ませ ん 。 上 の 人 々 
エヴォ ラ の ライ ディ ング ・ ザ < タイガー の ター ゲッ ト 層 に ぴっ た り の 時 間 で し た 。 
この 世 の 出 来 事 を 乗り 越え 、 嘘 の 海 の 中 の 真実 の 島 と し て 、 何 に も 動か され ず に 立つ 岩 の よ 
うに 存在 する 魂 の 貴族 た ち 。 
周囲 の 一 時 的 な 状況 の 流れ る 水 。 私 は 個人 的 に 、 エ ルン スト : ユ ン ガ ー も その よう な 人 物 の 一 
人 で ある と 主張 し て いま す 。 
そう で な い 人 の 認識 を 裏切る 痛み に つい て 書い た 
身体 を 自分 の 一 部 と みな し て いる た め 、 彼 の 概念 は 
アナ ー ク は 時 を 超え た 男 を 微妙 に 描写 し て いる よう だ 
(そし て 魂 の 貴族 ) 、 こ れ は まだ 私 が 持っ て いる も の で す が 

さら に 詳し く 調 べ る た め に 。 

時 間 に 抗 う 和 人 々 と は 、 私 た ち が ト ラ を 疲れ させ る 目的 で トラ に 乗る と いう コン セプト を 
取り 上 げ る 人 々 で す 。 
People Against Time が 積極 的 な 戦い を 主導 し て いる の で 、 そ れ を 鎮圧 し て くだ さい 。 
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時 間 的 現実 は 衰退 段階 に ある が 、 そ の 中 で 機能 し な けれ ば な ら な い 
彼ら が た また まい た 時 間 と 場所 の 時 間 的 状況 。 
これ が 我々 ファ シス ト だ ろう 。 

これ が 実質 的 に 意味 する こと は 、 私 た ち は 、 時 間 的 闘争 へ の 超越 へ の 
個人 的 経路 の 原理 の 適用 の 見 通し に 直面 し て いる と いう こと で ある 。 個 人 
に と っ て 真実 で ある こと は 、 社 会 、 文 明 、 人 種 な ど に と っ て も 真実 で す 。 


この 場合 、 個 人 的 超越 の た め の 法律 は 、 上 用 #9 が 個人 的 で は な い フ ァ シ スト 
闘争 と 類似 点 が ある こと を 意味 する 
超越 性 で は ある が 、 語 る の と 同じ 世界 観 の 勝利 
超越 性 の 。 
ここ で モー ラー の 記事 が 登場 し 、 そ こ で 彼 は ファ シン スト スタ イル と ナ 
チ ス の 情熱 の 概念 を 与え 、、 そ こ で 偶然 に も 
エル ンス ト : ユ ン ガ ー と ナチ ス ド イ ツ の 政権 を 代表 者 と し て 比較 する 
それ ら の 概念 を それ ぞ れ 説明 し ます 。 記 事 全文 は 何 か で は あり ませ ん 
合 異 的 で す が 、 良 い 点 も あり ます (同時 に 確か な 点 も あり ます ) 
世界 観 と 時 間 的 観点 を 間違え る 人 の 典型 的 な 間違い 
政治 ) o し か し 、 私 の 研究 に 対す る 主 た な 貢献 は 、 
私 が な ん と か 統合 で きた その よう な 概念 の 導入 
より 広い 視野 、 私 が Savitri Devi の 記事 で や っ た こと と 同じ で す 。 誰 か 稲妻 
そし て 太陽  . 彼 の 記事 を 英語 で 見 つけ た り 、 そ れ を 翻訳 し た り で きれ ば 
語 (間違い な く ド イツ ソ 語 版 が あり ます ) 
ロシア 語 し か 持っ て いな い の で 、 手 元 に ある と 便利 で す 。 他 の 人 が や ら な いな ら 
今後 数 か 月 の うち に 自分 で 解決 する つも り で す 、 こ こ で 
これ ら の 概念 を どの よう に 統合 し た か に つい て 直接 説明 し た いと 思い ます 。 
私 が これ まで 導い て きた 物語 。 
ファ シス トス タイ ル は 本 質 的 に 右手 の 道 と 同等 で す 
し た が っ て 、 生 存 の 解釈 に は まだ 関係 が あり ます 。 
虎 (防御 方 向 ) に 乗っ て 、 そ れ は 超越 し た 個人 、 つ まり 一 時 的 な 事柄 に まっ 
た く 関 与 し て いる か どう か に 関係 な く 、 時 間 を 超越 し た 人 間 の 道 で す 。 し 
か し 、 そ うい う 人 は 今 で も 存在 し ます 
私 た ちの 世界 観 、 事 例 、 論 点 を 生き た 体現 者 と し て 、 ユ ン ガ ー 
物理 的 に は ナチ ス 政 権 下 に 存在 し た が 、 そ れ を 超え た 人 物 だ っ た (当然 の こ 
と な が ら 、 西 ドイ ツ で の 残り の 生涯 に も 同じ こと が 言え る ) 。 
一 方 、 ナ チ ス の 情熱 は 左 細 に 相当 し ます 。 
Hand Path で は 、 次 の 目的 で トラ に 乗る こと を 扱い ます 。 


114 


Machine Translated by Google 
ファ シス トス タイ ル 、 ナ チ ス の 情熱 


疲れ させ る (攻撃 的 な 方 向 ) 。 こ の 場合 それ は パス で は あり ませ ん 
個人 を 超え て 、 積 極 的 に 戦う 人 の た め に 
現代 世界 に 対し て 、Men Against Time、 つ まり 、 
男性 は 一 時 的 な 条件 の 枠組 み の 中 で 行動 する 
に 住ん で いる 。 
簡単 に 言う と 、「 時 を 超え た 男 」、 つ まり 到達 し た 人 と し て 
超越 性 は 私 た ちの 理想 の 生き た 化身 で あり 、 彼 は ワン マン バン ド で あり 、 そ の 理 
想 を 内 に 抱き 、 私 た ちと 関係 の な いす べ て の も の か ら 距 離 を 置く 歩く 要塞 で す 。 


し た が っ て 、 私 は アナ ー ク と 類似 点 を 描き ます 。 彼 は 物理 的 に は この 朽ち 果て た 現代 世 
界 に 生き て いる か も し れ な い が 、 彼 の 真 の 自己 は すでに 存在 し て いる 。 
も うそ れ は 問題 で は な い 、 彼 は そう する 必要 が な いと いう 状態 に 達し た 
彼 は 勝利 を 収め た の で 、 あ ら ゆ る 種類 の 一 時 的 な 闘争 を 主導 する 
自分 の 世界 の 外 の も の か ら 距 離 を 置き ます 。 彼 は 現代 人 の よう な 方 法 や エネ ル ギ 
ー を 活用 する こと が で きま せん 。 
それ ら の 方 法 と エネ ルギー を 定義 する 限界 を 超え た の で 、 彼 の 世界 が 再び 利益 を 
得る まで 単に 「 生 き 残る 」 必 要 が あり ます 
一 時 的 な 事柄 の 積極 的 な 一 員 と な る 一 時 的 な 現れ 。 

一 方 、 時 間 に 抗 う 男 は 次 の こと を し な けれ ば な ら な い 人 で す 。 
現代 世界 に 対す る 賠 争 を 主導 し 、 そ れ を 行う に は 、 
彼 の 時 代 の 一 時 的 な 道具 。 彼 は 独自 の 方 法 を 使用 する 必要 が あり 、 
それ を 打ち 砕き 、 
私 た ちの 世界 観 を 一 時 的 に 表現 する も の で す が 、 こ れ ら の 方 法 は 
そし て エネ ルギー は 原理 的 に 私 た ちの 世界 観 、 つ まり 人 間 と は 反対 で す 。 
Against Time は 超越 的 で ある こと は で きま せん (つま り 、 
Man Against Time は その よう な 状態 を 達成 する こと は で きま せん が 、 達 成 し た と き は 彼 は 
彼 は 時 を 超え た 男 に な る が 、 そ の 時 点 か ら 彼 が 時 間 的 な 闘争 に 参加 で きる か どう 
か は 疑わ し い ) 。 

終わ り に 近づく ほど 矛盾 は 大 きく な り ま す 
私 た ち が 使 用 する ツー ル は 、 フ ァ シ スト スタ イル と ナチ ス の 情熱 の 間 の 区 別 が どこ か ら 来る 
の か と いう 最終 目標 の よう に 見 える か も し れ ま せん 。 

ファ シス トス タイ ル は すでに 道 の 終 わり に 存在 し て いま す が 、 
個人 レベ ル 。 そ れ は 人 格 と いう 意味 で 個人 主義 的 で あり 、 
真 の 自己 の 解放 、 そ れ は 個人 主義 的 な レベ ル で エリ ー ト 主義 で あり 、 座 ら な けれ ば 
な ら な い 世 界 観 の 核 を 通し て の み 究 極 の 真実 に 対し て 責任 を 負う た め 、 個 人 の 名 
誉 を 大 切 に し ます 。 
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外部 の 参照 点 か ら 来 る の で は な く 、 自 己 の 中 に あり ます 。 そ れ は 無政府 主義 者 で あ 
り 、 禁 欲 主 義 者 で あり 、 法 律 を 適用 する だ け の 人 で ある 。 
彼 自 身 と 法 は 彼 自身 の 内 側 か ら 生 まれ ます 。 彼 は 距離 を 置く 
時 間 世 界 か ら 見 れ ば 、 彼 は 宇宙 と 形態 (秩序 ) を 体現 し た 人 間 で あり 、 こ れ が 本 当 の 
意味 で の 一 匹 狼 で ある 。 
オリ ン ポ ス 山 に 到 幸 し て 帰還 し た 神話 の 英雄 の 言葉 
神々 へ の 火 。 
ナチ ス の 情熱 は を こ に ある の で は な く 、 今 ここ に ある の で あり 、 そ うす る こと が で きる の で す 
治 に お いて は 時 間 的 レベ ル で 作用 し 、 こ うし て 政治 に 次 の よう な 形 を 与え る 。 
現代 の エネ ルギー を 活用 し た 小 グ ルー プ ま た は 大 衆 運動 
それ 自体 を 組織 する 方 法 と し て の 集団 主義 。 そ れ は 平等 を 実現 し ます 
戦士 の 同胞 団 の 感覚 (ナチ ス ド イ ツ で は 、 
国 の 代表 者 は すべ て 平等 で ある と いう 概念 ) 、 男 性 
共通 の 目標 に 向け て 閣 争 する こと に な る 。 こ の 目標 と 闘争 に 対す る 責任 を すべ て の 
人 に 負わ せ 、 し た が っ て 社会 の 名 誉 に 頼ら な けれ ば な り ま せん 。 そ れ は オー バー マン 
で あり 、 タ イタ ン の 力 が 強まる と き の 重 要 な ポイ ント で す 。 
イン ボリ ュー ショ ン の 破壊 的 な 物質 の 原型 か ら の クロ ス 
その まま 勇者 と 和解 状態 に 陥っ て し まう 
どちら も 同じ 布 で で き て お り 、 カ オス と エネ ルギー の 使用 で す ( 
Cosmos と Form に 反対 )Cosmos と Form を 達成 する た め に 
形状 。 こ れ は 大 衆 運動 、 前 衛 、 さ ら に は 大 衆 運 動 の 道 で す 。 
テロ セル 、 個 人 レベ ル で この パス の 唯一 の ケー ス は 次 の よう に 機能 し ます 。 
ブレ イ ビ ク の よう な ーー 回 限り の ヒッ ト 作 (さら に 、 ナ チ ス ドイ ツ の プロ パガン ダ 、 
プロ パガン ダ が 本 質 的 に 要求 する よう に 、 一 時 的 な ツー ル で あり ] プ 
感情 が 引き 締まる 。 正 し い 道 で は 、 そ の よう な 実践 は 次 の よう に な り ま す 。 
間違っ て いま す が 、 そ れ が 左手 の 小道 の ポイ ント で あり 、 私 た ち が 行 うち も の で す 
の 使用 を 賞賛 し ます ) 。 


コレ ト (カリ コガ ) に よれ ば 、 最 後 の 時 午 は 鉄器 時 代 で すず の ヒン ドウ ゥ ー 教 
時 代 に は 、 あ ら ゆ る 神聖 化 さ れ て いな しい 駐 明 、 用 語 で いう この 時 代 、 暗 黒 で - 
あら ゆる 文明 が 含ま れ ます 。 

それ は 人 間 的 で 地上 的 な も の だ け を 知り 、 称 替 し ます 。 

こう し た 退廃 の 形態 に 対し て 、 次 の よう な 考え が 生ま れ ま し た 。 

の ヘ シ オド ス が 呼ん だ 回 復 の 可能 性 の ある サイ クル 
英雄 的 な サイ ク ぁ xs 年 齢 英雄 た ちの 。 こ こ で 採用 し な けれ ば な ら な い の は 、 

ル 用 請 英雄 的 な 特有 の 、 技 術 的 な 感覚 


116 


Machine Translated by Google 


ファ シス トス タイ ル 、 ナ チ ス の 情熱 


通常 の 意味 。 魚 卵 は ゼウス 、 つ まり オ に ヘ シ オド ス 、「 彼 の 世代 」 
リュ ン ポ ス に よっ て 創造 され た と され て いま す 。 言 っ て み 


れ ば 、 原 則 、 原 始 的 な も の を 保持 する 可能 性 が ある 


状態 を 維持 し 、 生 命 を 与え る 新しい 「 黄 金 の 」 サ イク ル 。 
し か し 商 題 に を 昌和 め 素 炎 だ まい 。 の み ぢ 可能 性 と ノー 
より 長い saas ます 克服 する 必要 が ある 


間 、「 月 」 の 精神 性 と 物質 化 さ れ た 男 ら し さ の 両方 が 、 

つま り 、 司 祭 と 単なる 戦士 の 両方 で す 。 こ れ ら の 原型 は 、 ほ と ん ダイ タン 。 
どの 国 の 「 英 雄 的 」 人 物 の 中 に 見 られ ます 。 

あら ゆる 伝統 。 ギ リン シャ % カ イア の 伝統 で は 、 た と えば 、 ヘ ラク レス は 次 の よう に 
べ て いま す 。 英雄 的 な プロ ト タ イ プ は 、 ま さ 
に これ ら 商 略 護 神 ず < 門 の 到 交 癒 貢 腔 ある ヘラ は 、 月 の 汎 神 論 的 カル ト の 最 す ー 


「 巨 人 」 に 対し て 、 オ リン ピア ン の 原則 に 味方 し た 後 の オ リ に ゼウス っ て 誰 よ 
ン ピ ア ン の 不死 性 。 に よる と 

1 つ この サイ クル の 神話 は ヘラ クレ ス を 通じ て 行わ れ ま す 。 

「 タ イタ ニッ ク 要素 (プロ メ テ ウ ス に 象徴 され る ) が 解放 され る オ 
リン ピッ ク の 要素 と 調和 し て いま す 。 一 方 、 

一 方 で は 、 タ イタ ン は 受け 入れ な い 人 を 表し ます 

人 間 の 状態 と 神 の 火 を 盗 も うと する 者 、 ー 

方 で 、 小 さ な 違 い が 両 者 を 分 が 計 す を 

タイ タン か ら の 英雄 。 し た が っ て 、 ピ ンダ ー ル は 人 々 に 次 の よう に 勧め まし た 。 
アダ ム の 呪 神 の よう に な れ 』。 ま た 、「 あ あ 、 で へ ブラ イ 神 話 - 類似 品 
い の 象 徴 は 警告 と し て 機能 し 、 別 の 点 で 戦士 の タイ プ を 示し 

まし た - 結局 の と ころ 、 ss 根本 的 な 危険 。 タ イタ ニッ ク 号 
タイ プ - また 

は 、 最 も 重要 な 事項 


且 | 
どの ヒー ロー が 作ら れる の か 。 - ミス テリ ー 財 杯 の 


さら に 単純 化す る と 、 フ ァ シ スト スタ イル の 人 は 、 個 人 レベ ル で 人 間 が 生み 出し た 最高 
の 最終 目標 を 達成 し た 人 で す が 、 ナ チ ス の 情熱 は 、 次 の よう な 人 の た め の も の で す 。 


個人 レベ ル で は まだ 達成 し て いな い が 、 目 的 を 達成 し よう と し て いる 
時 間 的 レベ ル で 現れ る と き の 最高 位 の 目標 。 
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簡単 な 補足 と し て 、 私 的 名 誉 と 公 的 名 誉 の 概念 は 、 私 が 最初 に この アイ 

ア を 開発 し た と き に 調べ て いた も の で あり 、 こ れ ら の 概念 を 含め る さっ か 
け の 5 っ た 名 誉 に 関す る 一 連 の 記事 で 読む こと が で きま す 。 右 手 と 左手 の 道 
の 現れ と し て の ファ シス トス タイ ル と ナチ ス の 情熱 の 説明 の 中 で 。 


最初 に この 全体 を 開発 し て 以来 、 私 は より 多く の 要素 を 検討 し て きま し 
た が 、 そ れ と は 別に 追加 され た 1 つの 特定 の 追加 は 、 あ る 意味 で ファ シス ト 
・ ア ナ キ ズム と 表現 で きる ナチ ス 受 難 の 別個 の 特定 の 部 門 と し て 未来 主義 を 
含め た こと で す 。 ア メリ カナ 未来 派 ワ ー ク ショ ッ プ を 覚え て いる 人 は 、 新 し い 
黄金 時 代 を 早め て 世界 観 を 回 復 す る た め に 現代 世界 の すべ て を 破壊 する と 
いう その 基本 的 な 前 提 を よく 知っ て いま す 。 こ れ ! MO を 一 掃 す る こ 
と を 意味 し ます 。 私 が この 道 を ヤン キー た ち に 提案 し た の は 、 彼 ら の 国 全体 
が 人 工 的 な も の だ か ら だ が 、 そ れ は 誰 で も 同様 に 実践 で きる が 、 過 去 と 文化 
を 完全 に 取り 除く こと を 望ま な い 有 機 的 国家 の 他 の ナシ ョ ナリ スト に と っ て 
は より 直観 に 反し て いる と 感じ る だ ろう 。 し か し 、 そ の 背後 に ある 基本 原理 
は 、 ナ チ ス 受難 の 概念 に お ける 一 般 的 な ファ シン スト の 行動 と 同じ で ある - 虎 
に 乗っ て 虎 を 鎮圧 し 、 虎 に 対し て 自ら の エネ ルギー を 使用 する が 、 ほ と ん どの 
ファ シス ト は 残さ れ た 遺跡 を 守る た め に そう する で あろ う 。 彼 ら が 新た な 黄 
金 時 代 ま で 生き 残り 、 再 生 (ロジ ャ ー グ リフ ィ ン が 「 パ リン ジェ ネ テ ィ ッ ク 
な 超 国 家主 義 」 と いう 公式 で ファ シス ト の 中 核 と し て 説明 し た も の ) を 経験 す 
る た め に 、 そ れ ぞ れ の 文化 を 破壊 する の で あれ ば 、 未 来 主義 者 は も っ と 無謀 
だ ろう 。 オ リ ジ ナ ル の 未来 主義 宮 言 は 、 ナ チ ス の 情熱 の この 特定 の 基盤 の 完 
璧 な 味 を 与え て いま す 。 


ここ で は っ きり させ て お きま す が 、 右 手 と 左手 の 道 は 超越 の 道 で す が 、 
私 は これ ら を ファ シス トス タイ ル と ナチ ス の 情熱 の 概念 と 平行 させ て いま 
す が 、 後 者 の 2 つが 超越 の 道 で ある と いう 意味 で は あり ませ ん 。 私 の 言い た い 
こと は 、 フ ァ シ スト スタ イル の 場合 に は 超越 性 が 前 提 条 件 で ある た め 、 フ ァ シ 
スト スタ イル の た め に 作ら れ た 特別 な ケー ス で 、 彼 ら 5 が どの よう に 同じ 原則 
に 従う か を 示す こと で し た 。 重 要 な の は 、 真 実 と 宇宙 の 秩序 が 、 た っ た 一 人 の 
個人 か ら 国 全体 人 種 、 文 明 、 物 理 的 性 質 、 形 面 上 学 的 性 質 に 至る まで 、 現 実 
の すべ て の も の に どの よう に 法則 を 投影 し て いる か を も う 一 度 示す こと で 
す 。 
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ファ シス トス タイ ル 、 ナ チ ス の 情熱 


これ は 、 全 体 主義 が 私 た ちの 世界 観 の 中 で どの よう な 役割 果たし て いる か に つい て 話し た と き 
に 、 私 が 以前 に 述べ た 点 、 つ まり 有機 国家 を 創設 する まで の 道具 の 役割 に も 当て は まり ます 。 こ れ は 、 ナ チ 


ス の 情熱 が 働い て いる も う 一 つの 例 で す 。 現 代 世 界 に 固有 の 機械 的 手法 を 利用 し て 、 そ れ を 破壊 し 、 私 た 
ちの 世界 に 道 を 譲 ろ うと し て いま す 。 


自分 の 。 

し た が っ て 、 こ こ で の ポイ ント は 、 私 た ち が 自 分 の 世界 観 に つい て の 理解 を 丸め な が ら 、 私 た ち が 
自分 た ちの 導 争 を どの よう に 認識 で きる か 、 ま た どの よう に 認識 すべ きか に つい て 、 も う 一 度 別 の 角度 
か ら 提 示す る こと で す 。 
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聖戦 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


科 


Evola の 本 を 読ん で いる 人 は Z 績 概 人 に つい て 骨 等 で に よく < 知っ て いる は ず な 
の で 一 般 的 な 注意 点 の み を 説明 し ます 。 
私 自身 の 物語 を 提供 する 前 に 。 
私 た ちの 世界 観 で は 、 聖 な る か 、 そ れ と も 
大 戦争 と 小 戦争 黄金 時 代 の 聖戦 は 
理想 的 に は 外部 と 内 部 の 両方 で 提示 され ます 。 言 い 換 えれ ば 、 そ れ は 
霊 的 な 目的 の た め の 外向 き の 戦争 と 、 
極限 状態 に 身 を 置く こと で 克服 する 
身体 に よっ て どん な 制限 が 課さ れ て も 、 
超越 に つなが る カタ ル シ ス を 生み 出す こと が で きま す 。 で も コー ス の 中 で 
革命 の 外 的 動機 は 新しい 、 時 間 的 、 物 質 的 な 動機 に 取っ て 代わ られ る た め 道端 に 落ち ま 
に 
この よう に し て 、 戦 争 は その 外側 の 形 で は 神聖 な 性 質 を 失い ます が 、 
それ に 参加 する すべ て の 人 の 心 の 中 で は 今 も 続い て いる か も し れ ま せん 。 


に いる 間 最初 の カー スト の サイ クル で は 戦争 が 正当 化 さ れ ま し た 

精神 的 な 動機 で あり 、 そ の 道筋 を 超自然 的 な 達成 と 英雄 め 運 拭 休 これ は に 
「 聖 な る 者 」 に よる 動機 の 死 で ある ) を 明確 に 示し まし た 。 

戦争 )、 彼 ら が 戦っ た 戦士 貴族 の サイ クル の 中 で 

ある 特定 の 君主 の 名 誉 と 権力 の た め に 、 
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彼ら は 戦争 の た め な ら 喜 ん で 毒 ん で 参加 する 忠誠 心 を 示し た 。 権 力 戦 争 が ブル ジ 
ヨ ョ アジ ー の 手 に 渡っ た こと で 、 

賢者 の 

% 深 い 変容 。 こ の 時 点 で 、 国 家 の 枝 念 は それ 自体 現実 化し て 民主 化 され 、 反 貴族 的 
自然 主義 的 な 祖国 の 概念 が 実現 し ます 。 


戦士 が 単に 防衛 や 土地 の た め に 戦う 兵士 兼 市 民 に 取 っ て 代わ られ る よう に 形成 さ 
れ た 。 し か し 戦争 は 一 般 に 、 依 然 と し て 、 陰 湿 な 動機 に よっ の 征服 
て 引き 起こ され 、 内 発 的 な 事前 主義 的 動機 の 傾向 に ある 。 に ょ る す 一 

また は 
経済 と 産業 の 秩序 。 い よい よ 最 終 ス テー ジ 、 
その 指導 力 は 奴隷 の 手 に 渡さ れ 、 
それ は レー ニン の 次 の 特 実現 する - で ボリ シェ ヴィ ズム - も うー つの 意地 悪 
徴 的 な 言葉 に 表れ て いる 。「 国 家 間 の 戦争 は 、 我 々 に は 関係 の な い 自国 が 生き 残る 
こと に 気 を と られ て いる 、 似 た よう な ゲー ム だ 」。 本 当 の 戦争 、 和 私 た ちの 戦 子供 - 
争 、 世 界 中 流 階級 

革 

命 は ブル ジョ フワ ジー と ブル ジョ ワ ジ ー を 破壊 すろ る た め の も の で ある 
プロ レタ リア ー ト の 勝利 だ 」。 


別 の 引用 : 


ここ で の より 小 規 模 な 戦争 は 顕 教 戦争 に 相当 し 欠 す 。 
質 的 な 武器 を 使っ て 行わ れる 血 な まぐ さい 戦い へ 
英 、「 野 窒 人 」 に 対す る 、 劣 っ た 種族 に 対す る 
最終 的 に は 誰 に - 二 4 池 生 か 主張 され て いる か 、 ま た は 出来 事 に 
よっ て 動機 人生 困 古 SM 作 、 そ れ に 反する 

「 異 教徒 」。 ど ん な に 悲惨 で 悲惨 な 出来 事 が あっ て も 、 
この 戦争 と いう 破壊 が どれ ほど 巨大 で あっ て も 、 形 面 上 学 的 に は 、 
誰 も が 自分 の 中 に より 赴 模 な 戦争 」。 「 よ り 偉大 な 」 8 「 聖 戦 」 と は 内 な 
抱え て い る 無形 の 秩序 、 つ まり 戦争 で ある se 

る 敵 、「 時 含 人 」、「 異 教徒 」 と 戦う トラ リリ ー が 今 も 残っ て いる 。 

また は 

彼 が 努力 し よう と する あら ゆる 機会 に 、 自 分 自身 の 中 に 生じ て いる の が わか り ま す 。 
彼 の 存在 全体 を ある も の に さら す 精神 的 な 法則 。 に 登場 する 


対 


al 
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渦 望 偏愛 、 情 熱 、 本 能 、 弱 さ 、 内 な る 膜 病 の 形 、 自 然 界 の 中 の 敵 


人 間 は 霊 的 打ち 負 か さ れる 、 抵 抗 が 壊れ 、 鎖 に つなが れる 
な 人 間 に 服従 し 頂け すれ ば な ら ず 、 こ れ が 条件 で ある 

な る 解放 、 つ まり 「 勝 利 の 平和 」 に 到達 する た め に は 、 

人 生 と 人 生 の 本 参 和 衣 る や ら 衣 2 計 ま す 


率直 に 言っ て 、 そ れ が 私 た ちの 世界 観 が 戦争 を どの よう に 見 て いる か の 本 質 そ の も の で す 。 
この 記事 で 私 が 言い た い の は 、 そ れ を 嘆く こと で は あり ませ ん 。 
本 質 は 非常 に 単純 な の で 、 む し うろ 価値 に つい て 話し ます 
戦争 それ 自体 、 そ し て それ が どれ ほ と 退 化し た か 、 そ し て それ が どの よう な 方 
向 に 進む の か 、 そ れ は Evola が 予測 し た と お り で は あり ませ ん 。 


レー ニン の 名 言 。 
ムッ ソリ ー ニ の 言葉 は 、 戦 争 の 価値 と それ が 精神 的 な 意味 で 何 を 表す か 
を 要約 し て いま す 。 


cu っ o は 、 男性 、 女 性 に と っ て 母性 と は 何で すか 。 


私 た ちの 世界 観 で は 、 人 間 に は 2 つの 原型 が あり 、 
それ ぞ れ が それ ぞ れ の 本 質 的 な 性 質 を 発揮 する 女性 。 


人 間 の 場合 原型 は 次 の と お り で す 。 


・ 眼 想 的 禁欲 主義 と 宗教 に 関連 する 学者 。 
知識 の 道 - を テー マ と する 内 部 プロ セス 
無 執 着 と 超越 へ の 直接 的 な 指向 が 優勢 で す 。 "完全 に ドメイン 内 に 
存在 する 場合 も あり ます 
何 か に よっ て 外 の 世界 と つなが っ て いな いこ と 
有形 '。 こ こ に は 、 超 越 へ の 「 右 手 の 道 」 の テー マ と 類似 し た テー マ が 
ある こと に 注目 し て くだ さい 。 
・ 戦 士 ま た は 英雄 。 英 雄 的 な 苦行 と 
行動 の 道 - 「 覚 醒 を 目的 と し た 内 在 的 な プロ セス 」 
人 間 の 最も 深い 力 と それ を も た ら す 力 
この 限界 に より 、 生 命 そ の も の か ら 超 生命 が 湧き 出 ます 。 
絶対 的 な 激 し さ の 文脈 」 が あり 、 結 果 と し て 「 英 雄 的 な 人 生 」 が 生ま れ ま す 。 
超越 へ の 左手 の 道 と いく ら か 似 て いま す 。 
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且 ロ i 
宝 


女人 性 に は 類似 の 原型 が あり ます 。 
・ 恋 人 、 ア フロ ディ ー テ 
・ 母 、 デ メ テ ル 


これ ら の 女性 の 原型 の 完全 な コン テキ スト を 入手 する に は 、 

エヴォ ラ の の 盤 両 上 党 性 と し て F> タ 

「 母 恋人 と し て の 女性 」 セ クシ ョ ン 。 私 が 取り 上 げた い の は その 方 法 で す 
これ ら の 原型 は 本 質 的 に ある 程度 類似 し て いま す 。 

学者 は 自分 の 力 を 通じ て 超越 を 求め る 
自分 自身 の 精神 を 強化 し 、 身 体 の 限界 を 何 の 必要 も な く 克 服 し ます 。 
外部 か ら の 援助 。 こ れ に は 、 以 下 に つい て の 最も 深い 理解 が 必要 で す 
超越 の プロ セス 、 明 ら か に 右手 の 道 の プ ロ セ ス を ナビ ゲー ト す る た め に . 形 面 上 学 
的 な 意味 で の 人 の 性 質 
と いう 意味 で 、 人 を 絶対 的 な 人 間 へ の 道 へ と 導き ます 。 
彼 は 男性 性 の 形 面 上 学 的 な 本 質 を 体現 し て いま す 。 と 並行 し て 
あな た が 持っ て いる 学者 、 恋 人 (も う 一 度 そ の セク ショ ン を 読む こと を お 勧め し ます ) 
この 本 の 背後 に ある 具体 的 な 説明 が ある た め 、 
この 原型 と 残虐 行為 と の 関係 、 そ し て それ が 人 間 に ど の よう な 危険 を も た ら す か 、 
し か し それ は 私 が これ か ら 述 べ る 要点 を 損なう も の で は な い 。 
ここ で 作っ て いま す ) そ し て 私 は それ ら を 並列 に 配置 し て いま す 。 
女性 が この 原型 に 到 震 する に は 、 何 ら か の 形 に 到達 する 必要 が あり ます 
最初 か ら 不毛 な だ け で な い 限 り 、 自 分 自身 の 熟考 を 始め る 
子供 を 持つ こと が で きず 子供 を 産む こと が で き な い た め 、 母 親 に 到達 し ます 
原型 。 こ の 熟考 の 中 で 、 女 性 は 女性 の 本 質 は 完全 に 性 的 な も の で ある と いう 結論 に 
達し な けれ ば な り ま せん 。 
絶対 的 な 女性 へ の 道 を 歩む 彼女 。 恋 人 の た め に 
この 認識 は 人 間 に 完 全 に 身 を 委ね る こと を 意味 し ます 。 
戦士 / ヒ ー ロ ー の 場合 次 の よう な カタ ル シ ス イベ ント が あり ます 。 

人 間 を 形 面 上 学 的 に そう させ る 人 間 の すべ て を テス ト す る 
視点 を 変え る と 、 彼 は 自分 の 体 の 束縛 と アン カー に 対し て 戦争 を 指揮 し ます 
物質 世界 に 対し て 、 彼 は 自分 自身 を 浄化 し ます 。 同 様 に 、 母 親 は 母性 と 母性 の カタ 
ル シ ス イベ ント を 経て 、 試 練 を 経験 し ます 。 
形 面 上 学 的 な 観点 か ら 見 る と 、 女 性 が 完全 に 存在 し て いる と いう 理解 に 従っ て 、 女 


性 を その よう に し て いる すべ て の も の 
性 的 で す が 、 こ の 場合 、 こ れ は 生殖 と いう 生物 学 的 機能 を 通じ て 実現 され 、 彼 女 に 
完全 に 身 を 委ね ます 。 
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(男性 が 完全 に 自分 自身 に 焦点 を 合わ せ て いる の に 対し 、 女 性 は 常に 自分 の 外側 の 

他 の 誰か に 焦点 を 当て て いま す 。 そ れ が 理想 的 な 状態 で す ) 。 

し た が っ て 、 人 間 に と っ て の 戦争 は 、 女 性 に と っ て の 出産 と 同じ で す 。 こ の 比較 
に より 、 私 た ち は 戦 争 の 真 の 本 質 に つい て 新た な 側面 と 洞察 を 得る こと が で きま す 。 
女性 が 母性 の カタ ル シ ス に 失敗 する の と 同じ よう に 、 男 性 も 超越 へ の カタ ル シ ス と し 
て の 戦争 の 試練 に 失敗 する 可能 性 が ある の は 明らか で す 。 し た が っ て 、 膳 病 者 は 、 ネ 
グレ クト また は 虐待 する 母親 と 同じ くら い 凶 悪 で す (子供 を 殺す 母親 は さら に 悪い 
こと に ) 

すべ て の 生命 は 神聖 で ある と いう 人 道 主義 的 な 概念 を 私 た ち が 共 有 し て いな 
いと いう 事実 と 合わ せ て 考え る と 戦争 が 災害 や 恐怖 で は な く 、 そ れ 自 体 が 価値 と な 
る こと が わか り ま す 。 そ れ は 私 た ち が 平 和 に 反対 し て いる こと を 意味 する の か 、 そ し て 
黄金 時 代 は その 時 代 に 平和 状態 が 存在 する こと を 意味 する の で は な いか と 尋ね る 人 
も いる で し ょ う 。 

一 例 と し て 、 サ ー ヴ ィ ト リ . デ ヴィ は 、 黄 金 時 代 に は 真 の 平和 が 存在 し 、 そ れこ そ 
が 、 王 国 を 破壊 し よう と する 者 た ち に 対す る 防衛 戦争 の 調整 を 拒否 し た 、 時 を 超え た 
男 の 模範 を 破壊 し た も の で ある と 主張 し て いる 。 彼 は すでに 黄金 時 代 の ルー ル に 従 
っ て 行動 し て いま し た 。 な ぜ な ら 、 彼 は その 状態 を 自分 の 中 で 実現 し て お り 、 し た が っ 
て 戦争 を 忌避 し て いた か ら で す 。 し か し 、 彼 女 は 平和 が 黄金 時 代 の 価値 で あり 、 そ れ 
が 黄金 時 代 に 平和 が 存在 する 理由 で ある と ほのめかし て いる の で 、 こ れ は むし ろ 価 
値 観 の 議論 で す - 私 は これ に 完全 に 納得 し て いま せん 。 


まず 第 一 に 、 黄 金 時 代 は 戦争 を 通じ て の み 達 成 で きる こと を 私 た ち は 確 か に 知 
っ てい ます (これ は デヴィ さえ も 認め て いま す ) 、 イ ン ボ リュ ーション が 始ま っ て 以 
来 、 対 外 的 に も 対内 的 に も 初め て の 真 の 聖戦 で あり 、 見 えな い 軍 隊 で ある ワイ ルド が 
率い る も の で す 。 ほ ら 、 英 雄 の 時 代 。 そ れ は 暗黒 / 鉄 時 代 (カリ ユ ガ ) の 11 時 間 目 に 
始ま り 、 新 し い 黄金 時 代 の 到来 を 告げ ます 。 む し ろ 、 新 し い 黄 金 時 代 の 大 部 分 は 、 世 
界 的 な 精神 的 征服 を 主導 する こと に 費やさ れ 、 そ の 間 に 世 界 皇 帝 が 姿 を 現す 可能 性 
が 高い で し ょ う 。 


本 当 の 違い は 、 今 日 の 世界 は 昔 よ り も 小さ いと いう こと で す 。 そ の た め 、 過 去 の 黄 
金 時 代 の 伝統 的 な 社会 で は 、 単 に 十分 な 距離 で 戦争 を 行う こと が で き な か っ た と い 
うだ け の 理由 で 、 長 期 に わた る 平和 が 可能 で あっ た と 主張 する 人 も いる か も し れ ま せ 
ん 。 入 札 は 遠 す ぎ て 誰 も 争う こと が で き な か っ た 。 一 方 で は 、 
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聖戦 


これ が 必然 的 に 崩壊 と 劣化 を も た らし 、 そ れ が 革命 の プロ セス を 開始 する こと に な る の は 明 ら 

か で あり 、 そ れ を 念頭 に 置く と 、 す べ て が 当て は まる よう に 思え ます 。 そ の 一 方 で 、 世 界 が 小さ く 
な っ た こと で 世界 征服 が より 現実 的 に な り ま す が 、 そ れ は 単純 に 戦争 を する も の が 何 も 残 っ て 

いな いと いう 理由 だ け で 戦争 が 突然 終わ り 、 平 和 と 衰退 に 逆戻り する こと を 意味 する 可能 性 も 
あり ます 。 こ れ も ま た 、 歴 史 の 循環 的 な 理解 に 適合 し て いる よう で す 。 し か し 、 こ れ は ある 程度 余 
談 で あり 検討 すべ き 興 味 深い 問題 で は あり ます が 、 戦 争 が 依然 と し て 避け られ な いた め 、 現 
時 点 で は それ ほど 重要 で は あり ませ ん 。 


私 が も う 一 度 議論 し た か っ た の は 、 価 値 と し て の 戦争 と 、 そ れ が どの よう に 悪化 し た か に 
つい て で す 。 

まず 第 一 に 、 そ の 動機 に お ける 小 戦争 の 退化 に つい て 。 ほ と ん どの 場合 . エ ヴォ ラ の 権利 
で ある 下級 戦争 は 、 真 の 聖戦 か ら 忠 誠 (時 間 的 また は 宗教 的 支配 者 ) や 土地 を めぐ 戦争 、 国 
家 的 お よび 経済 的 利益 の た め の 戦 争 ま で 、 時 代 に 応じ て その 動機 を 変え て きた 。 し か し 、 そ の 後 

に 起こ っ た の は 、 労 働 者 農奴 と いう 意味 で の レー ニン の 「 大 衆 の 階級 戦争 ] で は な く 、 む し ろ 

国益 の 側面 が 薄れ 、 経 済 的 暴 利 と 高利 を 目的 と し た 戦争 の 台頭 だ っ た 。 こ の 世 の 指 導 者 の ほ と 
ん ど は 、 も は や 強く 健全 な 国家 を 維持 する こと に 興味 を 持っ て お ら ず 、 む し ろ 国 内 の 消費 者 主義 
の 自己 満足 状態 を 維持 する こと に 興味 を 持っ て いま す 。 戦 争 は 、 経 済 を 強化 し て 国 を 強化 する 
た め に 行わ れる の で は な く 、 経 済 そ の も の の た め に 経済 を 強化 する た め に 行わ れる の で す 。 か 
つて は 国家 リヴ ァ イ ア サン が 利益 の た め に 経済 を コン トロ ー ル し て いま し た が 、 今 で は 経済 は 
リヴ ァ イ ア サン の 背中 に 乗っ て いま す 。 こ れ は 社会 の 退化 と 、 優 れ た 者 に 対す る 劣っ た 者 の 最 
後 の 反乱 と し て 起こ る で あろ う 人 種 戦 争 の 接近 と 並行 し て 起こ っ て いる (動機 の 点 で 戦争 の 
典型 的 な どん 底 に な る だ ろう ) ま た は 「 見 え ざる 軍隊 の 台頭 」( 真 の 聖戦 の 再来 と な る ) と し 
て 。 


次 に 、 実 践 面 で の 小 戦争 の 退化 に つい て 触れ た いと 思い ます 。 私 た ちの 世界 観 で は 、 誰 も 
偶然 に 誰か と し て 生ま れる こと は な く 、 誰 も が (フラ ン シ ス ・P・ ヨ ッ キ ー の 可能 性 の 意味 で の ) 
運命 果たす べき 役割 を 持っ て いる と 主張 され て いま す 。 誰 も が ウォ リア ー に 向い て いる わけ で 
は な いし 、 誰 も が ウォ リア ー に な れる わけ で は な い 、 そ れ が まさ に その 通り だ 
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な ぜ ウ ォ リ アー に は 独自 の カー スト が あり 、 そ れ が 第 二 カ ー ス ト だ っ た の か 
有機 的 階層 に お ける カー スト (精神 的 な も の と の 密接 な 関係 を 示す ) 
戦士 が 英雄 に な る 可能 性 が 高い た め カ ー ス ト 
し た が っ て 超越 的 で す ) 。 し か し 、 劣 化 と と も に 私 た ちはや っ て 来 ま し た 
兵士 と いう 概念 は 、 あ な た の 生ま れ 持 っ た 性 質 と は あま り 関 係 が あり ませ ん 。 
新しい 時 間 の 仕組 み に 関わ る 仕事 な ど 。 兵 士 と いう の は 、 
な ぜ な ら 、 誰 で も 兵士 に な れる か ら で す 。 
戦争 の 状況 に 直面 する こと を 意図 し た も の で は あり ませ ん で し た (戦争 は 人 間 に と っ て の も の で す が ) 
女性 に と っ て 母性 と は 何 な の か 、 そ も そ も す べ て の 人 が その よう な 小さ な 運 
命 や 超越 の 可能 性 を 持っ て 生ま れ て くる わけ で は あり ませ ん が 、 
戦争 を 通じ て それ を 行う 能力 は な いか も し れ な い が 、 そ うす る こと は で きる 
お そら く 上 想 の 実践 で あっ た と 思わ れ ま す 。 
神聖 な 王族 、 カ ー ス ト の 最高 位 ) 。 

Total の 登場 で 劣化 は さら に 進ん だ 
産業 時 代 の 象徴 と し て の 戦争 と 総動員 。 
好む と 好ま ざる に か か わら ず 、 誰 も が 戦争 に 巻き 込ま れる よう に な り ま し た (私 は 
この 状態 と その 結果 を 理解 する た 給 還 遇 ルン スト ユン ガー の 著作 を 読む 
こと を お 勧め し ます )。 核 兵器 の 導入 と 相互 確証 破壊 の 恐怖 に より 、 古 い 戦 
争 遂行 方 法 と それ に 伴う 限定 的 な 方 法 は ほぼ 消滅 し た 。 


た と え 維 持 で きる 霊 的 体験 の 可能 性 
産業 時 代 ( 戦 間 期 の ユン ガー の 記事 と JFC を 参照 ) 
フラ ー の 作品 ) o 


戦争 が な けれ ば お 金 を 追い 出す こと は な いで し ょ う 
人 間 存 在 の 神殿 か ら の 貸し 手 … 破 壊す る の で は な く 純 粋 に 創造 
で す 戦争 を 起こ すこ と する も の 。 


- JFC フラ ー 


そし て 今日 、 私 た ち が 直 面 し て いる 状況 に より 、 悪 化 は 新た な 方 向 に 向かい まし た 。 
2 つの 新た な 展望 、 と それ は ロボ ッ ト 戦 争 の 台頭 と 民間 軍事 会 社 の 台頭 で 
す 。 前 者 は どん 底 を も た ら す 
人 間 的 要素 を 完全 に 排除 する と いう 点 で 、 戦 争 を 完全 に 排除 し ます 。 
戦争 は も は や その 本 来 の 価値 の か けら も 残ら な いで し ょ う 。 
精神 的 な カタ ル シ ス を 得る 機会 は あり ませ ん 。 
それ を 経験 し て いる 人 は 、 自 分 た ちの 本 性 と 戦争 を 追求 し 遂行 する こと を 許さ れ ま せん 
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理 ロ i 
宝 : 


純粋 に 物質 的 か つ 一 時 的 な 理由 で 継続 し ます 。 後 者 は 人 類 を 破壊 する と いう 観 
点 か ら 戦争 の 悪化 を 紹介 し ます 。 
要素 の 動機 。 今 日 で も 、 ヤ ン キ ー の 兵士 た ち は 、 自 分 た ち は 国 の た め に 戦っ て いる 
の で は な く 、 国 の た め に 戦っ て いる と 思い 込む こと が あり ます 。 
自分 た ちの た め に 単に 国民 を 利用 し て いる 経済 に 対し て 
酒 を 飲む た め 、 心 の 中 に は 若干 の 高 次 の 願望 が ある が 、 民 間 軍 隊 は 自分 た ちの 給 
料 に し か 興味 が な く 、 彼 ら の 上 忠誠 心 は 自分 た ち に お 金 を 払っ て くれ る 経済 と 結び 
つい て いる (ある い は その よう な も の で ある ) 。 
彼ら は 支払 っ て も ら う こと に 興味 が ある 、 つ まり その 可能 性 が ある 
PMC が 独自 の 秘密 工作 を 行っ て いる こと 
誰か に お 人 金 を 払う 理由 を 与え て くだ さい ) 。 

し た が っ て 、 私 た ち 自身 の 聖戦 が 来る と き 、 そ れ は 単なる も の で は あり ませ ん 
外側 と 外側 の 両方 に お ける 最高 の 精神 的 目標 に つい て ( 
私 た ちの 世界 観 の 時 間 的 ルー ル ) と 内 部 形態 (超越 新しい 時 間 的 エリ ー ト の 鍛 
造 と 世界 の 皇帝 の 召喚 ) 、 し か し それ は 戦争 の 戦争 で も あり 、 そ れ は 私 た ちの 


戦争 の 価値 を 回 復 し 維持 する た め の 道 と し て の 戦争 
超越 性 と レッ サー 戦争 に 対す る 私 た ちの 世界 観 の 一 部 
自分 た ちの 革 細 な 理由 を 守る た め に 戦う 我々 の 敵 の こと は 、 ノ ー だ 。 
それ ら が 何で あり 、 そ れ ら を どの よう に 実行 する か は 重要 で す 。 

私 た ちの 内 な る 闘争 が 真 の 自己 と の 戦い で ある の と 同じ よう に 、 
その 腐敗 し た 身体 の 反映 に より 、 我 々 の 戦争 も 苦戦 する こと に な る だ ろう 
それ 自体 の 破損 し た 反射 に 対し て 。 


戦争 は 祖 加 お 。 


- ピエ ー ル ・ ド リュ ー・ ラ < ロシェル 
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アレ クサ ンダ ー・。 ス ラブ ロス 著 


私 が 最近 この よう な 記事 を 書き 続け て いる 理由 の 1 つ は 、 

し ば らく 正しい 読書 習慣 に 戻れ な か っ た の で 、 

こう する こと で 、 研 究 の 遅れ を 埋め 合わ せ て いる よう な 感じ で す 。 ま だ 行き 詰まっ て ます 

し か し 、 仏 教 に 関す る エ の 教義 p 林 を 読ん で いる 江 醒 

長 時 間 か け て 少し ずつ 読ん で も ダメ だ と いう わけ で は あり ませ ん 。 
大 きく 貢献 し て いま す 。 今 すぐ に 使用 で きる 例 : これ を 読ん で くだ さい 。 

仏教 の 愛 の 概念 本 来 の 意味 に つい て の 本 

その 言葉 の 背後 に ある の は 、 仏 教 を フラ ワー チル ドレ ン に と っ て 非常 に 魅力 的 な 
も の に し て いる 、 大 地 の 母 で ある ヒッ ピー の 理解 で は あり ませ ん 。 

無能 の 群れ 。 同 じ 状 況 が 仏教 の 喜び / 幸 福 の 理 解 に も 当て は まり ます が 、 私 た ちの 一 時 的 
な 闘争 の 解釈 に お ける 結果 は 非常 に 大 きい た め 、 愛 に つい て 話し ます 。 


より 洞察 力 が あり 興味 深い も の に な り ま す 。 
ここ で の 区 別 は 、 自然 と 超自然 の 間 
愛 、 感 覚 に 基づく 愛 と 感覚 に 基づく 愛 の 間 
意志 と 自由 。 前 者 は 実際 感情 に よっ て 条件 づけ られ て お り 、 自 由 で は あり ま 


せん 。 な ぜ な ら 、 感 情 に 直面 する まで 動か な いか ら で す 。 
オブ ジェ クト に 対応 する 傾向 。 こ の た め 、 
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物 の 見 た 目 が 変わ る と 愛情 が 減る 心 が そ の 外 を 変え る と き 、 あ る い は 
*ss この 愛 の 形 に お に 別 の 気持 ち 。 
いて 、 人 は 実際 に は 自分 自身 だ け を 愛し ます 。 
*ss、 よ り 正 確 に は 、 愛 する の は 彼 の 中 に ある サム サリ ッ ク な 存在 で す 。 
そし て これ は し た が っ て 、 企 欲 な 愛 だ け で な く 、 昇 華 さ れ た 形 の 愛 と 愛情 も 同様 
で す 。 こ れ の すべ て が 、 の 一 部 の 妨害 
ドウ ッ カ の 世界 。 それ は 変化 で す 、 精 神 _ ぁ つなぐ 、 ぁ ss で す 
で す 。 ア ー リ ア 人 の 覚醒 へ の 道 は 認識 さて て いな い 
この 意味 で の 愛 、 そ し て それ を あら ゆる 形 で 愛 と みな し ます 。 限界 


問題 と 不 完全 。 送 み 知識 、 そ れ は 保存 され て いま す が 、 

感情 状態 に 基づく 特性 意志 と 自由 に つい 
感性 の 問題 で は な く 、 キ リス ト と < て は 、 私 た ち が 言 っ た と お り で す 。 

教 神学 に お いて 、 こ れ は 、 私 た ち が こ こ  r 神 に ぉ u て すべ て 引き 塊 」 。 

で 各個 人 の 超越 的 な 根源 を 思い 出し 、 非 個人 的 で 形 面 上 学 的 な 意味 で その 人 の 
中 に ある も の を 好み 、 あ ら ゆる も の を 断固 と し て 排除 する こと を 意味 し ます 。 


また は 私 た ちの 特殊 な 性 質 か ら 生じ る こと を 嫌い ます 。 この 中 で 
場合 に よっ て は 精神 の 自由 が 感覚 の 条件 付け され た 性 格 に 打ち 勝ち 、 愛 は より 純 
ター 桂 に な が D、 

自由 が 高けれ ば 高い ほど 、 そ れ は 特定 の 満足 感 や 単 一 の 存在 へ の 執着 に 依存 し 
な く な り ます 。 に a 


愛 に つい て 考え た 場合 に の み 、 こ れ ち の 用 語 を 理解 で きま す 

の 価値 は 単に 手段 的 か っ カタ ル シ ス で ある と いう 点 で 、 

仏教 の 悟り の 桶 子 に お いて 、 そ れ は 単に 初期 の ジャ ー ナ と 同等 の も の 、 つ まり 、*< 
個人 の 制限 を 取り 除き 、「 五 つの 絆 」 を 中 和 す る よう に 設 訟 音 幼 燈 テ ンプ レー ト 的 
に 取っ て 代わ る も の で す 。 


に 


私 が この 違い を 持ち 出す 理由 は 、 
エヴォ ラ は 、 超 越 性 に 関す る 仏教 の 教え を 説明 し て いる と き に 、 こ の こと を 持ち 出し まし た 。 そ 
の 主題 は 、 す べ て の 輪 如 の アン カー を 拒否 する こと で す 。 
物質 的 な 世界 。 
この 区 別 を 踏ま えて 私 が 考え た こと は 、 
それ は 、 偽 り の 世界 に 対す る 私 た ちの 一 時 的 な 闘い と 関係 し て いま す 。 私 
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私 た ち が 人 生 の すべ て の 事柄 に お いて 真理 に どの よう に 仕え る か を 以前 に 述べ 
まし た が 、 こ の よう に 、 個 人 の 真理 、 国 家 の 真 理 人 種 の 真理 な ど が 存在 し ます 。 こ 
れ ら の 真実 は 、 万 物 の 宇宙 秩序 で ある 究極 の 真実 を 構成 する の に 役立ち ます 。 

「 世 俗 的 な 」 愛 と 「 霊 的 な 」 愛 と の この 区 別 を 考慮 する と 、 ナ ショ ナリ ズム 、 人 種 
差別 、 さ ら に は SJW の 愚か さと の 闘い に つい て も 、 ま っ た く 新 し い 見 方 が 私 た ち 
に 提示 され ます 。 


私 た ち は 最近 、 個 性 と 真 我 の 問題 に つい て ツァ イガ ー と 話し 合っ て いま す 。 
個性 化 と は 、 霊 的 エネ ルギー が 「 結 合 」 と 個性 化 を 受け る 霊 的 エネ ルギー の 物質 
的 象徴 で ある 非常 に 特定 の 体 に 引き 寄せ られ る と き 、 物 理世 界 に お ける 特定 の 
人 間 の 性 質 を 決定 する も の で す 。 こ れ ら の エネ ルギー は その 個人 の 超越 的 な 源 
の も の で あり 、「 ス ピリ チュ アル な 」 愛 に つい て 話す と き に 問題 に な り ます 。 


次 に 私 た ち が 考 慮 し な けれ ば な ら な い 最 後 の 要素 は 、 こ れ ら の 教え で は 誰 
も 偶然 に 生ま れ て いな いと いう こと で す 。 前 述 し た よう に 、 上 記 の エネ ルギー は 、 
特定 の 個人 の 中 に 自分 自身 の 完璧 な 物理 的 シン ボル を 求め ます 。 誰 も 、 偶 然 、 特 
定 の 性別 、 人 種 、 民 族 、 カ ー ス ト に 生ま れ て くる わけ で は な く 、 す べ て が 決定 され 
て いま す 。 伝 統 的 な カー スト 社会 で は 、 自 分 の カー スト の 仕事 で は な いこ と を わ 
ざわ ざ 行 うと 、 す ぐに の け 者 、 カ ー ス ト 制 度 か ら の 追放 者 と し て マー ク さ れ ま す 。 
この 規則 は 、 そ れ 以 上 の 何 か に な ろう と する 農奴 と 、 そ れ 以 下 の 何 か を し よう と 
する 貴族 の 両方 に 作用 し 、 彼 ら は ある 種 の 嘘 を 犯し た と いう 理由 で 、 同 等 で ある 
か 、 上 位 で ある か 、 さ ら に は 下位 で ある か に 関係 な く 、 カ ー ス ト 制 度 内 の 全員 か ら 
喘 和 括 さ れる 可能 性 が あり まし た 。 そ の 超越 的 な 源 に 対し て 。 彼 ら は 自分 自身 の 性 
質 、 自 分 自身 の 真実 、 ひ いて は 究極 の 真実 を 裏切っ た の で す 。 


し か し 、 こ れ は カー スト だ け で な く 、 人 種 、 民 族 、 性 別 な が ど あ ら ゆ る も の に 当 
て は まり ます 。 そ れ は ひい て は 、 あ る 事柄 に 対す る ファ シス ト と し て の 我々 の 時 
間 的 態度 に 新た な 次 元 を 提示 する こと に な る 。 種 族 の 裏切り 者 で ある こと は 、 霊 
的 種族 に 対す る 裏切り で あり 、 ひ いて は その 霊 的 種族 を 決定 し た 超越 的 な 根源 
に 対す る 裏切り で ある 。 人 種 階層 に お ける 自分 の 立場 を 受け 入れ な いこ と は 、 カ 
ー ス ト 階 層 に お ける 自分 の 立場 を 受け 入れ な いこ と と 同じ で す 。 し た が っ て 、 国 
家 の 真 実に 対す る 裏切り 者 で ある こと は 、 超 越 的 な 根源 に 対す る 裏切り で す 。 試 
し て いま す 
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自分 が 別 の 性 別 や 性 別 、 あ る い は その 他 の も の で ある ふり を する こと 
同じ 裏切り の 形 。 
これ ら は すべ て 嘘 、 偽 り 、 裏 切り で す が 、 単 純 で は あり ませ ん 。 
し か し .、 超 越 的 な エネ ルギー が それ ら す べ て の 背後 に あり ます 。 私 た ち は 単 に 裏切り 者 を 
何 の た め に 憎ん で いる わけ で は あり ませ ん 
彼ら の 行為 は 、 そ の 一 時 的 な 形 で 、 私 た ち も 彼 ら を 憎む こと を 意味 し ます 。 
彼ら は 自分 た ちの 超越 的 な 根源 を 裏切り ます 。 彼 ら は た くさ ん の も の を 与え られ て いま す 
物質 的 な 束縛 に 対し て 、 彼 ら は 超越 的 な も の が 宿る 自分 自身 の 性 質 に 反し て 、 容 易 に 衰弱 
させ る 行為 を 行っ て し まう の で す 。 
スピ リ チ ュ アル な 愛 と いう 意味 で 私 た ち が 愛 する エネ ルギー で す 。 彼 ら は コミ ッ ト し ます 
裏切り を 受け 、 彼 ら の 精神 的 な 性 別 、 民 族 性 、 人 種 を 切断 の 対象 に し ます 。 


これ ら の 裏切り 行為 は 、 私 た ち が 望 ん で いた も の の 背後 を 刺 す も の で す 。 
も っ と 深い 意味 で 国家 や 人 種 と 呼ぶ の で 、 私 た ち は こ うな り ま す 。 
これ ら の 超越 的 な 力 を 自ら の 中 に 閉じ 込め た 輪廻 的 、 物 質 的 、 物 理 的 存在 に 対す る 極度 の 
憎しみ を 引き 起こ す 
そし て 積極 的 に それ ら を 切断 し ます 。 こ の 意味 で 、 私 た ち は 「 国 家 の 癌 を 取り 除く 」 と いう 
新た な 解釈 を 得る 。 そ ん な も の を す こと で 
存在 た ち 、 私 た ち は そ の 束縛 か ら 超 越 的 な 力 を 解放 し ます 。 
私 た ちの 国 / 人 種 に 個 入 を 発揮 する 新た な 機会 を 与え て くだ さい 
も っ と ふさ わし い 人 に 。 

ブレ イ ビ ク 氏 の 信用 を 傷つけ よう と し た 生 健 派 と シル ス た ち は 、 
彼 の 行動 は 、 自 国 の 人 々 を 殺す こと は ナシ ョ ナリ ズム で は な いと 言っ て いま す が 、 こ の より 
深い 精神 的 な 文脈 で は 、 そ うす る こと は 
あな た の 国家 に 対す る 究極 の 愛 の 行為 - それ は 単に 阻止 する だ け で は あり ませ ん 
変質 者 と リベラ ル 派 が 権力 を 握っ て 物 を 作る こと か ら 速 ざか る 
物質 世界 の 一 時 的 な 問題 で は さら に 悪い こと に 、 そ れ は 私 た ち が 「 ス ピリ チュ アル な . 愛 
を 持っ て いる も の を 彼ら の 支配 か ら 解放 する こと で も あり ます 。 の 
生物 学 的 物質 は 精神 的 な エネ ルギー に 次 ぐも の で ある た め 、 国 家 と 人 種 に 対す る 裏切り 
者 と いう 言葉 に 新た な 意味 が 与え られ て いま す 。 
も うそ の 一 部 で は あり ませ ん 。 

私 た ち が 彼 ら を 憎む の は 、 彼 ら が 私 た ちの 愛す る も の を 傷つけ る か ら で す 。 
私 た ち は 彼 ら と 共有 し ます が 、 彼 ら は あえ て 汚す こと を 試み 、 さ ら に それ を 汚す こと に よっ 
て 究極 の 真実 に 対し て も 嘘 を つき ます 。 の 


彼ら の 本 性 が 腐敗 すれ ば する ほど 、 人 間 性 が 失わ れ 、 よ り 獣 的 に な る 
は 。 
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国 を 愛す る と いう こと は 、 単 に 国民 の 肉体 を 愛す る と いう こと で は あり ませ ん 。 
国家 だ け で な く 、 そ の 背後 に ある 超越 的 な 力 と その 国家 
自分 自身 の 中 に ある 真実 。 


も 区 遇 謎 撃 発 だ 記 な く 、 私 と 敵 の 両方 が 私 の 前 に 立っ て いる な ら 、 裏 裏切り 者 


私 


- コル ネリ ュー* ゼ レア ・ コ ドレ アヌ 


この よう に し て 私 た ち 一 人 一 人 が 人 種 の 裏切り 者 、 裏 切り 者 た ち に 語り か け ま す 。 
国家 の 真実 と 究極 の 真実 : 私 は あな た を 憎ん で いま す 。 
私 と あな た の 中 に ある も の 、 私 が 愛す る も の を 汚し た 
あな た と 私 の 中 で 、 私 が 大 切 に し 、 そ こ か ら 解 放し よう と し て いる も の 
それ を 腐敗 させ よう と する 嘘 、 あ な た が 積極 的 に それ ら の 勢力 に 屈服 させ た 嘘 。 あ な た を 殺す こ 
と は 、 あ な た の 真 我 を 救う こと で あり 、 
その 創造 に 費やさ れ た すべ て の も の 、 私 た ち が 共 有する も の 。 あ な た は 
の け 者 な の で 、 私 は あな た を この 国 の 肉体 か ら 追放 し 、 
人 種 よ 、 あ な た は 嘘つき だ か ら 、 私 は あな た の 中 の 真実 の 要素 を 解放 し ます 。 
あな た を 殺す こと は 、 敵 を 殺す こと より も 偉大 な 正義 の 行為 で す 。 
彼 自 身 の 性 質 に 従い ます 。 
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難解 さ に つい て 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


私 の せい で 、lronMarch に この 難解 な 内 容 が すべ て 存在 する こと に な っ た こと に つい 
て 、 い くつ か の 懸念 が 表明 され まし た 。 そ の うち の 1 つ は 、 こ れ が 初心 者 に は どの よう 
に 見 える か と いう こと で す 。 も う 一 つ は 、 こ れ が ファ シン ズム と どれ だ け 両 立 す る か と い 
うこ と で す 。 も う 一 度 強調 し て お きま す が 、 こ れ は 、 独 自 の 「 イ ン デ ィ オ ロジ ー」 を 作ろ 
うと する アイ デア メー カー た ちか ら よ く 知 られ て いる 、 言 葉 の スー プ 状 態 の 一 例 で は あ 
り ま せん 。 

これ は 、2 つの も の を くっ つけ て その 結果 を どう し よう と いう こと で は あり ませ ん 。 
な ぜ な ら 、 そ れ は 、 何 ら か の 基準 に 基づい て アイ デア を 生み 出 そ う と する と ころ か ら 
来 て いる か ら で す 。 今 日 で は 、 そ の 基準 は 主 に 何ら か の 種類 の 自 閉 症 で す 。 最 も 論理 的 
な シス テム 」 ま た は 「X と Y の 要素 が 好き だ か ら XYer に な り た い 」 私 は 特に ファ ンズ 
ム の 研究 を 通じ て 難解 な 分 野 に 参入 し まし た 。 そ れ は ファ シズ ム に 異物 の 皮 を 被せ る 
と いう 試み で は な く 、 む し ろ フ ァ シ ズム の 表層 を 剥が し て その 核心 を 明らか に する こと 
で 発見 し た も の で ある 。 


難解 な も の は 、 そ の よう な 知識 を 持た な い 平 均 的 な ファ シス ト が すでに 考え 、 実 
行 し て いる こと と 完全 に 一 致し て お り 、 こ れ が 背後 に ある より 深い 意味 に すぎ な いこ と 
を 表現 する こと が 常に 私 の 目標 で し た 
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次 の 飛躍 へ 


私 た ち が す で に や っ て いる こと 。 そ れ は 、 単 な る 一 時 的 な 観点 か ら 言え ば 、 す で に 私 た ちの 目標 と な っ 
て いる も の の 新た な 次 元 で す 。 そ れ は プラ グイ ン で も な けれ ば 、 何 か 新しい も の や ファ シズ ム の 外部 
に ある も の を 導入 し よう と する 試み で も あり ませ ん 。 そ れ は より 深い 根 に ある ファ シズ ム で す 。 


特に 運動 の 外部 の 人 々 に つい て 話す と き に 、 こ の 知識 が すべ て の 人 に 適し て いる わけ で は な い 
こと を 私 は 指摘 し まし た が 、 運 動 の 内 部 に も 同様 に 言え を ます が 、 そ こ で は その より 深い 性 質 を 理解 で き 
る 人 を 見 つけ る 必要 が あり ます 。 こ れ ら の トピ ッ ク は .、 運 動 の すべ て の 歩兵 に と っ て 必須 の 知識 で ある 
こと を 意図 し た も の で は あり ませ ん が 、 運 動 の すべ て の メン バー が それ ら に アク セス し 、 試 し て みる べ 
き で す 。 彼 ら が それ を 理解 し て いな く て も 、 彼 ら は 理解 し て いる 人 々 と 同じ 戦い を 続け て お り 、 そ れ は 
決し て 彼ら の 貢献 が 少な いと いう 意味 で は あり ませ ん 。 こ れ は 、 人 々 が どの よう に 異な る か を 改め て 
認識 する こと で あり 、 こ れ は 私 た ち が 常 に 支持 する 真実 で すす 。 す べ て が 終わ っ た と き 、 こ の 知識 に よっ 
て 力 を 与え られ た 精神 的 な 狂信 者 で ある 歩兵 と 理解 で き な い こと に よっ て 疑念 を 曇ら せな い 歩 兵 が 
現れ る で し ょ う 。 こ れ ら の トピ ッ ク が 私 た ちの 導 争 に つい て の よし 広範 な 理解 に 目 を 開か せる も の で 
は な いと 思わ れる 場合 は 、 そ れ ら を 無視 する か 、 最 も 基本 的 な 側面 だ け を 心 に 留め て 、 時 間 的 お よび 
物質 的 な 側面 に つい て より 確実 性 を 持っ た 方 が 良い で す な ぜ な ら 、 そ の 章 い を 霊 的 に 理解 する こと 
が 、 そ れ を 理解 で きる 人 に 力 を 与え る の と 同じ くら い 、 そ れ が あな た の 強み に な る か ら で す 。 


繰り 返し ます が 、 こ こ で は 沈黙 の 法則 の 前 提 の 1 つが 適用 され ます 。 つ まり 、 信 じ る より も 何 も 
知ら な いこ と を 認め た ほう が 良い と いう こと で す 。 理 解 で き な い 場合 は 、 盲 目的 に 信じ ず 、 疑 いと 熟考 
に 心 を 開い て くだ さい 。 そ れ を 理解 し て いる 場合 は 、 そ れ に 従い まし ょ う 。 私 が いつ も 言っ て いる よう 
に 、 私 は いつ で も エボ ラフ ァ ー グ より スキ ン ヘ ッ ド を 服用 し ます 。 し か し 、 こ の 言葉 を よく 考え て いた だ 
けれ ば 、 「 上 難解 な 兵士 」 の 存在 は 、 政 治 的 な 兵士 の 存在 と 同じ くら い 私 た ちの 運動 に 固有 の も の で す 。 
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理想 主義 VS. 
マテ リア リズ ム 


ツァ イガ ー 著 


和 


私 た ち は フ ァ シ スト と し て 、 明 ら か に 現代 世界 が 代表 する ほとん どす べ て の こと に 反対 し て いま す -。 私 
た ち は 皆 それ を 感じ て いま す 、 私 た ち は 皆 それ を 知っ て いま す 、 誰 も 否定 し ませ ん 
現代 世界 は ガン で あり 、 私 た ち は 化学 療法 を 受け て いる の で す 。 そ し て 
白人 の 罪悪 感 、 人 種 な ど 、 そ れ ら の 症状 は 簡単 に 列挙 で きま す 。 
混合 、 オ カマ の 権利 、 男 性 の 女 ら し さ 、 怒 っ て いる フェ ミニ スト 女性 、 
人 は 過去 も 未来 も 気 に し な い 、 誇 り も 持た な い 
ある い は 尊厳 な ど 。 
また 、 多 様 で 矛盾 し た 原因 の リス ト も あり ます 。 
この クソ みた いな 退廃 の 嵐 : ユ ダ ヤ 人 、 啓 蒙 主義 : キ リス ト 教 、 キ リス ト 教 の 欠如 、 キ リ 
スト 教 の 間違っ た 解釈 、 
消費 主義 、 迷 信 、 無 神 論文 明 の 快適 さ 、 
白い 病 的 共感 な ど 。 
あな た の 能力 に 関係 な く 、 あ な た は か な り 有 能 な 活動 家 に な る こと が で きま す 
な ぜ こ れ が 起こ っ て いる の か を 理解 する こと 。 で も 最終 的 に 一 番 高い の は 、 
どの よう な 革命 が 起こ ろう と も 幹部 は 何 が 起こ る か を 知っ て お くべ き で ある 。 
退化 の 本 当 の 究極 の 原因 は 次 の と お り で す 。 な ぜ な ら 、 彼 ら が 拠点 を 置く な ら 、 
間違っ た 、 ま た は 表面 的 な 理解 に 関す る 彼ら の ポリ シー、 そ し て それ ら 
政策 は 最終 的 に は 裏目 に 出 ま す (また は 少な く と も 効果 が な いこ と が 判明 し ます ) 。 
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た と えば 、 ユ ダ ヤ 人 が 我々 の 戦争 の 究極 の 原因 で ある と 私 が 考え る と し た ら 、 
衰退 し た 場合 、 私 の 方 針 は 、 ユ ダ ヤ 人 全員 を 国外 追放 する こと で す 。 
ユダ ヤ 人 は 影響 力 と 権威 の ある 立場 に あり ます 。 こ れ は 明らか に 
プラ ス の 効果 は あり ます が 、 問 題 の 解決 に は な り ま せん 。 結 局 の と ころ 、 私 た ち は 
た と えば 古代 ドイ ツ 人 や スパ ル タ 人 に と っ て は 、 ユ ダ ヤ 人 に 支配 され る こと は 考え られ な 
いこ と で す が 、 
自分 自身 も そう や っ て 支配 され て し まう の で す 。 つ まり 、 私 た ち は 現 在 、 ユ ダ ヤ 人 が 利用 し て 
悪化 させ て いる 弱点 を 抱え て いま す が 、 そ れ は 取り 除 か れ て いま す 。 
ユダ ヤ 人 の 弱 さ は それ だ け で は 解消 され ませ ん 。 

も し 私 た ち が 間 違っ た 方 向 に 導 か れ て 堕落 し て いる と 信じ て いる な ら 
唯一 の 真 の 信仰 ( 真 の 信仰 が カト リッ ク で あろ うと 無神論 で あろ うと 、 オ ー デ ィ ニ ズム で 
あろ うと ) か ら 、 私 は その 宗教 を 回 復 す る こと を 優先 し ます 。 
場合 に よっ て は 、 そ れ が 役立つ か も し れ ま せん が 、 歴 史上 、 異 教徒 、 キ リス ト 教 徒 、 無 神 論 
が 堕落 し た (また は その 逆 に 、 タ フ で 根拠 の ある SOB で ある ) 例 が 非常 に た くさ ん あり ま 
す 。 

ー 連 の 宗教 的 信念 と 実践 が 退化 を 防ぐ (また は 引き 起こ す ) と いう の は 、 歴 史 を 大 規模 な 
確証 バイ アス で 見 て いる だ け だ 。 

現代 の テク ノロ ジー と 快適 さ の せい で 私 た ち が 退 化し て いる と 思う な ら 、 私 は 社会 を 
強制 的 に 元 の 状態 に 戻す こと を 決め る か も し れ ま せん 。 
農業 的 な 生活 水準 。 し か し 問題 は 、 あ な た が そう し な いか ら と いっ て 、 
iPhone や 洗濯 機 を 持っ て いて も 、 誰 も が 炎上 する オカ マ に な る の を 止め る こと は で きま せ 
ん 。 単 純 な 事実 で 確実 に 減り ます 
人 生 は ます ます 困難 に な り 、 そ の た め 、 自 由 に 行動 で きる 余地 が 少な く な っ て いる と いう こと で す 。 
変性 発達 遅滞 で す が 、 根 本 原因 に は 対処 し て いま せん 。 

た と え こ れ ら すべ て の 問題 に 対処 し 、 正 し く 対処 で きた と し て も 、 

坦 品 に 絆 創 言 を 貼っ て いる だ け で す 。 そ れ は 本 当 に ある か も し れ な い 
良い バン ド エ イ ド で す が 、 最 終 的 に は 剥が れ 始 め ま す 。 こ れ が 理由 で す 
退化 の 根本 原因 を 見 つけ て 対処 する こと が 非常 に 重要 で す 
それ を 直接 。 フ ァ ン ズム は 「 人 種差 別 」 に 関す る も の で は あり ませ ん - 昔 は リベラ ル 派 で さえ 人 種差 別 主義 者 で し た 
1930 年 代 。 フ ァ ン ズム は ユダ ヤ 人 を 憎む こと で は あり ませ ん - リバ タリ アン や ユダ ヤ 人 さえ も 憎む こと で す 
今日 、 保 守 派 は ユダ ヤ 人 を 嫌う こと が 多い 。 フ ァ シ ズム は 復興 する こと で は な い 

「 ま あ キ リス ト 教 」 と か 「 ま あ 異 教 の 伝統 」 と か 、 一 体 私 た ち は 何 を し て いる の で し ょ うか ? 
聖書 の サン パー と ウィ ッ カ の オカ マ と の 共通 点 は あり ます か ? 

既知 の 歴史 が 始ま っ て 以来 、 和 私 た ち は 議 論 を 続け て きま し た 。 

2 つの 相反 する 世界 観 の 間 で 揺れ 動く 。 最 初 の ビュ ー 
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理想 主義 VS. マ テリ アリ ズム 


2 番目 の 見 解 は 通常 「 理 想 主義 」 と 呼ば れ 2 番 目 の 見解 は 通常 「 物 質 主義 」 と 呼ば れ ま す 。 理 
想 主義 と は 、 思 考 、 ア イデ ア 、 概 念 が 次 の よう な も の で ある と いう 見 方 で す 。 
現実 的 か つ 永 続 的 で あり 、 基 本 的 な 現実 を 形成 する 一 方 で 、 物 質 

それ は 幻想 、 ま た は 思考 の 二 次 的 な 副産物 で す 。 唯 物 論 は 

反対 の 考え 、 つ まり 物理 的 物質 が 根本 的 な 現実 で ある と いう こと で す 。 

一 方 、 思 考 や 概念 は 幻想 、 ま た は 物質 の 二 次 的 な 副産物 で す 。 


「 し か し 、 ツ ァ イ ガ ー、 こ れ は わか り ま す 、 大 学 の 哲学 101 で これ を 聞き まし た 。 
これ は 一 体 フ ァ シ ズム と 何 の 関係 が ある の で し ょ うか ? 実 際 、 何 が 起こ る の か 
それ は 何 か 関係 が あり ます か 2? 結 局 の と ころ 、 そ れ ら の 哲学 的 立場 は 、 
基本 的 に は 交換 可能 で あり 、 ど ちら の 方 法 で も 実際 に は 証明 で きま せん 。」 

ああ 、 そ れ が ある ん で す 。 ど ちら か の 観点 を 決定 的 に 証明 する か 反証 する こと は ほ 
ぼ 不 可能 で す が (結果 は 次 の と お り で す ) 
あら ゆる 実験 は 、 反 対 の 視点 を 持つ 2 人 に よっ て 反対 の 方 法 で 解釈 され ます )、 そ れ ら の 
立場 は 交換 可能 で は あり ませ ん 。 そ れ ぞ れ に は 多く の 隠さ れ た 前 提 条 件 が あり 、 


支持 者 を 反対 の イデ オロ ギー に 導く 滑り や すい 坂道 
パス 。 
あな た が 「 理 想 主義 者 」 で あれ ば 、 通 常 は 信じ る 傾向 が あり ます 
あな た の 心 は 死後 も 物質 的 な 体 を 生き 続け る と いう こと 。 し た が っ て 、 あ な た は 
また 、 何 ら か の 形 で 、 人 の 心 は 、 
あな た の 先祖 は 皆 ま だ 生き て いま す 。 あ な た は この 地上 の 存在 を 見 る で し ょ う 
「 ア イデ ア 」 や 「 精 神 」 の 領域 に お ける 永続 的 な 存在 と 比較 する と 、 一 時 的 で 備 い も の と 
し て 。 し た が っ て 、 原 則 を 尊重 する た め に 地上 で 苦し み と 犠牲 を 受け 入れ る こと は 、 多 く 
の 利益 を も た らし ます 。 
原理 は 永遠 で 現実 的 で ある 一 方 で 、 人 間 の 苦し み は 存 在 す る か ら で す 。 
単なる 一 時 的 な 幻想 。 こ れ ら すべ て の 考え は 、 遅 か れ 早 か れ 、「 理 想 主義 」 の 観点 か ら 考 
える 人 々 の 心 の 中 で 芽生 そえ る で し ょ う 。 そ れ ら の 
アイ デア は 美徳 に つなが り ま す 。 
あな た が 「 唯 物 論者 」 で あれ ば 、 一 般 的 に 、 体 が 消え て し まえ ば 心 は 完全 に 消え る 
と 信じ る 傾向 が あり ます 。 
(「 脳 」) が 崩壊 する 。 し た が っ て 、 そ の 後 の 人 生 や 現 実 の 概念 は 
物質 的 な 人 生 に 比べ れ ば 、 死 は 疑わ し いか 、 せ い ぜ し 無関係 で ある 
この 地球 上 で 最も 重要 な こと 。 物 質 は 常に 流動 し て いる た め 、 私 た ち が 人 生 で 大 切 に し 
て いる も の は すべ て 、 最 終 的 に は 消滅 し ます 。 
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梨 よ 、 私 た ちの 行為 は 忘れ られ 、 私 た ち が 取 り 組 ん で きた も の は 崩壊 する か 、 時 代 遅 れ 
に な る で し ょ う 。 し た が っ て 、 過 去 と 未来 は 
現在 に 比べ れ ば 重要 性 は 二の次 で す 。 
原則 や 理念 の 名 の も と に 犠牲 を 払う こと に 意味 は あり ませ ん 。 
それ ら は 単なる 訟 意 的 で 幻想 的 な 考え に すぎ な い の で 、 美 徳 で す が 、 
人 間 の 苦し み は 現 実 で あり 、 悲 劇 で す 。 し た が っ て 、 ア イデ ア の 唯一 の 価値 は 
そし て 原則 は 、 す ぐに 得 ら れる 喜び と 満足 感 で す 
私 た ち を 連れ て き て くだ さい - 人 生 の 本 当 の 意味 は 、 で きる だ け 多 く の 楽 し み を 引き 出す こと で す 
危険 や 不快 感 を 避け な が ら 、 可 能 な 限り 外 に 出 て くだ さい 。 全 て 
こう し た 考え は 遅かれ 早かれ 人 々 の 心 の 中 で 芽生 える で し ょ う 
「 唯 物 論 」 の 観点 か ら 考 える 人 。 そ れ ら の 考え は 退化 に つなが り ま す 。 
地球 上 の 誰 も が 100%「 理 想 主義 者 」 か 「 唯 物 論者 』」 の どちら か な の で し ょ うか ? 
いい え 、 私 た ち 全 員 が どちら か の 視点 の 自然 な 結論 を すべ て 受け 入れ る と いう 
意味 で は あり ませ ん 。 し か し 、 私 た ち は 物 事 を 一 方 向 か ら 見 た り 、 
他 の 。 基 本 的 に 、 今 日 の 西洋 人 の 999% 以上 は 「 物 質 主義 者 」 で す が 、 た と えば 紀元 前 
300 年 に は 999%6 が 「 理 想 主義 者 」 で し た 。 し か し 、 ま だ あり ます 
多く の 人 が 執着 する 前 時 代 か ら の 理想 主義 的 な 名 残り 、 
古い 宗教 、 古 い 伝統 、 古 い 法律 の よう に 。 し か し 、 あ の 古い 宗教 家 た ち は 、 
思想 、 伝 統 、 法 律 は 理想 主義 の 時 代 の 産物 で あり 、 
そし て 今日 で は も う 生 産 で き な く な り ま し た 。 し た が っ て 、 こ れ ら の タイ プ が 見 られ ます 
「 昔 な が ら の 」 も の は ゆっ くり と 消え 、 素 材 主義 的 な アイ デア 、 新 し い 時 代 の 製品 に 取 
っ て 代わ られ て いま す 。 
私 が 言い た い の は 、 人 々 が 次 の よう な 観点 か ら 考 えて いる 限り 、 
唯物 論 は ゆっ くり と 退廃 へ と 向かっ て いき ます 。 何 百年 あるいは 何 千年 か か る か も し 
れ な い が 、 た と え 私 た ち が そ う で な か っ た と し て も 最終 目的 地 は 絶対 に 今日 の よう な 
地獄 穴 で ある に 違い な い 。 
た と え 私 た ち が 皆 「 オ ー デ ィ ニ スト 」 で あっ て も 、 た と え 私 た ち が シ ンプ ル な ライ フス タイ ル を 送っ て 
いた と し て も 、 ユ ダ ヤ 人 た ち 。 逆 に 、 社 会 が 「 理 想 主義 」 の 観点 か ら 考え る と 、 
ゆっ くり と 別 の 種類 の 状態 に 向かっ て 店 い 上 が っ て いき ます 。 
そし て それ が ファ シズ ム の 本 質 だ 。 フ ァ ン ズム は その 反対 で す 
そし て 現代 世界 は 「 物 質 主義 」 の 世界 観 の 産物 で す 。 


「 理 想 主義 的 」 世 界 観 は 通常 、 過 去 へ の 憧れ で ある と 考え られ て いる た め 、 私 た 
ち は そ れ を 伝統 的 世界 観 と 呼び ます 。 な ぜ な ら 
「 物 質 主義 」 は 現代 世界 の 根源 と 同一 視 さ れ て お り 、 
それ を 現代 の 世界 観 と 呼び ます 。 
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理想 主義 VS. マ テリ アリ ズム 


「 分 か っ た 、 ツ ァ イ ガ ー、 分 か っ た .、 退 廃 は 理想 主義 か ら 離れ 、 代 わり に 唯物 論 

を 採用 し た 結果 で ある 。 そ れ で も 、 な ぜ 私 た ち が 太 陽 の 傾向 と 錬金術 に つい て 「 吐 き 
出す 」 必 要 が ある の か は 説明 で きま せん 。」 

いい え 実際 、 錬 金 術 や 奇妙 な 象徴 主義 に つい て 話す 必要 は あり ませ ん 。 し か し 、 
私 た ち は 個 人 と し て 、 そ し て 国家 と し て 、 物 質 主義 か ら 理想 主義 に 、 あ る い は 現代 の 世 
界 観 か ら 伝統 的 な 世界 観 に どの よう に 移行 で きる か を 考え る 必要 が あり ます 。 も し 
あな た が アイ アン ・ マ ー チ に 参加 し て いる な ら 、 お そら く あ な た は ある 種 の エリ ー ト 
で し ょ う 。 た と え 友 達 が いな い 敗 者 で あっ て も 、|Q 120 以上 で 多く の こと を 知っ て い 
る 敗者 で ある は ず で す 。 自 分 自身 と 自分 の 国 を 向上 させ た いと 思っ て いる 人 。 こ れ は 、 
どの よう な 運動 に 参加 する (また は 作成 する ) こ と に な る 場合 で も 、 善 悪 を 判断 し 、 
人 々 を 美徳 に 導く と いう 特別 な 責任 が ある こと を 意味 し ます 。 ア レッ クス の 場合 、 こ れ 
は エヴォ ラ の よう な 研究 者 を 通じ て 過去 の 人 々 が どの よう に 考え た か を 研究 する こ 
と を 意味 し ます 。 私 の 場合 、 そ れ は 中 世 の 本 を 読む こと で す 。 あ な た の 場合 それ は プ 
ラ ト ン を 読む こと か も し れ ま せん し 、 単 に 他 の 人 と プラ トン に つい て 議論 する こと か 
も し れ ま せん 。 


し か し .、 最 終 的 に ここ で 私 の 言い た いこ と は 、 歩 兵 の ファ シズ ム に 対す る 理解 が 
「 地 面 に 1488 ブ ー ツ 、 キ クレ ー ス 戦争 を 今 す ぐ ガ ス で 止め ろ 」 と いう も の に 限定 され 
て いて も 問題 な いと いう こと だ 。 し か し 、 リ ー ダ ー が 個人 的 に 伝統 的 な 世界 観 に 移行 
し な い 場 合 、 基 本 的 に すべ て の 重要 な 問題 に つい て 正しい 決定 を 下す 能力 が 損なわ 
れる こと に な り ま す 。 私 た ちの 祖先 の 理想 主義 を 採用 し な い 限 り 、 真 の ファ シン スト に な 
る こと は で きま せん (た と え 彼 ら が その 用 語 を 聞い た こと が な く て も ) 。 


自分 を ファ ンス ト と 呼ぶ な ら 、 た と え 自 分 自身 の 中 だ け で あっ て も 、 堕 落 の 根源 
を 根絶 する こと を 目標 に すべ き で ある 。 そ の た め に は 、 伝 統 的 な 世界 観 に つい て の 話 
を 片手 で 投げ 捨て る こと は で きず 、 そ れ に 取り 組ま な けれ ば な り ま せん 。 エ ヴォ ラ や 
プラ トン を 読ま な けれ ば いけ な いと か 、 錬 金 術 や 占星 術 な ど を 勉強 し な けれ ば な ら 
な いと は 誰 も 言い ませ ん 。 そ れ は 神 を 信 じ な けれ ば な ら な い 、 あ る い は 神 を 信じ る の 
を や め な けれ ば な ら な いと いう 意味 で は あり ませ ん 。 し か し 、 「 理 想 主義 者 」 の 世界 
観 と 「 唯 物 論者 」 の 世界 観 に つい て の 私 の 短い 説明 を も う 一 度 読 ん で 、 そ れ に 伴う す 
べ て の 荷物 に つい て 考え て みて くだ さい 。 そ し て 、 私 の と ころ に 戻っ て き て 、 物 質 主義 
は 常に 堕落 に つなが り 、 理 想 主義 は 常に 美徳 に つなが る と いう の が 間違っ て いる か 
どう か 教え て くだ さい 。 
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有機 的 宗教 


これ は 私 が 長い 間 考 えて きた 難し い テ ー マ で す 
時 間 。 私 は 個人 的 に は 、 そ の よう な 環境 で 育っ た こと が な い 立場 に あり ます 。 
宗教 を 信仰 し て お り 、 あ ら ゆ る 点 で 、 
目的 は 完全 に 非 宗教 的 で す (リベラ ル な ケベック ) 。 明 ら か な の で 、 
ある 種 の 精神 的 な も の が な けれ ば 社会 は 健全 で は あり えな いと 私 は 思い ます 
道徳 的 な 指導 を 提供 する 伝統 が ある の で す が 、 ど うす れ ば よい か 考え て きま し た 。 
将来 的 に は それ を 取り 戻す こと が で きる で し ょ う 。 私 た ち は 単に カト リッ ク (また は 他 の 
形態 の キリ スト 教 ) を 復活 させ る こと が で きる の で し ょ うか 、 そ れ と も 
全く 新しい 宗教 を 開発 し な けれ ば な ら な い の で し ょ うか ? こ の まま に し て お いて も いい で し ょ うか 
それ と も 国 が 関与 し な けれ ば な ら な い の で し ょ うか ? 異 教 に は ある の か 
現代 国家 の 精神 的 復興 に お いて 果たす べき 役割 は ま 何で し ょ うか ? こ れ は 確か に 
これ は ファ シス ト と 国家 主義 者 の コミ ュ ニテ ィ に お いて 最も 意見 を 二分 する 問題 の 一 つ で あ 
る 。 

伝統 的 な 世界 観 を 勉強 し て いた ある 時 点 で 、 
基本 的 に 100 万 人 に 1 人 未満 で ある こと に 気づき まし た 。 
今日 の 世界 は 実際 、 古 い 宗教 を 彼ら と 同じ よう に 受け 入れ て いま す 。 
以前 は 理解 され て いま し た 。 そ の こと に 気づい て か ら 、 私 は 次 の よう に 理解 し まし た 。 
自ら を クリ スチ ャ ン と 呼ぶ 人 々 (そし て 新 時 代 の ウィ ー ブ ー や ほとん どの 新 異教 徒 も 同 
様 ) で さえ 世界 に 対す る 根本 的 な 精神 的 な 見 方 を 持っ て いま せん 。 こ の 一 例 は 次 の と お り 
で す 
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有機 的 宗孝 


多く の クリ スチ ャ ン は 、 置 書 の 最後 の 細部 が 文字 通り 書か れ た と お り に 起こ っ 
た か どう か を 非常 に 心配 し て いる よう で す 。 物 質 的 な 事実 を 非常 に 重視 する 
と いう こと は 、 彼 ら の 心 の 奥底 で は 、 彼 ら の 「 信 仰 」 が 、 物 質 的 な 物体 や 出来 事 
と し て し か 認め られ な い 経 験 的 証拠 に 依存 し た 仮説 に すぎ な いこ と を 意味 し 
ます 。 霊 的 な 見 方 を 持つ 人 は 、 イ エス が 歴史 上 の 人 物 で ある か どう か さえ 気 に 
し な いで し ょ う 。 霊 的 な 真実 を 物質 的 な 事実 に 依存 させ る こと は 冒 流 と な る で 
し ょ う 。 も ちろ ん 、 彼 ら は この 問題 に つい て 議論 する こと すら 悪 趣味 だ と 考え る 
で し ょ う 。 な ぜ な ら 、 そ れ は 要点 を 外し て いる か ら で す 。 異 教 の 神々 や 英雄 に つ 
いて も 同様 で す 。 新 し い 時 代 の 人 々 に と っ て 、 彼 ら は 「 平 和 」「 親 切 」「 お 互い 
を 理解 する 」 こ と を 非常 に 重視 する の で 、 彼 ら が 唯物 論者 で ある こと は 明らか 
で す 。 こ れ は 、 彼 ら が 精神 的 な 真実 より も 物質 的 な 快適 さと 安全 を 重視 し て い 
る こと を 示し て お り 、 そ の た め 、 二 人 の 間 で 原則 に 不一致 が ある 場合 は 、「 誰 も 
傷つけ な い 」 よ うに 「 妥 協 」 す る 必要 が あり ます 。 こ れ は 、 物 質 的 な 福祉 を 最高 
の も の と みな し 、 思 想 や 原則 を 重要 で な いか 、 あ る い は 単に 「 娯 楽 」 の 源 と 見 な 
す 唯 物 論者 の 立場 か ら の 美徳 に すけ ぎません 。 


結局 の と ころ 、 私 が 国民 に 望ん で いる こと 、 そ し て 現代 世界 の 其 落 か ら 抜 
け 出 す た め に 必要 な こと は 、 単 に 私 た ちの 精神 の 「 ス ピリ チュ アル な スロ ッ ト 」 
を 満た す た め の 形 だ け の 教義 を 持つ こと で は な く 物質 主義 や 物質 主義 か ら 
離れ る こと で す 。 大 衆 。 こ れ は で きる で し ょ うか 単に 教会 に 戻っ て テレ ビ で イ 
エス に つい て も っ と 話す だ け で そう な る で し ょ うか ? 平 均 的 な 人 が 、 聖 書 ( ま 
た は エッ ダ 、 あ る い は オル フェ ウス の 賛美 歌 な ど ) を 読み 始め た と し た ら 、 伝 
統 的 な (スピ リ チ ュ アル な 世界 観 を 獲得 で きる で し ょ うか 。 残 念 な が ら 、 私 は 
そう は 思い ませ ん 。 


それ は 、 物 質 主義 か ら 伝統 主義 へ の 切り 替え は 、 段 階 的 に 段階 的 に 行わ 
れる と 信じ る よう に な っ た か ら で す 。 大 勢 の 人 々 に つい て 考え る 場合 に 適し た 
簡単 な 言葉 で 言え ば 、 こ れ ら 2 つの 世界 観 の 違い は 次 の と お り で す 。 


伝統 主義 : 物質 ( 形 、 認 識 ) に 対す る 精神 (アイ デア 精神 、 原 則 な ど ) の 優 


位 性 を 主張 し ます 。 現 在 の 過去 の %J 起 を 見 る た め に 、 永 速 の も の (過去 と 未 
来 ) に 関心 を 持っ て いま す 。 時 間 の 周期 的 な 概念 を 維持 し ます 。 
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唯物 論 : 心 は 幻想 で ある と 主張 し な が ら 物質 (私 た ち が 五 感 で 知覚 
する も の ) の 優位 性 を 主張 し ます 。 過 去 を 軽 蔵 し な が ら 現 在 に 焦点 を 当 
て 、 未 来 を 今日 の 空想 の 実現 と し て 見 て いま す 。 時 間 の 線形 概念 (「 進 行 
状況 」) を 維持 し ます 。 


それ で は 、 一 方 か ら も う 一 方 へ の 進行 は どの よう な 可能 性 が ある の で し ょ うか ? 
私 た ち は 、 伝 統 主義 か ら 唯 物 論 へ どの よう に 進歩 し て いく の か を すでに 見 て きま し た 。 
それ は 何 百 年 も 前 か ら 起 こっ て いま す . 状 況 が 入れ 替わる 可能 性 は ある だ ろう か ? 


段階 に つい て の 私 の 考え は 、 基 本 的 に 、 宗 教 の 進 上 震 を た どれ ば 、 野 密 
な 人 間 が 精神 的 な 人 間 へ と 向かう 過程 を た どる こと に な る 、 と いう も の で 
Eo 
1. 野 論 な 男 : 生き 残る た め だ け に 今 を 生き て いま す 。 主 に 痛み を 避 
け 、 喜 び (セッ クス 、 食 べ 物 、 快 適さ 安全) を 追求 し 、 将 来 的 に より 
良い 状態 を 確保 し よう と する こと に 関心 を 持っ て いま す 。 


2. 先見 の 明 の ある 未開 人 : 未 開 人 が 、 子 孫 に 多大 な 利益 を も た ら す 
が 、 そ れ が 実 を 結ぶ まで に 数 世代 か か る で あろ う 僅 大 な プロ ジェ 
クト を 構想 する と き 、 彼 は 物質 主義 か ら 第 一 歩 を 踏み 出し 永遠 
と の 絆 を 形成 し ます 。 彼 と 彼 の 子孫 の 間 の 信頼 契約 。 次 に 、 彼 の 子 
孫 は 彼 の 記憶 を 尊重 し 、 こ の プロ ジェ クト を 継続 する で し ょ う 。 初 
期 の 多 世 代 プ ロジ ェクト の 例 と し て は 、 牛 や 小麦 の 家畜 化 が 挙げ 
られ ます 。 


3. 先祖 崇拝 : 部 族 が 世界 へ の 理解 を 深め て いく た め に 過去 の メン バ 
ー の 記憶 を 蓄積 し 始め る と 、 先 祖 と の 絆 が 強化 され ます 。 偉 大 な 
英雄 と その 行為 の 記憶 が 「 国 民 的 利 話 を 形成 し 始め る 一 方 、 賢 
者 の 知恵 の 記憶 や 過去 の 教訓 が 伝統 の 始ま り と し て 結晶 化し ま 
す 。 部 族 の 生存 と 福祉 は 、 目 先 の 物質 で は な く 、 こ の 古代 に 薔 積 さ 
れ た 知恵 に 依存 し 始め る に つれ て 、 
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有機 的 宗孝 


心配 し て いる と 、 男 性 た ち は そ の 力 を 理解 し 始め る で し よう 。 
思考 は 世界 を 形作る 上 で 影響 を 及ぼ し ます 。 


4. アニ ミス ト の 男 : 彼 ら の 先祖 の 記憶 は 


彼ら が 生き て いく 上 で 非常 に 強力 か つ 重 要 で ある こと は 明らか で す 。 
過去 の 人 々 の 一 部 は 死後 も 残っ て いま す 。 
こう し て 精神 と 肉体 の 二重性 が 明らか に な り ま す 。 そ れ も な る 
人 間 に 霊 が ある な ら 動物 や 植物 に も 霊 が ある は ず だ と いう こと は 明らか で す 。 
それ ら も 持っ て いま す 。 ア ニ ミ ス ト の 男 は 今 、 対 処し 始め る 
場所 、 動 物 、 ま た は 印象 的 な 気象 現象 の 霊 を な だ め る こと に よっ て 「 霊 の 世 
界 」。 こ れ は 最終 的 に は 
初期 の 異教 に 発展 し ます 。 ア ニ ミ ス ト の 男性 は 、 精 神 の 重要 性 を 明確 に 理解 し 
て いま す 。 
知識 、 決 意思 考 に より 、 彼 は 世界 全体 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を と る こと が で き 
まし た 。 こ れ が 概念 に 発展 し ます 
「 マ ナ 」、「 ア ニ マ 」、「 プ ラー ナ 」 、「 カ 」 な ど 。 


5. 太陽 の 人 : 人 が 精神 的 な も の に 完全 に 浸っ て いる と き 
世界 観 に 基づい て 、 彼 は 真 に 永遠 で 善い も の と の 接触 を 求め る で し ょ う 。 太 陽 
は すべ て の 良い も の の 源 だ か ら 
世界 (生命 、 熱 、 光 ) で は 、 そ れ は 通常 、 究 極 の 超越 的 な 現実 の 象徴 と し て 見 な 
され ます 。 こ れ は 明らか で す 
私 た ち が 考 える 「 宗 教 」 に 近い も の と し て 。 例 に は 、 キ リス ト 教 の いく つか の 側 
面 、 ア ク < ヘ へ ナ テ ン の 太陽 崇拝 、 ロ ー マ の ソル ・ イ ン ヴ ィ ク タス 、 そ の 他 多 く の 側 
面 が 含ま れ ま す 。 


えー つっ 。 


現代 世界 が 後退 し て いる の は 悲し い 事 実 で す 
1 「 民 主 主義 」 全 体 以来 。 こ れ 以 上 の プロ ジェ クト は あり ませ ん 
20 年 以上 の 長い スパ ン で 、 複 数 の プロ ジェ クト に また が る プロ ジェ クト も 気 に し な いで くだ さい 。 
多く の 世代 。 し た が っ て 、 ス テッ プ 2 は すぐ に 完了 し ます 。 ス テッ プ 3 は さら に 遠い で す が 、 
白人 は 先祖 を 忘れ る だ け で な く 積極 的 に 先祖 を 憎み 、 軽 基 し て いる 。 


そこ で 私 の 考え は 、 伝 統 的 な も の を 取り 戻す た め に は 、 
世界 観 を 踏ま える と 、 私 た ち は 、 し っ か り と し た 信念 を 持つ 人 々 に 太陽 の 宗教 を 強制 し よう と 
する の で は な く 、 ス テッ プ 2 と 3 を も た ら す こと に 集中 する 必要 が あり ます 。 
ステ ッ プ 1 の 思考 に 行き 詰まっ て いま す 。 言 い 換 えれ ば 、 神 に つい て 話す の で は な く 、 
(また は イエ ス や トー ル な ど ) 、 私 た ちの こと に つい て 話す こと の 方 が 重要 で す 。 
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英雄 た ち は 、 私 た ちの 祖先 を 讃え 人 々 に 過去 の 偉業 を 思い 出さ せな が ら 、 
将来 の 世代 の た め に 私 た ち が ど の よう に 何 か を する 必要 が ある か を 思い 出 
させ ます 。 

実際 、 お そら く 、 精 神 的 な 世界 観 へ の 私 た ちの 上 昇 を 開始 する た め の 最 
初 の 決定 的 な ステ ッ プ は 、 長 期 プ ロジ ェクト の 背後 に 人々 を 結集 させ る こと 
で し ょ う 。 こ れ は 、 彼 ら の 人 生 が 終わ る 前 に 達成 する こと は お そら く 不 可能 
で す が 、 そ れ は 将来 の 世代 に 利益 を も た ら す で し ょ う 。 こ れ に より 、 人 々 は 過 
去 と 未来 、 つ まり 永遠 と 接触 し 始め る で し ょ よう 。 


有機 的 宗教 


ファ シス ト の 政治 プロ ジェ クト の 目標 が 、 社 会 の 各 成員 が 社会 階層 内 ( ひ 
いて は 宇宙 秩序 内 ) で の 役割 を 果たす 「 有 機 的 状態 」 を 達成 する こと で ある 
こと に つい て は すでに 議論 し た 。 

私 た ち は ま た 、 こ の 有機 的 状態 に 至る 可能 性 の ある 2 つの 道 、 全 体 主 義 と ア 
ナ キ ズム に つい て も 議論 し まし た 。 私 は 社会 の 精神 的 な 側面 つま り 「 有 機 
的 宗教 」 の 達成 と の 類似 点 に つい て 議論 し た いと 思い ます 。 


全体 主義 の 道 に お いて 、 国 家 は 永遠 の 真理 に 従っ て いる と みな され る 
完全 な 太陽 宗教 を 採用 (また は 考案 ) す る で し ょ う 。 全 体 主 義 社会 の 他 の あ 
ら ゆ る 側面 が 上 か ら 統 制 さ れ て いる の と 同じ よう に 、 こ の 宗教 は 国民 に 絶対 
的 に 押し 付け られ る こと に な る 。 精 神 的 な 見 方 が 社会 牧 序 の あら ゆる 側面 と 
国家 教義 の あら ゆる 細部 に 注入 され る た め 、 国 民 は 数 世代 以内 に 有機 的 国 
家 へ の 準備 が 整う で し ょ う 。 


逆 に 、 ア ナー キー と 未来 主義 の 道 は 、 古 い 宗 教 的 信念 と 伝統 を 完全 に 
一 掃 し 、 こ の 記事 の 前 半 で 説明 し た 段階 の 上 昇 が 緩やか に な る こと を 意味 し 
ます 。 こ の 暴力 と 困難 の 薄暗い 時 代 か ら 英雄 や 賢者 が 現れ 、 半 神 と し て 宗 拝 
され る こと に な る 。 社 会 と 文明 が 再 構築 され 、 偉 大 な 事業 が 行わ れ 、 偉 大 な 
知恵 が 再発 見 され る と 、 新 し い 「 異 教 」 精 神 が 形成 さ れる で し ょ う 。 そ し て こ 
れ か ら 、 ソ ー ラ ー マ ン が 再び 生ま れ 、 新 た な 黄金 時 代 と ファ シス ト の 有機 的 
国家 を し っ か り と 確立 する こと に な る 。 
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結論 


いずれ に せよ 、 多 く の 人 々 は 、 鉄 器 時 代 の この 黄 皆 の 時 代 に まだ 残っ て 
いる 古い 宗教 の 朽ち 果て た 残骸 を 通じ て 、 自 ら の 力 で 霊 的 な 見 方 と の 
結び つき を 新た に する こと は な い だ ろ う 。 個 人 は 古い 伝統 を 乗り 越え て 
自分 の 道 を 見 つけ る か も し れ な い が 、 教 会 は 信者 を 腐敗 へ と 導く だ け 
だ 。 

そし て 、 異 教 の 復活 主義 者 ちほ と ん ど が 堕落 者 で あり 、 古 代 の 精神 や 
慣習 か ら 真 に イン スピ レー ショ ン を 受け て いる 人 は ほとん どい ませ ん 。 


逆 に 、「 新 し い 宗 教 を 始め よう 」 と する こと も 同様 に 無 意 味 で す 。 
問題 は 、 正 し い 本 や 正しい 教義 が な いこ と で は な く 、 時 代 の 精神 その も 
の で す 。 大 衆 の 精神 的 な 見 方 は 、 彼 ら の 現実 の 根本 的 に 新しい 経験 と い 
う 氷 の バケ ツ に よっ て の み 変 える こと が で き 、 そ れ は 社会 の 全体 主義 的 
管理 、 ま た は 産業 の 衰退 に よっ て も た ら さ れ た 「 消 費 者 体験 」 の 崩壊 を 
通じ て の み 達 成 さ れ ま す 。 文 明 。 
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ツァ イガ ー 著 
Cy 


「 オ カル ト 」 と は ラテ ン 語 で 「 隠 され た 」 と いう 意味 で す 。 で 説明 され て いた よう に 、 
前 の 記事 、 少 数 の 人 々 が 従う 精神 的 な 教え の 分 野 、 
難解 な 分 野 で は 、 霊 的 現実 の 直接 体験 が 含ま れ ま す 
当局 か ら 押し 付け られ た 教義 へ の 信仰 と は 対照 的 で す 。 こ れ は 持っ て いま す 
密教 は 社会 的 地位 を 失う こと を 恐れ た 宗教 当局 の 敵 と な っ た 。 こ れ が 秘 教主 義 が 「 隠 
般 」 さ れ た 理由 の 一 つ で ある 。 


2 番目 の 理由 は 、 た と え 人 迫害 が な く て も 、 難 解 で や る と いう こと で す 。 
教え は 万 人 向け で は な く 、 次 の よう に 広く 信じ られ て いま し た 。 
それ を 価値 の な い 人 々 に 広め る こと は 、 冒 流 に 等 し い 
彼ら 。 こ れ ら の 概念 に つい て は 、 こ の アン ソロ ジー の 後 ギ に ある 記事 「 サ イレ ンス の 法則 」 で 
詳し く < 説明 され て いま す 。 
過去 の 時 代 の オカ ル テ ィ ズ ム に つい て 学び た い 人 は 通常 、 
彼ら が 価値 が ある と 判断 され た 場合 に 彼ら を 引き 取っ て くれ る 教師 を 見 つけ る こと 。 こ 
れ ら の 教師 は 古代 ギリ シャ の 「 哲 学者 」 で し た (プラ トン の よう な ) 
と ピタ ゴラス ) ま た は 中 世 ヨ ー ロ ッ パ の 「 魔 術 師 」 と 「 錬 金 術 師 」 
(アグ リッ パ や パラ ケル スス の よう に ) 。 本 か ら 学 ぶ こ と は 
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本 は 信じ られ な い ほ ど 稀 少 で 高価 で 、 違 法 で あり 、 ほ と ん どの 人 に と っ て は 理解 で き な い も の 
だ っ た た め 、 そ れ は ほぼ 不可 能 で し た 。 

今日 オカ ル テ ィ ズ ム に つい て 学び た い 人 は 誰 で も 、 次 の よう な 状況 に 陥っ て いま す 。 
反対 の 困難 。 本 や 教師 の 希少 性 より も 
問題 が あっ た の で 、 彼 は 途方 に 暮れ る ほど た くさ ん の 本 を 見 つけ まし た 。 
教師 、 組 織 、 教 材 。 彼 は 生涯 を 通じ て 本 を 読む こと が で き 、 
ある カル ト か ら 別 の カル ト へ と 引き 寄せ られ 、 一 貫 し た アイ デア に 出会っ た り 、 効 果 的 な も 
の を 学ん だ りす る こと は あり ませ ん 。 

私 自身 の 学習 経験 は 大 き な 挫折 に 満ち て いま し た 。 

大 量 の マテ リア ル を メモ リ に コミ ッ ト す る 必要 が あり まし た が 、 

後 で 、 そ の すべ て に 欠陥 が ある か 役に立た な か っ た こと が わか り ま す 。 ほ と ん どの 人 は 、 特 
に それ が 不 人 気 な アイ デア で ある 場合 、 偏 見 に 固執 し 、 矛 盾 する 新しい 情報 を 拒否 し た で 
し ょ う 。 し か し 、 私 は そう で し た 

常に 事 の 真相 を 知 ろ うと 決意 し て お り 、 決 し て 知る こと は な い 

私 が 理解 し た あら ゆる 材料 に 医 を 持っ て いく の を た め ら っ た 

欠陥 が ある 。 

私 の 研究 が 完了 する まで に は まだ 長い 道のり が ある 、 も し 
そん な こと は 可能 か も し れ な い 、 で も 私 は いく つか の こと を 学び に 来 た 
宝石 の 中 か ら 宝石 を 選別 する 際 に 非常 に 貴重 な 基本 原則 

「 オ カル ティ ズム 」 を テー マ に し た ゴミ の 山 
今 で は 書店 や イン ター ネッ ト で も 。 

まず 、 古 い ほ ど 良 いで す 。 す べ て の 古い 情報 源 が 優れ て いる わけ で は な く 、 価 値 が あ 
る わけ で は あり ませ ん が 、99.996 は 16 世紀 以降 に 書か れ た も の で す 。 
世紀 は 全 く の ゴ ミ だ が 、 こ の テー マ に 関す る 良い 本 は いく つか ある 
占星 術 の 理論 は 17 世紀 に も まだ 作成 され て いま し た (詳し く は 、 
これ は 後 で ) 。 多 く の 時 間 を 節約 し て くだ さい 。 次 の 場合 は 読ま な いで くだ さい 。 

元 の 出版 日 は フラ ンス 革命 後 で す 。 こ の ルー ル の 例外 は ほとん ど な い の で 、 安 心して くだ 
さい 。 も ちろ ん 話し ます よ 

ここ で は 学術 的 な 分 析 や 翻訳 な ど で は な く 一次 情報 源 を 紹介 し ます 。 

前 方 へ 。 

第 二 に 、 そ の 理由 は 、 オ カル ト に 関す る 書籍 の 歴史 が 砂時計 の よう な 形 を し て いる た 
めで す 。 古 代 に 書か れ た 本 が た くさ ん あり 、 そ の 多く は 賢者 の 弟子 た ち に よっ て 書か れ た 
も の で し た 。 
そし て 「 コ ー ス ノー ト 」 を 出版 する 哲学 者 た ち 。 時 間 と と も に 、 
哲学 者 た ち が 迫 害さ れ 、 追 放さ れ た と き 、 そ し て その 影響 力 と し て 

会 の 人 口 が 増加 する と 、 こ れ ら の 出版 物 の 出版 は 減速 し まし た 。 真 ん 中 と し て 
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時 代 が 進む に つれ て 、 こ の 主題 に 関し て 出版 され た 本 の ほとん ど は 
古代 の 著者 の 翻訳 と 解説 、 ま た 以前 の 著者 の アン ソロ ジー や 引用 の 本 。 に 従っ て 


学者 の スコ ラ 学 的 な スタ イル 、 元 の 著者 で さえ 頻繁 に 古代 人 に 言及 し 、 彼 ら の 考え 
を 正当 化し まし た 
アン ティ ー ク 作家 の 権威 。 

これ は 16 世紀 に ヘン リー・ コ ー ネ リ アス ・ ア グ リッ パ が 大 規模 な 詩集 を 執筆 し 
て 頂点 に 達し まし 7 太 カ ル タ タ 哲学 ライ ブラ リー 
200 人 を 超え る 古代 の 著者 に つい て の 解説 が あり 難解 な 教え の あ ら ゆ る 側面 を 
網羅 し て いま す 。 こ れ は アン ダー グラ ウン ド で の 「 ヒ ッ ト 」 で し た 。 実 際 、 そ の 後に 
続く すべ て の 本 や 魔道 書 は 、 次 の 影響 を 示し て いま す 。 
アグ リッ パ の 詩集 は 、 時 間 が 経つ に つれ て 、 そ の 影響 が ます ます 歪め られ 、 腐 敗 し て 
いき まし た 。 19 世紀 に フラ ン シ ス ・ バ レッ ト は 、 腐 敗 し た 不 完全 な 盗作 を 出版 し ま 
じ だ た 。 魔術 師 
アグ リッ パ の 本 は 、 そ の 子孫 は 生き 続け まし た が 、 長 い 間 忘 れ 去ら れ て いま し た 。 
19 世 紀 と 20 世 紀 の 秘 密 結 較 匠 錠 成 に 大 き な 影響 を 与え 吸収 され た 


東洋 と 西洋 の アイ デア の ご っ た 煮 で 、 未 完成 
象形 文字 の 翻訳 と 新 時 代 の 神智 学 の 概念 。 こ れ が 今度 は 新 時 代 の あら ゆる デ タ ラ 
メ な 呼び か け の 種 と な っ た 
それ 自体 が 今日 の 世界 で は 「 難 解 」 で す 。 
この よう に し て 、 古 代 の 教え は すべ て アグ リッ パ の 本 に まとめ られ まし た 。 
そし て その 後に 続い た も の の ほとん ど は 、 ま すま す 歪 め ら れ 、 不 完全 な 彼 の 作品 の 
子 と な っ た 。 し た が っ て 、Agrippa は 出発 点 の 1 つ で す 
西洋 の 難解 な 伝統 に つい て も っ と 学 ぼ うと する と き 
注釈 付き の 現代 版 (特に 新しい ラテ ン 語 批判 版 ) に は すべ て の 参照 が 含 まれ て お 
り 、 原 文 に アク セス する こと が 可能 で す 。 
アン ティ ー ク の 情報 源 を 使用 し て 、 希 望 する テー マ を さら に 拡張 で きま す 。 
第 三 に 、 こ の 研究 に 関し て 心 に 留め て お くべ き 重 要 な 点 は 、 
古い 文書 は 学識 の ある 読者 を 想定 し て いま す 。 
占星 術 に 対す る 合理 的 な 理解 。 占 星 術 の 概念 
現代 の 読者 は 、 こ の 知識 が な けれ ば 無数 の 参考 文献 を 見 逃す こと に な る で し ょ う 。 
その た め 、 伝 統 的 な 占星 術 の 研究 は 前 提 条 件 の よう な も の で あり 、 そ の 前 に 哲学 的 、 


医学 書 、 オ カル ト 書 、 さ ら に は 宗教 書 さえ も 完全 に 理解 する こと は で きま せん 。 
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オカ ルト に つい て 学ぶ 


幸運 な こと に 、 そ し て 区 く べき こと に 、 現 代 の 優れ た 本 が 1 冊 あ り ま す 。 
現代 の 学生 に 次 の こと を 学ぶ 準備 を させ る の に 非常 に 効果 的 で す 
伝統 的 な 占星 術 : ジョ ン * フ ロー リー の 占星 術 。 勘 才 の 周 旦 入 この 本 は 実際 に は 現代 
の 世界 観 を 解体 し た も の で す 。 
占星 術 を 使用 し て 、 そ れ を 伝統 的 な 世界 概念 と 比較 し ます 。 
図 。 た だ し 、 現 代 の 読者 向け に 基本 を 理解 し や すい 方 法 で 紹介 し 、 さ ら に 詳し く 調 べ 
る た め に 最後 に 包括 的 な 参考 文献 を 示し て いま す 。 


も ちろ ん 、 こ れ は すべ て 、 あ な た が 次 の こと に つい て 学び た いと 思っ て いる こと を 前 提 と し て いま す 。 
西洋 の 難解 な 伝統 、 こ れ が 私 が お 勧め する も の で す 
西洋 人 。 中 国語 か サン スク リッ ト 語 を 学び 、 正 当 な 師 を 見 つけ な い 限 り 、 学 術 的 な 追 
求 以上 の も の と し て 東洋 の 密教 を 追求 する こと は お 勧め で きま せん 。 
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原点 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


科 


この テー マ は むし ろ 赤 い 薬 を すべ て 服用 する よう な も の に な る こと を 警告 し ます 
繰り 返し ます が 、 い くつ か の こと は あな た が すでに 考え 、 信 じ て い る こと と 一 致し ます 。 
受け 入れ が た いも の も ある か も し れ ま せん 。 こ れ は 、 伝 統 的 な 世界 が 現代 の 世界 と いか に 根 
本 的 に 異な る か を 示し て いる だ け で す 。 
私 た ち だ け で な く 、 崩 壊 が 始ま っ た の は どれ だ け 遡 る こと が で きる で し ょ うか 。 
私 た ちの 父親 、 私 た ちの 父親 の 父親 、 さ ら に は 私 た ちの 先祖 
私 た ち は 皆 、 何 ら か の 形 で その 支配 下 に あり ます 。 こ こ で 私 は 仲間 の ファ シン スト た ち に その 起 
源 を 紹介 し よう と 思う 。 
私 た ちの 理想 。 
原点 - 現在 、 私 た ち は 歴 史 を 周期 的 な プロ セス と し て 想像 し て お り 、 元 の 神聖 な 王族 の 
段階 は 、 古 代 に まで 遡り ます 。 
私 た ちの サイ クル の 神話 的 な 過去 、 何 の 意味 が ある の か と 疑問 に 思う 人 も いる か も し れ ま せん 。 
私 た ちの 神聖 な 王族 の 起源 と 、 さ ま ざ ま な 文化 が どの よう に し て 生ま れ た の か 
これ ら と 同じ 教え で す 。 こ れ ら は 正当 な 質問 で す が 、 
回 答 に 関連 する テー マ は この よう な も の に な っ て いま す 
「 エ ボラ ファ グ 」 な ど が 作り 上 げた 恥ず か し い 概 念 を 捨て な けれ ば 、 そ れ ら を 真剣 に 受け 止 
め る の は 難し いと いう 蜂 だ 。 
ハイ パー ボ レ ア 。 は い 、 言 いま し た 。 ず っ と 前 か ら 、 ば か ば か し い プ ロ パ ガン ダ の 道具 
(デュ ー ギ ン は ある 時 点 で 、 ロ シア は 実は ハイ パー ボ レ ア だ と 主張 し て いた ) で あり 、 疑 似 科 
学 的 神秘 論争 の 対象 と な っ て いた (古い お な ら の 一 つ ) 
英国 の ニュ ー ラ イト の パブ で の 会 合 で 、 ハ イ パ ー ボ レア に 到達 する た め に は と 述べ た 
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私 た ち は 次 元 を 超え た 超 音速 ジェ ッ ト 機 を 建設 する 必要 が ある ) その た め 、 そ 
れ は 私 た ち 自 身 の 階級 内 で 有効 な 論点 で は な く 、 ジ ョ ー ク と 員 笑 ( 「 ま あ 誇 
張 的 な アー リア 人 主義 」) の 話題 に な っ て いま す 。 

エヴォ ラ が 示唆 し て いる の は 、 か つて 実際 の 土地 ハイ パー ボ レ ア に 住 
ん で いた 種族 が いた と いう こと だ 。 そ こ は 私 た ちの 世界 に お ける 太陽 の 伝統 
の 本 拠 地 で あり 、 そ の 起源 と な っ て いる 。 し か し 、 さ ま ざ ま な 文化 で 象徴 的 に 
説明 され て いる 自然 の 猫 の 異変 の た め 、 こ の 種族 は 、 大 変動 の 後に 存在 し な く 
な っ た 故郷 か ら の 移住 を 余儀 な くさ れ ま し た 。 


天体 物理 学 的 な 原因 、 つ まり 地軸 の 傾き に より 、 ど の 時 代 に も 気候 
に 変化 が あっ た こと が 私 た ち は 知っ て いま す 。 伝 統 に よれ ば 、 こ の 傾 
向 は 、 あ た か も 精神 的 な 性 質 の 出来 事 を 反映 し た 自然 界 の 無秩序 な 
状態 を 表す か の よう に 、 物 理 的 出来 事 と 形 面 上 学 的 出来 事 の 共鳴 が 
起こ っ た 特定 の 瞬間 に 発生 し まし た 。 李 子 が 「 天 の 柱 」 を 打ち 砕く 
巨大 な クン クン の 神話 を 説明 し た と き 、 彼 は お そら くそ の よう な 出来 
事 に つい て 言及 し て いま し た 。 


- 現代 世界 に 対す る 反乱 


同じ 名 前 を 使用 し て いな く て も 、 さ ま ざ ま な 文化 が ハイ パー ボ レ ア を 参 
照 し て いま す 。 重 要 な の は 、 伝 統 の 本 拠 地 で ある この 場所 は 物理 的 な 場所 で 
あり 、 シ ン ボ ル で も あり 、 当 然 の こと な が ら 、 そ の 象徴 的 な 性 質 は 後に 他 の テ 
ー マ に 投影 され た と いう こと で す 。 そ れ は 同じ こと を 意味 する 可能 性 が あり ま 
す 。 つ まり 、 島 は 山 と 同じ 象徴 的 な 意味 で 解釈 で きる 物質 的 な 側面 を 持っ て い 
ます 。 ど ちら も 中 心 的 な テー マ を 持ち 、 到 誠 する の が 難し い 場 所 で ある た め 、 そ 
の 意味 で は オリ ン ピ ッ ク の テー マ は 類似 し て いま す 。 ハ イ パ ー ボ リア ン の テー 
マ に 。 さ ら に 、 そ れ は 必ず し も 実際 の 島 や 山 を 意味 する わけ で は な く 、 こ れ ら 
は 同じ 意味 を 与え る シン ボル で す 。 


ハイ パー ボ レ ア は 伝統 の 本 拠 地 で あり 、 象 徴 で あり 場所 で あっ た 。 そ の 場所 
が な く な っ て し まえ ば 、 私 た ち に は 最高 の 伝統 形態 の 象徴 し か な く 、 そ れ は 上 
昇 す る の が 難し い 存 在 の 状態 で あり 、 し た が っ て 「 旅 」 で ある 。 「 ハ イ パ ー 
ボ レ ア へ 」 は 、 伝 統 の 本 拠 地 で ある 物理 的 な 場所 へ の 物理 的 な 旅 で は な く 、 む 
し ろ 精 神 的 な 旅 に な り ま す 。 
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精神 的 な 啓発 へ の 旅 、 伝 統 へ の 入門 、 
これ が 、 ハ イ パ ー ボ レア が 「 歩 いた り 歩い た り し て も 到達 で き な い 場 所 」 で ある 理由 で す 。 
セー リン グ で (また は 飛行 で ) 超 音速 超 次 元 を 廃棄 し て くだ さい 


ジェ ッ ト の デザ イン ) 。 


[「 極 」] - 山 を 表し 、 精 神 的 な 安定 < 島 ま た は と し て テラ ファ ー ム ( 
を 象徴 し ます (超越 的 な 存在 、 英 雄 、 不 減 の 座 )。 の 


「 水 」 の 不測 の 事態 。 「 場 所 」 は また は と し て t 机 「 高 く な っ て いる 」 
通常 - オ リンピック の 意味 と 関連 付け られ て いま す 。 右 代 
の 伝統 で は 、 こ れ ら の 表現 は 両方 と も よく 使わ れ て いま し た 。 

に 適用 され た 「 極 性 」 の 象 微 性 に 関連 付け られ て いま す 。 
世界 の 最高 の 中 心 で あり 、 し た が っ て あら ゆる 種類 の 競技 原型 


の 中 心 言葉 の 最高 の 意味 。 
- 現代 世界 に 対す る 反乱 


この 北極 圏 の 座席 の 記憶 は 、 実 際 の 地理 的 な 形 で 、 多 く の 人 々 の 伝統 の 遺産 で 
す 。 


明 合 、 前 者 と 考え られ る 中 心 で ある 高い 円 環 面 で し た 。 こ の た に 。 スー パー ヒ 
め 、 記 憶 、 名 前 、 神 ズ 、 言 い 換 えれ ば 、 そ れ ら は 他 の も の に 適用 され まし た に 
話 、 場 所 が 存在 する こと が よく あり ます が 、 sr レプ リカ 
の 混乱 
= 訓練 され た 目 


単 一 コン ポー ネン ト を 簡単 に 検出 で きま す 。 - 現代 世界 に 対す る 反乱 


この ハイ パー ボリ アン 種族 の 移住 が 起こ っ た と 言わ れ て いま す 

世界 中 で 北 か ら 南 、 西 か ら 東 の パタ ー ン で 描か れ て いま す 。 
アイ ル ラ ンド 語 で この 種族 の 到来 に つい て の 言及 が ある (「 天 国 」) 
ハイ パー ボリ アン 地域 か ら 来 た 「 古 代 」 ネ イム ハイ ド 種 族 ) 、 ア ステ カ 族 (面白 いこ と 
に 、 こ れ ら の 物語 は 人 類 の 地球 外 起 源 の 支持 者 に よっ て 、 彼 ら の 証拠 と し て よく 使用 さ 
れ ま す ) 
な ぜ な ら 、 彼 ら は それ を 純粋 に 唯物 論 的 に 解釈 する か ら で す 。 

「 天 国 の 」 ま た は 「 空 か ら 来 た 人 た ち 」 は 文字 通り に 受け 取ら れ ま す 。 
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原点 


象徴 的 な も の より も 、 つ まり 北 を 指す も の ) と イン ド の 文化 ( 
「 白 い 海 」 ま た は 「 乳 白色 の 海 」 か ら 来 た ウッ タラ クル 、 す な わ ち 、 
北極 海 ) 、 こ れ は か な り 説 得 力 の ある 証拠 の 一 例 で す 
互い に 接触 の な か っ た 文化 が 、 非 常に 特殊 な 性 質 を 持っ て いる 
ほぼ 正確 に 相互 に 反映 され る テー マ (Evola は 
文化 の 研究 と 、 伝 統 と 直接 的 に 並行 する テー マ の 発見 。 そ れ 以 外 に も あり ます 
彼 の 本 の 中 で の 方 法論 は 中 聖 杯 の 謎 
国 、 チ ベッ ト 、 イ ラン の 文化 に 見 られ ます が 、 私 は 
上 記 の 3 つ を 主 な 例 と し て 選択 し まし た 。 
彼ら は お 互い に 大 きく ずれ て いま す 。 
『 エ ヴォ ラ 』 は 、 ハ イ パ ー ボ リア ン 種 族 の 移住 と 、 そ こ に 住ん で いた 種族 と 
の 遭遇 < 征服 に つい て 詳し く 説 明 し て いる 。 
「 北 大 西洋 循環 」 の 章 で は 、 当 時 の 世界 に つい て 、 私 た ちの 物質 的 な 人 類 学 的 

知識 と ある 程度 対応 し て いま す 。 
の 現代 世界 に 対す る 反乱 

た だ し 、 こ の ポジ ショ ン に は 難 し い 側面 が あ り ま す 
ツバ メ : 進 化 論 の (少な く と も 部 分 的 な ) 否 定 。 そ れ だ け で は な く 、 
ハイ パー ボリ アン は 「 人 間 を 超え た 存在 」 だ っ た の で す 。 
さま ざま な 文化 で は 、 彼 ら は 神 ま た は 半 神 と し て 描写 され ます が 、 
彼ら が 劣等 人 種 と 混ざっ た た め に 枯れ て し まっ た の で す 。 
征服 され まし た 。 確 か に 頭 を 覆う の は 問題 の ある 概念 で す 
それ は 人 類 と 人 類 の 問題 に 答え て いな い の で 、 
ハイ パー ボリ アン 種族 の 起源 、 す な わ ち 彼ら が どの よう に し て 世界 に 来 た の か 、 そ し て 
進化 論 に 対す る いく つか の 議論 が 行わ れ て いる 
少な く と も それ は 疑わ し い が 、 そ れ 自 体 が な いわ け で は な い 
探求 し な けれ ば な ら な い メ リッ ト 。 

紛争 の 現実 は 、 誤 っ た 帰属 か ら 生じ る 。 
質 的 性 格 の 進化 と 相対 的 関係 か ら 
物質 的 な 世界 と 非 物 質 的 な 世界 の 間 。 

進化 を 下位 か ら 上 位 へ の 移行 と 考え る と 
それ は 間違っ た 解釈 で あり 、 進 歩 主義 的 な 解釈 で す 。 い つ 
あな た は それ を 上 単なる 適応 的 な 変化 だ と 考え て いま す 、 そ れ は 質 的 な 変化 を 失い ます 
誤解 を 生む ポイ ント 。 

も うー つの 側面 は 、 問 題 の 教義 に と っ て 、「 成 る 」 と いう 点 で の 物質 世界 の 
変化 は 無関係 で ある と いう こと で す 。 
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それ ら は 実際 に は 依然 と し て 物質 世界 に 関係 し て お り 、 し た が っ て 真実 で は あり ませ ん 。 
質 的 な 変化 が 起こ り ます 。 

し た が っ て 進化論 は これ ら の 教え と は 無関係 に な り ま す 。 
原則 的 に 反対 の も の 。 し た が っ て 、 私 た ち は 進化 を 認め る こと が で きま す が 、 そ れ は 、 そ れ が 紛 
争 の 原因 で ある 滞 進 的 な 質 的 変化 を 主張 し な い 限 り に 限り ます 。 そ れ が 変化 で ある 限り 、 そ 
れ は 単に その こと を 意味 し ます 。 つ まり 、 適 応 的 で 選択 的 な 原則 に 基づい て 、 あ る 状態 か ら 別 
の 状態 に 変化 する と いう こと で す 。 純 粋 に 物質 的 な 適応 的 性 格 の 変化 は 、 霊 的 教義 に よっ て 
認識 され る 唯一 の 実質 的 な 変化 、 す な わ ち 物質 か ら 非 物質 へ の 変化 . お よび 質 的 退化 と は 
無関係 で ある 。 


そし て 輪廻 、 そ こ に は 「 進 化 . は な い 、 あ る の は 「 進 化 」 で ある 始ま り は な い 
そし て 終わ り は あり ませ ん 。 [進む 」 こ と で は 「 終 わり 」 に 到 填 する わけ で は な い 
世界 の '。 私 た ち が 目 覚め と 解放 を 見 つけ る 方 向 つ まり イニ シ エ ー シ ョ ン の 方 向 
は 垂直 で あり 、 

歴史 の 流れ と は 人 代 の 関係 も あり ませ ん 。 

か に 、 現 代 人 の 状態 は 大 きく 異な り ます ー 

れ は 古代 人 の も の で す - そし て この 研究 で は 、 も ちろ ん 、 

この 事実 を 繰り 返し 強調 し て きま し た 。 「 溶 」「 硬 多 

い は 、 何 か が 起こ っ た が 、 そ れ は 決し て 、 こ れ ま で に evo で 起こ っ て いる こと 
存在 し た も の より も 高い も の に 向け で 設計 され た 、 究 「 ハ ッ ピ ー エ ンド 」、 
的 な 計画 で は あり ませ ん 。 い か な る 意義 も 、 平 等 を 計画 し 実 この 秋 が あれ ば 
現 で きる の は 精神 の 自由 や 示 を だ 。 の 恐ろし い 力 を 示し て いま す 


それ 自体 の 否定 。 
~ の 教義 覚醒 
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太陽 と 月 


アレ クサ ンダ ー・。 ス ラブ ロス 著 


科 


思い 出し て いた だ く と 、 こ の アン ソロ ジー の 目的 は 、 
単なる 政治 的 イデ オロ ギー/ 教 義 で は な く 、 世 界 観 と し て の ファ シズ ム の より 
広い 文脈 を 理解 する こと で 、 私 た ち が も う 一 度 自分 た ちの 精神 的 な ルー ツ と 結 
び つ き .、 最 終 的 に 私 た ち が 戦っ て いる こと の 完全 な 全体 像 を 得る こと が で きる 
よう に な り ま す 。 反 対し て 、 私 た ち が 何 で ある の か 
代表 し て 戦う 。 こ こま で は 、 よ り 簡単 な 点 を 検討 し て きま し た 。 
私 た ちの 認識 と 行動 の 誤り を 説明 する この 問題 に つい て 、 
そし て ファ シス ト の 世界 観 の 特徴 を 幅広 い ス トロ ー ク で 描き ます 。 
さて 、 私 は いく つか の 重要 な ポイ ント で 私 た ちの 精神 的 な ルー ツ の 簡潔 な イメ ー ジ を 描こ うと 思 
いま す 。 念 の た め 言 っ て お きま す が 、 私 は この 主題 に つい て の 本 も 書い て いま す 。 こ の 本 は まさ に 
同じ テー マ で す が 、 そ れ に つい て は 次 の 記事 で 詳し く 説明 し ます 。 
さら に 詳し く 説明 し ます が 、 こ こ で は 情報 を 洗練 せ ず に 記憶 に 基づい て 書き ま 
す 。 そ の た め 、 こ の 時 点 で は 本 質 的 に 明確 な 答え が 得 ら れ て いな いい くつ か の 
質問 を 提示 し ます 。 

太陽 と 月 - 私 は 繰り 返し 述べ まし た が 、 フ ァ シ ズム は 次 の こと を 表 し て いま す 。 
伝統 、 す な わ ち 太陽 の 伝統 、 そ し て 以前 に 言わ れ た こと か ら 
太陽 の 伝統 が どこ か ら 来 た の か を 自分 で 理解 で きま す 
ハイ パー ボ レ ア 、 つ まり ハイ パー ボリ アン 種族 は 直接 の 種族 で し た 。 
太陽 の 伝統 の さま ざま な 文化 的 現れ の 源 
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次 の 飛躍 へ 


世界 中 の 他 の 人 種 (征服 し 、 さ ま ざ ま な 文化 の エリ ー ト に な る こと を 通じ て 、 
彼ら は 地元 の 物語 に 影響 を 与え まし た ) 
し た が っ て 、 そ れ ら の 統一 テー マ ) 。 

これ ら の 教え に よれ ば 、 も う 一 つの 精神 的 な 側面 は 、 
私 た ち に 敵対 する の は 、 月 の ( 反 ) 伝 統 で す 。 月 の 伝統 は 、 何 より も 南部 の 起源 
と 関連 付け られ て いま す (お そら く 、 
太陽 の 伝統 は 北部 か ら 広 まり 、 影 響 を 受け な か っ た 南部 地域 は すべ て 元 の 
月 の 状態 の まま 残さ れ て いる と いう 感覚 ) 、 ユ ダ ヤ 人 の 伝統 、 あ る い は お そら 
く は 単に 昔 の 劣等 民族 の 信仰 
移住 する ハイ パー ボリ アン 種族 に は 征服 され な か っ た 。 し た が っ て 、 に よる と 
伝統 的 な 教え で は 、 太 陽 の 精神 的 な 二分 法 が 存在 し ます 。 
そし て ルナ ー、 そ し て あな た は すぐ に ファ シス ト と し て の 私 た ちの すべ て が わか る で し ょ う 
すでに 反対 の 立場 に あり 、 実 際 に は 特に ルナ ー に 属し て いま す 
スピ リ チ ュ アリ ティ 。 さ ら に 、 イ ン ボ リュ ーション の プロ セス 全体 は 、 
太陽 の 霊 性 の 消失 と 月 の 霊 性 の 増加 と し て 特徴 付け られ ます 。 


それ で は 、 太 陽 と 月 の 霊 性 と は 何で し ょ うか ? こ の 2 時 
微 的 な 方 法 は 数 多く あり 、 そ れ ぞ れ に 特定 の パタ ー ン が 定め られ て お り 、 さ 
に これ ら の シン ボル は 相互 に 関連 し て いま す 。 


太陽 の 伝統 は 、 当 然 の こと な が ら 太 陽 と 関連 し て いま す 。 
空 、 そ れ は 典型 的 な 男性 的 (超自然 的 な 原理 ) で あり 、 家 父 長 的 シン ボル ( 太 
陽 と 男性 の 神 と の 結び つき ) で す 。 
対照 的 に 、 太 陽 の 伝統 の 特徴 も 定義 し て いま す 。 
月 、 地 球 、 水 、 典 型 的 な 女性 性 (自然 の 原理 ) 、 母 系 的 シン ボル (月 と 女性 の 
男性 神 と の 関係 月 と 水 の 関 係 、 つ つま り 潮 汐 、 


「 母 な る 地球 」 の 概念 ) の 特徴 を 定義 し て いま す 。 
月 の 伝統 。 
太陽 の 伝統 は 階層 と 帝国 の 伝統 で す が 、 ル ナー ル の 伝統 は すべ て の 人 
の 平等 を 意味 し ます ( 誰 も が 母 の 子供 で す ) 
し た が っ て 平等 、 民 主 主義 、 共 産 主 義 の 概念 は すべ て 月 の ( 反 ) 伝 統 の 産物 
で ある と いう こと に な り ま す 。 
ヒッ ピー・ コ ミュ ー ン や 一 部 の フェ ミニ スト 理論 が 母 な る 地球 や 究極 の こと に 
つい て 直接 語っ て いる こと は 言う まで も あり ませ ん 。 
母親 の 姿 ) 。 
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太陽 と 月 


太陽 の 伝統 精神 は 超越 的 な 真理 の 一 つ で す 
感覚 (「 心 の 純粋 さ 、 正 義 、 知 恵 、 神 聖 な 制度 の 遵守 は 、 最 盛 期 の あら ゆる 
カー スト を 特徴 づけ る 特質 で ある 」 
黄金 時 代 の 伝統 の 」) 、 金 (その 関連 條 の た め ) 
太陽 と と も に ) は 、 不 朽 の も の 、 太 陽光 、 
明る く 、 そ れ は 素晴らし さと 栄光 と 関連 し て いま す (プラ トン は 支配 者 種 
族 の 特徴 的 な 要素 と し て 金 を 特徴 づけ まし た ) 、 こ の 文脈 で の 銀 は 月 の 精 
神 性 の 象徴 で す 。 
月 の 輝き と と も に ( ヘ シ オド ス は 銀 の 時 代 は 
母親 の 指導 下 に ある 非常 に 長い 「 幼 児 期 」 を 特徴 と する ) 。 


太陽 の 精神 陸 は 、 月 の 聖人 概念 と は 対照 的 に 英雄 を 、 狗 教 者 と は 対照 
的 に 征服 者 を 促進 し ます 。 
慈善 行為 と は 対照 的 に 、 最 高 の 美徳 と し て の 忠実 さと 名 誉 
そし て 、 考 え 得る 最悪 の 悪 と し て の 謙虚 さ 、 嗣 讐 さ 、 不 名 誉 
罪 と は 対照 的 に 、 悪 と 不 公平 に 対す る 組織 的 な 視 。 
も う 片 方 の 類 を 向け る こと に 反対 し 、 最 後 ま で 敵 と 戦う 
そし て 、 敵 を 愛す る の で は な く 、 そ の 敵 を 倒し た 後に の み 寛大 に な る の で 
す 。 

し た が っ て 、 太 陽 の 霊 性 は 戦士 の よう な 文化 、 文 化 を 促進 し ます 。 
富 で は な く 階 級 に よる 階級 の な い 階 層 (軍隊 の よう な ) 
- すべ て の 兵士 は 名 誉 ある 者 と し て 平等 で す が 、 よ り 高い / よ り 低い も の が あり ます 
ラン ク 。 各 階層 に は 多かれ 少な か れ 責 任 と 特権 、 そ し て 独自 の 文化 が あり 
ます 。 将 校 と 兵士 は 人 間 と し て 平等 で ある 
名 誉 な こと で す が 、 各 グル ー プ に は 独自 の 文化 と 交流 方 法 が あり ます 
月 の 精神 性 に 固有 の 、 デ メト リア ン 的 で 平和 的 で 共同 体 主義 的 で 祭司 的 な 
タイ プ の 文化 と は 対照 的 で す 。 


当然 、 そ れ に 関 車 する 儀式 の 違い が あり ます 。 
この すべ て の 象徴 性 : 太 陽 、 北 方 、 男 性 の 伝統 に お ける 
死者 は 空 に 昇る た め に 火葬 され る が 、 
太陰 、 南 部 、 女 性 的 な ( 反 ) 伝 統 で は 、 死 者 は 
彼ら が 「 母 」 の も と に 戻る た め に 、 埋 葬 さ れ ま し た 。 
し た が っ て 、 進 化 の プロ セス は 明らか に 次 の よう に な り ま す 。 
太陽 (男性 性 - 男らしい 安定 性 、 中 心性 、 
自ら の 中 に 内 在 する 原理 、 そ れ は 絶対 的 な 真理 で ある 。 
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他 の すべ て の も の に 秩序 を 与え 周囲 の すべ て の も の を 可能 に し ます 

その 存在 の お か げ で 移動 する ) 月 へ (女性 的 - 絶え 間 な い 動き に よっ て 特徴 づけ られ る 、 上 原 
理 も 確固 た る 真実 も 存在 し な い ) 

方 向 性 、 今 日 の 真実 は 明日 に は 嘘 に な る 、 象 徴 的 に 

水 の 挫 振 に 関連 し て いま す ) 精神 的 な も の の 女性 化 と し て 


そし て 男性 性 の 具体 化 : 
自然 に 自立 する 原理 で ある と き 8 
(男性 的 ) そう で な いも の の 法則 皿 屈 する 
譲歩 する こと で 独自 の 原則 を 持っ を か 瞳 休 。( 女 性 ) は 、 「 欲 
望 」 の 力 に 対し て 、 そ れ に つい て 話す の は 適切 で す 。 秋 。 


_ 現代 世界 に 対す る 反乱 


私 た ち が 知っ て いる 生活 に 当て は め て みる と 、 あ まり に も 馴染 み 深い も の に 聞こ えま す 。 
今 。 し た が っ て 、 私 た ち は 男 性 的 な 太陽 の 伝統 を 、 そ れ 自体 の 性 質 を 決定 し 、 し た が っ 
て それ を 決定 する 内 部 核 を 持つ こと と 関連 付け る こと が で きま す 。 
それ 自体 の 周り の 秩序 、 こ の 核 は 真実 で あり 、 一 方 、 女 性 的 な 月 と し て 
伝統 に は 前 述 の 核 が 欠如 し て いる た め 、 外 部 の 影響 つま り 欲望 の 影響 を 受け や すく な り 、 
それ が 自己 中 心 主 義 、 快 楽 主義 権利 意識 、 さ ら に は 概念 の よう な も の を 繁栄 させ ます 。 


「 権 利 」。 そ し て 、 真 の 男 ら し さ の 実現 に つい て 話す と き 、 
私 た ち は 体 力 、 厳 し さ 、 暴 力 伯 な ど に つい て 話し て いま す 。 
育 定 (物質 的 な 意味 で の 女性 らし さ は 、 そ れ 自 体 を 次 の よう に 表現 し ます ) 
感受 性 、 自 己 犠 牲 、 愛 ) 、 こ れ は これ ら の 側面 を 否定 する も の で は な く 、 単 に 男性 性 が 完全 に 
制限 され る こと を 意味 し ます 
彼ら だ け の も の で あり 、 そ れ 以 上 の も の は 何 も な く 、 フ ェ ミ ニン ナイ ン の 台頭 に 道 を 譲っ た の で す 。 


伝統 的 な 世界 で は 、 男 性 的 な 太陽 原理 、 真 実 、 
それ は 最高 に 君 夫 し 、 し た が っ て すでに 自分 自身 の 外 に 何 か を 求め て いる フェ ム ニ ン の 原 
理 へ の 魅力 の 点 と な り 、 
し か し 、 そ の 後 、 男 性 原理 が 形 を 与え て いき ます 。 


女性 原理 が 遠心 力 を 発揮 する と 、 

向き を 変え な い つか の 間 の 対象 [欲望 1 は な く 、 む し ろ 「 男 らし に 
い 」 安 定性 が 彼女 の 「 落 ち 着き の な さ 」 を 制限 し 女 い る と 感 や て いま す 。 安 定性 
性 原理 を 伝え ます に 
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に すべ て の 可能 性 を 密接 に 変容 させ る と いう 点 で す 。 


- 現代 世界 に 対す る 反乱 


つま り (伝統 的 な 世界 で は 男性 原理 が 中 心 と な り 、 そ の 中 心 を 女性 原理 が 回 転 し ま 
す 。 
し か し 、 革 命 が 始ま る と 、 男 性 原理 は 消失 し 、 女 性 原理 が 墓 延 し 、 男 性 原理 (フェ ミニ ス 
ト の お 気に入り の アイ ドル 、 ア マゾ ンズ は 、 


この 焦 奪 の 象徴 ) 。 


女性 表現 め 基 礎 と は 何 か 
この 力 ? 定 ぶ この 負 細 條 人 は 北 堆 の 関係 で ある た 再 
め 、 そ れ は 男性 と 女性 の 間 の 兄弟 関 低 が 通 静 を 支 。 女 正 位置 か ら 始め ます - 
配 する 場合 、 こ れ ら の 関係 は 正常 な 場合 も あれ ば 、 異 常 な 場合 も あり ます 。 な 
ぜ な ら 、 こ の 2 番目 の 事件 に は 女性 の 象徴 異常 な 。 彼 ら は 異常 だ 
性 が 関係 し て いる か ら で す 。 
私 

が ここ で 議論 し て いる 問題 に は 関係 な い の で 、 こ こ に は 留まり ませ ん 
の 残余 と か な は 枚 艇 区 弄 の 一 例 だ と いう こと だ け は 言っ て お きま す 

(母系 ) 見 解 に つい て は 、 PE 

「 月 」 文 明 の サイ クル 。 そ こ に は 人 間 の 依存 性 と 受動 性 と いう テー マ の 反映 が 
見 られ ます 。 
マイ ク の 下 で 生み 出さ れ た 精神 に 向かっ て 母 5* 女性 的 な 装い (コス ライ フ 
か 、 < マザー、 の 母 は な ど ) 。 こ の マグ ナ 
その サイ クル の 特徴 的 な テー ッ . 


_ 聖杯 の 謎 
精神 的 な も の の 女性 化 と 物質 化 の この プロ セス 
プロ メ テ ウ ス の テー マ に は 男性 性 が よく 描か れ て お り 、 
ヘラ クレ ス : プロ メ テ ウ ス は タイ タン で あり 、 タ イタ ニズム (野生 の 物質 力 ) を 表し て お 
り 、 神 々 の 炎 (ウイ ルス の 霊 性 ) を 人 類 の レベ ル ま で 降ろ そう と し まし た が 、 ヘ ラク レス は 


英雄 (伝統 を 回 復 し よう と する 者 、 伝 統 の 代表 者 ) 
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オリ ン ピ ア ン (ハイ パー ボリ アン と 読む ) 要 素 ) は プロ メ テ ウ ス を 解放 し 、 炎 を 神々 に 返し ま 
す 。 こ こ で プロ メ テ ウ ス は 粗製 の 材料 で す 

男性 性 と その 行動 は 精神 的 な も の の 女性 化 を も た らし 、 

一 方 、 ヘ へ ラク レス は 伝統 的 な 秩序 を 回 復 し ます ( ヘ シ オド ス が 英雄 の 時 代 と し て 説明 し た 

テー マ 、 黄 金 時 代 を 回 復 する 試み ) 

月 の 精神 性 と 物質 化 さ れ た 男性 性 を 克服 する こと に よっ て ) 。 

し か し 、 タ イタ ン と ヒー ロー は 両方 と も 「 同 じ 布 か ら 切り 取ら れ た 」 も の で あり 、 

それ ら は 純粋 に 物質 的 か つ 精 神 的 な 形 で 男性 原理 を 表現 し た も の で あり 修復 の 理念 は そ 
の 中 に ある 。 

和解 。 


swe まず 必要 な の は 両方 の 「 月 」 の 精神 を 克服 し て くだ さい 。 
現実 性 と 物質 化 さ れ た 男 ら し さ 、 す な わ ち 司祭 の 和 方 
そし て 単なる 戦士 で ある タイ タ あ これ ら の 原型 は 、 
る い は 、 ほ ぼ す べ て の 伝統 の 「 英 雄 的 な 」 人 物 の 中 に 見 られ ます 。 ES 
ギリ シャ < アカ イア の 伝統 で は 、 た と えば ヘラ クレ ス は 、 
まさ に これ ら の 意味 で の 英雄 的 な が プロトタイプ 。 彼 の 
永遠 の 宿 散 は ナル 汎 神 論 的 ルー の 最高 女神 ヘラ 。 
カル ト で す 。 ヘ ラク レス は オリ ン ピ ッ ク 選 手 の 不死 を 獲得 
「 巨 人 」 に 対し て 同盟 を 結 こ オリ ュ ン ポス の 原理 で ある ゼウス は 、 
ん だ 後 。 サ イク ル に よれ ば 、 「 婦 貫 話 記 めい て 1 つ 
ク 」 要 素 は ヘラ クレ ス を 通じ て 行わ れ ま す 。 
(プロ メ テ ウ ス の 舞 徹 艇 よる て 解放 さ 
オリ ン ピ ッ ク の 要素 。 


_ 聖杯 の 謎 


この 意味 で ファ シン ズム は 、 タ イタ ニズム と 英雄 主義 を 調和 させ る こと に よっ て 炎 を 神 に 
返 そ うと する 現代 の 「 英 雄 の 世代 」 と し て 現れ ます が 、 そ れ は 私 た ち が 無 視 し た た めで す 。 


私 た ちの 精神 的 な ルー ツ (エボ ラフ ァ ゴ トリ ー の 結果 と し て ) は 、 プ ロメ テウ ス の タイ タニ ッ 
ク 号 の 墜落 を 再現 する と ころ で す 。 こ れ は 英雄 た ち に 常に 存在 する 危険 で あり 、 同 じ ギ リ シ 
ャ 神話 だ け で な く 、 
聖杯 の 物語 に も 登場 し ます が 、 そ れ 自 体 が その 象徴 で す 
同じ よう に 太陽 の 伝統 に 戻り ます 。 

この 堕落 の 危険 は 人 間 の 注意 が 人 間 を 超え た も の か ら 離 れ て いく と き 、 人 間 性 に 対 
する 自己 中 心 的 な 魅力 に あり ます 。 
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超越 的 、 形 面 上 学 的 な も の か ら 、 自 然 主義 的 、 生 物 学 的 利己 的 な 人 間 崇拝 (その 出現 と し 
て の ルネ サン ス ) 

カル ト ) 。 聖 本 の 物語 で は 、 こ の テー マ は 密接 に 関連 し て いま す 

女性 の 象徴 (再び 私 た ち に 女性 性 を 示し て いま す ) 

落下 の 性 質 ) こ れ は 人 が し な けれ ば な ら な い 力 / 力 を 表し ます 

従順 に する か 解放 する か (それ 自体 が 男性 と 女性 の 伝統 的 な 関係 と 象徴 的 な 類似 点 で あ 
る ) 、 あ る い は 従順 に な る 

つま り 、 人 間 の 決定 的 な 特徴 で ある 高慢 な 自己 利益 の せい で 、 そ の 影響 に 対し て 消極 的 に 

な っ て し まう の で す 。 

現代 世界 。 


scwxsssee この 種 の 文献 で は 、 次 の よう な 女性 も 見 つか り ま す 。 
魅惑 的 で 人 々 に と っ て 潜在 的 な 危険 を 象 役 す る 人 物 

主人 公 よ 、 こ れ は 直接 的 な 方 法 、 つ まり 単なる 肉欲 の 原始 的 で 
誘惑 だ け で 理解 され る べき て 9 渦 あめ ま 攻 ん 。 

は 次 の よう に 理解 され る べき で す 。 高 次 元 の 英雄 的 と し て 参照 - 
レン ス へ 工 この 場合 、 女 性 は 超越 * な 冒険 は 、 

タイ タニ ッ ク 号 9 落下 。 で 的 な 力 と 知識 の 誘惑 を 象徴 し て いる と いう 危険 性 が あり ま 
ま 

所 有 と は プロ メ テ ウ ス の 筑 奪 と 罪 を 意味 する 

変わ り 果 て た プラ イド 。 も う 一 つの 反対 の 側面 は 、 誰 か が 「 死 」 と 呼ん だ も の に 関 
連 し て いる か も し れ ま せん 。 

か ら 来 て いま す 女性 」、 よ り 深 いも の 喪失 を 指し ます 

らし さ の 原則 に 。 


_ 聖杯 の 謎 


この 知識 を 歴史 的 な ファ シズ ム に 適用 する と 、 次 の よう に な り ま す 。 
タイ タニ ッ ク 号 の 墜落 事故 を 経験 し た と し て ドイ ツ の 国家 社会 主義 を 非難 す る の は 、 そ 
の 理由 は 、 国 家 社 会 主義 の 高揚 に よる 人 間 崇 拝 へ の 固執 の せい で ある 。 
純粋 に 生物 学 的 で 自然 主義 的 な 側面 が 、 最 終 的 に は 
ユー バー メン シュ の 概念 (ニー チェ の オー バー マン の 翻案 、 
これ は 、 モ チー フ の 背景 に 関す る 批判 の ポイ ント で も あり ます 。 
太陽 の 伝統 と 調和 し て お り 、 む し ろ そ れ に 近い も の で す ) 。 こ の 中 で 
ユー バー メン シュ / オ ー バ ー マ ン の アイ デア が 目標 に な る の を 感じ る 
人 間 は 、 
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イン グ は 単なる 動物 で あり 、 そ れ 以上 に 動物 の 王 (完璧 な ン 究極 の 動物 ) で す 。 言 い 換え れ 
ば 、 ユ ー バ ー メ ン シ ュ は 理想 化 さ れ た タイ タン に な り ま す 。 オ ー バ ー マ ン は 理想 的 な プリ ミ 
ティ ブ の 概念 で す 。 
それ は 原始 的 な 理想 と し て 裏切ら れ ま す 。 

この こと と 欲望 冶 威 は 、 太 陽 の 概念 に も 反映 され て いま す 。 
大 聖戦 と アー リア 戦士 の 知恵 の 概念 


「 大 聖戦 」 は ミー ス だ 人 間 が 内 に 抱え て いる 敵 に 対す る 人 間 の 闘 
い 。 よ り 正 確 に 言え ば 、 そ れ は 、 
人 間 の 中 に ある 単なる 人 間 す べ て 、 劣 っ た 性 質 、 そ し て 混 注 に 対す る 人 間 の 高 次 


男 。 の 原則 
衝動 と すべ て の 物 嗣 壮 志 電 織 の SH 交 ご 人 5 和 がい ます 。 


し た が っ て 、 
キス ト で は 理性 を 超越 し た 神 で す 。 そ し て 彼 の 平安 を 与え て くだ さい 
あな た に 平和 を 。 戦 玉 時 な り 、 欲 望 と いう 強力 な 敵 を 殺せ 
の 「。」 


_ 現代 世界 に 対す る 反乱 


た だ し 、 こ の 批判 は 、 こ れ ら の 概念 が 次 の よう な 場合 に の み 当 て は まり ます 。 
それ 自体 が 目標 で あり 、 ア セン ショ ン の 前 提 条 件 で は あり ませ ん 。 
人 間 を 超え た 状態 。 
この ヒー ロー/ タ イタ ン の 概念 は 二元論 で 最も よく 表 さ れ ま す 。 
オオ カミ の 象徴 性 、 太 陽 の 伝統 の 象徴 で も ある 
(実際 、 オ オカ ミ は ハイ パー ボリ アン の 神 ア ポロ ン の 象徴 で す ) そ し て 
動物 的 で 根源 的 な 側面 (タイ タニ ズム ) 。 
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キッ ク ・ オ ン ・ ア < ステ ィ ッ ク 


アレ クサ ンダ ー・。 ス ラブ ロス 著 


科 


以前 、 太 陽 と 月 の 特徴 を いく つか 挙げ まし た が 、 
そし て 、 月 の 側面 が どれ ほど 多く ある か に すでに 気づい て いる 人 も いる か も し れ ま せん 
ー つ の リス ト に まとめ る と キリ スト 教 っ ばい で す : 


太陽 の 精神 仁 が ヒー ロー を 促進 する stc に 反対 し た に 
月 の 概念 聖人 、 征 服 者 sr 反対 し た に の 


列 教 者 忠実 さ 、 名 誉 と いう 最高 の 美徳 は 、 慈 善 を 謙虚 さ 、 中 心 さと 不誠実 さ と < 
に 対抗 し 、 他 の 燃 と 同じ よう に 悪 と 不 公平 と いう 考え られ る 最悪 の 邪悪 な 懲罰 
aesossc 対 抗 し 、 敵 と 全力 で 戦い まし :< 罪 に 反対 す あ 帳面 な 


た 。 と は 対照 的 に 回 す 
終わ り と マグ オ ポ ジ ショ ン 
その 敵 を 倒し た 後に の み 、 自 分 の 敵 を 愛す る < に 
の で す 。 


そし て 真実 は 、 キ リス ト 教 は 確か に 月 (女性 ) の も の で ある と いう こと で す 

スピ リ チ ュ アリ ティ と 、 崩 壊し た ロー マ 帝 国 の 中 で の その 隆盛 

(当時 、 太 陽 の 伝統 自体 の 退化 と 弱体 化 を 経験 し て いま し た が 根本 的 な 問題 も あり まし 
だ ) 
ロー マ の 宗教 政策 と 宗教 の 教え と の 衝突 
キリ スト 教 の 統合 を 不可 能 に し た キリ スト 教 
さま ざま な 神 を 認め る ロー マ の 宗教 構造 に ) 
か ら の 最初 の 秋 の 始ま り と 強く 関連 し て いる 可能 性 が あり ます 。 
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黄金 時 代 か ら 銀 時 代 へ 。 キ リス ト 教 会 が 作り 始め た の は 、 
霊 的 な 事柄 に お いて 絶対 的 な 権威 を 持っ て いる と 主張 し 、 そ の 後 そ れ を この 世 
の 偉大 な 権威 を 持つ た め の 前 提 と し て 利用 し よう と し た 。 
力 、 双 剣 の 概念 を 生み 出し 、 
これ ら 2 つの 勢力 を 分 割 し 、 そ れ ら が 対立 する こと を 可能 に し ます 。 
ー つ の 存在 の 中 で 表現 され る の で は な く 、 お 互い に 。 
し か し 、 キ リス ト 教 は キリ スト 教 と の 闘い か ら 生 まれ た わけ で は あり ませ ん 。 
太陽 の 伝統 は 無傷 で し た が 、 実 際 に は 誤っ て 採用 され て いま し た 
多く の 太陽 の テー マ 、 神 話 、 シ ン ボ ル が 一 種 の 器 と な る 
Solar Tradition の 場合 (興味 深い こと に 、 プ ライ ム は 
ロー マ に お ける 精神 的 支配 を めぐ る キリ スト 教 の 競争 者 
帝国 は 伝統 的 な 太陽 の 神 で ある ミト ラス の カル ト で し た 。 
当時 ロー マ 軍 で 崇拝 され て いま し た ) 。 エ ヴォ ラ は 、 キ リス ト 教 に お ける 善き も 
の は すべ て 実際 に は 太陽 の 名 残 で ある と 主張 する 。 


伝統 は 、 純 粋 に キリ スト 教 的 な も の は すべ て 悪い も の で す 。 か ら 反乱 
現代 世界 に 対し て : 


ロー マ 世 界 を 形作っ た 伝統 は 、 
キリ スト 教 に 対す る 力 は 、 
新しい 信仰 は 古代 文明 を 打倒 する こと に 成功 し た 西洋 を 征服 し た 


し か し 、 そ れ に も か か わら ず 、 世 界 を その よう に 構築 する こと は で きま せ 


ん で し た 。 純粋 な キリ スト 教 。 あ る 程度 の 成果 を 上 げた と ころ は どこ で も 
ひと え に 以 前 急 師 続 半 臣 備 膨 も 人 交 ま た リス ロー マ と 古典 以前 の 


ト 教 的 要素 の 偉大 さ の お か げ で す 。 
オリ ジ ナ ル の キリ スト 教 的 要素 の た めで は あり ませ ん 


形状 。 

… ヨー ロッ パ の 大 部 分 は 異教 の まま で し た 。 […] 

キリ スト 教 の 思想 が 社会 に 吸収 され た よう だ ロー 
マ 人 の アイ デア 帝国 の 理念 を 再び 高め た 形態 


この アイ デア の 伝統 は 失わ れ て も 、 新 た な 高み が 見 い だ さ れ た 
「 永 遠 の . 都 市 に よっ て 構成 され る 中 心 部 に は 、 そ の 時 まで に 


朽ち た 。 
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中 世 、 十 字 軍 に 目 を 向け れ ば いい だ け で す 。 
キリ スト 教 、 つ まり カト リッ ク 教 会 に つい て 考え る と き 、 
ヨー ロッ パ は 、 そ の 教え より も 伝統 的 な 教え に 治っ て 行動 し まし た 。 
普遍 的 な 愛 と 受容 に 関す る 独自 の 教義 。 そ れ は 少し 不思議 な こと で は あり ませ ん が 、 
現代 の キリ スト 教 国家 主義 者 と ファ シス ト は 騎士 を 尊敬 し て いる 
テン プル 騎士 団 は 騎士 団 の 中 で 最も 忠実 で あっ た 
伝統 的 な 教え 実際 、 彼 ら は 次 の よう な 考え を 完全 に 拒否 し まし た 。 
救い に 至る キリ スト の 教義 。 
キリ スト 教 の 中 に 隠さ れ た この 伝統 の 種 が ヨー ロッ パ の 発展 を 妨げ た 
月 の 霊 性 へ の 改 奈 か ら 遠 ざかり ま す が 、 こ れ が 多けれ ば 多い ほど 、 
種子 は 長い 年 月 を 経て 侵食 され 、 キ リス ト 教 は より 純粋 に な り ま し た 。 皮 肉 な こと に .、 初 
期 の キリ スト 教 は 伝統 の 世界 に 近かっ た の で す が 、 
現代 の キリ スト 教 は 、 自 ら の 教義 に 対し て より 忠実 に は っ て いま す 。 現 代 の キリ スト 教 は 
その 教え の 真 の 純粋 な ビジ ョ ン で ある た め 、 
カト リッ ク 教 会 が 現在 、 普 遍 的 な 愛 、 寛 容 、 平 和 主 義 c と いう テー マ を 推進 し て いる こと や 、 
新法 王 の 登場 に よ に り カ トリ ッ ク 教 会 が 同性 愛 者 に 好意 的 な 目 を 向け て いる こと に は 、 ど 
ん な 驚き も ある 。 


カト リッ ク は ロー マ 世 界 と 
古典 文明 全般 。 
これ が 、 カ トリ ッ ク 時 代 が 「 伝 続 的 な 」 特 技 を 示し た 方 法 で す が 、 そ れ で も 私 
ち を 欺 い て は な り ま せん 。 

カト リッ ク は 、 真 に 伝統 的 な 性 格 は 、 典 型 的 な キリ スト 教徒 


で は な く 、 カ トリ ッ ク に お いて 特に 特徴 的 な 性 格 で す 。 
クリ スチ ャ ン は 伝統 的 で ある と は ほとん ど 考 えら れ ませ ん 。 


_ 現代 世界 に 対す る 反乱 


思い 出し て くだ さい 、 ゴ ー ル デン か ら シ ル バ ー へ の 最初 の 転落 で 
時 代 、 精 神 的 な 力 と 物質 的 な 力 は 分 離さ れ 、 
その 後 の 主 な 影響 は 、 精 神 的 な も の の 女性 化 で あっ た と いう こと - キリ スト 教 は 、 ま さ に 
それ を 概念 の 中 で 表現 し て いま す 。 
二 本 の 剣 、 教 会 が 神聖 / 精 神 的 な 役割 果たす と き 
権力 は 、( 今 や 純粋 に 一 時 的 な も の と し て ) 王 権 を 征服 し よう と し た 。 
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ビジ ョ ン ) は 気まぐれ に 変化 し ます が 、 伝 統 の 回 復 は 2 つ を 1 つの 力 に 再 統 合 
する こと を 要求 し ます 。 こ れ は 非常 に 重要 で す 。 
太陽 と 月 の 霊 性 の 違い 。 

も ちろ ん 実際 に 見 て みる と 状況 は 多少 異な り ま す 
キリ スト 教 正教 と その シン フォ ニア の 概念 、 す な わ ち 2 つの 勢力 の 共存 と それ 
ぞ れ が それ ぞ れ の 勢力 の み を 規制 する こと 
し か し 部門 の 存在 は 依然 と し て これ が 問題 で ある こと を 裏付け て いま す 。 
月 の 霊 性 。 ビ ザン チン 帝国 に 目 を 向け る と 、 
理論 的 に は 、 高 度 な 伝統 的 機能 も 享受 し て いる こと が わか り ま す 。 
精神 ・ 

・ 神 聖 な 支 配 者 の 考え ( 彼 の 権威 は 次 の よう な も の か ら 来 て いる ) 

上 記 で は 、 彼 の 法 は 普遍 的 な 価値 を 持つ 神 の 法 で す ) 


・ 聖 職 者 は 統治 者 に 服従 し 、 統 治 者 は 両方 の 責任 を 負っ た 
物質 的 お よび 精神 的 な 事柄 


・「 ロ ー マ 人 」 の 考え 方 - 高め られ た 人 々 の 団結 
ロー マ 帝 国 へ の 参加 に 内 在 す る 聖 性 に よっ て 、 
クリ スチ ャ ン ・ エ ク メ ー ネ は 他 の 人 より も 高い 尊厳 を 持っ て いま す 
これ まで に 達成 し た 


・ 帝 国 は 再び 仙骨 (神聖 ) と な り 、 そ の 国民 は 
超自然 的 な 意味 


し か し 、 上 記 の すべ て は 意識 的 な 現れ で は な く 、 暗 い 力 に よっ て 運ば れる 
象徴 に すけ ぎません で し た 。 
そし て それ は 最終 的 に は 問題 の 勢力 の 分 像 と シン フォ ニア と し て 再び 退化 し 
た 。 初 期 の 数 世紀 の 間 に 、 
キリ スト 教化 され た 帝国 と ビザ ンチ ン 時 代 に は 教会 
依然 と し て 帝国 の 権威 に 従属 し て いる よう に 見 えま し た 。 

興味 深い こと に 、 正 教 が ルー シ に 伝わっ た と きも 同様 に 大 き な 修正 が 加え 
られ て いま し た 。 実 際 、 次 の よう に 主張 で きま す 。 
地元 の スラ ブ 人 の 太陽 の 伝統 の 化身 は 、 太 陽 の 伝統 を さら に 薄め まし た 。 
正教 の 月 の 性 質 、 コ ロシア で は 教会 が ロシア 帝国 の 崩壊 まで ずっ と 皇帝 と 皇帝 に 
従属 し 続け た よう に 、 こ の 原則 は ヨー ロッ パ で の 現れ より も 長く 存続 し まし た 。 


これ は 、 と いう 概念 を 作成 し た フィ ロ テ ウ ス に よっ て 固め られ まし た 。 
モス クワ は 第 三 の ロ ー マ :「 二 つの ロー マガ が 有 崩壊 し た 。 第 3 
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立っ て いま す 。 そ し て 4 番目 は 存在 し な いで し ょ う 。 誰 も あな た の キリ スト 教皇 帝 に 取っ て 代 
わる こと は で きま せん この 背後 に ある アイ デア は 、 モ スク ワ : ロ シア が 
て の 首都 で ある と いう 理由 で 世界 を リー ド す る 国 
キリ スト 教 の 絶対 的 真理 。 し か し 、 そ の 絶対 の 守護 者 は 、 
真実 フィ ロ テ ウ ス は 自分 が 皇 で ある と 宣言 し 、 彼 に 宗教 的 正当 性 を 与え 、 皇 帝 を 世俗 的 な 
絶対 的 支配 者 に する だ け で な く 、 
一 時 的 な 問題 だ け で な く 、 精 神 的 な 支配 者 で も あっ た - 皇帝 は 皇 で し た 
国家 と 教会 の 両方 の 事実 上 の 支配 者 。 実 際 に は これ が 反映 され まし た 
正統 派 の 皇帝 の 扉 の 概念 で は 、 す べ て の 男性 が 皇帝 の 扉 の 後ろ に いる に も か か 
わら ず 、 司 祭 だ けが 皇帝 の 扉 の 後ろ に いる こと が 許さ れ て いま し た 。 
少な く と も 一 度 は 洗礼 を 受け る こと 。 第 三 ロ ー マ 構 想 の 到来 に より 、 皇 た ち は こ れ ら 
の 扉 に 入る こと が 許可 され 、 こ うし て 彼ら の 権力 が 強化 され まし た 。 
教会 に よっ て 認め られ 、 こ れ は 最後 まで その まま で し た 
ロシア 皇帝 、 ニ コラ イ 二 世 。 他 に 正教 会 は な い 
これ は ロシア だ け の 現象 だ 。 
カト リッ ク の 私 生 児 た ち を 見 て みる と 、 
それ ら す べ て が どの よう に し て 伝統 的 な 側面 を 浄化 し て 、 よ り 月 の 性 質 に な っ た か を 見 て く 
だ さい 。 款 教 改 革 は 深刻 な 打撃 を 与え た 
キリ スト 教 に お ける 伝統 的 な 要素 。 
ルター は ロー マ 教 便 代 対す る 強い 嫌悪 感 か ら 、 ロ ー マ 教皇 に 対し て 反旗 を 翻 し た 。 
カト リッ ク 教 会 ティ ブ な 側面 、 つ まり 伝統 的 な 階層 構造 を 改善 し ます 。 


内 に 存在 し た チャ ル と 儀式 の 要素 は 何で し た か 
妥協 。 


… ドイ ツ の 諸侯 は 改革 を 自ら の 純粋 に 政治 的 な 目的 に に 彼ら の 
利用 し た [それ は 彼ら の 反乱 を 正当 化し た ] 
帝国 主義 の 権威 原理 に 反する ] 


ルター は 宗教 を 国家 に 従属 させ る の を 助け た 
民主 的 な テー マ ] 


_ 現代 世界 に 対す る 反乱 
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本 質 的 に ルー テル 主義 は 、 教 会 の 階層 構造 に 反対 する こと に よっ て 精神 的 な 平等 ( 精 
神 的 な も の の 女性 化 ) を も た らし まし た 。 持 っ て いる 
聖書 を ドイ ツ 語 に 翻訳 し 、 誰 で も 簡単 に 利用 で きる よう に し た 
一 般 の 人 々 に 対し て 、 彼 は 教皇 な ど 必 要 な いと 宣言 し た 。 
司教 、 枢 機 錯 な ど 。 聖 書 を 手 に すれ ば 、 誰 も が 読む こと が で きま す 。 
そし て 彼 自 身 の 司 祭 に な る の で す 。 こ れ が 実際 の 政治 に と っ て 何 を 意味 する か 
その 時 は 彼 が すべ て の 人 々 に 力 を 分 配 し た と き で し た 。 
人 間 は 政治 文化 (当時 は 宗教 に に っ て 大 きく 定義 され て いた ) の 主体 と な り 、 そ れ が ヨー 
ロッ パ に お ける 民主 主義 の 理想 の さま ざま な 基盤 の 一 つと な っ た 。 昔 は 文言 だ っ た 


ドイ ツ の 農民 は 司祭 の と ころ へ 行き 、 次 の よう な 話 を 聞き まし た 。 
ラテ ン 語 で 何 か 、 そ し て 今 で は ドイ ツ 人 全員 が 直接 持っ て いる も の で し た 
「 神 の 言葉 」 に アク セス で きる の で 、 神 に 直接 話し か ける こと が で きま す 。 
司祭 と 信徒 の 間 の 境界 は 侵食 され 、 プ ロ テ ス タン ト 
聖職 者 た ち は 地 上 に 降ろ され 、 同 じ 「 民 間 人 」 に な っ た 
残り と し て 。 オ フィ ス に 座っ て いる 現代 の プロ テス タン ト の 司祭 た ち を 見 て くだ さい 。 
そし て 人 々 は 医者 に 診 て も ら う よう に 彼ら に 会 い に 来 ます 。 


プロ テス タン ト (特に アン グロ サク ソン の カル ヴァ ン 主 義 と 
ピュ ー リ タニ ズム ) 


宗教 的 思想 は 、 あ ら ゆ る 超越 的 な 利益 か ら ま すま す 生 離し て お り 、 そ の た め 、 
食事 や 利益 さえ も 含め た 一 時 的 な 成果 を 神聖 視 する 傾向 慣れ て いる 
に あり ます 。 一 般 的 な ポイ ント - 

=s 社会 奉仕 十 事 、「 進 歩 」 に 対す る 一 種 の 神秘 主義 


… この よう な 社会 で は 利益 が 得 ら れ な く な り ま し た "普及 し た 基準 が 経済 的 
な 基準 に な っ た 後 、[…] 


… こ の 理論 は 、 商 人 階級 と 商人 階級 の 台頭 に 対す る 倫理 的 お よび 宗教 的 正当 
化 を 提供 し て きた 。 力 を 与え る 
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近代 民主 主義 の サイ クル に お ける 第 三 身分 と 
資本 主義 。 


_ 現代 世界 に 対す る 反乱 


アメ リカ の 大 学 教育 に つい て は 知り ませ ん が 、 こ こ で は 
資本 主義 の 進化 に 対す る プロ テス タン ト の 貢献 は 、 
伝統 主義 に つい て は 何 も 知ら な い 、 冒 法 的 な 科学 の 単純 な 事実 で ある た め 、 こ の 点 は 追加 の 
証拠 が な く て も 十分 に 記録 され て いま す 。 
し か し 、 エ ヴォ ラ に は 、 伝 統 的 (ファ シス ト ) の 世界 観 の 文脈 で 新た な 光 が 与 えら れ て いま 
す 。 
た だ し 、 太 陽 と 月 の 霊 性 の 違い 
物質 的 な 力 と 霊 的 な 力 の 関係 を 超え て 、 
それ は 精神 的 な 世界 一 般 の 理解 に よく 当て は まり ます 。 
簡単 に 言え ば 、 伝 統 的 な 世界 観 は 私 た ち が 呼 ん で いる も の を 認識 し て いま し た 。 
神 は 擬人 化 さ れ た 神 や 、 あ る い は 何ら か の 存在 と し て で は あり ませ ん 。 
意識 を 持っ て いる 。 こ れ は 、 文 化 が 発展 し た 後に な っ て 初め て 起こ り ま し た 。 
退化 し て 精神 的 な も の の 象徴 的 な 表現 を 取り 上 げ る 
ある 種 の 自己 認識 存在 の た め の 力 (ギリ シャ 語 
ロー マ 神 話 と パン テオ ン ) 。 


本 来 の 形 の 「 宗 教 」 を 探し て も 無駄 な ろう 。 

伝統 の 世界 。 決 し て そう で は な い 文 明 も ある 

彼ら の 神々 に 名 前 を 付け 叶 ゅ 彼ら を 描写 し よら ちと し た - 少な く と も 

た の は 、 古 代 ペ ラス ギア 人 に つい て 言わ れ て いる こと で す 。 ロ ー マ 人 自身 は 、 ほ ぼ 
2 世紀 に わた っ て 、 こ の よう な こと を 描写 し ませ ん で し た 。 

彼ら の 神々 。 で ほとん どの 場合 、 そ れ ら は 球体 で 表現 され まし "3 シム で 
た 。 原 始 時 代 を 特徴 づけ る も の は 「 ア ニ ミ ズ ム 」(「 ア ニ マ 」 が 人 間 の 基礎 で す 
ある と いう 考え ) で は な い 

神 と さま ざま な も の の 一 般 的 な 表現 

用 し ます 宇宙 ) で は な く 、 む し ろ ア イデ ア が 強制 的 に 作 xs これ 
表現 され て よ 練 述 交 但 叶 に と で あ 概 念 だ は 組 2ー メ ン 観 に よっ て 適切 に 


すこ と が ( 埋 役 練 な 逆さ や な を よ ア 以 双 は 議 ! 技 生み 出 で は ぁ o ま せん また は 
ss 人 で す が 効 果 

は 、 行動 する こと 、 そ し て それ 自体 を 表現 する こと 。 の 感覚 

その よう な 力 の 実際 の 存在 、 ヌ ミナ 、 何 か ま は と Lc 
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超越 的 で ある と 同時 に 内 在 的 で あり 、 素 晴 ら U し か 
た 。 し 恐ろし いも の で あり 、 「 神 聖 な も の 」 の 本 来 の 未 体験 の 本 質 を 構成 し て い 


_ 現代 世界 に 対す る 反乱 


どちら か と 言え ば 、 ロ ー マ は これ ら の 力 を 、 ほ と ん ど と 科学 的 な 態度 で 、 研 究 し 活用 し な 
けれ ば な ら な いも の と し て 認識 し て いま し た (ロー マ 人 は も と も と 、 船 員 と 同じ よう に 、 寺 的 
力 が 自分 た ちの 勝利 に 有利 に な る と 信じ な い 限 り 、 戦 争 に 行く こと は あり ませ ん で し た ) し な 
い だ ろ う 
風 が 意図 し た 方 向 と 一 致し な い 場合 は 出航 する ) 。 


儀式 に 関し て は 『 教 的 」 な も の は 何 も な か っ た 


た 消 し それ ま 拘 庶 な 哀 薫 は な い それ を 実行 し た 人 た ち 。 

その 儀式 は むし ろ 、 「 神 聖 な 技術 」、 今 日 物理 的 な 力 や 状態 を 通じ て 
得 ら れる も の と 精神 的 に 同様 の 、 目 に 見 えな い 力 や 内 部 状態 に 対す る 作用 を 決 に 
定 する 

物質 の 。 司 祭 は 単に 次 の よう な 理由 で の 人 、 

彼 の 資格 と 儀式 その も の に 内 在 する 徳 、 to 


は この 手法 で 結果 を 出す こと が で きま し た 。 

代わ り に 、 何 が 賭け で あっ た の の ま 理解 革 傷 に 有 関心 を 圭 婦 た 度 通 

えば 必要 か つ 継 続 的 な 効果 が 「 権 力 」 と 目 に =s 原因 が 確立 され た 

見 えな い 力 と 特 徹 状態 の 条 許 超 に る よう に する 。 ほ た が っ て 、 行 動 の 法則 は 、 


最高 位 に 君臨 し た 。 
_ 現代 世界 に 対す る 反乱 


も う 1 つの 興味 深い 例 は エジプト か ら 来 て いま す 。 


古代 エジプト で は 「 偉 大 な 神々 」 さ えも 脅かさ れる 可能 性 が あっ た 

特別 な 神聖 な 呪文 を 知っ て いる 語 祭 に よる 破壊 に よっ て 。 「 ケ モテ フ 」(「 母 
親 の 雄 牛 」) は その タイ トル で し た 。 

エジプト の 王 は 、 そ の 男 、 王 は 根源 的 な 実体 を 持 ら て いる と 強調 し た 。 彼 は 神 に さ 
ら に 影響 を 与え る 
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影響 を 受け る より も 。 列挙 され た 処方 の 1 つ 

儀式 が 行わ れる 前 に エジプト 王 に よっ て 

だ っ た : 「 お お 神々 よ 、 私 が 安全 な ら あ な た も 安全 で す 。 あ な た の ダブ ルス は 安全 で す 
dog 記 le が すべ て の 空き て いる double の 顎 で ある 場合 。 み ん な 

ら 私 の ライ 双 で 。 


_ 現代 世界 に 対す る 反乱 


上 記 は 、 何 を 理解 する た め の 方 法 と し て 役立ち ます 
形 上 学 的 な も の 、 つ まり 自然 の 力 と よく 似 た 力 を 構成 する 
冒 流 的 な 科学 で 知ら れ て いる も の 、 影 響 を 及ぼ し 、 影 響 を 受け る 可能 條 の ある も の 。 す ぐに 実 
行 すべ き 最も 近い 具体 的 な 例 
私 が 考え る の は 簡単 に 理解 で きる の は 政治 権力 で す が 、 そ ん な こと は あり 得 ま せん 
放射 線 な どの 科学 機器 で 測定 で きる 
ガイ ガー カウ ンタ ー を 使っ て も 、 政 治 権力 は 
否定 で き な い 独自 の 法則 を 持っ た 強制 力 。 
治 権力 の 法則 は 、 冒 流 的 な 物質 科学 に お いて も 同様 の も の で あり 権力 の 空白 は 常に 埋め 
られ る も の で ある 。 
この 物理 的 な も の と 形 面 上 的 な も の の 関係 は 、 ど の よう に し て 
彼ら は 互い に 影響 を 与え 、、 ロ ー マ 人 が 同時 に 実践 し た こと を 
重要 な の は 、 伝 統 的 な 意味 で の 知恵 を 構成 する も の で す 。 
純粋 に 物質 的 な 冒 流 的 な 科学 と は 対照 的 に 、 


上 朋 9 な 信仰 だ けが 残り ます 。 
進化 の プロ セス を 代表 する も の 。 


現実 の 、 青 定 的 な 、 に 唯物 論 的 科学 は その 科学 の 中 に あり ます - 
物質 的 な 知識 と いう 意味 で の 先駆 者 は 、 物 理 的 な 事柄 に つい て の み 有 能 で す 。 科 
学 な ん て あり えな い 

純粋 に 物理 絢 閥 人 の は な い 場 合 、 科 学 の 手法 は そこ で は まっ た < 役に立ち ませ 


自分 自身 の 無能 さ の せい で この 球体 は これ ら を 伝え ます 
哲学 と 感傷 的 が 計 鐘 徳 的 」 死ん だ 、 そ し て ファ イ の 交 意 的 な 抽象 化 
スピ ー ル に と っ て 重要 で す 。 


異教 の 帝国 主義 
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伝統 的 な 世界 で は 、 人 類 と 人 間 と の 関係 は 、 
精神 的 な 世界 は 2 つの 特定 の 方 法 で 存在 し まし た 。 イ ニシ エー ショ ン と 
信仰 。 そ れ を 説明 する 簡単 な 方 法 は 、 イ ニシ エー ショ ン を 関連 付け る こと で す 。 
知識 と と も に 、 信 仰 と と も に 。 人 は 信じ る と き 、 
彼 は 知り ませ ん し 、 決 し て 知る こと は で き な い と 思っ て いま す 。 し た が っ て 
知恵 は 形 面 上 学 的 な 知識 に な り ま す が 、 宗 教 は 
盲信 以外 の 何 も の に も 基づい て いな い 。 


… 私 た ち は 忠 実 で あり 続け ま "に 何 が 起こ る 可能 性 と 本 当 の 現実 


す 、 そ れ を 知恵 と 呼び ます 。 こ れ は 、 私 た ち が 忠 実 で あり 続け る こと を 意味 し ます 「 形 
血 上 学 的 訪 域 に も 、 

積極 的 、 直 接 的 、 体 系 的 、 実 験 的 知識 、 公 正 な 

Lc 科学 の 実験 的 知識 物理 的 な 


球 。 こ の 形 面 上 学 的 な 知識 は 信仰 を 超え た も の で あり 、 
あら ゆる 種類 の 道徳 や あら ゆる 種類 の 人 間 を 超え て 


哲学 。 
_ 異教 の 帝国 主義 


し か し 、 伝 統 的 な 社会 も 信仰 を 知っ て お り 、 そ れ が 取り 決め で し た 
知恵 は 大 衆 の 特権 で し た が 、 知 恵 は 入門 者 の 特権 で し た 。 
上 位 カ ー ス ト - エリ ー ト は 私 た ち が 科学 を 知っ て いる よう に 形 面 上 学 を 知っ て いま し た 
今日 大 衆 は 信仰 に 頼る こと し か で きま せん で し た が 、 
エリ ー ト に と っ て の 知識 を 構成 する も の は 真実 で す 。 そ れ で も 現代 
世界 は その よう な エリ ー ト を 知り ませ ん 、 そ し て 私 た ち は 皆 大 衆 の 海 の 中 に 閉じ 込め られ て いま す 


命 の 結果 、 盲 目的 な 信仰 し か 持た な い 人 々 。 


神 還 な も の を 知る 代わ り に 、 神 聖 な も の へ の 信仰 が 生ま れ ま す 。 代 わり に 
経験 - 教義 ※ ア ヤセ ンション テク ニッ ク の 代わ り に 

そし て 実際 の 参加 - 祈り 、 神 へ の 虹 れ 、 謙 虚 さ 。 で 

自給 自足 と 超 個人 性 の 感覚 、 つ まり 無力 感 と 全能 者 へ の 依存 の 場所 。 


これ ら す べ て が 構成 する の は 、 「 宗 教 度 は 、 


伝統 的 な 世界 に 存在 する こと が 正当 化 さ れ 、 
それ は 大 衆 を リー ド し 、 ま る で 代理 
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道 も イニ シ エ ー シ ョ ン の 実現 も 利用 に 貴族 的 、 超 宗教 的 
で き な か っ た 人 々 。 


_ 異教 の 帝国 主義 


ここ で 最後 に 指摘 し て お きた い の は 、 
私 た ち が 調 べ な けれ ば な ら な いさ ま ざ ま な 文化 の 異教 の 神話 に 向け て 
統一 され た ソー ス を 念頭 に 置き な が ら 、 
太陽 の 伝統 の 影響 を 受け た 文化 ) と 、 こ れ ら の さま ざま な 神々 
それ は 感覚 を 持っ た 存在 で は な く 、 自 然 の 形 面 上 学 的 な 力 で す 。 先 ほど 述べ た 伝統 的 な 
方 法 を 使え ば 、 こ れ ら すべ て の 神話 が 同じ こと に つい て 語っ て いる こ の ポイ ント 起源 
と が は っ きり と わか り ま す 。 
た だ し 、 そ れ ら に 別 の 名 前 を 付け ます 。 こ れ は 、 神 、 出 来 事 、 場 所 、 す べ て を 意味 し ます 。 
これ ら の も の は . 形 面 上 学 的 な も の を 象徴 的 な 方 法 で 表現 する こと を 意図 し て いま す 。 
形 面 上 学 的 な 世界 で 起こ る 力 と 現象 。 

これ ら す べ て は ファ シズ ム に と っ て 何 を 意味 する の で し ょ うか 2? 一 番 に し た い の は 
現代 の キリ スト 教 は これ まで 以上 に キリ スト 教 的 で ある こと を 再度 指摘 する 
以前 、 そ し て 今 で も キリ スト 教 国家 主義 者 や ファ シス ト は 騎士 を 尊敬 し て いま す 
テン プル 騎士 団 と 十字 軍 の 時 代 が イン スピ レー ショ ン の 源 - 
これ は また し て も ファ シス ト が 自然 に 自分 た ちの も の に 引き 寄せ られ る こと を 意味 する 。 
精神 的 な ルー ツ を 持っ て いま す が 、 背 景 が 提供 され な いま ま 成 長 し た た めで す 
ここ で 彼ら は 、 現 代 の キリ スト 教 を その 本 来 の 姿 が 退化 し た も の と 考え る 可能 性 が 高い 。 
彼ら は 折り 合い を つけ る 必要 が ある だ ろう 。 
真実 は まっ た く 逆 で ある と いう 事実 を 伴い ます 。 

キリ スト 教 ファ ンス ト が キリ スト 教 の 中 で 力 を 得 て い る も の は 何で すか 
伝統 的 な 世界 、 た だ し 完全 に 取り 消す 必要 は な い 
彼ら の キリ スト 教 の 始ま り 。 フ ァ シ スト が キリ スト 教 を 好む 理由 
それ は 必然 的 に 、 キ リス ト 教 の 教義 を 超え て 、 太 陽 霊 性 の 伝統 的 な 教え に 彼ら を 導き ま 
す 。 カ トリ ッ ク 主 義 の 私 生 児 は 、 伝 統 的 な 観点 か ら は 報復 を 超え て いま す が 、 キ リス ト 教 
の 元 の 2 つの 部 門 で ある カト リッ ク と 正統 派 は 、 そ れ ぞ れ 独 自 の 理由 に より 、 技 術 的 に は 
免れ る こと が で きま す 。 あ 


キリ スト 教 の これ ら 2 つの バリ エー ショ ン に 戻る こと は 、 次 の 点 で 正当 化 さ れ ま す 。 


それ ら は 本 来 の 伝統 的 な 秩序 に 戻る た め の ツ ー ル で あり 、 
彼ら は その 順序 で 自分 の 役割 を 受け 入れ ます 。 
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現代 の カト リッ ク 教 会 は この 道 を 進む 可能 性 は 低い と 思わ れる 
それ ぞ れ の 国 の 正教 会 より も 、 
本 質 的 に は 常に 国益 に 近い も の で あり 、 
教会 と 連携 し た キリ スト 教 国家 主義 者 と ファ シス ト 活 動 主義 を 通じ て 、 回 復 の 
道 は より 容易 に な る 。 一 方 、 カ トリ ッ ク 国 民主 義 者 や ファ シン スト は カト リッ ク 教 
会 の 支援 に 頼る こと が で き な い 。 
修復 、 つ まり 彼ら の 道 は 個人 的 な も の に な る か も し れ な い 、 
つま り 、 彼 ら は 自分 自身 の 中 で カト リッ ク を 克 服 し な けれ ば な り ま せん 
伝統 主義 に 戻る か 、 そ れ と も カト リッ ク 教 会 を 根本 か ら 、 内 部 か ら 変 える た め に 
カト リッ ク 教 会 に 関与 し な けれ ば な り ま せん 。 
これ も また あり そう も な い 行 動 の よう に 思え ます 。 あ る い は 、 彼 ら は 組織 化 さ れ 
た カト リッ ク 主 義 へ の 関与 を 完全 に 放棄 し 、 私 た ちの 共通 の ファ シス ト 運 動 と 
し て 進め る こと も で きま す 。 
私 た ちの 勝利 が 勝ち 取ら れ 、 教 会 が 窮地 に 立た され る まで 闘い 続け て くだ さい 。 
新しい 秩序 に 従う か 、 滅 びる し か な い 世 界 。 

結局 の と ころ 、 キ リス ト 教 信仰 の ファ シス ト は 、 ど の よう に 対処 する か を 再考 し な けれ ば な ら な い 。 
彼ら は 本 当 に キリ スト 教徒 な の で し ょ うか 、 そ し て それ が 何ら か の 影響 が ある と し た ら 、 
彼ら の 活動 が 専念 する 意図 され た 目標 が 達成 で きれ ば 、 彼 ら は 次 の こと が で きま す 。 
キリ スト 教 そ の も の を 完全 に 克服 する か 、 キ リス ト 教 に 従う か の どちら か で す 
上 で 概説 し た パス の 一 部 。 
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の 理論 
歴史 の サイ クル 


さま ざま な 著者 に よる 


パー ト 1 (クル トゥ ウル カン フ に よる ) 


歴史 は 循環 する と いう 考え は 非常 に 古い も の で す 。 基 本 的 な 考え 方 
サイ クル 自体 は 次 の よう な も の で す .… 


大 国 は 興亡 する 。 東 縛 か ら の 人 々 に コ 

的 真実 へ 、 大 いな る 勇気 へ 、 勇 気 か ら 自 由 へ 、 利 己 主義 か ら 自 自由 、 

由 へ 。 豊か さ 、 豊 か さか ら 豊 か さ へ 利己 主義 、 
自己 満足 、 自 己 満足 か ら 無気力 、 無 関 AP に - 

心から 依存 、 依 存 か 9 羨 る 

び へ 東 縛 。 


- アレ クサ ンダ ー・ フ レイ ザー・ タ イト ラー 


これ は 非常 に 詳細 に カバ ー す る こと が で きま す が 、 歴 史家 の 間 で サイ ク 
ル 。 
最も 包括 的 で 深い 視点 は お そら く ト イン ビー で し ょ う 。 し か し 
私 は ずっ と 彼 の 本 を 読ん で いな か っ た が 、 大 き な 違 い は トイ ン ビ ー が 読ん で いた と いう こと だ 。 
他 の 哲学 者 より も 具体 的 か つ 詳 細 に 記述 され て お り 、 
歴史 家 た ち は そ れ に 触れ た が 、 実 際 に 意見 の 相違 が あっ た と いう ほど で は な 
い 。 
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プラ トン は それ を 『』 で 広範 囲 に 取り 上 げ 護 舟 野 し 子 の 全文 
テー マ は 、 社 会 は か な り 退 化し て お り 、 彼 は た だ 努力 し て いる だ け だ と いう こと で す 
か つて の 賢者 た ちの 教え を 再 活性 化す る た め に 。 プ ラ ト ン の よう に 、 彼 も 
特定 の も の が 変性 を 引き 起こ す と 聞 科 し まし た 。 驚 くべ き パ ラ レ ル 。 


旧約 聖書 の 大 部 分 は 、 
聖書 は これ ら の 線 に 沿っ て いま す .… イ スラ エル は 神 の も と に 行き 、 繁 栄 し ます 、 
そし て 権力 を 手 に 入れ . 退 廃 と 衰退 に 陥る 。 
ロー マ 人 は プラ トン の 哲学 に 非常 に 強い 影響 を 受け まし た 。 
ポエニ に は 行か な いよ うに と 提案 する 人 々 が いた と いう こと で す 
カル タゴ と の 戦争 は 敗北 の 恐怖 か ら で は な く 、 の 装 怖 
勝利 =、 そ れ は 彼ら の 帝国 が 大 きく な りす ぎる 原因 に な る だ ろう 、 そ し て 彼ら は 
死 を 伴う 退廃 的 で 商業 主義 的 な 社会 と な る だ ろう 。 
減衰 
社会 は 禁欲 的 、 勤 得 、 名 準 あ る も の か ら 発 展 し て いく と いう 考え 
そし て 、 人 錠 え た コミ ュ ニ ティ を 過度 に 豊か で 個人 主義 的 で 退廃 的 な 社会 に 栄光 を も た らし 、 
崩壊 は ほぼ 最も 普遍 的 な も の で し た 
これ まで 受け 入れ られ て きた 歴史 観 、 そ し て それ に 対す る 初め て の 真 の 挑戦 
マル クス だ っ た 。 ヘ ー ゲ ル は 、 物 事 は 良く な る 一 方 で 、 
社会 の 中 に は 社会 的 な 力学 が あり 、 そ れ が そう な る べき だ 
健全 で あれ ば 、 何 ら か の 内 部 お よび 外部 の 闘争 が ある は ず で す 。 


無神論 者 の 歴史 家 ウ ィ ル ・ デ ュ ラ ント は 、 ロ ー マ 帝 国 に 関す る 彼 の 有名 な 本 の 中 で こ 
の 前 提 を 受け 入れ まし た 。 ギ ボン ズ は キリ スト 教 に 対し て か な り 英 対 的 で あっ た が 、 著 書 
の 中 で これ を 受け 入れ た ロー マ 人 の 杜 退 と 没落 
帝国 

キリ スト 教 歴史 家 の シ ュ ペ ング ラー と トイ ン ビ ー は それ を 受け 入れ まし た 。 

ユダ ヤ 人 で 無神論 者 の レオ ッシュ トラ ウス は キリ スト 教 保守 主義 を 支持 し た 
な ぜ な ら 彼 は 上 記 の 前 提 を 強く 受け 入れ た か ら で す 。 

基本 的 に ファ シズ ム は この 前 提 を 受け 入れ て お り 、 そ れ に 重要 な 部 分 で ある 
現在 の 出来 事 の 分 析 と 世界 の 理解 。 
し か し 、 こ れ は 大 多数 の 人 が 受け 入れ て いる だ け の こと で も あり ます 

どこ の 保守 的 な 民族 で も 。 そ れ は 基本 的 な 機能 で す 

必然 的 に 保守 主義 は ファ シズ ム の 特徴 と いう より も 一 般 的 で ある が 、 王 流派 保守 派 の 多く 
は あま り に も 鈍感 な の で 、 
これ ら の 議論 を 積極 的 に 使用 し 、 こ れ が ファ シズ ム の 上 魅 力 の 1 つ で す 。 
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以下 に 、 こ の トピ ッ ク に 関す る 一 般 的 な 要点 を 説明 する いく つか の 楽し い 引 用 を 示し ま 


道徳 の 衰退 が 解散 の 一 因 と な っ た 詳 の 折れ る 単純 さと 支え と な る 信仰 に よっ て 
成 さ れ た 男らしい チャ ー・ ト の 俳優 は 、 富 と 社会 の 太陽 の 光 を 和らげ た 。 5 
不 
信仰 の 自由 に お いて 。 男 性 は 今 、 真ん中 と 上 部 
クラ ス 手段 降伏 し に 誘惑 、 そ し て 即効 性 の み 
転 と イ 機 て 彼ら を 拘束 する 。 都 市 部 の 渋滞 が 重なり 、 
ライ ラ し た 監視 の た め に 、 移 民 は 無関心 の 中 に 自分 た ち を まとめ まし た 。 道 徳 的 お 
よび 美的 * 違 い が 彼 ら を こす っ た 百 の 文化 - 
基準 
質量 の 磁気 に よっ て 低下 し まし た 。 そ し て セッ クス が 始ま っ た 
政治 的 自由 が 衰退 する 一 方 で 、 自 由 に お ける 暴動 。 
- ウィ ル ・ デ ュ ラ ント 、 エピローグ に 


「 シ ー ザ ー と キリ スト 」「 ロ ー マ は な ぜ 減 ん だ の か 」 


歴史 に は 経済 衰退 朝 記 録 が 項 い ず どの 国 で の 唯一 の 先例 

れ か が あっ た 人 道徳 の 衰退 は 政治 や 政治 に 影響 与え て いな い 
精神 的 な 目覚 め 、 進 行 

配給 に 道徳 的 過ち を 宛 服 し 、 また は 性 の 悪化 、 そ し て 究極 的 な 

を 主導 し て いる に 国家 的 災害 。 


- ダグ ラス ・ マ ッ カ ー サ ーー 大将 
そう で す 、 害 は あり ませ ん 、 と 彼 は 言い まし た 。 そ う で は な か っ た の か 


この ライ セン ス の 精神 は 、 徐 々 に マナ ー や 慣習 に 浸透 し て い *s 家 、 皇 帝 は - 
きま す 。 そ こ で 、 よ り 強 力 に 訴訟 を 起こ し 、 人 間 間 の 契約 を 侵害 する こと に な る 


そし て 人 間 、 そ し て 契約 か ら は 全く の 無謀 に 続き 、 最 法律 と 憲法 


後に は 終わ り ま す 。 て ソクラテス 、 す べ の 
の 権利 を 転覆 し て 、 私 的 な crc だ け で な く 公共 。 
wm そ れ は 本 当 だ ? 言 っ た 。 


それ が 信人 妃 と 彼 は 答え た 。 
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歴史 サイ クル の 理論 


そう す 娯 私 が 言っ て いた の は 、 私 た ちの 若者 は 最初 か ら 訓 線 さ れる べき だ と いう こと で す 。 
れ ば 、 ま 楽 が 合法 に な っ た ら 、 よ り 厳 格 な 制度 と し て - 

ず 、 よ り 少な く な り 、 若 者 自身 が 不法 状態 に な り ま す 。 

決し て 成長 し な い 品行 方 正 で 高潔 な 国民 に 。 


まさ に その 通 人 彼 は 言っ た 。 


り で す 、 そ し て 音楽 の 助け を 借り て 秩 放 良い 始ま り で す 遊ん で 、 そ し て 
序 を 保つ 習 慣 が 身 に つい た と き 、 

この 秩序 と や り 方 の 習慣 ま 、 無 法 な 遊び と は どれ ほど 違う の か 
他 の 人 た ちの ! 彼 ら の あら ゆる 行動 に 同行 し 、 

に な る 成長 の 原理 、 そ し て も し 落ち 電 も の が あれ ば 

所 へ = 原則 的 に は 国 察 が 彼ら を 再び 飼育 する こと に な 上 


_ 共和国 、 本 間 
パー ト 2 (ザイ ガー 著 ) 


ファ シズ ム を 世界 か ら 救い 出す の は 実際 に は 難し いと 思い ます 。 

「 周 期 的 歴史 の 概念 、 単 に 周期 的 と いう 概念 が ある か ら で す 
歴史 は 伝統 的 な 考え 方 と ファ シス ト の 中 に 完全 に 埋め 込ま れ て いる 
現代 (唯物 論 ) の 考え 方 か ら 離 れる よう に 努め る べき で ある 
と も か く 。 

自然 の 近く に 住ん で いる 人 は 常に 意識 を 持っ て いま す 

人 生 (そし て 私 た ちの 人 間 の 現実 ) は サイ クル で 構成 さて て いる と いう こと 
季節 が 最も 明白 で す が 、 動 物 の 発情 周期 月 の 満ち 欠け と 作物 へ の 影響 、 老 化 の サイ クル も 
含ま れ ま す 。 
人 間 の 場合 、 作 物 の 輪作 や 土壌 の 枯 湯 な ど 。 あ 
人 生 の 直線 的 な 経験 は 、 自 然 か ら 切り 離さ れ た 場合 に の み 可 能 で す 

(合成 環境 - 都市 内 ) 。 唯 物 論 
世界 観 で は 、 そ れ ら の サイ クル は 単なる 偶然 の 一 致 で あり 、 他 に は 何 の 関係 も な いと 考え る 
か も し れ ま せん が 、 伝 統 的 な 世界 観 で は 、 そ れ ら の さま ざま な 自然 の サイ クル は 、 


より 深い スピ リ チ ュ アル な サイ クル 、 つ まり 、 
特定 の 考え や 存在 様式 に 対す る 傾向 。 
これ が 、 占 星 術 が 人 々 の 生活 に お いて 重要 な 役割 を 果たし た 理由 で す 。 
お よそ 18 世 紀 ま で 生き て いた - 星 の 周期 は 
自然 か ら の 人 生 の 他 の サイ クル の 基準 点 と し て 使用 され ます 。 
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嵐 な どの 現象 か ら 、 戦 争 や 信 欲 な どの 人 間 の 傾向 まで 。 結 局 の と ころ 、 彼 ら は 
すでに 太陽 と 月 を 使っ て 季節 の 経過 を 予測 し て いた た め 、 こ れ は 完全 に 自然 な 
こと だ と 考え られ て いま し た 。 し た が っ て 、 星 の 動き は 人 の 一 生 (出生 占星 
術 ) 、 氏 族 や 王朝 、 さ ら に は 国 や 帝国 の 発展 (世俗 占星 術 ) を 計画 する た め に 
使用 で きま す 。 


伝統 的 な 考え 方 で は 、 す べ て は 循環 し て お り 、 す べ て は 相互 に 関連 し て い 
ます 。 人 間 に は 4 つの 年 齢 (幼児 、 青 年 成人 、 老 年 ) が あり 、 国 家 や 帝国 に も 同 
じ こ と が 当て は まり ます 。 結 局 の と ころ 、 国 家 は より 高い スケ ー ル の 「 人 間 」 だ 
か ら で す 。 同 様 に 、 世 界 に も 人 間 や 国家 と 同じ よう な 年 齢 が ある と 考え る の は 
理 に か な っ て いま す 。 

し か し 、 時 間 の 周期 的 な 概念 が 伝統 的 で ある た め フ ァ シ スト 的 で ある と 
言う だ け で な く 、 人 類 の 進化 と 進歩 の 文脈 に お いて 論理 的 に 必要 で す 。 そ れ 
は 、 人 間 の 質 と 人 間 の 発展 (つま り 文 明 ) と の 関係 に よる も の で す 。 基 本 的 に 、 
文明 の 欠如 は 、 強 く 、 正 義 で 、 創 造 的 で 、 外 獲 で 勇敢 な 者 を 最前 線 に 押し 出す 、 
過酷 で 試練 の 多い 環境 を 生み 出し ます 。 上 厳し い 環境 で は 、 お 互い に 上 忠誠 を 著 
う ( 絆 が 強い ) 者 が 、 自 分 の こと だ け を 考え る 者 を 圧倒 し ます 。 そ の よう な 環境 
で は 、 柔 軟 な 思考 を 持ち 、 あ ら ゆ る チャ ンス を 捉え て より 良い ツー ル を 生み 出 
す 人 が 優位 に 立っ て いま す 。 


この 時 代 の 肉 挽き 器 の 中 か ら 、 最 も 高潔 な 人 間 が 生ま れる 。 そ れ が 黄金 
時 代 、 つ まり 人 間 の 質 が 最も 高く な り 、 最 も 優れ た 者 が 頂点 に 立つ 時 代 で す 。 
時 代 が 進む に つれ て 、 徳 の ある 人 々 は 文明 を 徐々 に 築き 上 げ ま す 。 そ れ は 彼ら 
に と っ て 良い こと で す 。 な ぜ な ら 、 そ れ は 彼ら の 世界 を より 秩序 正しく 美しく 、 
より 神聖 で 純粋 な も の に する か ら で す 。 し か し 、 こ の 人 工 的 な 秩序 と 純粋 さ は 、 
より 質 の 低い 人 々 が 超越 で きる こと を 意味 し ます 。 彼 ら の 立場 (少な く と も 、 
より 簡単 に 生き 残れ る ) 。 


人 間 の 質 が 文明 の 改善 を 促進 し 、 そ れ が 人 間 の 質 を 低下 させ る この プロ 
セス は 、 人 間 の 状態 に 関す る 循環 的 な 概念 の 本 質 で す 。 こ れ は 新しい 概念 で 
は あり ませ ん 。 快 適さ と 安全 が 人 間 を 弱 ら せ 、 退 化 さ せる こと は 遠い 古代 に は 
よく 知ら れ て いま し た 。 
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歴史 サイ クル の 理論 


し た が っ て 、 ス ピリ チュ アル な 概念 を 忘れ る こと が 、 本 当 の 意味 で の 唯一 の 方 法 で す 。 
時 間 の 周期 的 な 性 質 を 捨て る こと は 、 時 間 が どの よう に 増加 する か を 示す こと で す 
文明 の も た ら す 快適 さと 安全 は 人 間 を 作る も の で は な い 
柔らか く て 弱い (つま り 、 よ り 退 化し て いる ) 。 も ちろ ん そう 言う と 
正確 に 4 つの 年 齢 が ある 必要 は あり ませ ん 。 太 陽 は 昇っ て いる か 、 
天 の 真 ん 中 、 沈 むと ころ 、 あ る い は 地 の 下 に あり ます が 、 太 陽 が 継続 的 な 周期 を 持っ つて いる こと 
は 誰 も が 理解 し て いま す 。 同 じ こ と が 言え ます 
時 間 と と も に 。 人 間 の 4 つの 年 齢 は 、 サ イク ル の 進行 状況 を 分 析 す る た め の 便利 な 装置 に す 
ぎません 。 具 体 的 な 日 付 は あり ませ ん が 、 
私 た ち は 鉄器 時 代 か ら 黄金 時 代 に 移り ます 。 


パー ト 3 (アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 ) 


"シー ズン  #* べ て oc と に っ uc ご 紅 識 を か がけ て 構築 し 、 時 間 を か け て 構 ある 
築 する 破壊 する ! 


アナ サイ クロ シス の 概念 と と ュ ペ ング ラー の 文明 と 文化 の 西洋 の 衰退 カレ 
区 別 は 同じ テー マ に 従っ て いま す 。 ト イン ビー の 問題 は 、 文 明 の 勃興 後 、 す ぐに 話し 始め て し ま 
うと いう こと で す 。 
衰退 に つい て 述べ て いる た め 、 繁 栄 の 時 代 は まっ た く 含 まれ て いま せん 。 
黄金 時 代 。 
それ は 確か に 私 た ちの 世界 観 の 本 質 的 な 側面 で す 。 
た だ し 物事 の 規模 を 考慮 する 必要 が ある と 言わ れ て いま す 
私 た ち は 話し て いる の で す - 私 は 物事 が どの よう に 同じ よう に 続く か に つい て 言及 し 続け て いま す 
さま ざま な スケ ー ル の パタ ー ン が あり 、 そ れ が 私 が いつ も 魅力 的 だ と 思う も の で す 。 
太陽 / 車 輪 / 中 心 の シン ボル と 物理 的 現実 の 法則 、 ど の よう に 
超越 へ の 道 は 、 時 間 的 な 実践 に お いて 類似 点 を 見 出し 、 
すぐ 。 し た が っ て 、 サ イク ル は ほとん どの も の で も 同様 に 表現 され ます 。 
上 記 の 寄稿 で は 人間 の 生涯 と 社会 の 変化 に つい て 言及 し て いま す 。 
季節 、 一 方 示さ れ た 例 は 、 何 より も その 寿命 に つい て 言及 し て いま す 。 
文明 は 一 つの 文明 で す が 、 そ れ ら は すべ て 、 さ ら に 大 き な サ イク ル の 一 部 で す 。 文 明 に つい て 
話す と き 、 文 明 は 1 時 間 に 数 分 が 経過 する よう に 栄枯 盛衰 を 繰り 返し ます 。 
現代 人 は 、 実 際 に うま くい っ て いる 期間 に つい て 話し ます 。 
数 世紀 以上 前 の こと 、 そ し て 私 た ち が ゴ ー ル デン に つい て 話す と き 、 
その 起源 は 先史 時 代 に まで 遡る 可能 性 が 非常 に 高い で す 。 
それ に 関す る 私 た ちの 唯一 の 記録 は 、 今 日 で は 誰 も 理解 で き な い 神話 で す 
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彼ら は 自分 の 最大 限 の 男 囲 で 、 そ の た め 、 此 細 な 役割 を 委任 され て いま す 。 
道徳 的 な メッ セー ジ を 伴う 物語 。 


太陽 は 昇る か 、 天 の 真ん中 に 沈む か 、 地 の 下 に 沈む か の いずれ か で す が 、 誰 も が 


それ を 理解 し て いま す 
太陽 は 継続 的 な サイ クル 。 


ここ で 、 象 徴 主 義 が 物質 世界 の 現象 に 根ざし な が ら ど の よう に 機能 し 、 形 面 
上 学 的 法則 を 描写 し て いる か と いう 点 を 実証 する 素晴らし い 瞬 間 が ここ に あり ま 
す 。 地 球 は 私 た ちの 世界 に お ける 普遍 的 な 物質 主義 の 象徴 で す 。 
世界 観 と 水 は 月 / 女 性 の 原理 / 力 の 象徴 で あり 、 言 うま で も な く 月 に も 関連 し て いま す 。 


月 全体 と 潮汐 の 関係 。 太 陽 の 象徴 性 (太陽 、 男 性 性 な ど ) 、 火 と の 関連 性 は すでに よく 知ら 
れ て いま す 。 
同じ よう に : 最 後に 天 は その 最高 の 状態 と 関連 付け られ て お り 、 
超越 位 に お ける 自由 (考慮 すべ き 興 味 深い 点 は 、 
キリ スト 教 で は どう し て 天国 、 地 、 地 獄 と いう 3 つの 要素 が ある の に 、 
天 と 地 が 唯一 の 構成 概念 で ある こと が よく あり ます 。 
伝統 的 な 世界 観 で 見 られ る よう に ) 。 
で 現代 世界 に 対す る 反乱 エヴォ ラ は 基本 的 に 話す 
「 男 らし さ の 現実 化 」 と 「 女 性 化 」 と し て の 進化 に つい て 
精神 性 の 。」 
ツァ イガ ー が その 部 分 で 言っ た こと を も う 一 度 文字 通り 読む こと が で きま す 
これ を 周期 的 な ビジ ョ ン の 壮大 な サイ クル の 説明 と し て 見 て くだ さい 。 
歴史 。 太 陽 が 沈む か 地球 の 下 に 沈む = 男 ら し さ の 実現 、 
代わ り に 天 に 昇る 月 = 精神 性 の 女性 化 。 
衰退 / 退 化 の 説明 。 月 が 沈み 、 太 陽 が 昇る 
黄金 時 代 の 復活 で す 。 そ し て 、 こ れ は 非常 に 簡単 で す 
単 一 の 図面 で シン ボル 化し ます 。 
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アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


和 


ソ連 に 対し て ある 種 の 態度 を と る ロシア の ファ シス ト と し て 、 私 は こう 思う 。 
反 フ ァ シ スト 側 か ら の 「 ど うし て ロシア 人 が ファ シス ト に な れる の か 」 
そし て ファ シス ト 側 か ら は 「 フ ァ シ スト が どう や っ て ソ連 を 好き に な れる だ ろう か 」 と いう 意見 も あっ た 。 
私 が 言い た い の は 、 人 々 は どの よう に し て 見 分 ける の が 難し い の か と いう こと で す 
歴史 、 時 代 の 政治 、 世 界 観 が 複雑 な た め 、 難 し い 問題 を 抱え て いま す 。 
それ ら が どの よう に 相互 作用 する か を 理解 する の に 時 間 が か か り ま す 。 フ ァ シ スト の 世界 観 は 超え て いる 
時 間 的 / 物 理 的 性 質 の 制限 が ある た め 、 そ れ は 永遠 で す 。 私 た ちの 中 で 
世界 観 の 歴史 は 周期 的 で あり 、 特 定 の 周期 の 法則 の 影響 を 受け ます 。 
それ は 大 きい こと も あれ ば 小さ いこ と も あり 、 時 間 の うち の 数 分 に 似 て いま す 。 
し か し 、 そ れ ら は 本 質 的 に 、 衰 退 と 再生 と 大 ま か に 説明 され る の と 同じ パタ ー ン に 従い ます 。 一 時 
的 な 政治 は その 産物 で ある 
特定 の 時 間 と 場所 の も の で ある た め 、 世 界 観 と は 異な り 、 そ れ ら は 永遠 で は な く 、 一 時 的 で 相対 
的 な も の で す 。 
前 に 述べ た よう に 、 時 間 内 に は 人 間 / 勢 力 が 存在 し 、 
Against Time (Above Time と も 呼ば れ ま す が 、 こ の カテ ゴリ は 非常 に まれ で す ) 
より 個人 的 な も の で ある た め 、 こ こ で 述べ て いる 点 と は あま り 関 係 が あり ませ ん )。 
時 間 に お ける 力 は 歴史 に よっ て 定義 され る た め 、 そ の 時 間 的 政治 は その 時 代 を 反映 し ます 。 し か 
し 、 時 間 に 逆らう 力 は 、 
それ ら は 永遠 に よっ て 定義 され る の で 、 本 質 的 に は 一 つの 特異 な 力 で ある 。 
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世界 観 、 し た が っ て これ まで に 存在 し た 時 間 に 対す る すべ て の 力 が 、 

し か し 、 彼 ら 5 は それ ぞ れ の 歴史 的 時 代 で 行動 し な けれ ば な ら な い の で 、 彼 ら が 
持っ て いる も の を 使っ て 働か な けれ ば な ら ず 、 し た が っ て 時 間 的 な も の を 介し て 
活動 する 必要 が あり ます 。 当 時 の 政治 (その 時 代 に 当て は ま ら な い 政 治 を 使 お 
うと する と 必ず 失敗 する だ ろう 、 サ ー ヴ ィ ト リ デ ヴ ィ は 、 世 界 が すでに 再生 され 
て いる か の よう に 統治 し よう と し て 失敗 し た 、 時 を 超え た 男 と し て エジプト の 指 
導 者 の 例 を 挙げ て いる ) 自 分 が 築い た も の を 守る た め ) 。 


私 た ち が こ れ ら の こと を 区 別 す る の が 難し い 理 由 は 明白 で 、 最 近 の 会 話 で 
すでに 説明 し まし た 。 私 た ち は す で に 現代 世界 に 生ま れ て お り 、 し た が っ て 私 
た ちの 人 生 は すべ て 物事 が 常に ビデ フォルト で この よう に 機能 し て いる と いう 前 
提 の 下 で 機能 し て きま し た 。 , その た め 、 そ の 誤解 か ら 逃 れる の は 簡単 で は あり 
ませ ん 。 そ の 結果 、 人 々 は ヒト ラー の ナチ ス ド イ ツ 、 あ る い は あら ゆる ファ シスト 
の 再 体制 が 実際 に は 何で ある か を 誤解 し 、 そ れ を ナチ ズム / フ ァ シ ズム が 何で 
ある か の 決定 的 な 例 と し て 提示 し ます 。 彼 ら は 世界 観 を 単なる 理想 主義 的 な 時 
間 政 治 に 限定 し 、 そ れ を 特定 の 時 間 的 条件 に お ける より 偉大 な 何 か の 現れ と し 
て で は な く 、 静 的 な も の と し て 投影 し ます 。 


私 た ちの 側 で は 、 こ れ が ドイ ツ 主 義 な どの さま ざま な 形 で 現れ る こと が あ 
り ま す 。 私 た ち は 、 多 く の 現 象 の うち の 特定 の 現象 を 、 そ の 特異 な 目的 が すべ て 私 
た ちの 見 解 の 決定 的 な 事例 で ある と 誤解 し 、 そ れ を その 一 時 的 な 政治 の すべ て 
で 包み 込み ます 。 

20 世 紀 初 頭 、 世 界 は まだ 歴史 に よっ て 定義 され た 特定 の 力学 の 下 で 機能 
て お り 、 ま だ いく つか の 帝国 、 い くつ か の 植民 地 大 国 が 存在 し 、 以 前 に 存在 し た 
静 的 な 力 か ら の 何ら か の 反応 を 促す 変化 の 風 が 忍び 寄り 始め た ば か り で し た 。 
私 た ち が 賞 賛 す る 人 々 で あっ て も 、 人 々 は 依然 と し て その 時 代 に ふさ わし い 考 え 
方 で 活動 し て いま し た 。 ヒ トラ ー は こう し た 概念 の 下 で 行動 し た た め 、 彼 は 私 た 
ちの 世界 観 を 体現 し た も の で あり な が ら 、 


これ も まだ 彼 の 時 代 の 産物 で し た (読む と 明らか な よう に ) の ジン 
カン プ ) し た が っ て 、 ド イツ の 修復 の 優位 性 と その 拡張 主義 的 な 考え は 、 部 分 的 
に は 彼 の 時 代 (そし て より 広義 に は サイ クル 全体 ) の 考え 方 の 結果 で あり 部 分 
的 に は 変化 へ の 反応 で し た 。 
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(一 方 に は 共産 主義 の 脅威 が あり 、 他 方 に は アメ リカ が 外国 市 場 を 開拓 し よう と 干渉 し て 
いる と 想定 され て いる ) 。 粘 土 つ か み は 当 時 の 自然 な 野心 で し た が 、 そ れ 自 体 に は それ ほ 
ど 大 き な 意 味 は あり ませ ん で し た 。 

私 た ちの 世界 観 で や っ て みよ う 。 


私 が や ろう と し て いる 点 に 直接 到達 する の を 助け る た め に 
作る : 


ロシア 人 と し て 、 私 は ソ連 と ロシア を 倒す と いう ヒト ラー の 野望 を 好 ん だ り 承 認 し た 
りす る 必要 は な い が 、 彼 の 気持 ち は 理解 で きる 
それ は 純粋 に 時 間 的 、 政 治 的 な 観点 か ら そ れ を 見 た と きか ら 来 て いま す 。 率 直 に 
言っ て 、 彼 は これ を 非常 に 簡単 な 言葉 で 説明 し て いま す 
ブ 我 が 闘 争 : 第 一 次 世界 大 戦前 、 彼 は ロシア 帝国 と 彼女 の パン イン ・ ス ラ 
語 レ トリ ッ ク を 嫌い 、 ロ シア 帝国 に 慎 人 し て いた 
あの 戦争 で ドイ ツ と 戦っ た か ら 、 彼 は そう する だ ろう 
も し それ が まだ 近く に あっ た な ら 報復 する た め に 戦い に 行っ た 
彼 が フラ ンス に 対し て や っ た よう に 。 彼 は ロシア 国家 は こう だ と 思っ た 
歴史 的 に 完了 し 、 そ の 終点 に 達し 、 今 まさ に 引き 継が れ よ うと し て いる 
ユダ ヤ 人 に よっ て 引き 継が れ な い 理 由 は な か っ た が 、 彼 は 
ロシア 国家 の 再建 に は 役立た な な か っ た で し ょ うし 、 
ロシア を 帝国 の 属 州 と し て 残す 。 彼 は 、 大 陸 の 帝国 / 超 大 国 は 一 つ し か 存在 し 得 
な いと 正当 に 信じ て お り 、 そ れ が ドイ ツ で ある と すれ ば 、 ロ シア 国家 で ある 。 


それ が どの よう な 形 で あれ 、 取 り 出 さ な け れ ば な り ま せん 。 

これ ら の 点 は すべ て 理解 で きる が 、 ロ シア の 民族 主義 的 な 感覚 か ら す る と 
いか な る 場合 で も 、 私 は むし ろ 第 三 帝 国 と 戦う こと に な る だ ろう 

それ より も 。 


・ フ ァ シ スト と し て 、 私 は ソ連 と ロシア を 倒す と いう ヒト ラー の 野望 を 好 ん だ り 承 認 し 
た りす る 必要 は な い 。 な ぜ な ら 、 そ れ ら は 本 質 的 に 私 た ちの 世界 観 の 目標 で は な 
い の で 、 フ ァ ン スト は ほとん どい な いか ら で あ る 。 
お そら く < 必要 で ある と いう 追加 点 を 超え て 、 そ れ ら に つい て 
ソン 連 に 先制 攻撃 され る こと を 恐れ て 、 ソ 連 を 先制 攻撃 する 。 
ドイ ツ を 侵略 し 、 我 々 の 唯一 の 希望 を 打ち 砕 こ うと する 。 
当時 の 世界 観 を 私 は 知る こと が で きま す 。 な ぜ な ら 、 そ れ が 実際 、 ド イツ に 対す る 
ン 連 の 立場 で も あっ た か ら で す 。 
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し か し 、 こ れ が 取り 決め だ : こ れ は 、 あ る 意味 で 避け られ な い 紛 争 だ っ た の か 、 そ れ と も 
も う 一 つ は 、 ロ シア が まだ 帝国 で あっ た の か 、 共 和 国 で あっ た の か 、 ソ 連 で あっ た の か 、 あ る い は 
その 他 の も の で あっ た の か は 関 係 な く 、 特 定 の 一 時 的 な 状況 が 働い て いる た めで ある 。 私 た ち 
の 世界 観 を 擁護 する 政権 
当時 は この 現実 に 対処 し な けれ ば な り ま せん で し た 。 あ る 意味 で は 対処 され た 
ヒト ラー は ロシア と 同盟 する こと が 重要 だ と 考え て いた の で 、 非 常に ひど い 手 だ 。 
ベル サイ コ 条 約 後に ドイ ツ が 陥っ た の と 全く 同じ 穴 に ドイ ツ を 戻す だ け だ 。 奈 し いこ と に 、 歴 史 


が それ を 示し て いま す 
どの よう な 選択 肢 が あっ て も 、 そ の 穴 に 自分 自身 を 見 つけ る 運命 に あっ た 
選ん だ 。 


で すか ら 、 私 は ナチ ス 政権 の や っ た こと を 確か に 賞賛 で きま す 。 
国内 で は 私 た ちの 世界 観 の 擁護 者 と し て 見 て いま す が 、 時 間 的 な 政治 と いう 意味 で は 英 と も 見 
て お り 私 は 世界 観 の 中 で 尊敬 する 英 で す 。 
同じ 時 間 的 政治 的 感覚 、 私 が 完璧 に 理解 し て いる も の 、 そ し て そう する だ ろう 
私 が 彼 の 立場 だ っ た ら 、 ま っ た く 同 じ よ うに 行動 し ます 。 

同じ こと を セル ビア 人 の よう な 他 の 国 に も 適用 で きま す 。 セ ルビ ア に 関し て 私 た ち が ト ー 
レン と 行っ た 電話 を 皆さん 覚え て いま すか 2 実際 、 こ れ は この 種 の 混乱 が だ び の よう に 私 た ちの 物 
語 を 混乱 させ る か を 示す 良い 例 で す が 、 ト ー レ ン に 悪気 は あり ませ ん 、 役 は 男 で す 。 


ある 意味 、 こ れ は ファ ンズ ム が どの よう な も の か と いう 点 を 拡張 し た も の で ある 。 
誰か が 作っ た 単なる イデ オロ ギー で は な い の で 、 誰 も 
また は 、 そ の 政権 が その 唯一 の 独占 的 チャ ン ピ オ ン と し て の 地位 を 維持 で きる た め 、 特 に 次 の よ 
うな 場合 に は 、 特 定 の 政権 に よっ て 定義 むせ する こと は で きま せん 。 
それ を 時 間 的 な 政治 に よっ て 定義 し よう と し ます 。 

一 方 現代 の ファ ンズ ム に 関し て は 、 
私 た ち は 、 よ り グ ロー バル 化し た 世界 に 住ん で お り 、 粘 土 を つか むと いう 概念 が か な り 薄 れ て い 
ます 。 私 た ち は 大 部 分 に お いて 、 現 代 の 国境 に 同意 し ます 。 
国家 と いう 観点 も そう だ が 、 最 も 重要 な こと は 、 我 々 は 国 に 基づい た 一 時 的 な 政治 を 超え て いた 
と いう こと だ 。 ま さ に な ぜ ヨ ー ロ ッ パ な ど と いう 概念 が 
私 た ちの 階級 で は 、「 よ り 大 き な X」 の 考え より も 国家 の 方 が 重要 で す 。 
確か に 、 個 別に 処理 する 必要 が ある より 具体 的 な 事件 は あり ます が 、 そ れ ら の 特定 の 事件 自体 の 
間 に 、 ま た は それ ら の 事件 と ヨー ロッ パ と いう 国家 の 間 に 摩 擦 は あり ませ ん 。 私 た ち は 今 、 与 える 
傾向 が あり ます 
私 た ち が ナ チ ス の 人 種 主義 を さら に 拡大 し 、 よ り 誠 実 な 国家 の 同胞 団 に つい て 話し 始め た た め 、 
国家 の 優位 性 は 薄れ まし た 。 
人 種 関 係 に 基づい て 。 次 の ステ ッ プ は さら に 拡大 する こと で す 
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人 種 ヒ ヒラ ルキ ー の 概念 で は 、 他 の 人 種 が その 世界 観 の 中 で 自分 の 立場 を 受 
け 入 れる こと を 条件 に 、 同 じ 世 界 観 に 参加 する 可能 性 が 見 られ ます 。 こ れ は 
人 間 と し て の 性 質 の お か げ で 、 私 た ち が 実 際 に ここ IM で 移行 し て きた も の で 
す 。 世 界 的 な ファ シン スト コミ ュ ニ ティ 、 そ し て ここ に 私 た ち が 親 愛 な る 同志 と し 
て 扱う 優秀 な 非 白人 メン バー が いる こと に つい て 。 


ある 意味 で 、 現 代 の ファ シス ト は 、 国 家 に よる 粘土 収奪 に よっ て まだ 規定 
され て いた 当時 の 時 代 的 状況 に さら に 根付 いて いた 前 世代 の ファ シス ト の 非 
常に 特殊 な 束縛 か ら の 脱出 を 楽し ん し で いる 。 さ ら な る 革命 と グロ ー バ リゼ ー 
ショ ン の お か げ で 、 私 た ち は そ の 考え 方 を 打破 し 、 実 際 に 私 た ちの 世界 観 の 
完全 な 文脈 に 近づく 機会 与え られ まし た 。 ギ リ シ (6 
の よう に メッ セー ジ を 持っ て いる か を 見 る と 、 そ れ が サイ クル が 機能 
ず で ある よう に 思わ れ ま す サ イク ル の 終わ り の 直前 に ゼ ウス が 英 衣 の 時 代 の 
到来 を 告げ 、 北 欧 神話 で は オー ディ ン が 「 元 素 的 存在 」 と の 最後 の 戦い を 戦 
うた め に 彼 が 率い る 神秘 的 な 軍隊 で ある ワイ ルド ・ ヒ ア を 集め ます 。 私 た ち が 
世界 観 の 完全 な 本 質 と より 同調 し 、 サ イク ル の 再生 を 特徴 づけ る 最後 の 一 撃 
を 現代 世界 に 与え る 準備 が 整っ て いる と いう 意味 で は 、 悪 いこ と が あれ ば あ 
る ほど 良く な り ま す 。 


最後 に 、 サ ミー と の 最近 の 会 話 の 中 で 、 彼 は ロン ア と フィ ン ラ ンド は 繰り 
返し 戦争 を する 運命 に ある と いう 信念 を 表明 し た 。 私 の 反論 は その 逆 で 、 こ れ 
は より 大 き な サ イク ル が 存在 せ ず 、 歴 史 の 線形 認識 の 中 で も 存在 し 得る 小さ 
な サイ クル の み が 存 在 す る 場合 に の み 当て は まる 、 つ まり 、 こ れ は これ まで の 
と ころ の み の 真 の 推定 で ある と いう も の で し た 。 あ な た は 、 こ れ ま で に 知ら れ 
て いる 歴史 の すべ て が 、 歴 史 が どの よう に 永続 的 に 機能 する か を 定義 し て い 
る と 考え て いま す が 、 こ れ を サイ クル の 衰退 と 見 な す 場 合 還 昌 0 
く 異 な る パタ ー ン が 見 られ る こと に な り ま す 。 粘 土 を つか む よ う な 概念 や 
生 の あら ゆる 0 本 ロン の に 
で フィ ン ラ ンド に 対し て 野心 を 抱い て いる 人 は いな いし 、 そ の 考え は 笑い も 
の に され る だ ろう 。 し か し 、 も し 私 た ち が 歴 史 を 現代 人 の 手 に 委ね る と し た ら 

(②③ まま 
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サイ クル が 存在 し な いか 、 サ イク ル が 壊れ て いた と し て も )、 繰 り 返 され る 戦争 の 推 

定 は お そら < 完全 に 正確 で し ょ う 。 同 様 に 、 多 く の ド イツ 民族 主義 者 が まだ フラ ンス 
や ポー ラン ド に 野心 を 抱い て いる と は 思え な いし 、 デ ンマ ー ク が スウ ェ ー デ ン や ノ 

ルウ ェ ー に 野心 を 抱い て いる と は 思わ な い (も ちろ ん ナッ ト は 除く ) 。 


し た が っ て 、 歴 史 と 時 間 的 政治 を 私 た ちの 世界 観 と 混同 し な いで くだ さい 。 そ 
れ ら は 絡み 合っ て いま す が 、 そ の 関係 は 直接 的 と いう より も 相対 的 な も の で あり 私 
た ち は 歴 史 の その 段階 を 通過 し た の で 、 今 は 関係 の 中 で 行わ れ た こと に 基づい て 行 
動 す る 必要 は あり ませ ん 前 の 期間 へ 。 歴 史 か ら 常 に そう で ある よう に 、 私 た ち は そ こ 
か ら 学 ぶ こ と が で きま す が 、 歴 史 と 時 代 の 政治 の 両方 を 超越 し た 永遠 の 世界 観 の 
擁護 者 で ある と いう 枠組 み に 留 ま ら な けれ ば な り ま せん 、 私 た ち は そ れ ら の も の を 
ナビ ゲー ト す る だ け で よく 、 自 分 自身 を 定義 むす る こと を 許可 し て は な り ま せん 彼ら 
に よっ て (それ は 私 た ち が 私 た ちの 文化 や 国家 に よっ て 定義 され る べき で は な いと 
言っ て いる わけ で は あり ませ ん が 、 そ れ ら の も の は 絡み 合っ た 関係 で 歴史 や 時 代 の 
政治 も 超越 し ます ) 。 


言う まで も な く 、 私 た ち は 世 界 観 の 最新 の チャ ン ピ オ ン で あり 、 見 えな い 軍 隊 
の 最新 の 新兵 で あり 、 こ れ ま で に 登場 し た すべ て の 者 より も サイ クル の 終わ り に 近 
づい て いま す 。 私 た ち が 最 後 な の か 、 そ れ と も 私 た ちの 後に さら に 数 世代 が いる の 
か 、 私 た ち が 英 雄 の 時 代 に 生き て いる の か 、 あ る い は それ が 後に 続く 人 々 の 特権 な 
の か どう か を 判断 する の は 難し いで す が 、 現 時 点 で は 何ら か の 形 で そう な の で す 。 
次 は 私 た ちの 番 で す 。 だ か ら 、 私 た ち が 巻 き 込 まれ て いる 紛争 を より 明確 に 認識 し 、 
すでに 過ぎ 去っ た 状況 に 混乱 し な いよ うに し まし ょ う 。 
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アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


科 


進化 - まず 始め た い の は 、 次 の こと を 認識 する こと で す 。 
時 間 。 私 た ちの 敵 は 歴史 を 直線 的 な プロ セス と し て 見 て いま す 、 こ れ が 可能 に する も の で す 
彼ら は 「 進 歩 」 に つい て 話し ます 。 人 類 の 歴史 は 地点 A か ら 始ま り 、 
B 点 に 到達 する まで 、 前 進 し 続け ます 。B 点 を どの よう に 思い 描く か が 、 常 に 
彼ら が 実現 する 理想 の 社会 モデ ル で す 。 
到達 し た の は 進歩 の 終わ り で ある は ず な の で 、 人 々 は 
そし て 、「 そ の 後 も ずっ と 幸せ に 」 生 きる こと が 期待 され ます 。 つ まり 、 そ の 後 は 何 の 進 
歩も な く 、 人 類 が 滅亡 する まで た だ 留まる だ け で す 。 い くつ か の 
私 た ち が こ の 理想 的 な 社会 に 到達 する と 、 そ れ ま で は 得 ら れ な か っ た 新しい 認識 、 つ 
まり 一 種 の 「 マ ズ ロ ー の 階層 構造 」 を 獲得 で きる と 主張 し て いま す 。 
ニー ズ に 触発 され た 概念 、 こ の 理想 的 な 社会 を 実現 する まで は X は で きま せん 
生ま れ て 進歩 の ポイ ント と な る で あろ う ニ ー ズ さえ も 
その 後 。 

面白 いこ と に 、 私 た ち は す で に この 種 の こと で リベラ ル を 非難 し て いる 
私 た ち が 同 性 愛 者 の 権利 が 小児 性 愛 者 の 権利 を 求め る 戦い に つなが る と 主 
張 す る と 、 彼 ら 5 は これ を 「 滑 りや すい 坂 の 誤診 」 と し て 却下 し 、 
それ を 自分 自身 の 意見 を 反映 させ た アル ゴリ ズム と し て 見 る こと を 拒否 し ます 。 オ プシ ョ 
ン A に 同意 する 場合 は 、、 す べ て の オプ ショ ン に 同意 する 必要 が あり ます 
A1、A2、A3 な どの 結果 的 な 影響 を 考慮 する と 、 
選択 肢 A を 支持 し 、 そ の 後 、A2 が 気に入ら な いと 言う - あな た の 
選択 は その 点 の 実現 に 直結 し ます 。 
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選ん で くだ さい 、 こ れ は パッ ケー ジ 取 引 で す 。 理 想 的 な 多 人 種 自 由 の LGBT 愛 の ユ 
ー ト ピア を 手 に 入れ た ら 、 地 平 線 上 の 新た な 地点 は 次 の と お り で す 。 
自由 な 近親 相姦 と 小児 性 愛 、 さ ら に その 先 に ある 動物 性 愛 
将来 的 に は 。 

この 種 の 考え 方 の 例 は いた る と ころ で 見 る こと が で きま す 。 
た と えば 、 マ ルク ス 主 義 は 永遠 の 共産 主義 を 期待 し て お り 、 フ ラン シス < 福山 は 究極 
の 共産 主義 に つい て 考え 始め た と き に ズボン を 脱 ざ まし た 。 
リベラ リズ ム の 勝利 は 歴史 の 終わ り で あり 、 お そら くそ う で ある と 考え られ た 
私 た ち は 進 歩 を 遅らせ る べき で す 。 哲 学者 は た くさ ん いる 
そし て 、 そ の 著作 に 基づい て この 歴史 認識 が 確立 され た 思想 家 た ち で す が 、 さ ら に 遡 
っ つて みる と 、 ま っ た く 異 な る も の が 見 えて くる で し ょ よう 。 
ファ シス ト の 世界 観 が 遵守 する 概念 で す 。 
歴史 は 循環 し て いる と いう こと 。 は い 、 点 A と 点 B が まだ 存在 し ます 。 
人 類 の 歴史 の 始ま り と 終わ り 、 し か し これ ら の 点 は 何 に よっ て 定義 され る も の で は あり ませ ん 。 
進歩 は 人 類 の 存在 に よる も の で あり 、 点 A は 人 類 が 始ま る 瞬間 、 点 B は 人 類 が 終わ 
る 瞬間 で す 。 
B 点 で 私 た ち を 待っ て いる 完璧 な 社会 は あり ませ ん 。 
進歩 と いう 点 で は 何 も す る こと が な く 、 そ れ 以 上 は 何 も な い 
人 類 は 歴史 を 作る 出来 事 を 行う た め に 残さ れ ま し た 。 そ の 他 で は 
言葉 で 言え ば 、 歴 史 は 私 た ちの 絶滅 と と も に 終わ り ま す 。 も ちろ ん の 場合 も 、 
その 後に 新た な 地平 が 生ま れる と 理論 づけ る 直線 的 な 歴史 観 
私 た ち は 点 CD な ど と 同様 に 点 B に 到達 し ます 。 
私 た ちの 絶 減 に よっ て の み 終 わる 可能 性 が あり ます が 、 そ れ は 依然 と し て 、 前 方 へ 、 
上 方 へ 、 直 線 的 に 進歩 する と いう 同じ ビジ ョ ン を 暗示 し て いま す 。 循 環 的 な 歴史 で は 、 
継続 的 な 進歩 と いう ビジ ョ ン は あり ませ ん 。 
高い 点 と 低い 点 が ある こと を 理解 する こと 。 

あな た は 、 こ の ビジ ョ ン の より 冒 法 的 な 例 の いく つか 、 た と えば 景気 循環 に 関す 
る さま ざま な 概念 を よく ご 存じ だ と 思い ます 。 
キク ロス な どの 統治 の 性 質 。 こ の コン セプト は も ちろ ん 
それ 自体 は 、 政 府 が 運営 され て いる レベ ル (言っ て みれ ば 政府 の 「 寿 命 」 の レベ ル ) 
で は 真実 で す が 、 次 の 点 は 指摘 で きま す 。 
これ は より 小さ な サイ クル で あり 、 よ り 壮 大 な プロ セス を 反映 し て いま す 。 
(これ と 同様 の タイ プ の 崩壊 は 、 よ り 大 き な 規 模 で 発生 する と いう 考え 
以下 に 示す よう に スケ ー ル し ます )。 そ れ を 分 や 時 間 と し て 考え て くだ さい 
(た と え こ れ ら の 概念 が 私 た ち 自 身 の 次 意 的 な 創作 物 で あっ て も 、 
便宜 上 ) 。 
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そこ に ある 伝統 世界 の 本 質 的 な 信念 
異な る 文化 で 説明 され まし た (その 中 に は 、 文 化 と の 接触 が な か っ た も の も あり まし た ) 
お 互い ) そ れ は 、 人 類 の 歴史 に は 壮大 な 精神 的 な 循環 過程 が 存在 する と いう こと で す 。 
それ は また 、 何 か 素晴らし いこ と か ら 始 まる の で す 。 
は 、 元 の 状態 に 戻る まで 退化 が 進み ます 。 
始ま り は 避け られ な い 。 「 す べ て の も の に は 季節 が ある 、 生 きる べき 時 が ある 」 
そし て 死ぬ の に 時 が あり 、 創 造 す る の に 時 が あり 、 破 壊す る の に 時 が ある 。」 こ れ は 何だ 
し か し 、 信 念 は この プロ セス の いく つか の 段階 と 並行 し て 行わ れ ま す 。 
その 人 性質 上 、4 つ の 伝統 的 な 社会 カー スト 、 つ まり 神聖 な 王族 、 
戦士 、 商 人 、 そ し て 奴隷 。 Julius Evola は この プロ セス を 呼び 出し まし た 
進化 .、 そ し て それ が 本 質 的 に 宣言 し て いる の は 、 人 間 だ け で は な いと いう こと で す 。 
歴史 は 循環 的 で す が 、 本 質 的 に は 進化 / 進 歩 的 な も の で は な く 、 正 反対 で す 。 つ まり 、 
私 た ち は 真 に 偉大 な も の と し て 始ま り 、 
その 後 、 変 性 と 腐敗 が 進み ます 。 
この 教え は 、 人 類 の 歴史 が 紀元 前 に 始ま っ た こと を 宣言 し て いま す 。 

「 黄 金 時 代 」 、 神 聖 な 王 族 が いた 頃 の 伝統 の 世界 
責任 は 、 時 間 的 (つま り 純 粋 に 物質 的 / 政 治 的 ) 権 力 と 精神 的 権力 の 両方 の 支配 者 で 
あり 、 分 離 が 存在 し な か っ た こと を 意味 し ます 。 

「 教 会 」 と 「 国 家 」、 実 際 に は その よう な 機関 は まっ た く 存 在 し ませ ん で し た 。 
これ ら の 権限 は 神 の 王族 、 つ まり 半 神 に 与え られ て いま し た 。 
意志 は あり ます が 、 神 秘 的 な 意味 で は な く 、 彼 ら の 力 の 観点 か ら 
開催 。 彼 ら の 統治 期間 は 遠い 過去 に まで 及び まし た 。 
記録 され た 歴史 (前 史 ) 、 こ れ に つい て 私 た ち が 持 っ て いる 唯一 の 「 記 録 」 
時 代 は さま ざま な 文化 の さま ざま な 神話 で あり 、 妖 精 で は あり ませ ん 
物質 主義 的 解釈 が 示唆 する よう に 、 自 然 現象 を 説明 する た め の 物 語 や 迷信 で は な く 、 
実際 の 出来 事 ま た は 形 面 上 学 的 な 出来 事 (神話 = メタ ヒス トリ ー) を 象徴 的 に 表現 し 
た も の で す 。 こ の 最高 の 伝統 形式 の 最後 の 響き は 、 神 聖 ロ ー マ 帝 国 の ギ ベ リン の ビジ 
ョ ン に よっ て サイ レン ス さ れ ま し た 。 


神聖 な 王族 の 崩壊 に より 、 歴 史 の 革新 的 な プロ セス が 始ま り ま す .。 権 力 は 次 の カ 
ー ス ト で ある ウォ リア ー ズ に 落ち ます 。 の 
王 は 軍事 的 、 世 俗 的 な 支配 者 に すぎ ませ ん が 、 精 神 的 な 支配 者 は 
権力 は 本 質 的 に シャ ー マ ン で ある 者 た ち に よっ て 奪わ れ て お り 、 
物質 的 な 力 と 霊 的 な 力 は どちら か が 共存 し て いま す (キリ スト 教 で は ) 
これ は ビザ ンチ ン 帝 国 の シン フォ ニア の 正統 派 の 概念 で あり 、 あ る 程度 は 
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ロシア 帝国 で は ある が 、 こ こ で は 教会 が ツァ ー リ や 皇帝 に 対し て より 従順 に 行動 
し て いた の で 、 こ こ で の 状況 は 伝統 に 近かっ た と 主張 する 余地 は ある が 、 適 切な シス 
テム で は これ ら の 権力 は まっ た く 分 割 さ れず 、 あ る い は 互い に 対立 し て いる 。 (キリ 
スト 教 で は 、 こ れ は カト リッ ク ヨ ー ロ ッ パ の 状況 と 二 本 の 剣 の 概念 で あり 、 教 会 と 国王 
は 常に 支配 を めぐ っ て 対立 し て いま す ) 。 王 の 「 神 聖なる 権利 」 と いう 概念 は も は や 
有効 で は な く 、 空 虚 な 公式 に 過ぎ ませ ん 。 こ れ は 「 銀 の 時 代 」、 ヨ ー ロ ッ パ の 偉大 な 
君主 制 8 王 、 そ の 騎士 、 そ し て 貴族 の 統治 の 時 代 で す 。 


新た な 崩壊 が 起こ り 、 今 度 は 権力 が 商人 カー スト の 手 に 渡り 、 「 青 銅器 時 代 」 が 
も た ら さ れ ま す 。 フ ラン ス 革 命 は この 瞬間 を 意味 し て お り 、 ナ ポレ オン は 正式 に は 
「 皇 帝 」 と 呼ば れ て いる も の の 、 こ の 衰退 を 広め る 戦争 を 開始 し 、 征 服 さ れ た 国々 の 
商人 が ナポレオン を 解放 者 と し て 歓迎 する 一 方 で 、 そ れ に 応え て 適切 な 名 前 の 神聖 
同 胃 が 出現 し ます 。 フ ラン フス 革命 の 理想 。 し か し 、 最 終 的 に は 、 国 王 、 つ まり 戦士 カー ス 
ト は 、 立 憲 君 主 制 の 台頭 する 概念 【「 王 は 統治 する が 統治 しない 」) に よっ て 権力 を 
失い 、 そ れ が 必然 的 に 資本 主義 夫 頭 制 の 支配 に つなが る こと に な る 。 


その 後 、 権 力 は 労働 者 / 奴 隷 カ ー ス ト に 落ち 、 「 鉄器 時 代 」 が 始ま り ま す 。 い か な 
る 種類 の 指導 者 も も は や 存在 せ ず 、 大 衆 が それ ぞ れ の 思い の まま に 残さ れ て いる だ 
け で あり 、 エ ヴォ ラ は 、 共 産 主義 が 人 類 の 衰退 の 最終 段階 を 世界 に 先駆 け て 示す ビ 
ジョ ン そ の も の で ある こと を 見 て 、 ロ シア 革命 が この サイ クル へ の 序曲 で ある と 信じ 
た 。 私 た ち が 知 っ て いる よう に 、 そ れ は 崩壊 し 、 サ イク ル が 新た に 始ま る 可能 性 が あり 
ます 。 こ れ は 暗黒 時 代 で す 。 


最後 に 私 た ち が 知 っ て いる 文明 は 消滅 し 新しい サイ クル が 始ま る 前 に 私 た ち 
が 知っ て いる 歴史 の 終わ り を 告げ る 最終 的 な 崩壊 が 起こ り 、 私 た ち 自 身 の 歴史 が 、 次 
の サイ クル が 始ま る 人 々 に と っ て の 物語 や 神話 に な り ま す 。 白 紙 の 状態 で 新しい 神 
回 な 王族 カー スト の 発生 を 可能 に し ます 。 


これ は 、 伝 統 に よっ て 教え られ る 壮大 で 循環 的 な 歴史 の ビジ ョ ン で す 。 ジ ュ リ ア 
ス ・ エ ヴォ ラ は これ を で っ ち 上 げた わけ で は あり ませ ん が 、 さ ま ざ ま な 文化 で この 教え 
を 発見 し 、 そ れ を 私 た ちの 既知 の 歴史 に 適用 し 、 そ の 過程 が 教え が 語る と お り に 明 ら 
か に な る こと を 示し まし た 。 こ れ が ビジ ョ ン で す 
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関与 


伝統 の 力 と し て の ファ シズ ム に 固有 の 歴史 の 。 私 た ち は 腐 敗退 廃 腐 敗 を 見 て 、 そ れ に 反対 し 、 
それ と 戦い た いと 思っ て いま す 。 こ れ は 私 た ちの 核 と な る 物語 の 1 つ で あり 祖先 の 栄光 を 取り 
戻し た いと いう も の で す 。 


当然 の こと な が ら 、 そ も そ も イ ン ボ リュ ーション と 戦う こと は 可能 な の か 、 そ し て これ が 循 
環 的 な プロ セス で ある と 信じ て いる の で あれ ば 、 な ぜ わ ざわ ざ そ れ を 自然 に 展開 させ な い の か と 
疑問 に 思う 人 も いる か も し れ ま せん 。 こ の 最初 の ポイ ント を 読ん だ 後に 、 こ れ ら の 質問 や 、 す で に 
抱い て いる か も し れ な いそ の 他 の 質問 ( この 章 で 説明 され て いる イン ボリ ュー ショ ン グラ フ の 
その 他 の 詳細 の ポイ ント を 含む ) に 対す る 答え は 、 今 後 提供 され ます 。 カー スト と ヴォ キャ ー 
ショ ン 
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最近 、 オ スマ ン 帝 国 に つい て の 軽い 読書 を 少し 終え まし た 
Empire、 そ し て 私 は いく つか の 永遠 の コン セプト に 魅了 され まし た 。 
その 流星 の 隆盛 、 ま ば ゆい ば か り の 栄光 、 そ し て 最後 に 緩やか な 衰退 を 取り 囲ん で いま し 
た 。 ア レッ クス の 著作 の 多く と 類似 し て いる と 思わ れる 概念 
世界 観 と し て の ファ シズ ム 。 
他 の 偉大 な 帝国 と 同様 に オス マン 王朝 も 均 っ ぽい 環境 か ら 立 ち 上 が り ま し た 。 
健 地 で あり 、 理 想 に 忠実 な 男 た ちの 部 族 。 そ れ は ロー マ の 台頭 を よく 模 信 し て お り 、 そ れ 
が 新しい 勢力 で ある こと は まさ に ふさ わし いこ と で す 
それ は 、 遠 い 昔 に 滅び た 帝国 の 哀れ な 残党 を 一 掃 し た 。 神 秘 的 な 秘 儀 参入 者 の 命令 と 屈 
強 な 戦士 の 従者 た ち に 囲ま れる 
その 散 虚 さ に 匹 英 する の は 戦い で の 凶暴 さだ け だ っ た オス マン は 西 に 進軍 し 、 軽 大 将 や 
分 裂 し た ビザ ンチ ン 残 党 を 難なく 征服 し た 。 一 方 、 秩 序 と 規律 は 、 


帝国 の 内 政 は 伝統 的 な 分 像 を も た らし た 
地球 を 「 ダ ル ・ ア ル ・ イ スラ ム 」 と 「 ダ ル ・ ア ル ・ ハ ー ブ 」 か ら 生 きた 現実 へ と 。 
帝国 は 高度 で 精神 的 な 人 種 階層 を 実践 し て いま し た 。 の 
トル コ 人 は 中 心 的 で 、 優 れ た 、 父 的 な 地位 を 占め て いま し た 。 他 の 文化 は ギリ シャ 人 、 バ 
ルカ ン 半 島 の スラ ブ 人 、 ア ル メ ニア 人 な どの 人 々 の 間 で は 理解 され て いな か っ た た め 、 
容認 され 、 通 常 は 改 さ れず に 残さ れ ま し た 。 
彼ら は 自分 た ちの 文化 的 実践 を これ ほど 長く 自由 に 続け る こと が で きた の だ 
彼ら は 階層 内 で 自分 の 立場 が 低い こと を 受け 入れ た か ら だ 。 彼 ら は で きる だ ろう 
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非 信者 の まま で イス ラム 教 の 外面 的 罠 を 採用 で きる (し た が っ て 官僚 

的 地位 に 就く 資格 が ある / 宗 派 に 加わ る こと さえ ある 。 同 様 に 、 真 の 信者 
で ある ファ シス ト の 内 輸 と は 対照 的 に 、 大 衆 は その 他 令 の 下 で 、 直 接 的 

か つ 物 質 的 な 理由 で ファ ンズ ム の 罠 を 採用 する だ ろう 。 


母校 また 、 オ スマ ン 帝 国 の 人 種 階層 と の 類似 点 に も 注目 し て くだ さい 。 
アレ ックス が 私 た ちの 非 白人 の 同志 た ち に 向け て 概説 し た こと に つい て 。 
この 理解 は 、 
1683 年 以降 の ヨー ロッ パ と 19 世紀 に は 、 帝 国 の キリ スト 教徒 の 間 で ( リ ベ 
ラル な ) 国民 主義 が 台頭 し まし た 。 そ れ に も か か わら ず 、 そ れ は 
物質 的 に も 効果 的 で あっ た と 同時 に 精神 的 に も 啓発 され まし た 。 
帝国 の 長い 全盛 期 。 現 在 の 解釈 と 比較 し て くだ さい 。 
イス ラム 国 統治 下 の ダ ル ・ ア ル ・ ハ ル ブ は 、 多 様 な 人 々 が 断固 と し て 統治 され る べき 土地 
で は な く 、 神 の 霊感 を 受け た 神 に よっ て 寛容 に 統治 され る べき 土地 で ある 。 
太陽 帝国 の 図 で す が 、 む し ろ 同 じ も の に 変換 され る も の で す 
厳格 な 解釈 を する か 、 強 制 的 に 排除 され る か (共産 主義 と 同じ よう に ) 、 
そし て 神 の 手 に よっ て 直接 支配 され ます 。 IS は 特に 次 の こと を 考慮 し ます 。 
オス マン 帝国 は 偽 カ リフ で ある と され 、 両 者 の 違い は 明らか で ある 。 オ 
スマ ン 帝 国 が 精 約 な 精神 的 階層 構造 を 構築 し た の に 対し IS は その よ 
うな 構造 を 国家 に 対す る 作 辱 と し て 拒否 し て いる 。 
が ッ ラ ー の 神 性 。 
ダル ・ ア ル ・ ハ ル ブ 、 戦 争 の 地 、 オ スマ ン リ が 与え た 生得 の 権利 
プロ ビデ ンス - 世界 の 皇帝 。 同 じ 優れ た 衝動 
ロー マ 軍 団 を 仮説 上 の 不可 解 な 「 北 」 に 向け て 駆り 立て た 。 
Evola が 『Meditations on the Peaks』 で 概説 し て いる よう に 通常 の 運転 を 行っ て いま す 。 
人 間 は 物理 的 に も 比 喰 的 に も 山 を 征服 する 。 そ れ は 運転 し まし た 
アレ クサ ンダ ー は 「 世 界 の 果て 」 へ 、 チ ン ギ ス は 草原 か ら 出 て 、 
コル テス は 新大陸 へ 。 こ の 衝動 は 、 
ドイ ツ 人 の レー ベン スラ ウム へ の 願望 、 日 本 の 八 統 一 宇 の 概念 
(「 ひ と つづ 屋根 の 下 の 全 世 界 」) 、 マ ニ フ ェ スト *・ デ ステ ィ ニ ー、 そ し て 
ひど く 退 廃し た 意味 で の 共産 主義 世界 革命 さえ も 。 で 
それ が 不敬 な 科学 の 革新 を 促進 する 方 法 は それ ほど 多く あり ませ ん 。 そ れ は 違い な い 
その よう な 衝動 は 本 質 的 に 
より 高 次 の 形 で の 男性 的 な 美徳 。 
それ は フロ ンティア で あり 、 ま さ に 今日 の 西洋 その も の で す 


欠け て いる 。 
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左翼 の 68 年 5 月 の スロ ー ガ ン 「 社 会 が あら ゆる 冒険 を 廃止 し た と き 、 最 後 の 
冒険 は その 社会 を 廃止 する こと だ 」 を 流用 する 。 
この 「 国 家 」 に は 保存 する に は 救い の 特質 が 少な すぎ る と 我々 は 結論 づけ て いる の 
で 、 こ の よう な 概念 は 特に アメ リカ の 未来 学者 に 関係 が ある 。 そ の 解散 は 私 た ちの フ 
ロン ティ ア で す 。 こ の 概念 が 私 た ちの ヨー ロッ パ の 同志 た ち に どの よう に 当て は まる 
か は わか り ま せん が 、 お そら くも っ と 賢明 な メン バー が 私 を 啓発 し て くれ る か も し れ 
ませ ん 。 

結論 と し て (保守 派 の 「 イ スラ ム フ ァ シズ ム 」 と いう 用 語 は 想像 以上 に 正確 で 
す 。 ま た 、 狼 の 毛皮 を か ぶっ て 野 密 人 と な り 、 新 た な フロ ンティア で 新た な 帝国 を 築く 
時 が 来 ま し た 。 
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注意 事項 
民主 主義 


ツァ イガ ー 著 


ファ シズ ム は 民主 主義 で も 反 民 主 主義 で も あり ませ ん 。 い か な る 状況 に お い 
て も 民主 的 な プロ セス を 適用 する か どう か が 決定 され る 
状況 に 応じ て 、 伝 統 的 な 世界 観 の 時 代 を 超越 し た 原則 の 基準 に よっ て 判断 
され ます 。 

古代 に お ける 民主 主義 の 実践 と 目的 の 両方 
今 と は 違う 世界 に な っ た の は 、 こ の シス テム が 導入 され た か ら で す 
別 の 視点 を 念頭 に 置い て 。 今 日 の 民主 主義 の 目的 は 、 
品質 より も 量 を 優先 する こと を 保証 し ます 。 
あら ゆる 決定 に 対し て は 個人 が 責任 を 負い ます 。 民 主 主義 
古代 世界 は 、 す べ て の 国民 に 参加 を 強制 し 、 個 人 的 な も の を 受け 入れ る こと を 強制 す 
る こと で 、 量 より も 質 の 優位 性 を 確保 する こと を 意図 し て いま し た 。 
国 の 将来 に 対す る 責任 。 

今日 の 退廃 し た 世界 で は 、 民 主 主 義 は 私 た ち が 最 後に 行う べき も の で す 。 
た だ し 必要 で す 。 フ ァ シ ズム の 数 百年 が 経て ば それ も 変わ る か も し れ な い 、 
今 の と ころ ファ シス ト は 民主 主義 を 単なる も の と 考え る べき だ 
より 刻 発 され た 時 代 の 遺物 で あり 、 今 日 の 状況 で は 不適 切 で ある 
スタ ンス 。 

明確 に 言う と 、 今 日 と 古代 の アテ ネ の 違い は 、 人 々 の 質 と 国家 の 規模 で 
す 。 あ の 頃 
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今日 の 柔らか く て 役立た ず の 男性 に 比べ て 、 男 性 は 硬く て 央 歩 し て いま し た (平均 し て ) 。 
また 、 ポ リス は 小さ か っ た の で 、 み ん な 
お 互い を 知っ て いま し た 。 現 代 の 都市 (国家 は 言う まで も な い ) で は 、 民 主 主 義 が 
これ は 、 会 っ た こと も な い 人 に 投票 する こと を 意味 し ます 。 最 終 的 に は 、 最 も 賢い 嘘つき た ち 
の 競争 に な り ま す 。 

私 は 民主 主義 が この よう な 状況 で は 決し て 機能 する と は 思わ な い が 、 
大 き な 国 家 で あれ ば 、 遠 い 将 来 に は そう な る の が 適切 か も し れ な い 。 
コミ ュ ニ ティ 内 で の 代表 者 を 選出 する た め の 地 方 レベル で の 選挙 
誰 も が お 互い を 知っ て いる ほど 小さ い 。 こ れ は また 、 問 題 の 社会 に は より 厳し い 種類 の 人 間 
が 住ん で いる こと を 前 提 と し て いま す 。 
そし て 投票 で きる の は 男性 だ け だ と いう こと 。 
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に 対し て 
現代 世界 
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黒い マス ク 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


科 


も と も と 私 は た だ 着る と いう こと の 象徴 性 に つい て 話し た か っ た だ け で す 
黒 だ けど 一 行 で 大 体 ま と まる の で 決め まし た 
し た が っ て 、 マ スク の 象徴 性 も 含め て 主題 を 拡張 し ます 。 
タイ トル 。 結 局 話題 は 私 か ら 逃 げ て し まい 、 ち ょ っ と し た 話 に な っ て し まい まし た 。 
も っ と 多く の こと を 検討 し 始め な けれ ば な ら な か っ た の で 、 私 が 交渉 し た より も 多く 、 
私 が 考え て いた こと の さら な る 意味 。 Rebis、First Matter な ど を 扱う 最後 の 数 
受 沙 は お そら く 読 むべ き で す 。 
私 自身 が いく つか の 側面 に 対処 し た た め 、 若 干 の 留保 は あり ます が 、 
それ ら を より よく 理解 する た め に 体系 的 に 説明 する こと は まだ で き て いま せん 、 そ し て 私 
は 実際 に それ に 気づい た か 、 あ る い は 逆 に 混乱 し て いる か も し れ ま せん 
私 自身 な の で 、 意 見 は 大 歓迎 で す 。 
私 た ちの 世界 観 で は 、 特 定 の 階層 を 作成 する 3 つの 特定 の 象徴 的 な 色 、 黒 、 
白 、 赤 を 分 離 で きま す 。 
命令 (ドイ ツ 帝 国 の 国旗 を 思い 返す か も し れ ま せん 。 
それ ら の 色 は 特定 の 順序 で 表示 され ます )。 あ な た は 同じ 色 を 持っ て いま す 
王立 芸術 (錬金術 ) の 段階 を 同じ 順序 で 指定 する : ブ ラッ クワ ー ク (哲学 者 の 魂 
が 解放 され る イニ シ エ ー シ ョ ン 的 な 死 ) 
肉体 か ら ) 、 ホ ワイ トワ ー ク ( 魂 が 持つ イニ シ エ ー シ ョ ン 的 再生 ) 
不朽 の も の に され た ) 、 レ ッ ド ワー ク ( 魂 を 肉体 に 戻す ) 
し た が っ て 、 賢 者 の 石 、 つ まり 賢者 の 体 が 生成 され ます 。 最 後に 、 こ の 記事 で 説明 す 
る 内 容 に 最も 関連 し ます が 、 
騎士 団 へ の 儀式 化 さ れ た いく つか の 入会 手続 き に も 同じ 色 が 表示 され ます 。 
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入浴 後 、 崎 士 は まず 自分 の 劣っ た 本 性 の 死 を 象徴 する 黒い コー ト を 着 ま 
す 。 次 に 、 新 た な 純潔 を 象徴 する 白い コー ト を 着 ま す 。 そ し て 、 英 雄 的 な 
日 々 に 見 出さ れる 最高 の 男性 の 強 さ を 象徴 する 赤い 服 を 着 ま す 。 精 霊 
名 の 下 に 血 な まぐ さい 犠牲 を 捧げ る 。 


後者 は 、 そ の よう な 騎士 団 が お そら く 私 た ちの 世界 観 の 教え と 何ら か 
の 関係 を 持っ て いた と いう 意味 で 最も 関連 人 性 が あり ます (テン プル 騎士 
団 の よう に 、 た だ し 彼ら が 同じ 儀式 を 実践 し た か どう か は わか り ま せ 
ん ) 。 お そら く < ファシスト と 同じ 見 え ざ る 軍隊 に 属し て いる 。 


ムッ ソリ ー ニ が 黒 シャ ツ 隊 を 結成 し た と き に 同じ 種類 の 象徴 性 を 意 
図 的 に 念頭 に 置い て いた と は 主張 し ませ ん が 、 た と え 偶 然 で あれ 、 あ る い 
は ムッ ソリ ー ニ が 持っ て いた が 言語 化 で き な か っ た 生来 の 予感 で あっ た 
と し て も 、 そ れ は 依然 と し て 私 た ちの 世界 観 と 一 致し て いま す 。 私 た ちの 
教え に 表現 され て いる 本 当 の 意味 。 時 間 的 運動 の 象徴 と いう 意味 で は 、 
黒人 は 現代 世界 を 拒否 する 象徴 と な り 、 自 分 自身 の 劣っ た 本 性 と 輪廻 の 
響 を 拒否 する の と 同じ で あり 、 そ れ を 小 戦争 と 聖戦 の 両方 の 意味 で の 
宣戦 布告 に する 。 す な わ ち 、 物 質 世 界 に お ける 虚偽 の 支配 に 対す る 一 時 
的 な 戦争 と 、 自 己 の 解放 の た め に 自分 自身 の 中 で 行わ れる 霊 的 な 戦争 で 
す 。 黒 は あら ゆる 形 で の 私 た ちの 闘 当 の まさ に 色 で あり 一 方 、 赤 は 、 外 部 
の 物質 的 な 勝利 と 内 部 の 精神 的 な 勝利 の 両方 の 点 で 、 私 た ちの 最終 目標 
の 象徴 的 な コロ ン と 呼ぶ こと が で きま す 。 


私 た ちの 世界 観 に つい て 話す と き 、 私 は その 世界 観 が 持つ 永遠 の 性 
質 に つい て 繰り 返し 話し て きま し た 。 そ れ が 、 そ も そ も 見 えな い 軍 隊 の 概 
念 が 可能 な 理由 で あり 、 こ の 世界 観 の た め に 戦う 人 々 は 、 世 界 観 を 超え 
た も の と 同じ 大 義 に 属し て いる と いう こと で す 。 た と え 私 た ちの 世界 観 の 
一 時 的 な 現れ が 、 誰 も が 自分 が 本 当 の 自分 で ある こと を 発見 し 、 彼 ら を 単 
な る 個人 で は な く 本 物 の 人 間 に す る こと が で きる 唯一 の 条件 を 作り 出す 
で あろ うと し て も 、 そ れ は 時 間 と 空間 を 超え 、 し た が っ て 個人 と し て の 私 
た ち を 超越 し ます 。 超 越 の まさ に その 目標 は 、 自 己 を その 真 の 性 質 に 関し 
て 混乱 させ る あら ゆる 東 縛 か ら 完 全 に 自由 に な る こと を 意味 し ます 。 
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レッ ド ワ ー ク の 完了 後に 、 物 質 的 に も 精神 的 に も すべ て か ら 真 に 解放 され る よう に し 
て くだ さい 。 


私 た ち に と っ て 、 黒 を 着る と いう こと は 、 私 た ちの 劣っ た 本 性 、 真 我 の 輪廻 の 束縛 
に 対す る 拒絶 、 そ れ に 対す る 闘い 、 そ し て 死 を 象徴 し て いま す 。 ナ ルキ ッ ソ ス の 神話 
を 、 ナ ルキ ッ ソ ス が 自己 の 物質 主義 的 な 反映 に 恋 に 落ち 、 そ の 後 湧 死す る と いう 本 当 
の 意味 で 思い 返す と 、 黒 を 着る と いう 行為 は 、 物 質 的 な 反映 の 影響 と 闘う ナル キッ ソ 
ス に 似 て いま す 。 同 様 に 、 仏 教 で は 、 ブ ラッ クワ ー ク は ある 意味 、「 私 は これ で は な 
い 、 こ れ は 私 の も の で は な い 、 こ れ は 私 の 自己 で は な い 」 と いう マン トラ に よっ て 説明 
され ます 。 


これ ら す べ て は 、 マ スク を 着用 する と いう 今日 の 時 代 運 動 に 新た な 反映 を 見 つけ 
る こと が で き 、 こ れ は 現代 の ファ シス ト 運 動 で も か な り 普及 し て いる も の で す 。 私 た 
ちの 英 も マス ク を 着用 し て いる と 主張 する 人 も いま す が 、 適 用 され る 原則 は まっ た く 
異な り ます 。 彼 ら 5 に と っ て 、 マ スク を 着用 する こと は 、 匿 名 人 と 自分 の 一 時 的 な アイ デ 
ン テ ィ イィ ティ の 保護 に 関す る も の で あり 、 そ の 動機 も 、 保 護 す る も の と 同様 に 類似 し て 
いま す 。 彼 ら は 物質 的 な 罰 を 受け な いよ う 物質 的 な 存在 と し て 自分 自身 を 守る た め 
に マス ク を 着用 し ます 。 彼 ら は 水面 に 映る 水仙 を 守る た め に 匿名 作 を 望ん で いま す 。 


私 た ち に と っ て 、 マ スク を か ぶっ た ファ シス ト は 、 私 た ち が 闘 争 を 主導 する 間 、 別 
の も の 、 ま た は シス テム に 対す る 自己 保存 の 単なる 賢明 な 行動 以上 の も の と し て 理解 
され る よう に な り ま す / 理 解 さ れ な けれ ば な り ま せん 。 

何より も まず 、 そ れ は 私 た ちの 理想 の 永遠 の 性 質 を 象徴 する 手段 に な り ま す 。 理 
想 は 一 人 の 人 間 に よ っ て 表現 する こと は で きず 、 し た が っ て 、 誰 に も それ を 定義 させ 
る こと は で きま せん 。 私 た ち は 一 時 的 な 闘争 に お いて 私 た ち を 英雄 と し て 導い て くれ 
た 人 々 に 敬意 を 表し ます が 、 そ れ で も 彼ら は 世界 皇帝 に つい て 話さ な い 限 り 、 私 た ち 
の 世界 観 の 全体 を 表す こと は で きま せん が 、 彼 で すら 物質 的 な 存在 と し て 過ぎ 去ら な 
けれ ば な ら な いた め 、 時 間 の 経過 と と も に 新しい も の が 現れ 、 顔 は 依然 と し て 消え 去 
る こと を 意味 し ます 。 し た が っ て 、 マ スク は 私 た ちの 世界 観 の 永遠 の 特徴 を 表し 、 私 た 
ち を 目 に 見 えな い 旗 を 掲げ る 見 えな い 軍 隊 の 一 員 と し て 定義 し ます 。 し た が っ て 、 マ 
スク は これ ら 2 つの 概念 と 同じ 象徴 原理 を 保持 し ます 。 
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次 に 、 物 質 世界 と 物質 世界 が 私 た ち に 及ぼ す 影 響 を 拒否 する こと を さら に 
宣言 し ます 。 私 た ち は 鏡 を 見 て 、「 私 は これ で は な い 、 こ れ は 私 の も の で は な い 、 
これ は 私 の 自己 で は な い 」 と 言い 、 こ うし て マス ク で 反射 を 覆い 、 ナ ルキ ッ ソ ス の 
終 講 を も た らし た その &J 想 を 拒否 し ます 。 彼 の 物質 的 な 反映 で ある ナル キッ ソス 
は 仮面 を か ぶっ て いま す 。 私 た ちの 敵 が マス ク を 着用 する と き 、 彼 ら は 自分 の 反 
射 を 保護 する た め に そう し ます が 、 私 た ち は 真 の 自己 を 解放 する た め に それ を 拒 
和 す る た め に マス ク を 着用 し ます 。 


私 た ち 自 身 の 顔 が 象徴 する も の は 、 私 た ちの 個人 的 な 真実 を 語っ て いま す 。 
それ は も ちろ ん 、 私 た ちの 職業 、 性 別 、 民 族 性 、 人 種 な ど に よっ て 私 た ち が 誰 で あ 
る か を 定義 むせ する さま ざま な 真実 で 構成 され て お り 、 そ れ ら すべ て が 物質 的 な 形 
で 組み 合わ され て 、 私 た ちの 人 性質 の 背後 に ある 深い 意味 か ら 私 た ち を 迷わ せま 
す 。 真 に 個人 の 真実 に 従っ て 生き る た め に は 、 超 越 を 経験 する か 、 一 時 的 な 有機 
的 状態 で 生き る 必要 が あり 、 ど ちら も 現代 世界 に 対す る 積極 的 な 閣 争 の 中 で 行 
うこ と が で きま す 。 し た が っ て 、 劣 っ た 性 質 の 拒絶 は 、 私 た ちの より 深い 優れ た 
性 質 の 理解 と 解放 と 密接 に 関係 し て お り 、 そ の た め マ スク は 個人 レベ ル で 、 そ の 
人 の 人 格 を 反映 する 内 な る 真実 を 発見 する た め に 、 劣 っ た 個 生 を 拒絶 する 象徴 
と な り ま す 。 。 


最後 に に そもそも 個 任 化 に よっ て 自己 を 形成 する 超越 的 な 根源 、 よ り 深 い 精 
神 的 エネ ルギー を 象徴 する 手段 と し て マス ク を 見 る 別 の 方 法 が あり ます 。 つ ま 
り 、 マ スク は 錬金術 の 第 一 物質 の 象徴 性 の バリ エー ショ ン に な る と いう こと で 
す 。 す べ て が 始ま っ た 。 こ れ は また 、 ヘ ル メ ス の 両性 具有 の レビ ス (ゼウス が ど 
の よう に 生ま れ 、 自 分 の 母親 と 結婚 し た か に つい て の ギリ シャ 神話 に 別 の 象徴 的 
な 解 秋 が 見 出さ れ ま す ) に よっ て 象徴 され て お り 、 ア ンチ モン 、 別 名 マグ ネシア 、 
鉛 の 曰 鉄 琉 、 白 と 黒 の 土 と 密接 に 関連 し て いま す 。 目 - 身体 的 な 束縛 の 拒否 と 超 
越 に 関係 する すべ て の シン ボル - 


エン ス 。 

ある 意味 、 こ れ ら は すべ て 、 人 間 の 状態 の 象徴 で あり 、 ヘ ル メ ティ ッ ク ・ レ ビ 
ス の 中 に 隠さ れ 、 そ の 中 に 象徴 され て いる 二重性 の 象徴 で ある 。「 肉 体 と 白 か 赤 
の 精神 で で き て いる 」 と いう こと は 、 男 性 原理 と 女性 原理 に 分 か れる 前 の 最初 の 
事柄 で あり 、 そ の 後 、 正 し いも の と な る 秩序 は 男性 原理 が 来 て 女性 原理 を 支配 
まる 選 と で す 
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それ は 、 ゼ ウス が 自分 の 母親 と 結婚 する こと で 象徴 さて する よう に 、 そ れ は 彼 の 誕生 の 前 に 第 
ー の 問題 で あり 、 彼 の 誕生 (彼ら の 分 離 ) 北 に は 女性 の 原理 で し た 。 


ここ で は 象徴 性 に つい て 少し 深入り し すぎ た か も し れ ま せん が 、 こ れ ら すべ て の シン 
ボル が (完全 に 同じ こと に つい て 話す と いう 点 ま で ) ど の よう に 関連 し て いる か を 伝え た 
か っ た の で 、 ブ ラッ クマ スク を 同様 の シン ボル に する と いう 私 の 提案 を 正当 化し た か っ た 
の で す 。 以 前 の 伝統 的 な シン ボル と 同じ 特徴 を すべ て 包含 し て お り 、 そ れ が 実用 的 か つ 象 
徴 的 な 衣服 と し て 、 ま た ある 程度 は 新しい 儀式 的 な 手段 (新しい 非 物質 的 な 実用 的 な 品 
質 を 与え る る) と し て 私 た ちの 闘争 に どの よう に 適用 で きる か 黒い ロー ブ を 着る の が 騎士 道 
へ の 入門 で ある の と 同じ よう に 。 


し た が っ て 、 私 は あな た に ブラ ッ ク マ スク を 提案 し ます 。 そ れ は 、 時 間 的 現実 で 私 た ち 
が 戦う 世界 観 の 象徴 で あり 、 目 に 見 えな い 軍 隊 と の つなが り の 象徴 で あり 、 真 の 自己 を 解 
放し 理解 する た め の 私 た ちの 内 な る 痢 争 の 象徴 で あり 、 私 た ち 全員 の 出身 地 は 、 永 遠 へ の 
窟 で ある と 同時 に 、 私 た ち が 行 う 小 規模 な 戦争 の 象徴 で も あり ます 。 


で も ね 、 そ れ に つい て 完全 に マス ク 主 義 に な っ て 方 向 転換 する まで も な く 、 
それ は 言葉 の 神秘 的 な 意味 で の 単なる フェ ティ ッシュ に な り ま す 。 
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ここ で は 制限 、 規 律 、 犠 牲 に つい て 少し 話し た いと 思い ます が 、 通 常 の 線 
に 治っ た も の で は あり ませ ん 。 は い 、 健 康 的 な 食事 を し て 禁煙 する の は 良 
い 考え で すし 、 そ うす べき で す が 、 こ れ は それ が 問題 で は あり ませ ん 。 平 
民 で あっ て も 良い 習慣 や 有毒 な 中 毒 を や め る こと か ら 因 恵 を 受け る こと 
が で きる の で 、 当 然 フ ァ シ スト も 同様 で ある 。 し か し 、 伝 統 的 な 世界 観 の 
中 で の 抑制 と 犠牲 に は 、 そ れ に 固有 の 利点 と は 別に 別 の 意味 が あり ます 。 


自由 VS. カ 


私 た ち が 人 生 で や り た いこ と は すべ て 、 そ れ を 行う た め の 無 限 の 異な る 方 法 と 、 
無限 の 数 の 歩む べき 道 が あり ます 。 し か し 、 最 良 の 結果 を も た ら す 最短 か つ 最 
も 簡単 な 方 法 と いう 意味 で 、「 理 想 的 」 こ な る の は これ ら の 方 法 の うち の 1 つ 
だ け で す 。 他 の すべ て の 方 法 は 、 何 ら か の 形 で 劣っ て いま す 。 強 く な る と いう こ 
と は 、 理 想 的 な 方 法 だ けが 残る まで 標準 以下 の フォ ー ム を 排除 する プロ セス で 
す 。 た と えば 、 ボ クシ ング で ジャ ブ を 投げ て いる 場合 その パン チ を 投げ る 理想 
的 な 方 法 が 1 つ あ り ま す 。 こ れ は 、 自 分 自身 を 十分 に 防御 し 、 体 勢 を 整え な が 

ら 、 最 大 の 射程 最高 の スピ ー ド 、 最 も 強力 な イン パク ト が 得 ら れる 方 法 で す 。 
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バラ ンス の 状態 。 完 璧 な フォ ー ム か ら 少 し で も 人 逸脱 する と 、 ど こ か の 分 
野 で 効果 が 失わ れる こと に な り ま す 。 も ちろ ん 、 目 的 や 体型 に よっ て パン 
チ に は さま ざま な 種類 が あり ます が 、 特 定 の 状況 と 目的 に 対し て 、 そ れ を 
達成 する た め の 絶 対 的 に 最適 な フォ ー ム が 1 つ あ り ま す 。 強 い ボ クサ ー 
と は 、 そ の 理想 的 な 道 、 そ の 理想 的 な フォ ー ム を 一 貫 し て 追い 続け る 人 で 
2 お は 

少な く と も 相手 より は 。 

この 意味 で 、 自 由 は 権力 と 正反対 で す 。 

選択 肢 が 多けれ ば 多い ほど 、 目 標 に 到 立 する まで に 開か れる 道 が 多く な 
り 、 そ の 目標 に 到達 する 効率 は 低く な り ま す 。 

最も 成功 する 可能 性 が 高い 人 は .、 最 善 の 道 以外 の すべ て の 道 を 拒否 し た 
人 で す 。 そ うす れ ば 、 彼 は た め ら うこ と な く 前 進 し 、 終 点 に 到達 する た め 
に 全能 力 を 集中 する こと が で きま す 。 

すべ て の 選択 肢 を オー プン に し て いる 人 は 、 ひ っ くり 返り 、 常 に 考え を 変え 、 進 
歩 す る と し て も 一般 的 に は は る か に ゆっ くり と 進歩 し ます 。 

で きる こと と で き な い こと の 制限 が 増え る ほど 、 集 中 力 は 高まり ます 。 
給水 塔 を 想像 し て みて くだ さい 。 水 を 100 万 個 も 穴 を 開け て 拡散 させ て 
注ぐ と 、 優 し い シ ャ ワー が 得 ら れ ま す 。 し か し 、1 つ を 除い て すべ て の 人 穴 
を 塞ぐ と 、 水 が 強力 な 噴射 で 流れ 出し ます 。 あ な た の 意志 の 力 、 エ エネルギ 

ー、 強 さも 同じ で す 。 自 由 が 増え れ ば 増え る ほど 、 自 分 の 能力 は 拡散 し 、 結 
果 と し て 弱く な る で し ょ よう 。 


これ は 、 抑 制 が 権力 に つなが る 最初 の 方 法 で す 。 
冬 牲 の 錬金術 


宇宙 の あら ゆる も の は 、 あ る も の と 別 の も の の 交換 、 ト ラン ザク ショ ン 、 変 
換 と し て 考え る こと が で きま す 。 十 分 な 知識 が あれ ば 、 私 た ち は 自 分 が 持 
っ て いる も の を 必要 な も の に 変え る こと が で きま す 。 た と えば 、 土 は ある 
が 家 が 必要 な 場合 コブ 技術 を 使用 し て 土 を 壁 に 変え る こと が で きま す 。 
時 間 は ある が お 金 が 必要 な 場合 は 、 お 金 を 持っ て いる 他 の 人 の た め に 働 
く こ と が で きま す 。 音 楽 の スキ ル は ある が 、 政 治 的 影響 力 が 必要 な 場合 
は 、 人 気 の あ る コン サー ト を 利用 し て 運動 を 構築 で きま す 。 


人 間 の 経験 を 一 連 の 「 変 容 」 と し て 捉え る この 概念 に は 、 い くつ か 
の 意味 が あり ます 。 1 つ 目 は 、 と いう 考え 方 で す 
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犠牲 と 力 


「 人 生 に 無料 の も の は 何 も な く 、 す べ て に 費用 が か か り ま す 。 実際 、 私 た 
ち は 何 か を 手 に 入れ た と き 、 そ れ が 時 間 、 エ ネル ギー、 因 義 の 感情 だ け で あ 
っ て も 、 常 に 何かと 引き 換え に 何かと 交換 し な けれ ば な り ま せん 。 2 番目 
の 、 よ り 微 妙 な 意味 合い は 、「 与 えら れ た も の は すべ て 報 わ れる 」 と いう こと 
で す 。 自 分 が 所 有する も の を 譲渡 し て も 何 も 見 返り が 得 ら れ な い 場 合 、「 宇 
宙 の 負債 」 が 生じ 、 宇 宙 の 秩序 を 維持 する た め に 最終 的 に は 返済 され ます 。 
これ は 、 あ ら ゆ る 異教 社会 に 存在 し た 「 犠 牲 」 の 文化 の 背後 に ある 理論 的 
根拠 で す 。 

犠牲 は 、 古 代 の 人 々 が 宇宙 ( 神 、 精 霊 な ど ) に 恩義 を 感じ させ 、 で きれ ば 
将来 の 幸運 と 名 誉 を 与え る た め に 受け 入れ た 自発 的 な 富 の 喪失 で す 。 こ れ 
は 現代 人 に と っ て 非常 に 軸 か な こと の よう に 思え ます 。 し か し 、 そ れ を 軽々 し 
く 捨 て る べき で は あり ませ ん 。 


バラ ンス と 「 公 平 性 」 の 概念 は 私 た ちの 心 に 深く 根付 いて お り 、 ス コア 
を 管理 する 神 が い な いと し て も 、 私 た ちの 潜在 意識 は 確か に そう で す 。 私 た 
ち は 皆 、 自 分 が どれ だ け 社 会 に 貢献 し 、 ど れ だ け 苦 し み 、 ど れ だ け の 努力 を 
費やし て きた か に つい て 漠然 と し た 概念 を 持っ て お り 、 そ れ に 対し て 、 社 会 
か ら ど れ だ け 受 け 取 っ た か 、 そ し て 自分 が どの よう に 状況 に 恵まれ た か を 
天 御 に か け て いま す 。 。 バ ラン ス が 自分 に 有利 すぎ る と 感じ る と 罪悪 感 を 
感じ ます が 、 受 け 取 っ た 以上 に 与え た よう に 感じ る と 、 よ り 自 信 が あり 、 自 己 
主張 が 強く な り ま す 。 こ れ は 精神 力 と 体力 の 両方 に 影響 する と 思い ます 。 常 
に 自分 が 受け 取る 以上 の も の を 生み 出し 、 与 えて きた 白人 と 、 常 に 自分 に 値 
する も の 以上 の も の を 受け 取る ユダ ヤ 人 を 比較 し て くだ さい 。 彼 ら の 不正 に 
稼い だ 富 は 彼ら を 強く する の で は な く 、 彼 ら の 体 を 弱く て 病 的 な ゴブ リン の 
よう な 形 に 歪め まし た 。 


犠牲 の 最高 の 形態 は 、 富 (お 金 、 牛 、 芸 術 品 な ど ) の 捧げ 物 で は な く 、 区 
い の 形 を と り ま す 。 痺 い (また は 宣 匠 ) は 、 何 か を 放棄 する か 、 何 ら か の 制限 
に 従う と いう 正式 な 決意 で す 。 痺 い は 伝統 的 に 、 款 教 ( 僧 信 の 沈黙 や 清貧 の 
交 い ) 、 戦 争 (騎士 の 軟 い ) 、 政 治 権力 (就任 の 宣 敬 ) な ど 、 人 生 に お いて 
より 高い 地位 を 獲得 する た め の 儀式 の 一 部 と し て 行わ れ ま す 。 碑 い は 事実 
上 、 人 生 の あら ゆる 側面 を 時 に は 永久 に 、 時 に は 一 定期 間 欄 牲 に する こと に 
な り ま す 。 あ な た の 人 生 の その 側面 に 賭け られ て いた 個人 的 な 力 や 精神 的 資 
源 は 、 宣 装 の 後 は 解放 され 、 使 用 で きる よう に な り ま す 。 
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他 の こと の た め に 。 し た が っ て 、 逆 説 的 で す が 、 制 限 的 な 堺 い を 立て る こと は 通常 、 候 苦 
し く 感 じ る の で は な く 、 解 放さ れ 、 爽 快 に 感じ られ ます 。 潜 在 的 な パワ ー が 湧き 出 て きま 
す 。 

これ は 、 抑 制 が 権力 に つなが る 2 番目 の 方 法 で す 。 


社会 的 お よび 精神 的 な 力学 


私 た ちの 社会 と 文明 の 概念 の 核心 は 正義 の 概念 で す 。 以 前 、 社 会 に 対す る 負い 目 に 
つい て 話し た と き に 、 こ の こと に つい て 触れ まし た 。 私 た ち は 皆 、 自 分 の 能力 と グル 
ー プ へ の 貢献 に 応じ て お 互い を 評価 し ます 。 私 た ち は 多く の 貢献 を し て 少し し か 
受け 取ら な い 人 を 尊敬 し 、 居 候 を 軽 蔵 し ます 。 こ れ は 2 つの 理由 に より 現代 社会 
で は 完全 に 混乱 し て いま す 。1 つ は 、 人 間 の 集団 が 大 きす ぎ て 、 人 々 が これ ら の 判 
断 を 正確 に 行え る ほど お 互い の こと を よく 知ら な いこ と 、 そ し て 2 つ 目 は 、 私 た ち 
は 先祖 か ら 非常 に 多く の も の を 受け 取っ て お り 、 私 た ち が マ ー ケ ティ ング の 仕事 に 
就 い た り 、 大 学 で 美術 史 を 学ん だ り し て いる 間 、 み ん な 基本 的 に は 居候 で 自分 の 
業績 に 愉 性 で 取り 組ん で いま す 。 こ の 混乱 の せい で 、 全 く 無 価 値 な 人 間 が 政治 権 
力 や 社会 的 影響 力 の 高み に 達し て いる の で す 。 


し か し 、 こ れ は 私 た ちの 内 な る 正義 感 が 今日 で は 無 意 味 で ある と いう 意味 で 
は あり ませ ん 。 多 く の 犠牲 を 払っ た 人 々 (退役 軍人 な ど ) は 、 今 で も ほとん どの 人 々 
か ら 本 能 的 に 賞賛 され 、 尊 敬 さ れ て いま す 。 逆 に 、 私 た ち は 皆 、 大 食い 者 や ナマ ケモ 
ノ に 対し て 本 能 的 に 軽 華 の 念 を 抱い て いま す 。 
これ は 、 自 然 の 社会 組織 で は 、 自 制 心 と 美徳 を 持つ 者 が 影響 力 と 権威 (道徳 的 権 
威 に 限る と し て も ) を 獲得 する 傾向 が ある こと を 意味 し ます 。 ス ター リン も ヒト ラー 
も 、 殴 沢 な 生活 に 誇り を 持ち 、 そ の 結果 道徳 的 権威 を 持た な い 現 代 の 指導 者 と は 
異な り 、 か な り 禁 欲 的 な ライ フス タイ ル を 送っ て いた こと は 注目 に 値する 。 


昔 、 フ ラン ス 語 版 の 『 マ ハー バー ラ タ 』 を 読ん だ と き 、 あ る コメ ント に 衝撃 を 
受け まし た 。 一 部 の 登場 人 物 は 超人 的 な 力 、 ま た は 魔法 の 武器 や 機械 を 持っ て お 
り 、 著 者 は それ ら の も の は 彼ら の 「 苦 行 」 の 結果 と し て 得 ら れ た も の で ある と わざ 
わざ 説明 し て いま す 。 つ まり 、 神 々 は 彼ら の 抑制 され た ライ フス タイ ル に 感銘 を 受 
け 、 そ れ を 与え られ た の で すそ の 結果 、 彼 ら は 権力 を 持ち 、 因 恵 を 受け ます 。 こ れ は 
実際 に は 、 先 に 述べ た 社会 力学 を スピ リ チ ュ アル な 領域 に 拡張 し た も の で す 。 精 
霊 、 神 、 ま た は 霊 的 な 力 
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自分 の 感覚 や 欲望 に 支配 され る の で は な く 、 自 分 の 動物 的 性 質 を コン トロ 
ー ル する 人 を 坦 区 し ます 。 も し あな た が 物質 を 超え た 、 よ り 高 い 次 元 の 存 
在 を 信じ て いる な ら 、 そ の 領域 に お ける あな た の 力 と 地位 が 、 あ な た の 体 と 
残り の 人 生 を コン トロ ー ル する 能力 と と も に 成長 する の は 当然 で す 。 


そし て それ ら は 、 抑 制 が 権力 に つなが る 最後 の 方 法 で す 。 
結論 は 


生き 方 に 制約 を 課す こと は 、 人 間 の 強 さ や 尊厳 を 高め る 重要 な 方 法 で あり 、 
それ が 他 者 に 影響 を 与え る こと に 直結 する と 思い ます 。 あ な た の 環境 に フ 
ァ シ ズム を 確立 する た め の 最 初 の ステ ッ プ は 、 そ れ を 身近 な 生活 の 中 に 確 
立 し 、 次 に 社会 的 な サー クル に 確立 する こと で す 。 


議論 は 、 他 人 を 「 説 得 」 す る の に 効果 的 で は あり ませ ん 。 
私 た ちの 側 に 来 て くだ さい 。 必 要 な の は 強 さ 、 つ まり 精神 的 な 強 さ で す 。 
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家人 徴 性 と 
ファ ンズ ム 


ツァ イガ ー と アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


パー ト 1 (ザイ ガー 著 ) 


現代 の 思考 を 伝統 か ら 隔 て る 一 つの 点 は 、 古 代 の 人 々 が 、 世 界 に お ける 豊か な 象 
徴 体系 を 過剰 に 使用 し て いる こと で ある 。 
彼ら の 著作 と 芸術 。 最 近 は 2 人 いる みた いで すね 
制作 され る 作品 の 種類 : 技術 的 な 作品 。 
意味 こそ し て それ が ドラ イ か つ 明 示 的 な 方 法 で 表現 され て いま す (文字 通り 
散文 正確 で 現実 的 な 図式 ) 、 お よび 意味 の ある 価値 を 欠い て いる が 形式 で ワイ 
ルド に な っ て いる 「 芸 術 的 」 作 品 (抽象 的 ) 
絵画 、 現 代 詩 、 実 験 小説 な ど ) 。 

ファ シス ト の 傾向 は 古い や り 方 に 戻る こと で す 。 
シン ボル を 通し て 意味 を 表現 し 、 形 と 機能 を 組み 合わ せる 
調和 の と れ た 全体 に 。 私 た ち は 、 そ れ ぞ れ の 文明 の 輝かしい 過去 か ら 古 代 の シン 
ボル を 採用 し 、 現 代 の ニー ズ と 現在 の 視点 に 従っ て 独自 の シン ボル を 開発 し ま 
す 。 私 た ち は 富 話 、 絵 、 物 語 を 通し て 世界 観 を 表現 し ます 。 


マル クス 主義 者 の よう な 専門 用 計 だ け を 使う より も 。 
ここ で 象徴 主義 の 起源 と 目的 に つい て 少し お 話し ます 。 
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象徴 主義 と ファ シズ ム 


必要 性 に よる 象徴 主義 


まず 第 一 に 、 多 く の 古 代 言語 に は 、 ヨ ー ロ ッ パ の ルネ サン ス 以 来 私 た ち が 開 発 
し て きた よう な 豊富 な 抽象 語 区 が な か っ た と いう こと を 言及 し て お く 必 要 が 
あり ます 。 私 た ち は 「 因 果 決 定 論 と いう 有害 な ミー ム は 、 超 越し た 魂 に 心理 的 
トラ ウマ を 与え る 」 の よう な 文章 を 書く こと が で き 、 人 々 が 私 た ち が 話 し て いる 
こと を 理解 し て くれ る こと を 期待 する こと が で きま す 。 し か し 、 こ れ を アッ カド 
語 や 古 ノ ルド 語 に 翻訳 し て みる と 、 問 題 が わか る で し よう 。 


古代 の 人 々 に と っ て 、 抽 象 的 な アイ デア を 伝え た り 、 日 常 生 活 より も 高度 
な 具体 的 な 現実 に つい て 話す 唯一 の 方 法 は 、 そ れ ら の 抽象 的 な 概念 を 表す た 
め に 共通 の 物体 を 使用 し た 比 喉 や 類推 を 使用 する こと で し た 。 し た が っ て 科 
学 、 款 教 、 哲 学 な ど に 関す る 知識 の 伝達 を 容易 に する た め に 、 特 定 の 象徴 的 な 
「 語 甘 」 が 発達 する こと は 必然 で し た 。 し か し 、 繰 り 返 し に な り ま す が 、 そ れ ら 
の シン ボル は どこ か ら 来 た の で し ょ うか が か? 


精神 的 な つなが り 


人 間 の 心 に は 、 論 理 的 な 判断 を 下す 生来 の 能力 は あり ませ ん 。 そ れ は 私 た ち が 
学ぶ スキ ル で す 。 私 た ちの 心 の 基本 的 な 仕組 み は 、 ア イデ ア を 関連 付け て 記 
憶 の 「 ネ ットワーク 」 を 作る こと で す 。 し た が っ て 、 た と えば 、「 ラ イオ ン 」 と い 
う 言 葉 を 聞い た と き 、 私 た ち は す ぐに カテ ゴリ ー ( 足 が 4 本 ある 、 車 食性 で あ 
る 、 路 乳 類 で ある 、 人 間 に と っ て 危険 で ある な ど ) に 基づい て 分 類 し 始め る の 
で は な く 、 す べ て の 分 類 を 開始 し ます 。 関 連 す る 記憶 が 私 た ちの 意識 に 浮か び 
上 が り 、 最 も 強い 連想 が 最も 明確 に な か り ま す 。 し た が っ て 、 私 た ち は ま ず 彼 ら 
の 金色 の 毛皮 と 大 き な 歯 を 思い 出し 、 庶 音 を 聞く か も し れ ま せん し 先週 見 た 
ライ オン の 漫画 を 思い 出す か も し れ ま せん 。 ま た 、 ラ イオ ン に 関連 し た 感情 も 
感じ る で し ょ う 。 こ れ ま で に 現実 で ライ オン と 対 財 し た こと が あれ ば 、 お そら く 
恐怖 を 感じ る で し ょ う 。 


これ が 象徴 主義 の 起源 で す 。 人 々 が 人 間 の 経験 の 共通 の 核 を 持っ て いれ 
ば 、 あ る 共通 の 対象 に つい て 話す と き に 他 の 人 の 心 に どの よう な 感情 、 ど の よ 
うな 記憶 や 印象 が 湧き 上 が る か を 知る こと が で きま す 。 た と えば 、 壮 飼い の グ 
ルー プ の 誰か が 誰か を 「 オ オカ ミ 」 だ と 非難 し た 場合 彼ら は 全員 、 こ れ が 泥 
棒 で ある こと を 意味 し て いる こと を 理解 する で し ょ う 。 
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犯罪 者 危険 な 逸脱 者 、 そ し て 敵 、 な ぜ な ら 彼 ら は 皆 、 
オオ カミ に 羊 を 盗ま れ た 経験 。 都 市 へ 
この 住人 に と っ て 、 オ オカ ミ の 唯一 の 経験 は テレ ビ の ドキ ュ メ ンタ リー で あり 、 
オオ カミ は 彼 に 似 た 高貴 な 狩人 を 思い 出さ せる だ け で す 。 
犬 。 

この よう に 、 象 徴 主義 は 人 々 を 団結 させ 、 同 様 の 人 生 経 験 を 持つ 人 々 の 内 
部 集団 を 定義 し ます 。 象 徴 主 義 は 常に 外国 人 や その 他 の 異質 な 要素 を 排除 し 
ます 。 も ちろ ん 、 こ れ は 、 
また 、 な ぜ 象 徴 主義 が 今日 で は あま り 使 われ な く な っ た の か 。 人 々 
自然 や 生存 の 必要 性 か ら 切 り 離 され て お り 、 
し た が っ て 、 エ ンタ ー テ イメ ント メデ ィ ア の 外 に は 、 共 通 の 経験 の 核 が も は や 
あり ませ ん 。 使 用 され て いる 唯一 の 象徴 性 は 、 テ レビ 番組 映画 ビデ オ ゲ ー ム を 
参照 する ミー ム で す 。 古 い シ ン ボ ル は も う あ り ま せん 
私 た ち は も うい な い の で 、 同 じ 感 情 的 な 影響 と 意味 を 持っ て いま す 
同じ 経験 を し て いま す 。 


秘密 と 沈黙 の 役割 に つい て は 、 ア レク サン ダー だ け で な く 私 自身 も 過去 に す で 
に 触れ て いま す 。 し か し 、 こ こ で 私 は 、 象 徴 主 義 の 使用 は 、 知 識 を 平易 に 隠す 伝 
統 的 な 方 法 で も ある こと に 注意 し ます 。 
「 初 心 者 」 が 物事 の より 深い 意味 を 理解 で きる よう に する た め 、 
物語 や スピ ー チ で は 、 一 般 の 人 々 は た だ その こと に 気づく だ け で す 。 
あり の まま の 意味 。 
知識 を 目 か ら 隠 すこ と を 心から 信じ て いた 人 々 へ 
価値 の な い 者 た ちの 、 大 切な こと を 平易 な 言葉 で 書き 記す 
容認 で き な い リス ク を 表し て いま し た 。 可 能 性 は 常に あり ます 
本 が 悪者 の 手 に 渡る こと を 。 こ うし て 秘密 命令 
ミス テリ ー ス クー ル は 、 次 の よう な 複雑 な 記号 言語 を 開発 し まし た 。 
仲間 の 修練 者 に よっ て 訓練 され た 者 だ けが 理解 で きる も の で ある 。 
同じ こと が ファ シス ト 文 化 で も 徐々 に 起こ っ て いる 
世界 中 で 「# コ ー プ カル チャ ー」 に つい て 言及 で きれ ば 、 私 た ち は そ うす る で し ょ う 。 
誰 も が 故意 に 括 い 、 パ ー テ ィ ー が 自分 た ち を 「 黄 金 」 と 呼ぶ こと が で きる 場所 
夜明け 」 と いう 言葉 が あり 、 そ れ が 鉄器 時 代 の 終わ り を 指す こと は 誰 も が 知っ て いま す 。 こ れ 
コー ド 化 され た 言語 は ます ます 複雑 に な り 、 理 解 で き な く な り ま す 。 
時 は 経ち 、 非 ファ ンス ト は 完全 に 無く な る まで に 
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私 た ちの コミ ュ ニ ケー ショ ン を 理解 で き な い 。 こ れ は 明らか に 
大 き な 利 点 。 


曖昧 さ を 明 確 に する 


前 の 点 の 逆 は 、 象 徴 性 を 使用 する こと に よっ て 、 
一 般 人 に 話し か けれ ば 、 遠 くま で ポイ ント を 届け る こと が 可能 
マル クス 主義 者 より も 効果 的 に 。 私 の お 気に入り の 例 は 次 の と お り で す 
イソ ッ プ 物語 。 自 然 法 を 物語 の 中 で 説明 し ます 。 
典型 的 な 動物 。 す べ て の ファ シス ト は 権力 に つい て 熟考 すべ き で あり 、 
それ ら の 寅 話 が 持つ 明 断 さ 。 左 細 が 議 諭し よう と し て いる と ころ を 想像 し て みて くだ さい 
彼ら 5 が どれ ほど 愚か で ある か 史 り 痛 鍋 上 3 披 必 て 
聞こ える だ ろう 。 
これ が 、 私 が 本 の 中 で 動物 の 比 吸 を よく 使う 理由 で す 。 

「 愛 国 者 の 鉄 棚 」 は 、 こ れ ら の シン ボル が 抽象 的 な ナン セン ス を 切り 裂く た め 、 複 雑 な マル 

クス 主義 の レト リッ ク で は 消去 で き な い 鮮やか な 絵 を 人 々 の 頭 の 中 に 描き ます 。 


ウサ ギ た ち は 議会 に 大 声 で 叫び 、 す べ て が 平等 で ある べき だ と 主張 し た 。 ラ イオ 
ンズ は こう 舎 え た 。「 あ な た の 言葉 、 野 ウサ ギ よ ! 」 良 いで す : し か し 、 彼 ら に は 私 
た ちの よう な 爪 も 歯 も あり ませ ん 。」 と Lc 


この 古代 の 融 話 は 、 明 ら か に マル クス 主義 者 を 野 ウ サギ 、 弱 い 動 物 と し て 描い て いる 
一 方 で 、 私 た ちの 立場 を 強く て 高 真 な ライ オン の 立場 に し て いる 
動物 。 さ て 、 マ ルク ス 主 義 者 が 平等 に つい て 語る の を 聞く と 、 人 々 は こう 思う だ ろう 。 
ウサ ギ が 馬鹿 みた い に 不 平 を 言っ て いる と ころ を 想像 し て みる と 、 そ れ は 上 難しい だ ろう 。 
それ ら る を 真剣 に 受け 止め て くだ さい 。 

適切 に 選択 され た 象徴 性 は 、 単 な る も の より も さら に 明確 さ を も た ら す こと が で きま す 。 
シン プル な 言葉 を 使い 、 主 題 を より 具体 的 に し 、 人 々 の 共通 の 経験 に 関連 付け る こと に よっ 
Se 
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パー ト 2 (アレ クサ ンダ ー。 ス ラブ ロス 著 ) 


私 が この 話題 を 持ち 出し た の は 、 私 た ちの 世界 観 と それ が どの よう に 見 える か を 理 
解す る 人 々 が 利用 する さま ざま な 比 隊 や 隠 虹 を 思い 出し て の こと で す 。 

古代 世界 の 元 の 象徴 言語 と 非常 に 関連 し て いま す 。 

ユン ガー と エヴォ ラ は 象徴 主義 の 性 質 に つい て 特別 な 指摘 を する 

それ は トピ ッ ク 全 体 を 非常 に よく 表現 し て いま す 。 


命 を 本 当 に 大 切 に 思う 人 は 誰 で も 、 そ れ が 血 で ある こと を 感じ ます 。 一般 

また 、 自 然 の 流動 的 な 力 が 不安 を 呼び 起こ U ま いる 瞬間 に つい て 話す の 
難し いこ と も 彼 は 知っ て いま す 。 血 は 言葉 だ け で は 表現 で きま せん 。 深 層 か ら 引 
き 上 げ ら れる こと で 湿 獲 量 の 大 部 分 を 失う 言語 漁網 。 Lan- そ の 隙間 ゲー ジ は 、 
2cyoxses それ 自体 が 家 の 壁 の よう な 意味 を 含ん で お り 、 窓 を 通し て の み 魔 法 の 
光 の 岬 が 現 犬 あ 修 紀 詳 / 寺 な い 夫 恩 議 な 熱 は 、 ひ と た び 言 葉 に 表 さ れる と 、 
る 。 最 も 豊か な 言語 で あっ て も 神秘 的 な 絵画 の 芸術 的 な フレ ー ム は 、 央 な る 視線 
け で 見 る こと が で きま す 。 エス - 


- エル ンス ト ・ ユ ン ガ ー 血 


[…] 偶然 の 世界 と 永遠 の 世界 と の 対比 が 仏説 の 極限 まで 押し 上 げ ら れる と 、 も は 
や この 2 つの 用 語 の 間 に い か な る 論理 的 壮 係 も 想像 する こと は 不可 能 に な り ま 
する の は 

私 た ち が 言 える こと 


と し て 使用 する シン ボル 、:t< 暗示 的 な 兆候 、 は すべ て - 
[.」 
それ に つい て は 「 問 」 と 言え る の で 、 定 義 ば あり ませ  「 和 は 存在 し な い 、 
議論 可能 。 
- の 教義 覚醒 


この 件 に つい て は 、Next Leap の トピ ッ ク で も 簡単 に 触れ まし た 。 
私 た ちの 世界 観 が いか に 時 代 を 超え た も の で ある か に つい て 話し た と き 、 
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この よう に 、 私 た ちの 世界 観 を 維持 し 、 再 保存 する た め の 闘 争 に 名 前 は な く 、 時 間 
と と も に 消え て いき ます 。 

基本 的 な メッ セー ジ は 、 人 間 の 言語 は 本 質 的 に 、 物 質 的 で は な く 精 神 的 な 「 こ 
の 世 の も の で は な い 」 も の の 意味 を 伝え る に は 不 十分 で ある こと が 多い と いう こと 
で す 。 し た が っ て 、 私 た ち が し ば し ば で きる こと は 、 そ の よう な も の の 性 質 を 説明 す 
る た め に 象徴 主義 、 比 只 、 直 蹴 に 頼る こと だ け で あり 、 ツ ァ イ ガ ー が すでに 指摘 し た 
よう に 、 こ れ は か つて 私 た ちの 祖先 の デフ ォ ル ト の 言語 で し た 。 実 際 、 黄 金 時 代 の 美 
学 全体 は 神聖 な 芸術 の 象徴 性 に よっ て 特徴 付け られ て いま す 。 こ の よう に 、 北 欧 の 
異教 の 物語 と ギリ シャ 神話 は 、 学 ぶ べ き 道 徳 を 伴う 単なる 物語 で は な く 表面 的 に 
見 える より も は る か に 複雑 な 物語 を 語る 複雑 な 言語 に な り ま す 。 


上 の 引 文 の 中 で 、 ユ ン ガ ー は 比 隊 を 使っ て 、 物 事 の 意味 を 伝え る の に 言語 が 

どれ ほど と 深刻 に 欠け て いる か を 正確 に 説明 し まし た 。 こ れ は 素晴らし いち ょ っ と し 
に ト リッ ク で す 。 そ し て 、 私 た ち が 相 手 に し て いる の は 、 私 た ち が 開 発し 、 ツ ァ イ ガ 

ー が 言及 し た 抽象 言語 へ の アク セス を すでに 楽し ん で いた 誰か で す 。 そ れ で も 十 
分 で は あり ませ ん 。 な ぜ な ら 、 エ ヴォ ラ の 引用 に 示さ れ て いる よう に 、 そ れ は 私 た ち 
の 物質 的 な 世界 観 に 完全 に 依存 し て いる た め 、 不 十分 な も の に な る か ら で す 。 存 在 
と 非 存在 に 関す る 私 た ちの 抽象 的 な 哲学 は すべ て 、 古 代 の 象徴 的 な 冊子 を 扱う 坦 
合 に は 失敗 し ます 。 こ の 場合 、 仏 教 の 教え は 、 象 徴 的 な 目的 で 二 重 否 定 を 使用 する こ 
と まで 行っ て いま す 。 


し か し 、 イ ン ボ リュ ーション と 純粋 に 唯物 諭 的 な 世界 観 に より 、 私 た ち は ツ ァ 
イガ ー が 話し た 2 つの 言語 形式 を 使用 する こと に 再 解決 し まし た 。 
この 言語 は 、 今 度 は 、 私 た ち が 反 対す る 純粋 に 物質 的 な 、 文 字 通り の 世界 観 を 促進 
する の に 役立ち ます 。 現 代 人 に と っ て 血 と は 何で し ょ うか ? 単 な る 生化 学 、 そ れ は 
純粋 に 物質 的 な 用 語 で 説明 され て いる た め 、 何 の 価値 も あり ませ ん 。 同 様 に 人 種 
も 、 ま だ 科学 的 事実 と し て 認識 され て いる と し て も 、 ほ と ん と 無関係 な も の と し て 
扱わ れ て いま す 。 

ここ で ユン ガー が 話し た も う 一 つの こと が 頭 に 浮か び ま す 。 そ れ は 、 ゲ シュ タ 
ルト の 概念 で あり 、 単 な る 部 分 の 合計 より も 大 き な も の で す 純粋 に 物質 的 な 観点 
か ら 見 た 場合 死ん だ 人 間 と 生き て いる 人 間 の 違い は 何で し ょ うか ? 構 造 的 に は そ 
れ ら は 同一 で あり 、 同 じ 器 官 で あり 、 す べ て で す 。 し か し 、 そ れ 以 上 の 何 か が あり 、 
人 間 は 単なる 臓器 の 集合 体 で は な いこ と を 私 た ち は 明 ら か に 知っ て いま す 。 こ れ が 
記号 言語 の 機能 で す 
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- 単に 物質 的 な も の より も 大 き な 物 事 の ゲシュタルト 的 意味 を 伝え る こと 、 つ まり 私 た ち が 知 っ て 
いて 使用 し て いる 日 常 言語 (最も 高度 で よく 読ま れ て いる 例 で さえ ) に は その 能力 が 不 十 分 で あ 
る た めで す 。 

それ は 物質 的 な 認識 を 促進 する 製品 で あり 、 促 進 剤 で も あり ます 。 

世界 。 そ の よう な 教え の 背後 に ある 意味 に つい て 書く と き 、 エ ヴォ ラ は 

その よう な 説明 は 本 質 的 に 「 図 式 的 」 で あり 、 常 に 

人 は 非 物質 的 な も の に つい て の 完全 な 知識 を 本 当 に 得る こと が で きる だ け だ と 指摘 し て いま す 
問題 と な っ て いる 現象 は 直接 経験 に に る も の で あり 、 す べ て 古代 の も の で ある 

神聖 な 知識 を 理解 する に は 、 そ の 完全 な 性 質 と 理解 を 経験 的 に 把握 する た め に 、 そ れ を 直接 体験 
する 必要 が ある こと が 暗示 され て いま し た 。 


これ が 、 フ ァ シ スト が 常に 象徴 的 な も の を 使用 し て きた 理由 で す 。 
無味 乾燥 な 学術 的 な 公式 と は 対照 的 に 、 私 た ちの 提供 が な ぜ そ う で ある の か 
定性 的 な も の で す が 、 敵 は 分 類 を 必要 と し ます 。 私 た ち は 上 位 と 下位 に つい て 話し 、 フ ァイル を ど 
の ボッ クス に 入れ る か に つい て 話し ます 。 チ ェ ッ クリ スト に よる と 、 そ れ は 技術 的 に 左翼 か 右翼 で 
すか 。 
彼ら が 作っ た 箱 。 フ ァ ン シスト に な っ て 発言 する の は 不可 能 だ 
こう する の は 、 あ な た が 話し て いる の は 単なる 部 品 で あり 、 実 際 の も の で ある か ら で す 。 
形成 され る より 大 き な 要 素 で は な く 、 そ れ ら の 合計 、 つ まり Ge-stalt の 意味 で す 。 血 人 種 な どの 
本 質 的 な 質 的 性 質 
「on」 は 現代 語 で は 失わ れ て いる た め 、 こ の 概念 を 押し 広げ る の に 役立ち ます 
これ ら は 砦 細 な 生物 学 的 / 化 学 的 事実 . あ るい は さら に 悪い こと に 「 事 故 」 で ある と 考え ます 。 象 
徴 的 な 言語 だ けが 背後 に ある 真 の 力 を 発揮 で きる 
これ ら の 勢力 、 し た が っ て あな た は ファ シス ト が 象徴 的 な 言語 で 話す の を 聞く こと に な る 
それ は 、 そ れ が 私 た ちの 古代 の 先祖 た ちの も の と 何ら 変わ り ま せん 。 
コミ ュ ニ ケー ショ ン の 標準 的 な 性 質 。 
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沈 庄 の 法則 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


7 


トゥ ル バ 哲 学 :「 耳 の ある 者 は 開い て 聞き な さい 、 口 が ある 者 は 閉じ て お け 」。 


超越 を 達成 する 過程 に お いて 、 人 は 、 身 体 的 感覚 を 通じ て 経験 する 物質 世界 へ の 身体 的 
結合 を 通し て 自己 を 攻撃 する あら ゆる 輪廻 の 影響 に 対し て 厳重 に 警戒 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 


知ら な い 、 あ る い は いる 男 自分 が 自分 の 主人 で ある 代わ り に 、 
形 、 音 、 匂 い 、 味 、 接 触 、 思 考 に 支配 され る この 習慣 を 忘れ る 者 は いな い 。 


で 別 の 方 法 で 、 彼 は この 規律 を サイ レン テウ ム と いう 言葉 で 要約 する た と も で きま 
「 沈 黙 で 身 を 守る こと 」、 技 術 的 お よび 入門 的 な 意味 で の 沈黙 エレ ウシ ス 的 な 印 
象 の 意味 で の 沈黙 は 、 感 覚 の 周辺 限界 に 捕らわれ ます 。 彼 ら と 「 私 」 の 間 に は 距離 
oooTT 、 が あり 、 内 な る 言葉 を 発音 し な いと いう 演 球 肖 が あら 、 見 札 は つま 

な いこ と . 想 像 し て いな いこ と を 意味 し ます 。 こ の テー マ は 一 般 的 な 形 で も 表現 さ 
れ て いま す 。 ゾー ン 「 沈 黙 」 の 。 こ うし て 私 た ち は 恵 まれ た 者 と な る 


外部 の 言葉 また は 


2 実際 、 そ れ 
は よく 知ら れ て いる も の の 、 よ り 深く 隠さ れ た 重要 性 で す 。 
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次 の 飛躍 へ 


匹 は 口 を 閉 ベナレス の 三 匹 の 神聖 な 猿 の うち 、 一 匹 は 小 像 を 持っ て 耳 を 閉じ 、 一 
じ 、 も う 一 匹 は 目 を 閉じ て いま す 。 話 す な 、 聞 く な 、 見 る な 。 そ し て 我々 は ここ で 、 次 の 
よう な 奇妙 な 密封 公式 を 思い 出す こと も で きる だ ろう : 「 誰 が 彼 に [あら ゆる 印象 
の 意味 で ] そ れ ら を 開け させ た の か 、 誰 が 前 述 の 沈黙 、 真 実 の 感覚 を 持っ て いる の 


耳 、 か 」]。 近く で 見 守る 
口 を 閉ざし て お いて くだ さい ( 価 か で 無形 
「neu- 


沈黙 の 法則 は 、「 豚 の 前 に 真珠 を 投げ て は いけ な い 」 と いう 表現 で 別 の 方 法 で 説明 する 
こと が で き 、 本 質 的 に は 、 イ ニシ ア チ ブ の 知識 と 知恵 が 大 衆 か ら 隠蔽 され な けれ ば な ら な いこ 
と を 意味 し 、 こ れ が 顕 教 と は 対照 的 に 難解 の 本 質 で ある 。 そ の 主 な 理由 は 単に に その よう な 知 
識 を 価値 の な い 者 に 明らか に する こと は 避け られ な い 衰 退 に つなが る と いう こと で す 。 第 一 に 、 
価値 の な い 者 は どん な に 努力 し て も その よう な 知識 の 本 当 の 意味 を 理解 する こと が で き な い 
た め 、 そ し て 第 二 に 、 彼 ら は 誤解 する か ら で す 。 彼 ら の 物事 に 対す る より 低い 認識 に 基づい て 、 
この 知識 の 意味 を 推測 し ます 。 そ の 結果 、 知 識 は 伝え られ ず 、 代 わり に 誤っ た 印象 に よっ て 損 な 
われ て し まい まし た 。 


し た が っ て 、 よ り 高 度 な 知識 を 明らか に する こと は 倒錯 に 等 し い 

ネタ バレ で 提供 され た 画像 と 説明 は 、 超 越 性 を 達成 する た め の 技 術 的 な 部 分 と し て の 沈 
黙 に 関係 し て いま す が 、 上 で 説明 し た よう に 、 沈 黙 の 法則 の 必要 性 を さら に 説明 し て いま す 。 つ 
まり 、 高 次 の 人 々 だ けが それ を 行う こと が で きま す 輪 廻 の 影響 を 寄せ 付け な い 一 方 で 、 大 衆 
は 輪廻 の 影響 に 飲み 込ま れ て いる た め 、 常 に 輪廻 の 影響 に 汚染 され た 方 法 で すべ て を 認識 
する こと に な り 、 そ れ が イニ シ エ ー シ ョ ン 知 識 の 誤っ た 解釈 を 生み 出し ます 。 


私 は これ が 難解 な 教え の さま ざま な 要素 に どの よう な 影響 を 与え た か に つい て すでに 
主張 し 、 こ れ が 特に 錬金術 に どの よう な 影響 与え た か に つい て エヴォ ラ と ゲ ノ ン を 引用 し 、 
ツァ イガ ー は この 同じ 問題 の 背後 に ある 理由 を ほのめかし た 記事 を 書き まし た 。 注 : 記 事 は 】 で 
す 。 こ こ で 私 が する こと は 行く こと で す 執着 - 
宗教 と の 関係 - の 兆候 不敬 な 心 ? 
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沈黙 の 法則 


以前 に 取り 上 げ ら れ な か っ た 側面 に 特に 注意 を 払い 、 こ の 問題 に つい て 
も う 一 度 簡 単に 詳細 に 説明 し ます 。 

沈黙 の 法則 を 理解 する こと で 一 つの 疑問 が 生じ ます が 、 そ れ は な ぜ 
エヴォ ラ と ゲ ノ ン が 進ん で 、 よ り 高度 な 知識 の 教え に お ける シン ボル の 
背後 に ある 意味 を 明らか に し 、 そ の 性 質 を 詳細 に 説明 する 本 を 執筆 する 
の で し ょ うか ? こ こ で の 問題 の 核心 は 、 実 際 に は 、 偉 大 な サイ クル ( 暗 
黒 時 代 と 英雄 の 時 代 の 台頭 中 ) の 終わ り に お ける 回 復 の プロ セス を 扱う 
最大 の 難問 の 一 つ に あり ます 。 全 て の イニ シア チ ブ セン ター、 つ まり その 
よう な 教え を 実践 し 、 そ の 知識 を 代々 価値 ある 者 に の み 伝え て きた 学 
校 は 、( 仏 教 の 場合 の よう に ) 劣 化す る か 、( 仏 教 の 場合 の よう に ) 消 滅 
し た か の どちら か で ある 。 し た が っ て 、 伝 統 的 な 方 法 で その よう な 知識 
を 授け て も ら う た め に 頼れ る 場所 は な く な り ま し た 。 そ れ で は 、 彼 ら を 
導く 真 の 教師 が 周り に いな い 場 合 、 完 全 に 悟っ た 入門 者 (超越 者 ) は ど 


の よう に し て 生ま れる の で し ょ うか ? 
これ は エヴォ ラ が 議論 し た 内 容 で あり 、 こ の 問題 に の 限 究 イニ シア ティ ブ 


規則 性 つい て ゲ ノ ン と の 意見 の 相違 点 も 読む こと が で きま す 。 そ の 基本 的 な 要 
点 は ( ゲ ノ ン が その よう な イニ シ エ ー シ ョ ン セ ンタ ー を 通じ た イニ シ エ ー シ ョ ン の 可能 
性 を 何より も 受け 入れ て いる の に 対し 、 工 ヴォ ラ は その よう な セン ター の な い 世 界 ( す 
な わ ち 現代 世界 ) に お ける 「 自 発 的 」 イ ニシ エー ショ ン の 可能 性 に つい て より 強力 な 議 
論 を 行っ て いる と いう こと で ある 。 エ ヴォ ラ 自 身 は 、 自 分 の 仕事 と ゲ ノ ン の 仕事 を それ ぞ 
れ 実 践 的 で 理論 的 な も の と し て 区 別して いま す 。 つ まり 、 エ ヴォ ラ の 仕事 は 、 自 己 開始 の 
プロ セス に 最も 基本 的 な 予備 的 な ガイ ダン ス を 与え る こと が で きる 、 よ り 少 な い 知 識 を 
提供 する こと に 向け られ て いる の に 対し 、 ゲ ノン は 、 自 己 開始 の プロ セス に 関す る 理論 
的 な 知識 を 提供 する だ け で ある こと を 意味 し ます 。 一 般 的 な イニ シ エ ー シ ョ ン の 性 質 、 
特に イニ シ エ ー シ ョ ン セ ンタ ー を 介 し た イニ シ エ ー シ ョ ン の 性 質 。 


前 の 段落 を 念頭 に 置き な が ら 、 上 で 提起 され た 質問 に も う 一 度 取 
り 組 むと 、 ゲ ノン は 次 の よう に 主張 する こと が で きま す 。 
は サイ レン ス の 法則 を 破る よう な 情報 を 一 切 公開 し て いま せん が 、 エ ヴォ ラ は 公開 し て い 
ます が 、 な ぜ そ うな る の か に つい て は 私 た ち も 説 明 し て いま す 。 ゲ ノン は イニ シ エ ー シ ョ ン 
セン ター に よる イニ シ エ ー シ ョ ン の み を 信じ て お り 、 そ れ が 彼 が スー フィ ズム に 「 改 宗 し 
た 」、 あ る い は むし ろ ス ー フ ィ ズ ム に よる イニ シ エ ー シ ョ ン の プロ セス を 受け た 理由 で あ 
る 。 一 方 、 エ ヴォ ラ は 次 の よう に 指摘 し た 。 


219 


Machine Translated by Google 


西洋 に お ける イン シア ティ ッ ク セ ンタ ー の 劣化 、 そ し て その 純粋 な 本 質 を まだ 保持 し て いる 
か どう か わか ら な い 外 国 の セン ター に 単に 「 転 向 . す る だ け で は 解決 策 に な ら な いこ と 。 


私 た ち は 当 然 、 西 洋 人 の こと を 考え て いま す 。 東 イン ド - アラ ビア か ら 
中 国 - ゲ ノ ン が 指摘 し た 特徴 を 十分 に 保持 し て いる セン 
ター が まだ 確か に 存在 する 。 し か し 、 も し 人 が そこ へ 旅行 する こと に 決め た と し て 
も 、 た と え そ れ が 本 物 の イニ シン エー ショ ン で あっ て も 、 彼 ら は 本 当 に 信頼 で きる も 
の で は あり ませ ん 。 
そう する た め one は そう する 必要 が あり ます 
に は 、 幸 運 に も セン ター め 連 銘 衝 取 還 秋 づ 必要 奈 完 人 金 に 細 値 納 的 ば に の の 法学 
( ゲ ノ ン と し て の 認識 が 文脈 稚 に ある イニ シ エ ー シ ョ ン を 扱う こと に な る か ら 
で ある 。 私 た ちの も の で は な い 特 定 の 表 定 的 な 宗教 の こと で す 。 そ し て 、 こ れ は 
重要 に な 肥 換 < 精神 本 た 疲 ゆ が 扱 : 柏 人 基 吉 袖 共々 の 要素 、 特 定 の 形式 の カル ト と 
%% 神 性 の 複合 体 、 さ ら に は 精神 性 や 言語 その も の に よっ て 表 さ れる 要素 さえ も 影 
は な いで 響 を 及ぼ し ます 。 叶 


それ は 、 異 な る 精練 時 4 々 メ 友 リ チ ュ アル な 環境 に 自分 自身 を 移植 する 
% で し ょ う 。 こ れ は 確か に ほとん どの 人 に と っ て 不可 能 な こと で あり 、 単 な る 旅 
行 に よっ て 達成 で きる も の で も あり ませ ん 。 


エヴォ ラ の 作品 は 、 自 己 開始 へ の ガイ ダン ス の あま ? り 知識 の な い 形 式 と し て 表示 され ま 
す 。 私 が あま り 知 識 が な いと 言う の は 、 こ れ ら は 単なる 本 や 言葉 で あり 、 そ れ ら に 価値 が な い 
と 言っ て いる わけ で は あり ませ ん が 、 エ ヴォ ラ 自 身 は 、 自 己 開始 が 形 面 上 学 的 な も の と の 個人 
的 な つなが り を 確立 する こと を 最も 重要 視 し て いる こと を 強調 し て いま す 。 


ゲ ノ ン は 認め て いる ある 程度 、 そ の よう な パス は いく つか あり ます 。 ス ピリ 


チュ アル セン ター は 、 た と え 定 義 上 で あっ て も 定期 的 な 伝達 の 形態 を 超え て 介入 
する こと が で きる ぇ 、 と 彼 は 言う 。 段 の 手 


非常 に 困難 な 手法 、 特 に 隠蔽 が 到達 し た 
環境 内 で 孤立 し て いる こと に 気づい た 「 適 格 な 」 個 人 
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その よう な 事実 上 、 伝 統 的 な も の は 何 も 残 っ て お ら ず 、 イ ニシ エー ショ ン も 入手 不可 能 に 
な っ て いる 、 あ る い は 、 修 復 さ れ た も の を 除い て は さら に 
理論 的 に は 、 セ ンタ ー の イニ シア より 一 般 的 な 目標 は 、 誤 っ て 壊れ < 
チ ブ の 配給 を た 開始 「 チ ェ ー ン 」 の よう な も の で す 。[" デ ス 
追求 する た め 、 第 5 段落 ]。 し た が っ て 、 直 接 的 な 「 接 触 」 の 特定 の 異常 な 可能 性 が 存 
在 し ます 。 し か し 、 ゲ ノン は 付け 加え た 、「 そ れ で も 私 た ち が 主 張 し な けれ ば な ら な い 
の は 、 た と え 孤 立 し て いる よう に 見 える 個人 が 、 あ る 状況 で 激突 する こと が 起こ っ た と し 
て も 、 と いう こと だ 」 ぁ っ 
本 当 の イニ シ エ ー シ ョ ン 、 彼 の この イニ シ エ ー ン ショ ン だ けが 自発 的 で ある 
よう に 見 え 、 実 際 に は 必然 的 に 、 あ る も の へ の 執着 、 他 者 か ら 派生 し ます 。 
同 何ら か の 手段 か 、 セン ター 
盟 国 に よっ て 実質 的 に 存在 し ます 。」 [同上 ]。 さ て 、 接 触 を で これ を 正確 に 確 
する イニ が 只 チ - 来 2 ぶ 所 械 か ら 彼 に 同意 し 、 そ し て 認 す る 
され る 。 私 た ち が 「 連 絡 」 す る の は 、 重 要 な こと は 何 か で は な いか ら で す 。 
「 水 
平 に . 結 合 す る と 言う こと は 、 言う 、 参 加 
歴史 的 に 存続 し て きた 所 定 の 組織 で は な く 、 む し ろ 「 垂 直方 向 」 に 結合 する こと 、 
つま り 、 い か な る 特定 の 組織 も 人 間 だ けが 体現 し た も の 言う 、 内 分 詞 
で ある 原理 と 超 個人 的 状態 を 合体 させ る こと 、 し た が っ て 、 単 な る 方 法 で 結合 
る こと で ある (3, 4) ) 外 部 化 。 * 有形 
* 場合 に よっ て は 
し た が っ て 、 問 題 の ケー ス で は 、 実 際 に は 、 セ で さる 
常に 疑問 に 思う の は 、 そ れ が 開始 を ンタ ーa の 介入 は 逆 に 、 
決定 し た の か 、 そ れ と も 奨励 され て いる と は いえ 、 個 


人 の 積極 的 な 自発 性 な の か 、 と いう こと で す 。 に 
ぁ ss ある 程度 、 こ の 介入 を も た らし た の は 何で し ょ うか ? 

この 点 に 関し て 、 次 の よう に 言え ます 。 いか な る 点 に お いて も 、 以 下 
に 示 恋 疹 物 直人 は ん いる 資格 ゲ ノ ン 、 特 別 な 


ゅ cs これ は 、 プ ライ ン に よっ て 作成 され た 積極 的 な 自己 資格 ** 

で あり 、 自 分 特別 な 個別 の 準備 が 必要 で す が 、 

自身 の 選択 と 開始 を 強制 する が 始 は で きず 、「 選 ば れる 」 こ と の み KS 
ケー ス 、 能 な 主体 に よっ て 作成 され ます 。 


エヴォ ラ と ゲ ノ ン の 作品 は 、 あ まり 知ら れ て いな い 知識 (私 た ち が 日 常 生活 で 理解 し て いる 


知識 ) の 形 で 、 あ る い は そう で な いか も し れ な い 小 さ な 励ま し の 形 と し て 説明 で きる と 私 は 主張 し 
ます 。 
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次 の 飛躍 へ 


特定 の 傾向 を 持つ 人 々 が 自主 的 に 行動 で きる よう に 導き ます 。 た だ し 、 こ の 励ま 
し を 提供 する た め に 、 

エヴォ ラ は 沈黙 の 法則 を 破る 必要 が ある だ ろう 。 イ ン ボ リュ ーション の 過程 で 、 
以前 の すべ て の 宗教 的 知識 は ずっ と 前 に 公 に 知ら れる よう に な り ま し た (そし 
て 私 た ちの 情報 時 代 で は 問題 は さら に 悪化 する だ け で す ) 。 言 い 換 えれ ば 、 イ 
ン ボ リュ ーション と 沈黙 の 法則 の 侵食 は 密接 に 関係 し て いま す 。 エ ヴォ ラ が 彼 
の 作品 を 書く 前 か ら 、 こ の 知識 を 腐敗 させ た 多く の 形態 が 墓 延 し て いま し た が 、 
それ 以来 、 そ れ ら は エヴォ ラ の 作品 の 影響 を 受け る こと な く 、 そ の 数 が 順調 に 増 
えた だ け で し た (つま り 、 ニ ュー エイ ジ どの た わ ご と 悪魔 の よう な 「 オ カル ト 主 
義 」、 退 廃 的 な 仏教 の 影響 すぐ ) 。 こ れ は 、 私 た ち が 彼 の 著作 (ニュ ー ラ イト 、 
ラド トラ ッ ド ) を 通じ て 直接 形成 され た 新た な 腐敗 分 子 に 直面 し て いな いと い 
うこ と で は あり ませ ん が 、 そ の 結果 は 現代 世界 に お いて ほぼ 確実 で し た 。 し か 
し 、 エ ヴォ ラ は 、 自 分 の 作品 が 万 人 向け で は な いこ と を 、 繰 り 返し 具体 的 に 指摘 
し た 。 そ れ は 、 あ まり 知ら れ て いな い 知 識 を 伝達 する も の で ある た め 、 誰 で も 読 
むこ と が で き 、 し た が っ て 誰 で も それ を 汚す 可能 性 が ある と いう こと で ある 。 そ 
れ に も か か わら ず 完全 な 腐敗 の 時 代 に お いて 、 そ れ は 本 来 の 精神 的 な 教え を 
理解 する た め の 本 物 の 研究 の 唯一 の 情報 源 を 提供 し 、 し た が っ て 、 特 定 の 傾向 
を 持つ 少数 の 人 々 に 真 の 自己 開始 へ の 必要 な 励ま し を 提供 し ます 。 


興味 深い 皮肉 で す が 、 イ ン ボ リュ ーション の 原因 の 1 つ で ある シレ ンス の 
法則 の 劣化 は 、 真 実 の 時 間 的 秩序 を 回 復 す る た め の 重 要 な 要因 の 1 つ で ある 可 
能 性 が あり ます 。 

これ は ファ シズ ム に と っ て 具体 的 に 何 を 意味 する の で し ょ うか ? 個 人 的 に 、 
私 は 特に ラド トラ ッ ド に よる エヴォ ラ の 研究 の 汚職 に よっ て 、 そ れ が 最も 目的 と 
され て いた まさ に 人 々 を 遠ざけ て し まっ た た め に 、 私 た ちの 大 義 に 対す る エヴォ 
ラ の 貢献 の 真 の 価値 を 洞穴 する た め に 多大 な 努力 を 費やし て きま し た 。 さ て 、 そ 
の 裏返し に つい て 言及 する と き が 来 ま し た 。 こ れ は 以前 触れ た こと で す が 、 主 題 
に 関連 し て 具体 的 な 点 を 述べ ます 。 こ れ ら の 教え は 今や 大 衆 に 容易 に 利用 可 
能 で ある に も か か わら ず 、 エ ヴォ ラ の 本 も 同様 に 容易 に 入手 で きま す が 、 あ な た 
方 は この 知識 を プロ パガン ダ や 人 材 募 集 に 利用 し ませ ん し 、 そ れ を 私 た ちの 闘 
争 の 中 心 的 な レト リッ ク に も し て いま せん 。 そ れ は 依然 と し て 私 た ちの 闘争 の 中 
心 で す が 、 そ れ は レト リッ ク で は あり ませ ん 。 闘 い の 核 心 は 永 速 で あり 、 時 間 と 
空間 の 限界 を 超え て 人 々 を 結び つけ る 。 
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沈黙 の 法則 


ファ シス ト も 同様 に 所 属す る 見 えな い 軍 隊 で ある が 、 レ トリ ッ ク は 特定 の 個人 また は 一 時 的 
な 運動 の 時 間 と 場所 に 特に 結び 付け られ て いる た め 、 こ れ ま で に 何 度 も 述べ た こと を も う 
一 度 繰り の 反し ます - 地 面 に ある ブー ツ は ロバ より も 重要 で す 席 に つい て は 、 対 掛け 椅子 の 知 
識 人 より も スキ ン ヘ ッ ド を 常に 評価 し な けれ ば な り ま せん 。 こ れ は 、 サ ポー ト よ り も メン バー 
を 評価 する 場合 と 同じ よう に 当て は まり ます 。 


私 た ちの 闘い の 核心 と な る 本 質 に つい て 私 た ち が 学 べ る こと は すべ て 、 私 た ち が 自 分 
た ちの た め に 保管 し て お くも の で あり 、 旗 FI に 掲げ る も の で は あり ませ ん 。 私 た ち は 、 腐 敗 の 
世界 で 沈黙 の 法則 を 単に し トリ ッ ク か ら 遠 ざけ る こと に よっ て 維持 し て いま す 。 そ の 知識 に 
値 し な い 人 々 は 依然 と し て それ を 理解 せ ず 、 そ れ を 無視 する か 、 新 た な 種類 の 腐敗 を 引き 起 
こす か の どちら か で し ょ う が 、 私 た ちの 闘争 か ら 、 私 た ちの 勝利 虚偽 の 破壊 と 組織 的 国家 の 
回 復 に より 、 新 し い イ ニシ ア チ ブ セン ター が 建設 され る か も し れ ま せん 。 そ こ で は 、 よ り 高 度 
な 教え が 再び 価値 ある 者 の み に 保 持 され ます 。 


結論 と し て 、 フ ァ シ スト 仲間 の 間 で の 「 進 化 論 」 は 問題 な い が 、 プ ロ パ ガン ダ の 材料 で 
は な い 、14/88 と 「 ヒ トラ ー は 正しかっ た 」 に 留め て お いて くだ さい 。 
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考え る こと と 
フィ ー リ ング 


アレ クサ ンダ ー・ ス ラブ ロス 著 


和 


私 は 考え る こと が で きる 人 々 に は うん ざり し て いま す 。 感 じ ら れる 人 が 欲し い ! 


- オズ ワル ドモ ズリ ー 


ファ シス ト と 一 般 人 の 主 な 違い は 、 自 己 の 中 に ある 精神 の 強 さ に 由来 し ます 。 そ こ に は 、 暗 黒 時 代 
の 終わ り に 起こ り 、 新 た な 黄金 時 代 の 到来 を 告げ る 英雄 時 代 の 概念 を よく 説明 する 質 的 な 違い 
が 関係 し て いま す 。 こ の 霊 的 な 強 さ は 、 私 た ちの 周り に ある も の すべ て に 何 か が お か し いと いう 感 
覚 を 私 た ちの 中 に 生み 出し ます が 、 最 初 は 自分 が 何 を 感じ て いる か を 明確 に 表現 で き な か っ た 

り 、 正 確 に 指摘 し た りす る こと さえ で き な い こと が よく あり ます 。 そ れ は 、 物 質 的 で 輪廻 の 束縛 に よ 
っ て 完全 に 腐敗 し て いな い 真 我 か ら 来る 直観 の 一 形態 で す 。 


結局 の と ころ 、 こ れ は 生物 学 的 お よび 霊 的 両方 の 人 種 に も 帰着 し ます 。 こ の 2 つ は 非常 に 
密接 に 関連 し て いる た めで す 。 ア ー リ ア 系 の 人 々 は 、 私 た ちの 世界 観 と 最も 調和 する 最高 の 精神 
的 人 種 を 自ら の 中 に 解放 する 可能 性 を 持っ て いま す 。 他 の 種族 は 潜在 力 が 低い か 、 
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思考 と 感情 


その 精神 的 な 性 質 と 二 次 的 な 関係 さえ 持つ か 、 あ る い は 完全 に それ か ら 締 め 出 
され 、 よ り 小 さ な 形 態 の 精神 的 な 種族 の 可能 性 の み を 持つ こと 、 そ の 一 部 は 本 
質 的 に 、 す べ て が 終わ り で ある と し て 物質 的 な 世界 を 楽し むように 駆り 立て ら 
れ て いま す 。 

この よう に し て 、 な ぜ フ ァ シ ズム が アー リア 系 の 生物 学 的 人 種 か ら の み 生 
じ 得 る の か に つい て 新た な 論点 が 見 つか り 、 こ れ は また 、 世 界 に は 人 種 階層 が 
存在 する と いう 概念 を 強化 する も の で も ある 。 

し か し 、 進 化 、 退 化 人 種 の 混合 に より 、 そ の 数 は 減少 し ます 。 
そし て 、 ア ー リ ア 人 の 子孫 で あっ て も 、 よ り 高 次 の 霊 的 使命 と の つなが り を 体 
験 で きる 人 は 少な く な り 、 物 事 の 本 質 を 認識 する と 、 現 代 世 界 と すべ て に 対し 
て あれ ほど 暴力 的 な 態度 を と る 、 最 も 強い 精神 を 持っ た 人 た ち だ けが 残る こと 
に な る 。 狂 信 的 で 独断 的 な 、 し か し 量 的 に は 小 規模 な 勢力 と し て 現れ る 。 「 感 
じ る 」 人 だ けが 真 に 狂信 的 に な る こと が で き 、「 愛 」 を 知っ て いる 人 だ けが 真 の 
憎しみ を 表明 で きる が 、「 考 える 」 だ け の 人 は 、 自 己 保 存 の た め の 有 利 な 条件 を 
計算 する こと に 夢中 に な りす ぎる 。 


この 強 さ と その 後 の 直 観 を 使っ て 、 私 た ち は 物 質 世 界 で どの よう な 情報 が 
入手 で きる か を 自分 自身 で ナビ ゲー ト し ます が 、 そ の 情報 の 性 質 は 、 思 考 に よっ 
て 駆動 され 、 世 界 の 限ら れ た 物質 的 な 認識 に 基づい て 活動 する 人 々 に よっ て 生 
成 さ れ ま す 。 こ こ で 私 が 話し て いる の は 、 熟 考 の 退廃 的 な 対物 と し て の 思考 、 そ 
れ ぞ れ 抽 象 的 また は 目的 の な い 精 神 訓練 の 知 的 で 哲学 的 な プロ セス と し て の 
思考 で す 。 私 は よく 例 と し て ゼノ ン の パラ ドッ クス 、 つ まり アキ レス が 亀 に 決し 
て 追い つけ な いと いう パラ ドッ クス を 持ち 出し ます が 、 こ こ で は 抽象 的 な 真空 
の 中 に 存在 する 論理 的 思考 が 存在 し ます 。 そ の 空間 で は 完全 に 理 に か な っ て い 
ます が 、 現 実に は 適用 で きま せん 。 そ れ に 欠け て いる 要素 は スピ ー ド で す 。 私 た 
ち は 、 マ ルク ス 主 義 の 歴史 的 物体 主義 の 概念 を 持ち 出す こと が で きま す が 、 こ の 
概念 も 同様 に に 、 ア キレ ス が 追い つく こと を 許さ な い 論 理 と 同じ よう に 、 独 自 の 抽 
象 的 な 物語 の 中 に 存在 する た め 、 現 実 と の 矛盾 を 示す 要因 を 欠い て いま す 。 カ 
メ 。 こ れ は 史 的 唯物 論 を 完全 に 否定 する も の で は あり ませ ん 。 な ぜ な ら 、 そ れ は 

退廃 し た 世界 に お いて の み 有 効 で ある か ら で す 。 つ まり 、 そ れ は 現代 に は 適用 
で きま す が 、 そ れ 以 前 に 存在 し て いた 高 次 の 生命 に は 適用 で き な い か ら で 
す 。 O 
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次 の 飛躍 へ 


また 、 こ れ が 共産 主義 か ら 来 た ファ シス ト の 数 を どの よう に 説明 する か に つい 

て 、 私 の 論点 を も う 一 度 取 り 上 げ ま す 。 私 た ち は マ ルク ス 主 義 者 と 近代 性 の 範囲 に お 
ける 特定 の 批判 点 を 共有 し て いま す が 、 彼 ら の 限ら れ た 認識 に より 、 彼 ら は 誤っ た 論 
理 的 結論 を 下 し て いま す 。 情 勢 に どう 反応 し て 下降 軌道 を た どる べき か に つい て は 、 
ファ シス ト は 直観 を 利用 し て 上 昇 軌道 を 主張 し て お り 、 そ れ が ファ シス ト の 共産 主義 
か ら の 出発 点 で ある 。 彼 ら は 限定 的 で 抽象 的 な 思考 を 利用 し て 、 進 化 を さら に 推進 す 
る 答え を 導き 出し ます 。 私 た ち は 、 優 れ た 秩序 の 回 復 の た め に 戦う よう に 導く 感情 を 利 
用 し ます 。 


現代 世界 は 何より も 考え る こと が で きる 人 々 に よっ て 動か され て いま す 
そし て それ が まさ に 問題 で し た 。 フ ァ ン ズム は 真実 を 感じ る こと が で きる 人 々 の 運動 
で あり 、 世 代 が 進む ご と に 私 た ち は 
私 た ち が 何 の た め に 戦っ つて いる の か 完全 に 理解 する こと に 少し ずつ 近づい て いま す 。 


これ は また 、 フ ァ シ ズム は 「 論 理 的 」 で ある と いう ある 種 の 自 閉 症 的 概念 か ら フ 
ァ シ ズム に 来る 人 々 を 私 た ち が そ れ ほ と ど 軽 難 す る 理由 を 示し て いま す 
感情 を 排 し た 論理 的 思考 だ け に よっ て 動か され る と いう 意味 で 、 正 し いこ と を 擁護 す 
る より も 最適 化 と 実践 性 が 鍵 と な り 、 フ ァ シ ズム を 社会 経済 的 な 政治 計画 に 限定 す 
る の は 典型 的 に は に うし た 人 々 で ある 。 の 男 囲 内 で あり 、 そ の 結果 と し て の 失っ た マニ 
フェ スト を 書く こと を 主張 し ます 。 


彼ら の 思考 。 


この 国 が 滅び つつ ある の は 、AA プ ログ ラム の せい で ば 基く 、 人 材 不足 の せい 


- コル ネリ ュー・ ゼ レア ・ コ ドレ アヌ 


念 の た め 言 っ て お きま す が 、 私 は それ 自体 に 対す る 抽象 的 な 主題 と し て の 論理 
に つい て 話し て いま す 。 文 字 通り 、 真 空 に 存在 する 論理 式 を 構成 する こと か ら な る 論 
理 に 関す る 大 学 の コー ス が あり ます 。 私 た ち が 日 常 の 会 話 で 何 か が 「 論 理 的 」 で ある と 
言う と き 、 私 た ち は 平 均 し て 、 そ れ が 理 に か な っ て いて 、 主 題 に 直接 関係 の な い 事柄 
に 適合 し 説明 する の に 役立つ こと を ほのめかし て いる た め 、 単 な る 論理 的 な 意味 を 
超え て いま す 。 抽 象 的 な 思考 と 関心 の 分 野 
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自分 自身 を 人 生 全 体 と 結び つけ ます 。 し か し 、 私 た ちの 散 の 多く 、 つ まり 図書 館 大 学 で 教育 を 
受け た 思想 家 た ち は 、 し ば し ば 論理 的 誤 誠 を あたかも 決定 的 な 議論 で ある か の よう に 私 た ち 
に 投げ か け ま す 。 「 滑 りや すい 坂道 」 は 彼ら が 最も 好 ん で 使用 する も の で す が 、 ア ル ゴ リ ズ 
ム を 無効 に する た め に それ を 使用 する こと は あり ませ ん 。 

「 真 の スコ ッ ト ラ ンド 人 は いな い 」 と いう 言葉 は 、 彼 ら の 誤 誠 は 定性 的 な 要素 を 完全 に 欠落 し 
て いる た め 、 私 た ち が 白 人 の 退化 者 を 真 の 白人 だ と みな し て いな いこ と を 私 た ち が 彼 ら に 説 
明 す る と し た ら 、 彼 ら が 私 た ち に 対し て 使う だ ろう と 想像 し ます が 、 彼 ら は これ を 犯す で し ょ う 

「 本 物 の イス ラム 教徒 は 平和 的 で テロ な ど 決 し て し な い 」 と イス ラム 教徒 を 擁護 する 誤っ た 
考え を 抱い て いる 。 


これ が 主要 な 問題 で あり 、 現 代 人 は 現実 の 認識 が 限ら れ て お り 、 不 敬 な 科学 の 分 野 で 
は その 限ら れ た 知識 で の み 活 動 す る こと が で きま す 。 そ れ は すべ て 良い こと で す が 、 ど の よう 
に し て 全体 像 を 完成 させ する か と いう まっ た く 別 の 次 元 が 抜け 落ち て いま す 。 人 生 は 機能 し て 
お り 、 そ れ な し で は 正しい 結論 に 達する こと は 不可 能 で す 。 つ まり 、 ど れ だ け 一 生 懸 命 考え て 
も 、 決 し て それ を 得る こと が で き な い と いう こと で す 。 


考え る こと は で きる が 、 マ ン ネ リ に は まっ て し まう 人 は た くさ ん いま す 。 私 た ち は 何 が 正 
し い の か を 感じ 、 真 実 の た め に 戦う 必要 性 を 感じ る こと が で きる 男性 を 必要 と し て いま す 。 
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和 


し た が っ て 、 私 た ち が 現 在 十分 に 確立 し て いる よう に 、 私 た ちの 世界 観 の 重要 な 
側面 の 1 つ は 、 現 実に は 物質 的 側面 と 非 物 質 的 側面 、 物 理 的 と 形 面 上 学 的 、 物 質 
的 / 時 間 的 お よび 精神 的 な 側面 の 両方 が ある と いう ビジ ョ ン で す が 、 現 代 の 世界 観 
は 現実 で す 。 は 完全 に 限定 され て お り 、 す べ て の 場合 に お いて 前 者 に 焦点 が 当て ら 
れ て いま す 。 そ の た め 、 エ ヴォ ラ は 、 そ の 厳格 な 唯物 論 的 境界 の た め に 、 す べ て の 現 
代 科 学 を 「 冒 法 的 な 科学 」 と 呼ん で いま す 。 


さて 、 不 敬 な 科学 は 悪い こと で は あり ませ ん 、 そ れ は 単に 制限 され て いる だ け で あ 
り 、 そ れ が 非常 に 制限 され て いる の に 完全 に それ 自身 の せい で は あり ませ ん 、 な ぜ な ら 
それ は 定義 上 、 物 質 的 な 研究 方 法 に 制限 され て いる か ら で す 、 そ れ で は な ぜ 科 学 が 証明 
で き な い か に つい て の クソ みた いな 議論 は な ぜ で すか ? 神 は 存在 し ます が 、 神 は 存在 し 
ませ ん 。 な ぜ な ら 、 厳 密 に 言う と 、 霊 的 な 事柄 は 定義 上 物質 的 な も の で ある た め 、 世 俗 的 
な 科学 の 能力 の 外 に ある か ら で す 。 
同様 に 、 感 覚 や 感情 の 存在 を 証明 する 数 式 を 考え 出す よう に 数 学者 に 頼む こと も 
あり ませ ん 。 


た だ し 、 こ の 制限 に より 、 素 材 と 非 素材 の 間 の 接続 ポイ ント が 欠落 し て いる た 
め 、 画 像 の 半分 し か 得 ら れず 、 半 分 さえ 得 ら れ な いこ と に な り ま す 。 そ の た め 、 イ ン 
ター レー ス の すべ て の ポイ ント は 
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た と え そ れ が 部 分 的 に その 資料 の 知識 に 根ざし て いる と し て も 不敬 な 科学 
の 理解 の 外 に あり ます 。 人 類 の 退化 が 、 私 た ち が 霊 的 な も の に つい て の 理解 
を 失う 時 点 、 つ まり 神 の 死 と 正当 に 呼ぶ こと が で きる 時 点 に 達する と 、 


ラグ ナ ロ ク (は い 、 ラ グ ナ ロ ク は すでに 起こ っ て いる と 言っ て いま す ) で は 私 
た ち は 世 界 が どの よう に 機能 する か に つい て の 限ら れ た 視点 に 囚われ て いる 
た め 、 入 手 可能 な 情報 か ら 結 論 を 引き 出す こと し か で きま せん 。 私 は 以前 、 こ 
の 問題 に つい て .、 最 初 に X の 公式 を 解く 必要 が ある 数 学 方 程 式 と の 類似 点 を 
利用 し て 、 別 の 場所 で 自分 の 主張 を 述べ まし た 。 式 が 正しけれ ば 方 程 式 全体 
を 正しく 解く こと が で きま す 。 式 が 間違っ て いれ ば 、 そ の 間違っ た 結果 を 方 程 
式 に 入れ て し まえ ば 、 間 違っ た 入力 で 正しく 解い た か どう か は 問題 で は あり ま 
せん 。 な ぜ な ら .、 最 終結 果 は 次 の と お り で す 。 ま だ 間違っ て いる 。 こ れ は 、 私 た 
ち が 現 実 の 精神 的 な 側面 か ら 切 り 離 され る 時 点 に 達する と 、 既 知 の 歴史 の ほ 
どん ど に 当て は まり ます 。 


その つなが り を 再 確立 する こと の 結果 は 、 世 界 が 実際 に どの よう に 機能 
し て いる か を 完全 に 理解 する た め に 、 以 前 は 入手 で き な か っ た 情報 を 最新 の 
状態 に 保つ 必要 が ある た め 、 冒 法 的 な 科学 に と っ て 大 き な 影 響 を 与え る で し ょ 
う 。 科 学 全体 を 再 定義 し ます 。 


心理 学 は 、 私 が 取 り 上 げ 、 直 面 す る で あろ う 問 題 の 概要 を 説明 し た い 科 
学 の 1 つ で す 。 そ れ 自 体 が 興味 深い トピ ッ ク で ある と 同時 に 、 不 敬 な 行為 が 
も た ら す 結果 の 例 を 示す こと に も な り ま す 。 私 た ちの 勝利 で 科学 が 得 ら れ ま 
す 。 

心理 学 の 主 な 問題 は 、 そ れ が どれ ほど 遅れ て 注目 を 集め 、 今 日 認識 され 
る 地位 に 到達 し た か と いう こと で す 。 そ れ は 本 格 的 に 近代 世界 の 舞台 に 登場 
し た の で 、 近 代 思 想 以外 に 何 も 機 能 し ませ ん で し た 。 フ ロイ ト は 、 何 か 邪悪 な 
理由 で で た ら め を 思い つい た だ け の ユダ ヤ 人 で ある と 、 私 た ちの 側 か らし ば し 
ば 批判 され ます が 、 彼 は 実際 に は そう で ある 必要 は あり ませ ん 。 フ ロイ ト が 狂 
人 だ っ た と し て も 、 同 じ 結 論 に 達する 可能 性 は あり ます 。 な ぜ な ら 、 フ ロイ ト を 
含む 私 た ち が 知 っ て いる すべ て の 心理 学 は 、 現 代 の 思考 と 連携 し 、 そ れ を 標準 
的 な 思考 方 法 と し て 歴史 を 通じ て 全 人 類 に 投影 し 続け て いる か ら で す 。 他 の 
不敬 な 科学 に よっ て 提供 され る 情報 に よっ て の み 制 限 さ れ ま す 。 し た が っ て 、 
私 た ち は 、 私 た ちの 祖先 が どの よう に 知識 が 少な く 、 ど の よう に し て そう で あ 
っ た の か に つい て 通常 の リベラ ル な 概念 を 取得 し ます 。 
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頭 が 悪い か 、 視 力 が 限ら れ て いた (ああ 、 皮 肉 だ ) 。 し か し 、 心 理学 を 現状 
で 見 て 現代 人 に 当て は め て みる と 、 心 理学 は 十分 に うま く 機 能 し て お り 、 
その 証拠 は 明らか で す 。 た と えば 、 フ ロイ ト の 揚 が 叔父 の 発見 を 利用 し て 、 
消費 主義 や その 他 の 比較 的 新しい 現象 の 到来 を どの よう に 支援 し た か な 
ど で す 。 こ れ ら の 主題 を 調査 する 途方 も ない ド キュ メン タリ ー が 再び 取り 
上 げ ら れ ま す - 世紀 の 
自己 。 

し た が っ て 、 心 理学 に と っ て 最初 の 真 の 帰結 は 、 関 与 と それ が 思考 に ど 
の よう な 影響 を 与え る か 、 ど の よう に 範囲 が 狭まり 、 思 考 が 現実 の 物質 的 な 
側面 の み に 基づい て 行わ れる よう に な る か 、 言 い 換 えれ ば 、 思 考 が より 広い 
文脈 か ら 能 力 を 低下 させ る こと を 認識 する こと に な る だ ろう 。 象 微 的 な 意 
味 を 文字 通り の 意味 と いう 狭い 文脈 に 当て は め る こと は 、 私 た ち が よ り 原 始 
的 な 思考 と 限ら れ た 視野 を 持っ て いる こと を 示し て いま す 。 こ れ は 本 質 的 
に .、 現 在 心理 学 で 知ら れ て いる すべ て の も の を 、 革 新 的 な 下り 坂 に ある 考え 
られ る 思考 カテ ゴリ ー の 1 つ に 分 類する こと に な り ま す 。 


次 の 結果 に つい て は 、 別 の 記事 で 簡単 に 触れ まし た 。 
物理 的 側面 と 形 面 上 学 的 側面 を 持つ と いう 完全 な ビジ ョ ン に お いて 現実 が どの よう に 機能 
する か に つい て の 伝統 的 な 教え が 復元 され れ ば 、 私 た ち は 心 理学 の まっ た く 新 し い 問 題 に 対 
処す る こと に な る で し ょ う 。 そ れ は 、 部 分 的 に は お そら く こ の 科学 の 名 前 の 意味 を 回 復 す る の 
に さえ 役立つ で し ょ う 。 。 伝 統 的 な 教え で は 、 水 を 容器 に 注ぐ よう に 、 物 質 が 物質 的 な 容器 
で ある 人 間 の 体 に 注 が れる の と 同じ よう に 、 個 生化 の プロ セス を 経る 霊 的 な 物質 が あり ます 。 
自己 の 創造 に 責任 を 負う 個性 化 の 結果 、 身 体 が この 問題 に 独自 の 性 質 を 与え 始め る と いう こ 
と は 、 こ の プロ セス の 結果 と し て 自己 が 歪む こと を 意味 し ます 。 こ れ が 本 質 的 に 悪い こと だ と 
言う わけ で は な く 、 物 理 法則 と 同様 に 、 実 際 、 不 死 は 個人 に よっ て の み 最 初 に 創造 で きる 自己 
に よっ て の み 達 成 可能 で ある た め 、 身 体 が な けれ ば 自己 は 存在 し な いで し ょ う 。 ま ず 第 一 に 、 
目標 は 、 肉 体 が 滅ん だ 後 、 自 己 が 元 の 精神 的 な 物質 に 注ぎ 戻さ れる の で は な く 、 確 実に 残る 
よう に する た め に 肉体 を 克服 する こと で あり 、 そ れ に よっ て その 個性 を 失う こと に な り ま す (次 
の よう に 考え て くだ さい ) 。 リ サイ クル ) 。 
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今 、 私 た ち 全 員 が 自分 自身 に つい て 考え て いる の は 、 真 の 自己 で は な く 、 
身体 に 影響 され 、 制 限 さ れ た 自己 で す 。 こ の よう に し て 、 心 理学 は 、 私 た ちの 思 
考 の どの 程度 が 身体 に よっ て 条件 づけ られ て いる の か 、 ま た 、 そ の 思考 の どれ 
だ けが 自己 に 起因 する の か 、 も し ある と すれ ば どの 程度 な の か と いう 興味 深 
い テ ー マ を 突然 提示 され る こと に な る 。 「 真 我 」 と 個人 の 思考 の 関係 は 、 心 
理学 に と っ て 新た な 中 心 ト ピッ ク と な り 、 そ の 名 前 に 意味 を 取り 戻す こと に な 
る で し ょ う 。 今 日 で は 、 私 た ち は す べ て の 心理 学 を 心 に 結び つけ ます が 心理 
学 と いう 用 語 は 実際 に は 「 魂 の 研究 」 を 意味 し ます 。 心 の 思考 と し て の 思考 だ 
け で な く 、 人 間 の 魂 と 呼ぶ べき 霊 的 な 物質 の 個別 化 に よっ て 創造 され た 自己 


り ま す 。 


この 分 岐 点 で 、 心 理学 は 全体 像 を 描く た め に 伝統 的 な 教え と 協力 し 、 そ こ か ら 
学ば な けれ ば な り ま せん 。 

以前 に 述べ た よう に 、 身 体 に は 真 我 で は な い 独 自 の 欲望 が あり ます が 、 
真 我 は 身体 の 影響 を 受け る た め 、 私 た ち は 自 分 の 欲望 と 身体 の 欲望 を 混同 し 
て いま す 。 こ の よう に し て 、 私 た ち は 人 体 の 動物 と その 中 に 「 閉 じ 込 め ら れ た 」 
自己 と の 間 の 闘争 を 目の当たり に する こと に な る が 、 こ の 闘争 を 研究 する こと 
で 、 こ れ ま で 心理 学 が その 限ら れ た 認識 で 研究 し て きた 主題 や テー マ に つい 
て の 洞察 が 得 ら れる だ ろう 。 そ れ は 、 す べ て の コン トロ ー ル と 矛盾 する 欲望 を 
自分 自身 の 中 に 持つ 心 に か か っ て いま す 。 伝 統 的 な 教え か ら 学 ぶ と 、 私 た ち 
は 苦行 を あり の まま に 認識 する こと が で きる で し ょ う 。 


これ は 、 体 に 対す る 自己 の 意識 的 な 闘争 で あり 、 体 か ら 完 全 に 解放 され る た 
め の 前 提 条 件 の 1 つ で す (仏教 で は 、「 こ の 体 は 私 で は あり ませ ん 、 こ の 体 
は 私 の も の で は あり ませ ん 」 の よう な 言葉 が 見 られ ます ) 

この メッ セー ジ は 、 錬 金 術 に お いて 身体 と その 欲望 が 、 そ の 強固 な [物質 的 ] 足 
場 を 失う こと を 恐れ 、 自 己 が 象徴 的 な 虚空 に 飛び 込む の を 妨げ よう と する 赤 
い ラ イオ ン と し て 象徴 され る 一 方 で 、 こ の メッ セー ジ を 語っ て いま す )。 身 体 を 
動物 と し て 捉え る こと は 、 人 間 の 感情 の 研究 を 完全 に 再 定義 むす る こと は 言う ま 
で も な く 、 そ の 潟 望 と 動機 が 本 能 に 似 た も の で ある こと を より よく 理解 する 

の に 役立ち ます 。 そ れ は 、 右 手 か ら の 超越 に 関す る すべ て の 教え で ある と 言え 
ます 。 道 (錬金術 に お ける ドラ イ パ ス ) は 、 感 情 (左翼 ) を 完全 に 克服 する こと 
に 直接 関係 し て いま す 。 
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逆 に 、 ハ ンド / ウ ェ ッ ト パス の 教え は 、 超 越 を 目的 と し て 感情 を 利用 する こと に 基づい て いま す が 、 
これ に は か な り の リス ク が あり ます )。 こ れ は 、 感 情 が 真 我 よ り も 身体 と 関係 し な けれ ば な ら な い 
可能 性 が ある こと を 意味 し ます 。 


同様 の こと が 感覚 に も 当て は まり 、 メ ッ セ ー ジ を 取得 する に は 実際 に 調べ る だ け で よく 、 そ 
真 我 は 何 も の 上 痛み れ を 他 の すべ て の ユン ガー の 感覚 に 適用 し ます 。 あ な た 、 本 当 の あな た 、 
感じ ませ ん 、 体 が 感じ て 、 そ れ が 同様 に 感じ て いる と いう 錯覚 を 真 我 に 与え る の で 混乱 し て いま 
す 。 ユ ン ガ ー の 言う と ころ の 「 遠 < 離れ た 前 哨 基 地 」 に 向かっ て 、 身 体 に 起こ っ て いる 感情 や 感覚 
の 認識 を 少し 垣間見 る の に 役立つ よう に 私 が 思い つい た 練習 の 1 つ は 、 そ れ ら を 経験 する と き に 


の 存在 全体 が 視界 に 集中 し て いる こと を 認識 し 、 そ れ か ら 起 こっ て いる 感覚 を 検出 し ます 。 私 は 毎 
日 の エク ササ イズ 中 に 疲れ た と き に これ を 試し て いま す 。 ダ ン ベ ル を 持ち 上 げ る だ け の よう な 静 
的 な エク ササ イズ を し て いる と き に 行う の が 最も 簡単 で 、 動 き に 気 を 取ら れず に 集中 で きま す 。 も 
し あな た が 自分 自身 を 視覚 と 同一 視 し て いれ ば 、 そ の と き あ な た は その 痛み を 何 か 遠 いも の で あ 
り 、 あ な た の 真 我 に 起こ っ て いる こと で は な く 、 あ な た が 起こ っ て いる と 知覚 で きる 何 か で ある と 
知覚 する こと が で きま す 。 こ れ は 本 当 の 理解 を 得る に は 貧弱 な 人 間 の 代理 で す が 、 私 が 話し て い 
る こと に つい て 少し だ け 洞 察 を 与え る こと が で きま す 。 


現代 思想 の 全体 は 、 真 実 の 解 息 に お ける ナル キッ ソス 神話 に 要約 で きま す 。 ま た 、 現 代 思 想 
の 多く が 快楽 主義 と ナル シシ ズム に 依存 し て いる 理由 を 証明 する の に も 役立ち ます 。 物 質 主義 と 
物質 世界 の 平均 的 な 象徴 で ある 水 は 、 ナ ルキ ッ ソ ス を 示し て いま す が 、 彼 自身 の 反映 、 水 へ の 反 
射 、 つ まり 、 そ れ は 彼 の 本 当 の 自己 で は な く 、 水 (歪ん だ 反射 ) と 落下 に よっ て 定義 され た 自己 で 
す 。 そ れ を 愛し (歪ん だ 反射 に 変換 し ) 、 彼 は その 水 の 中 で 「 死 ぬ 」( ア ナ ロ ジ カル な 象徴 は 、 
彼 が 「 眠 り に 落ち た 」、 つ まり 彼 が 現実 の 厳密 に 物質 的 な 理解 に 服従 し た と いう こと に な る だ ろ 
う ) :。 


また 、 あ ら ゆ る 精神 的 な 成果 に 対し て 、 私 た ちの 「 肉 体 」 と 「 動 物 の エゴ 」 は 大 きく 異な 
セン ス る と いう こと も 心 皿 留 め て お いて くだ さい 。 
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心理 学 の 再 定義 


本 当 の 意味 で 自己 一 は 致命 的 で す 。 言 い 換え れ ば 、 あ ら ゆ る も の を つか み 
自分 自 それ は 、 ノ ス ・ ノ ン ッ ノビ ス と し て の 本 性 を 満た す た め に 、 ま す 一 
身 で 物事 を 感じ よう と する 人 に 典型 的 訟 あの 、 共 た を は そう で は な く 、 限定 
私 た 7 抽 鐵 償 在 宇 5 計 時 訣 り て くだ さい ) 最 良 の 態度 が 想定 

され ます 。 振 の 反 る 者 は 戻る こと だ 

彼ら が 得 た も の を 熟考 し 、 ロ ト が 石 に 投げ られ る よう に 楽し ん で くだ さ 
それ は 麻痺 し 、 聖 書 で は 妻 に な り ま す 。 そ れ は 、 自 い 。 
分 自身 の イメ ー ジ へ の 愛 の た め に 亡くな っ た ナル キッ ソス の よう に 、 彼 ら の 破滅 に 
な り ま す 。 に 


- イン トロ ダク ショ ンジ ッ ク 良 り の 敷居 を 超え て (レオ 、 別 名 ジョ バン ニ ・ 
ラッ ツア ァ ) 


に 映る 自分 の 姿 ( 目 坦 主夫 ま も キツ を た よっ て 「 水 の 死 」 に 誘わ れる の は 、 同 じ 水 
彼 の 「 死 」 は 欲望 に 縛ら れ 肉 体 の 世界 に 命 を 呼び 込む 人間 の 本 質 で ある 。 。 


- ヘル メ テ ィ ッ ク な 伝統 。 慕 と 湯 き (ジュ リア ス ・ エ ヴォ ラ ) 


し た が っ て 、 自 分 の 歪ん だ 反射 が 本 当 の 自己 で ある と 信じ 込む よう に あな た の 認識 を 
変え る 動物 の よう な 体 の 葛藤 は 、 心 理学 の 多く を その 核心 で 科学 と し て 再 定義 する 新しい 中 
心 テ ー マ の 1 つと な る で し ょ う 。 


他 に も 考え られ る 結果 は あり ます 。 た と えば 、 伝 統 的 な 教え で は 、 思 考 は 私 た ち 自 身 の も 
の で は な く 、 私 た ちの 周囲 に 漂っ て 存在 し て いる と いう こと が 強調 され て いま す が 、 こ の 問題 
に つい て は 別 の 場所 で 言及 し まし た (その 主題 の いい くつ か の テー マ を 、 思 考 の 認識 を 通じ 
て 再考 する ) 。 身 体 が 自己 と は 別個 の 存在 で ある こと も 非常 に 興味 深い で し ょ う ) し か し 私 
は その 特定 の 分 野 に まだ 精通 し て お り ま せん の で 、 心 理学 と の 関連 で は も ちろ ん 、 そ れ 自 体 に 
つい て 何 か を 言う こと は で きま せん が 、 次 の こと は 確信 し て いま すそ の よう な 知識 は この 科学 
に も 大 き な 有 影響 を 与え る で し ょ う 。 


以上 が 、 私 た ちの 勝利 と 現実 に 対す る 物理 的 側面 と 形 面 上 学 的 側面 の 両方 を 含む 認識 
の 回 復 後に 心理 学 に 起こ り 得る 影響 で す 。 繰 り の 返し ます が 、 こ れ は 
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次 の 飛躍 へ 


これ は それ 自体 興味 深い 主題 で あり 、 不 敬 な 科学 に よっ て 感じ られ る 
可能 性 の ある 結果 の 良い 例 で も あり ます 。 ま た 、 こ れ は また 、 私 た ち が 
どの よう に 独自 の 世界 観 を 保持 し て いる か と いう 良い 印象 を 与え る は 
ず で す 。 政 治 、 社 会 学 、 経 済 学 の み に 限 定 さ れ た いく つか の 新しい イデ 
オロ ギー。 
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